
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　『旅の道中』












「──私は、ユークリウス家の実の嫡ちやく子しではないんだ」

　野営の焚たき火びを囲みながら、膝を立てて座っているユリウスが物憂げな瞳で呟つぶやいた。

　その話を、スバルは膝に乗せたベアトリスの髪を梳とかしながら聞いていた。

　人工精霊であるベアトリスの体は、常に清潔で最適な状態が保たれる特性を持つ。が、それはそれとして、この寝る前の髪の手入れは大事なスキンシップタイムだった。

　心穏やかに、今日の出来事などを語らいながら、大切なパートナーとの絆きずなを深める。

「そんなタイミングで、急になんでそんな重たい爆弾放り込んできたんだよ」

「すまない。ただ、今を逃せば次はいつになるかと、そんな風に思われてね」

　眉間に皺しわを寄せたスバルに、応じるユリウスの顔は言葉ほど悪いと思っていない。それを高慢と気安さ、そのどちらと受け取るかは受け手次第だろうが。

「嫡子っていうと、ええっと？」

「正式な、ユークリウス家の当主の実子ではないという意味です。当家の現当主、アルビエロ・ユークリウスは養父で、その弟であるクライン・ユークリウスが私の実の父。私は実の父が他界した際、今の家に養子入りした立場なのですよ」

「そうなんだ……。あ、じゃあ、お父さんとお母さんが二人ずついるのね」

　すごい、というニュアンスを孕はらんだ返答に、ユリウスが一瞬だけ目を丸くする。それからすぐ、彼は唇を緩め、「そうですね」と笑みのまま頷うなずいた。

「──？　あれ、私、何か変なこと言っちゃった？」

「いや、全然全然。むしろ、さすがのエミリアたんって感じで、マジＥ・Ｍ・Ｔだよ」

「ごめん、ちょっと何言ってるのかわかんない」

　唇を尖とがらせ、どこか拗すねた顔をする少女──エミリアにスバルは苦笑する。

　今の彼女への称賛は、皮肉でも何でもなく本心だ。実際、エミリアの嫌いや味みのない物の考え方にスバルは感心したし、それはユリウスも同じだろう。

　だからこそ、自身の前髪を細い指で弄もてあそぶ彼の仕草は普段通りのものだった。

「────」

　月は薄雲に隠れ、ぼんやりとした焚たき火びの火だけがスバルたちの姿を照らしている。その焚火を囲んだ顔ぶれを見回して、ずいぶんと不思議な面子メンツだと改めて感じる。

　──水門都市プリステラを離れ、一行は一路、世界図の東端を目指している。

　目的は東の果て、アウグリア砂丘に住むとされる『賢者』との接触。全知と名高い英傑と会い、彼かの人物の智ち慧えを授かるための旅路だった。

　正直、事前情報の時点でとんでもなく困難な旅路であることは予期されている。

　アウグリア砂丘は危険な魔獣の巣窟であり、恐るべき瘴しよう気きが蔓まん延えんする曰いわく付きの地として有名らしい。何より、その魔境を最悪の魔境たらしめるのは──、

「ラインハルトが攻略失敗した魔境、か。……本人にも言ったけど、それだけ聞くと、わりと絶望的なフレーズだよな」

　月から生還した疑惑のあるラインハルト。その彼が突破できないということは、人類には踏破不可能な挑戦という意味にすら感じられる。

　だが──、

「不可能を可能にしなきゃ、だ。俺たちは死ぬ気じゃなく、助ける気なんだから」

　そのためなら、絶望的な障害だろうと越えなくてはならない。

　これは、未来を閉ざされた人々に希望を与え、明日を取り戻すための旅路なのだから。

「スバル、怖い顔になっているのよ」

　と、真剣に考え込むスバルの頬ほおを、背中ごと体重を預けるベアトリスがつついてくる。髪を弄いじられながら、少女は特徴的な紋様の入った丸い瞳を細めて、

「考えすぎで頭がごちゃごちゃになるぐらいなら、ベティーとのスキンシップに集中するかしら。でないと、ベティーの可愛かわいさが台無しになってしまうのよ」

「おいおい、何言って……本当だ！　ちょっと上の空の間にベア子がブチャイクに！」

「なってないかしら！　ベティーはラブリーなままなのよ！　失礼かしら！」

　スバルの軽口に頬を膨らませ、膝の上から飛びのくベアトリス。「冗談、冗談」と笑いかけるが、ベアトリスの機嫌は直らず、彼女は手招きするエミリアの下へ。

　そのまま、微笑ほほえむエミリアの胸の中に体を預けると、

「エミリア、そろそろおねむの時間なのよ。夜更かしは体に毒かしら」

「ええ、そうね。今日は私と一緒に寝ましょ。意地悪スバルへのお仕置きね」

「お仕置きなのよ」

　スバルを悪者にして意気投合する二人。眠たげに目をこするベアトリスの手を引いて、エミリアがスバルに目配せしてから彼女を連れていく。

　そうして、竜車へ戻っていく二人の背中を見送ると、

「微笑ましいものだね」

「仲良しこよしに見えるだろ？　一年ちょっと前まで、あんな仲良くなかったんだぜ」

「それは信じ難いが……一年か。君が仲立ちをしたのなら、そういうこともあるだろう」

　そう言って瞳を細めるユリウスに、スバルは指で自分の頬ほおを掻かく。確かにスバルの存在は無関係ではないだろうが、それを認めるのも自意識過剰に思える。

　だから、スバルは早々にその話題を切り上げて、

「それで、さっきの話はなんなんだよ」

「さっきの話とは、私の出自のことだろうか」

「そうだよ。エミリアたんは天然だろうけど、ベア子は気遣って何も言ってかなかった。お前の、今の状況で昔話ってのは……」

「そうだな。重荷になってしまったならすまない」

　歯切れの悪いスバルの言葉を遮り、ユリウスがゆるゆると首を横に振った。そんな彼の態度に、スバルは胸の奥、苦い味を噛かみしめる表情になる。

　大罪司教『暴ぼう食しよく』の権能の被害に遭い、ユリウスの『記憶』──否いな、ユリウスの『名前』は世界から失われた。関係者全員の記憶から、ユリウスの存在が失われたのだ。

　それは自分の記憶をなくしたクルシュや、人々から忘れられ、今も眠り続けるレムと似て非なる第三の症例。──全てに忘れられた、記憶の迷い人だ。

　その、世界に取り残される絶望感はスバルにも覚えがあった。

『死に戻り』で時間を遡さかのぼるスバルには、誰も覚えていない世界の記憶が確かにある。一度は築いた関係、それが失われたことだって、一度や二度ではない。

　例えばロズワール邸の仲間たちにだって、スバルは忘れられたことがあるのだから。

「スバル、そうジッと見られると落ち着かない。話があるなら話したらどうだろうか」

「お前は……ったく、とんでもねぇ野郎だ」

　小さく舌打ちして、スバルはユリウスから視線を逸そらした。

　珍しく本心から心配してやればこの態度、まさしく『最優の騎士』の在り方だ。

　同じような状況に陥ったとき、スバルは一人では立てなかった。だからこそ、それを一人でやり遂げたユリウスの凄すごさが、スバルには理解できる。

　ただ、そのことを素直に認めるのは癪しやくなので、天邪鬼あまのじやくに鼻を鳴らしてしまう。

「俺から話があるなら文句だよ。ビックリするから、急に身の上話とかするんじゃねぇ。大体、俺が聞いていい話でもねぇだろ」

「そうでもない。ラインハルトやフェリス、近衛このえ騎士団では周知の事実だ。当然、アナスタシア様も知っている。特別な話ではないよ。──いや、知っていた、か」

「────」

「そう、皆が知っていた話だ。──だから今、君にも知ってもらいたかったのかもしれない。今の世で、私以外に最も私を覚えている君に」

　静かな、穏やかな声でそう言うと、ユリウスはその場に立ち上がった。軽く足下を払った『最優』は、なおも焚たき火びの傍かたわらに座り込むスバルを見下ろし、

「そろそろ私は休むつもりだが、君はどうする？」

「俺は……もうちょい火の番してるよ。安全な街道でも、見張りはいた方がいいだろ」

「わかった。では、先に休ませてもらうとするよ」

　言葉と目礼を残して、ユリウスも焚火の傍そばを離れて竜車へ戻った。

　そうして一人になり、スバルは焚火を眺めながら自分の右足に触れる。そこにはプリステラで負った傷の名残と、消えない黒い紋様が刻まれていて。

「……らしくね」

　小さく、拗すねたような言葉が口をついて出た。

　それが自分に対する発言なのか、ユリウスに対する発言なのかも定かではないが。

　とにかく、憤慨のような違和感が小骨みたいに喉に引っかかっていた。

「ああ、クソ。馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は……」

　頭を掻かき毟むしり、苛いら立だちを苛立ちのままに吐き捨てる。それで楽になるものではないが、何も言わずにはおれなかった。

　と、スバルがそんな調子で焚火を睨にらみつけていると、

「──そないに、自分を責めたりせんでもええんと違う？」

　ふと、背後からはんなりとした声がかかり、スバルは頭を掻き毟る手を止めた。

　ゆっくり振り返ると、そこには両手を後ろ手に組んだ少女の姿があって。

「……とっさに、なんて呼べばいいのか判断に困るな」

「とっさでもそうやなくても、アナスタシアさんって呼んでくれたらええやないの。──そうじゃないと、こちらも困ってしまうからね」

　台詞せりふの前半と後半で、口調の雰ふん囲い気きががらりと変わった。まるで話し手が交代したような変わり身だったが、声色自体は同じモノだ。

　ただ、その肉体の支配権は、本来の持ち主とは異なるモノに移譲されていて。

「襟えりドナ……」

「名前に拘こだわる方じゃないが、その呼ばれ方にはいささか抵抗感があるよ、ナツキくん」

　そう、浅あさ葱ぎ色いろの瞳を細めた女性はアナスタシア・ホーシン。少なくとも、肉体は王選候補者たる彼女そのもの。だが、その中身は別人、別物だ。

　現在、彼女の体に居座っているのは、その首に巻かれた白い狐きつねの襟巻き──そう擬態している人工精霊、エキドナだ。

　何の冗談か、『強ごう欲よくの魔女』と同じ名前を名乗った人工精霊は、同名の魔女との同一性を否定しながら、こうしてスバルたちの旅に同行している。

　正直、頭痛の種には違いない相手だが──、

「そう疑わんといてほしいわ。うちかて、この状況は本意やないって何度も説明したやないの。そのために、危うい道先の案内人まで買って出てるんやから」

　襟えりドナの発言は真実、スバルたちの旅の成否は彼女の道案内にかかっている。それがなくては、ラインハルトさえ撤退した魔境の攻略は叶かなわない。

　それがわかっていてなお、引っかかるのが魔女の名前なのである。

「それも含めて、お前の創造主は信用ならないってのが俺のスタンスだよ。俺だって、お前を信じられるなら信じてぇんだ。その方がずっと気楽だし」

「やれやれ。よほど、記憶にないボクの作り手は君の不興を買ったようだ」

「────」

「せやから、そないに怒らんといてって。もう、怖いんやから」

　三白眼を鋭くすると、アナスタシアと同じ顔で舌を出し、襟ドナが背を向ける。彼女も竜車へ戻り、ひと眠りというところだろう。

「ナツキくんも、あんまり夜更かしせん方がええよ。ただでさえ、ナツキくんはあれこれ抱え込んでまう性た質ちっぽいんやから」

「……俺の抱えた悩みの一個にそんなこと言われてもな」

　皮肉っぽい言い分に、襟ドナが「藪やぶ蛇へび、藪蛇」と肩をすくめて退散する。

　しかし、意識の切り替えは必要だった。どこでうっかり、彼女のことを襟ドナと呼んでしまうかわからない。襟ドナ──ではなく、アナスタシアと呼ばなくては。

「隠し事が増えるのって、絶対にいい傾向じゃねぇんだよなぁ」

　ぼやくようにこぼし、スバルは焚たき火びに水をかけて火を消した。そのまま、街道の脇に止めてある竜車へ戻り、座席を寝床に横になろうとする。

　竜車の奥ではエミリアたちが眠っている。なので、静かに慎重に、寝床に入って。

「また、心配事を増やしてきた顔かしら」

「……起きてたのか」

　座席に体を横たえたところで声がかかる。見れば、結んだ髪をほどいたベアトリスが座席の傍かたわらに立っていて、スバルは苦笑した。

「お前には何でもお見通しか。ホント、隠し事できねぇな」

「そうやって、悪い癖なのよ。心配事はちゃんとベティーと半分こするかしら。ベティーの方が、スバルよりよっぽど気が回るのよ」

「……おう、そだな。よしこい」

　座席の奥に詰めてスペースを作ると、少女が懐に潜り込み、一緒に休む態勢へ。

　スバルの内心の不安、その深い部分を知るのはベアトリスだけ。──彼女だけが、アナスタシアと襟えりドナの『入れ替わり』を、スバルと共有してくれている。

　ベアトリスと同じ人工精霊の立場にあり、アナスタシアを害する意思はないと断言したエキドナ──通称『襟ドナ』の問題は、迂う闊かつに話せば大混乱を招きかねない。だが、警戒は欠かせない。その折衷案が、ベアトリスへの相談だった。

　正直、ベアトリスの心情を思えば、エキドナと名の付くものと関わらせたくはないが、

「余計な心配なんてしないで、スバルはスバルらしく、誰彼構わず助けを求めてればいいかしら。でも、最初にベティーを選んだことは褒めてあげるのよ」

　聞き上手の褒め上手、ベアトリスの言葉にスバルは苦笑し、感謝するしかない。

「いつまでも悩んでられねぇか。明日には、懐かしの我が家なんだ」

　ベアトリスの頭を撫なでながら、旅の最初のチェックポイントを目前に気を引き締しめる。

『賢者』の監視塔を目指す旅路、一行は旅の準備と報告にロズワール邸へと立ち寄る。ただし、ロズワール邸へ立ち寄る理由はそれだけではなく──、

「寄り道ってだけの話じゃ、ないからな」

　大きな目で見れば、きっと馬鹿にされるような、ささやかな理由だった。

　だが、ナツキ・スバルという小さな人間にとって、大きな可能性を秘めた理由。




　──身内との久々の再会と、本当の意味での再会のための、大事な寄り道なのだった。






第一章　『君を連れ出す理由』













　　　　１






　水門都市プリステラからロズワール邸への旅程は、おおよそ十日の道のりだった。

　行きと帰りとで同じ日数を費やし、スバルたちが屋敷へ戻ったのは約一ヶ月ぶりとなる。あまり長く屋敷を空ける用事もなかったため、実に感慨深い。

「スバル！」

「おお、ペトラ……って、うおわ!?」

　竜車を降りて、御者の男性に礼を言っていたスバルへと、屋敷から軽やかに走ってきたメイド姿の少女が勢いよく飛びついた。

　慌ててその体を受け止め、スバルは安あん堵どしつつ、少女の頭を撫でる。

「いきなりはビックリするだろ、ペトラ。一ひと月つきぶりだけど、元気いっぱいだな」

「久しぶりなんだもん、嬉うれしくって。……スバル様の方こそ、大変だったんでしょ？　お手紙きてから心配してたんだから。また、痛いの我慢してませんか？」

「こしょばいこしょばい」

　赤みがかった茶髪を揺らして、ペトラがスバルの体を触ってケガの有無を確かめる。その手つきにスバルが苦笑していると、他の面々も竜車から降りてきた。

「ほれ、ペトラ。ラムに怒られる前に、メイドのお仕事の時間だぞ」

「……はーい。あとで、お話聞かせてね」

　そう言って離れるペトラだが、その視線は最後まで疑わしげだった。どうやら、スバルの自己申告は全く信用がないらしい。実際、魔ま晶しよう石せきを譲ってもらいにいって、あれよあれよと都市を巻き込んだ魔女教との全面戦争になったのだ。

　スバルに非はないと訴えても、聞く耳を持ってもらえないのも仕方がなかった。

「お客様、長旅お疲れ様でした。当家でメイドをしております、ペトラ・レイテです。これより、お屋敷へご案内させていただきます」

　スバルの感慨を余よ所そに、ペトラが堂に入った口上で来客を歓迎している。

　その楚そ々そとした挨拶に、ユリウスと、彼の手を借りて竜車を降りるアナスタシアも感心した顔だ。心なしか、エミリアとベアトリスは自慢げである。

「なんや、小さいのにしゃんとした子ぉやね。うちに欲しいくらいやわぁ」

「ええ、確かに。スバルに飛びついていた姿とは別人のようでしたね」

「……お恥ずかしいところを」

　微笑ほほえむアナスタシアとユリウスに、ペトラがそっと頬ほおを赤らめる。そのペトラの反応を観察して、ユリウスは「なるほど」と頷うなずいた。

「スバル、君が『幼女使い』ともてはやされる理由も頷けるというものだ」

「言っとくが、ペトラはもう幼女ってほど小さくねぇし、百歩譲って俺が使う幼女はベア子だけだ。勘かん違ちがいすんなよ」

「ベティーも、使われるなんてほどスバルに都合よく働いてあげてないのよ」

　ユリウスの軽口に辛口で応じると、さらなる辛口でベアトリスに窘たしなめられた。

「大体、ベティーとペトラの間にそんな差なんてないかし……待つかしら。ち、ちょっとペトラの背が伸びた気がするのよ。髪も、ちょっと伸びてるかしら……！」

「だって、一ヶ月経たったもん。わたしだって成長期なんだよ？　背も伸びるし、髪だって切らなかったら伸びるよ。ベアトリスちゃんは小さいままだね」

「な、何たることなのよ……！」

　わなわなと震えるベアトリスを、微笑むペトラが正面から抱きしめる。そのまま、むくれ顔のベアトリスを堪能しつつ、ペトラは「そろそろ」と話題を区切って、

「早くご案内しないと、ラム姉様に怒られちゃうから……」

「──それなら、あともう少し努力が足りなかったわね」

「ぴぃーっ！」

　後ろから声がして、ペトラが顔を青くして小鳥のように鳴いた。そうして後輩メイドを恐れおののかせたのは、屋敷から現れた第二のメイド──ラムだ。

　彼女は薄紅の視線でペトラを硬直させると、ゆっくりスバルたちの方を見やり、

「最近はペトラの仕事ぶりも上達したと思って、ようやく認めてあげようってときにこの体たらく……ラムは本当に残念だわ」

「ご、ごめんなさい、ラム姉様。……その、お仕事、認めてくれてたの？」

「ええ。ラムより料理も上手だし、ラムより掃除も気が利くし、ラムより洗濯もうまくこなすし、ラムより早寝早起きだし、認めるところだったわ」

「そこはお前が自分に疑問を持て！」

　メイド歴一年ちょっとの少女に、ベテランメイドがどれだけ負けるのか。ペトラの呑のみ込こみの良さを考慮しても、ハードルが低すぎて話にならない。

　そんなスバルの叫びに、ラムは「ハッ」と鼻を鳴らした。

「自分に疑問なんて持ってどうするの？　ラムが自分に持つのは期待と自信だけよ」

「姉様のそういうとこだけ、本当の本当に尊敬するわ」

　威風堂々たるラムの宣言に、スバルは呆あきれながらもそう答えた。そうしていると、硬直したペトラの肩を叩たたいて、エミリアが「ラム」と彼女に呼びかける。

「お迎えありがと。屋敷のみんなも変わりはない？」

「はい、問題なく。エミリア様たちの方は積もるお話もおありでしょうね。──ガーフとオットーは死にましたか」

「死なすな！　神妙な顔と声で何言い出すんだよ！」

「余裕のない男は底が知れるわよ。特にバルスの底には穴が開いて、中身がこぼれ出しているんだから気を付けなさい。底が知れて中身が空なんて、最悪だわ」

「ズバッと傷付くからやめてくれ……。それより、手紙は届いてたんだよな？」

　肩をすくめるラムに、スバルはそっと耳打ちするように尋ねる。

　スバルたちの出発に先駆け、プリステラから屋敷へ送っていた手紙のことだ。その内容が共有されていれば、スバルたちが屋敷に戻った理由は伝わっているはず。

　すると、そのスバルの確認にラムは指を立てて、

「安心なさい。ロズワール様から話は聞いているわ。『眠り姫』と、座ざ敷しき牢ろうに用があるんでしょう。……もっとも」

　そこで言葉を区切り、ラムはどこか妖しげに薄紅の瞳を細めると、

「どっちの準備も、ラムじゃなくてフレデリカとペトラの仕事だったけどね」

「なんでそこでお前がドヤ顔すんの？」

　ともあれ、一ひと月つきぶりの再会であっても、ラムの態度はそんなものである。





　　　　２






「やーぁや、お帰りなさーぁい。無事のお戻りで何よりだったねーぇ」

　そう言って、応接間のソファに腰掛けたロズワールが帰還した一行を歓迎する。

　その喜色満面のピエロメイクに、スバルとエミリアは思わず顔を見合わせてしまう。

「……エミリアたん、なんか手紙におかしなことでも書いた？」

「え、わかんないけど……スバルが喜ばせてあげたんじゃないの？　ほら、スバルとロズワールって、たまにこしょこしょ内緒話してるし……」

「俺がロズワールを？　それするぐらいなら、その時間とお金はエミリアたんとベア子とペトラとフレデリカとパトラッシュと一応ラムに還元するよ」

「女の名前ばっかりだったかしら」

「オットーとかガーフィールに日頃の感謝とか、男同士で恥ずいじゃん!?」

　呆あきれ顔のベアトリスの頭に手を置いて、スバルはエミリアと一緒に首をひねる。

　ちなみにレムを含めなかったのは意識的な問題で、周りに気を遣わせないための配慮なのであしからず。と、それはさて置き──、

「で、その笑顔、今度は何の悪巧みなんだよ、ロズワール」

「何とも心外な反応だーぁね。私が君たちの安否を心配し、その無事を喜ぶことの何に問題があるんだーぁい。全部、当たり前のことじゃーぁないの」

　片目を閉じて、青い方の瞳でこちらを睥へい睨げいするロズワール。

「この一年で、私も色々と考えに変化があったというわーぁけだよ。私が協力的になることは、エミリア様にとっても喜ばしいことなのでは？」

「うーん、そうよね。うん、ありがとう、ロズワール」

　いけしゃあしゃあとしたロズワールを、エミリアがその寛容さで受け入れてしまう。

　そのエミリアの答えに笑い、掌てのひらをひらひらと振っているロズワールを見ていると、どこまで本気の発言なのかと疑わしく思えてくるが。

「あれの考えなんて推し量るだけ無駄なのよ。あれのアレさはスバルのアレさ以上かしら」

「お前、今の台詞せりふはちょっと指示語多すぎるぞ」

　老化の進んだご老人みたいな発言をするベアトリスの手を引いて、スバルはエミリアと一緒に応接間へと足を踏ふみ入れる。

　上機嫌なロズワールは怪しいが、彼がスバルたちの帰還を喜んでいるのは本心だろう。『叡えい智ちの書』を失った今、彼の目的にスバルたちの存在は必要不可欠なのだ。

「それならそれで、もうちょっと協力的だと助かるんだけどな」

「私の助力の有無に拘かかわらず、君は君の目的を達成する。それを信じているからこそ、君の力の及ばないところで手を尽くす。実に対等な関係じゃーぁないかね」

「助すけっ人とキャラが普段から使えない、ＲＰＧのお約束を味わってる気分だーぁよ」

　強すぎる助っ人キャラが、スポット参戦しかしないのはゲームのお約束だ。

　実際、彼の場合はスバルが追い詰められるほど、『死に戻り』による運命改変力を信じる根拠になるため、スバルの窮地をギリギリまで見物し続ける理由がある。

　食えない輩やから、油断ならない身内。そんな評価と立場は変わらぬままだ。

「──それで？　そろそろ、うちらの紹介もしてもらってええんやない？」

「と、悪い悪い。ロズワール、お客さん連れなんだ。詰めて座ってくれい」

「聞いているとーぉも。それにしても、面白い顔ぶれだーぁね」

　部屋の入口に立たせたままの来客へ、立ち上がったロズワールがソファを勧める。そのまま彼は、傍かたわらの一人掛けのソファへ腰を落ち着けて、

「遠方よりはるばるようこそ。こうして話すのは論功式以来ですねーぇ」

「ホントやね。あのときも、言うほどちゃぁんとお話ししたわけやなかったし、実質、これが初めましてってことになるんやないかな」

　社交辞令的なロズワールの挨拶に、唇を緩めたアナスタシアが社交辞令で返す。

　二人が話題にした論功式とは、王城で開かれた『白はく鯨げい討伐』の功績を評したもので、エミリア、クルシュ、アナスタシアとそれぞれの陣営を招いた式典だった。

　各陣営の代表が揃そろった式だったため、『聖域』の問題解決後のメンバーが参加したわけだが、あれだけやらかして、しれっと参加するロズワールもなかなかのタマだ。

　ともあれ、ロズワールとアナスタシアの顔合わせはそれ以来であり、互いの挨拶はそこそこに腹の探り合いの様相を呈していた。

　そして、話し合いは本題である都市プリステラでのことの報告になり──、

「──手紙で報告は受けています。オットーくんとガーフィールの二人が負傷の療養中なのはともかく、魔女教を相手に被害は最小限だったとか」

「ええ、二人ともすごーく頑張ってくれて……二人だけじゃなく、あの街にいた全員が頑張った結果なの。スバルも、リリアナもね」

「なんでそこで俺とリリアナを並べたの？」

　たぶん、非戦闘員というカテゴリーだろう。同類、という意味ではないと思われる。

「ま、スバルくんの自意識はいったん置いといて……今回、エミリア様をプリステラへ招待されたのはアナスタシア様ですが、そのことについてはどうお考えです？」

「その件については申し訳ないと思うとるよ。謝れやなんて言われたら、うちもちゃぁんと謝る心積もりではおるから。せやけど……」

「それ以上のことは、すでにエミリア様が断ってしまわれたんでしょーぉう？」

「だって、魔女教が悪さしたら、悪いのは魔女教でしょう？　アナスタシアさんに責任があるわけないじゃない。それに、私たちの旅の目的は果たせたんだもの」

　ちらと自分を見るロズワールに、エミリアが首元のペンダントをそっと撫なでる。そこには輝く魔ま晶しよう石せきがあり、今も昏こん々こんと眠る大精霊の復活を待っていた。

　今回、スバルたちがプリステラへ赴いた目的は、パックの依より代しろとなる魔晶石を入手することだった。その目的に限って言えば、それは叶かなえられたわけで。

「それに、たまたま私たちがいたから魔女教を追い返せたのかもしれないわ。もしそうなら、むしろアナスタシアさんのお手柄だったんじゃ……」

「さすがにうちにとっても不本意なことやし、そこまでそこまで」

　エミリアの前向きな発言を、苦笑するアナスタシアの方が制止する。「そう？」と首を傾かしげるエミリアに、何な故ぜかアナスタシアが救われた形だ。

　もちろん、今の追及はロズワールも言ってみただけの牽けん制せいだろう。

　実際、プリステラで起きた魔女教の襲撃の大半は、エミリア陣営を狙ったものの可能性が高かった。その件についても、ロズワールと手紙で共有してあるのだから。

「魔女教の仕業は魔女教の仕業、あいつらが最悪！　って意見でまとまるのが一番だ。他の陣営もそれで納得してるし、戦果もなくはないからな」

「大罪司教を一名倒し、一名を捕縛と。確かに立派な戦果だ。ただ、彼らに連携や団結という言葉は無縁だからね。たとえ最後の一人になっても、危険性は変わらない」

「……それについちゃ同意見だよ」

　魔女教とは組織というより、異常者たちの寄り合い所だ。故に、『強ごう欲よく』と『憤ふん怒ど』が倒れたところで、『暴ぼう食しよく』と『色しき欲よく』の蛮行が止まることなどありえない。

「だから、それを何とかするための解決手段がいるんだ」

「そのために目指すのが『賢者』の塔と。──危険な旅路だ。勝算はあるのかい？」

　王国の重鎮の一人であるロズワールだ。当然、ラインハルトがアウグリア砂丘の踏破に失敗した事実は耳に入っているだろう。

　瘴しよう気きによる幻惑と、多数の危険な魔獣。その障害をどう越えるのか、疑問は必然だ。

　だが、その問題に対する隠し玉を同行したと、スバルはアナスタシアに目配せした。

「そこで、うちの出番なんよ。幸い、うちはその『賢者』の監視塔に到着する抜け道を知ってる。それが勝算。どない？」

「言葉で信じろ、と言われましてもねーぇ。そも、砂丘の抜け道なんて情報、大枚をはたいて買いたがる輩やからは大勢いる。何な故ぜ、あなただけがそれをお持ちなので？」

「うちは商人で、もちろんお金は大事やね。──やけど、お金に代えられんもんもあるんよ。これは、そんな中の一個やって話。納得いかん？」

　堂々と、ロズワールを相手に言葉を尽くすアナスタシア──襟えりドナが嘯うそぶく。

　アナスタシアを装っている偽物にも拘かかわらず、その一言には不思議と力がある。彼女が今、本来の彼女でないことを知るスバルですら、気け圧おされるような力が。

　そのアナスタシアの注視を受け、ロズワールは片目をつむる。そして、

「その若さで大商会の主人を張るだけのことはある。酸いも甘いも噛かみ分けた人間を言葉で弄ろうするのは大変だ。それに、エミリア様もすでにご納得済みなんでしょう？」

「勝手に決めて、ごめんなさいとは思ってるからね？」

「でも、勝手に決めることをやめようとまでは思わない。それでよろしい。あなたは茨いばらの道をあえて選んで行かれる御お方かただ。そこにこそ、彼も覚悟してついていく」

　気乗りしない態度のロズワールだが、彼の興味は結局そこに行き着くのだ。

　エミリアが困難な道を選べば、スバルが乗り越えるべきハードルは高くなる。ロズワールにとって、それが今や『叡えい智ちの書』に代わる希望なのだ。

「そんなわけで、アナスタシアさんの案内でなんちゃら砂漠を越える。それが結論だ」

「なんちゃら砂漠ではなく、アウグリア砂丘だ。いい加減に覚えてはどうだろうか」

　と、うろ覚えで結論するスバルに、嘆息するユリウスが言葉を差し込んだ。

　アナスタシアの隣に座り、ここまでの話し合いを黙って見守っていた彼は、その理知的な眼まな差ざしをロズワールへ向けると、

「メイザース辺境伯におかれましては、大変ご憂慮されるかと思います。ですが、都市プリステラでは今も、魔女教の悪事に心身共に傷付いた人々が大勢いるのです。我々の行動が彼らを救う一助となるなら、どうかこの場はお許し願いたい」

「なかなか優美な言い回しだ。私の記憶にない君は、つまりそういう立場だーぁね？」

「────」

　記憶の中にいないユリウス、それだけでロズワールは事情を理解する。微かすかにユリウスが目を伏せると、ロズワールは肘掛けに腕を置いて頬ほお杖づえをついた。

「『暴ぼう食しよく』の権能で人々から忘れられ、世界に取り残される焦しよう燥そう感。君は君自身のためにか細い希望を求める。それを、誰かのためだなんて装飾する必要はないんだーぁよ？」

「──っ。決して、そのような私利のために動くようなことは」

「責めてるわけじゃーぁない。自然なことだよ。人は何事も、他人のためより自分のための方が必死になるものだ。結果的に他者が救われるにせよ、その過程に救われ、満足感や達成感、優越感を得る心を否定する必要はない」

　頬を強こわ張ばらせるユリウスに、ロズワールはつらつらと道化の笑みを深める。

「ましてや、君が救われれば他者も同じように救われる可能性が高いんだ。大義名分を背負い、行動するのにいささかの呵か責しやくもいらないだーぁろう？」

「私は……」

「──メイザース辺境伯、その辺にしといてもらってええ？」

　言葉に詰まるユリウスを手で制し、アナスタシアが代わりにロズワールと向かい合う。彼女ははんなりと微笑ほほえむと、愛らしく小首を傾かしげた。

「正直、うちも覚えてへんのよ。それでも、この子はうちの騎士様らしいんよ。それがどうしようもないことでイジメられるんは、見ててええ気持ちやないなぁ」

「記憶から失われても、主従の絆きずなは生きている……と？」

「どうやろね。その辺りのことはうちもよぅわかってへんよ。せやけど、ここまでの道のりでユリウスと過ごした時間は悪ぅなかったし……それに、や」

　アナスタシアはそっと、持ち上げた指で対面のソファを指差して、

「いつまでもいらんことして、そっちの陣営が割れるんは防いだつもりやよ？」

「──これはこれは」

　ロズワールがアナスタシアの指摘──すなわち、噴火寸前のスバルに肩をすくめる。スバルが怒鳴る寸前ということは、当然、エミリアとベアトリスも同じだ。

　その様子にロズワールは降参、とでも言いたげに手を挙げた。

「はいはい、わーぁたしが悪かったよ。そういう側面もあると指摘しただーぁけ」

「ただの余計な嫌がらせだろうが。お前、本当にふざけんなよ」

「その態度、君の方こそ、ほんの数日一緒に過ごした間柄って感じじゃーぁないが」

　目つきを鋭くするスバルに、片目をつむったロズワールが黄色い方の視線を向ける。そして、スバルの胸中を見透かすように唇を舐なめて、

「また、君だけが覚えているわけだねーぇ。──レムと同じように」

「何の因果か、だけどな」

「それは君が特別な証あかしだよ。大事に、大事にするといーぃ。──欲しくても、得られないものが大勢いるのだから」

　後半の述懐はロズワールの口の中だけで呟つぶやかれ、スバルの耳には届かなかった。ただ、ベアトリスだけがどこか思わしげな目をする。

　そのやり取りを経て、スバルは重いため息をつくと、

「あとは手紙で話した通りだ。座ざ敷しき牢ろうと……」

「──レムの身柄、だったね。思い切ったことをするものだ。あれだけ、君はあの子に触れられるのを嫌がっていたはずなーぁのに」

「──。起こす方法がわかるかもしれないんだ。試すさ。当然だろ？」

「その、救える手段の最初に彼女を選ぶのが意外なのさ。君は利己主義者を気取るけど、その実、ひどく自罰的だ。心のどこかで、頭の片隅で、自分が最初に救われるべきではないと、そう思ってやしないかい？」

「────」

　図星を突かれて、スバルは思わず黙り込んだ。

　今回の旅で、スバルは最後の最後までレムを同行させるか悩み続けていた。

　それはレムを目覚めさせることへの忌き避ひではない。当然、レムが目覚める可能性があるのなら、一日でも一秒でも、早く起きてほしいと願っている。

　──だが、そのことと、ナツキ・スバルが救われることとはまた別なのだ。

　プリステラでは、スバル以外にも大勢の人が同じ苦しみを味わっている。その人たちを差し置いて、どうして最初にスバルが救われるのだ。

　そんな罪悪感が、最後の最後までスバルを躊躇ためらわせていたが──、

「そのことなら、ちゃんと私がスバルを説得したの。だから、問題ないわ」

「……ますます、意外ですね」

　黙り込んだスバルに代わり、ロズワールに言い放ったのはエミリアだ。

　訝いぶかしむロズワールは、そう言って胸を張るエミリアに片目をつむると、

「こう言ってはなんですが、レムの目覚めはエミリア様にとってあまり都合がよろしくないのでは？　どう考えても、スバルくんはあの子に強い情がありますよ？　場合によっては、それはエミリア様への想おもいにも匹敵する……」

「そうね、そうだと思う。レムが目覚めたら、スバルはしばらくあの子にかかりきりになっちゃうだろうし、私のこともどうでもよくなっちゃうかも」

「いや、それはいくら何でも……」

　ない、と言い切れる。エミリアへの想おもいが揺らぐことは、絶対にありえない。

　ただ、レムを強く想っている気持ちも嘘うそではなかった。そしてエミリアの言う通り、レムが目覚めれば、失われた一年の分、彼女にかかりきりになるのは間違いない。

　しかし、エミリアはそんなスバルに「いいの」と言って、

「それでスバルにそっぽ向かれるなら、今度は私がこっちを向いてもらえるように頑張るだけだから。今さら、スバルがいないなんて困るもん。だからどんなにレムが可愛かわいくて、あの子を大事に想われても、私の方にもきてもらいます」

「エ、エミリアたん!?」

「それが私の覚悟と、私の決めたこと。それに、誰もスバルが救われたって文句なんて言わないわ。──だからいいの。レムを、起こしてあげましょう」

　強い言葉で、エミリアがスバルの決断を後押しする。

　その、ある種、告白のような響きに、スバルの方が息を呑のみ、膝が震えた。

　これまでにも何度か、エミリアから好意のようなものを告げられたことはある。あるが、それはどれも彼女の、親愛の域から出ていなくて──、

「私に、レムに、ベアトリスに、ペトラにパトラッシュに、フレデリカとラムと、オットーくんとガーフィール！　スバルはすごーくすごーく、幸せ者でいいの」

「後半に地竜と男が混じってたんですがそれは」

　照れ臭さや色んな感情がない交ぜで、思わずスバルが口を挟む。

　と、それを受けて、スバルの隣に座っていたベアトリスに脇をつつかれた。スバルが「うひっ」と横を見ると、ベアトリスが憮ぶ然ぜんとした顔つきで、

「別に、今さらスバルの気が多いところに文句を言ったりしないのよ。……でも、片手はいつも空けておくかしら。それは、ベティーだけの特権なのよ」

「……お前、アホほど可愛いな」

「当然かしら。ベティーの可愛さは天てん地ち神しん明めいに響き渡るのよ」

　天地の神々がどう思うかまでは知らないが、スバルの心には響き渡った。

　エミリアとベアトリスに後押しされ、スバルはレムの目覚めに尽力する。迷いはない。

「愛されすぎてて悪いな、ロズワール。レムは連れてくぜ」

「君たちには驚かされるよ。……好きにしたまえ。元々、止めるつもりもないしねーぇ」

「じゃあ、さっきまでの問答の意味は!?」

「行いの意味を解しているか、老婆心ながら確かめただけさ。そちらの名無しの騎士殿にも、悪いことをしたねーぇ」

　最後の最後まで、揶や揄ゆするような物言いをやめないロズワール。

　それに対して、ユリウスは「いえ」とスバルとアナスタシアを交互に眺めて、

「私はユリウス・ユークリウス。今は彼の記憶にしか残らぬ身ですが、ルグニカ王国の近衛このえ騎士の一人です。この程度のことで、心を乱すほど未熟ではありません」

　そう言い切り、邪悪な魔法使いの邪悪な嫌がらせを見事に撥はね退のけたのだった。

「……そのわりには、ぐらぐらだったけどな」

「君はどちらの味方なのだろうか？　今、背中から刺さされた気分なのだが」

　と、最後にそんなやり取りがあったことだけ、こっそりと付け加えておく。
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　──話し合いが終わり、スバルたちが応接間を立ち去ったあと。

「これで、私も彼に好意的な一人に仲間入りなのかーぁな？　君はどう思う？」

「……気色悪いこと言い出すんじゃないかしら。お前の場合、本気っぽくて怖いのよ」

「さすがにこの体で迫るほど、節操のないつもりはないんだーぁけどね」

「女だったこともあるかしら。十分、警戒はしておくのよ」

　その答えにロズワールの笑みが深まると、返事をした少女──ベアトリスはつんと澄ました顔のまま、自分の縦ロールを引っ張っていじくり出した。

　手持ち無沙汰か、あるいは苛いら々いらしているときの彼女の癖だ。

「その癖は変わらないねーぇ。とはいえ、心情は変わったのかな？　私はなかなか、尻の軽い君のようには振る舞えなくてね。羨うらやましいよ」

「一いち途ずの結果、母様に掠かすりもしてないお前と比べたら、スバルの手を握れるベティーの方が数百倍マシだから、ムカつきもしないかしら」

「言うようになったものだーぁね。──本当に、たくましくなってしまって」

　ソファに座ったままのロズワールと、その正面に立つベアトリスが同じ視線の高さで火花を散らせる。そして、ふっとロズワールは唇を緩めると、

「大罪司教を一人倒した。スバルくんの中に、これで二つ目が入ったはずだ」

「……候補は、スバル以外だっているはずなのよ」

「だが、どれも彼より近くも重なりもしない。つまらないお為ためごかしはやめたまえ」

「──これ以上は、やらせないかしら」

　ロズワールの物言いに、ベアトリスが決意を秘めた声で応じる。

「ベティーはスバルのものなのよ。だから、スバルはスバルのままかしら」

　強く、ロズワールを睨にらみつけて言い切り、ベアトリスは部屋の扉へ向かう。

　居残っての話し合いも、これ以上は語るべきことはない。

「ベアトリス」

　その遠ざかる少女の背中に、ロズワールが声をかける。

　ベアトリスは足を止めた。しかし、振り返らない。

「私はね、君には幸せになってほしいと、そう思っているんだよ。──君は私にとって、妹のようなものだからね。大事に思っているつもりだ」

「──ゾッとしない話なのよ。それも、お母様ほどじゃないかしら」

「それが、愛というものだーぁろう？」

　ベアトリスは返事をしなかった。

　ただ、扉が開かれて、閉じる音だけが応接間に静かに響いた。

　──それきり、ロズワールとベアトリスの間に会話はなかった。
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「旦那様との話し合いは、うまくゆかれましたの？」

「いつも通り、って感じの決着だよ。察してくれ。一応、御意見番のベア子を置いてきたから、多少は反省させてくれるだろ」

「なるほど、ですわね。旦那様はベアトリス様に頭が上がりませんから」

　そう言って、口元に手を当てたフレデリカがくすくすと上品に微笑ほほえんだ。

　応接間でのロズワールとの話し合いを終え、屋敷の東棟へ向かうスバルたちの案内を引き受けたのが彼女だ。これで、屋敷のメイド三人と無事に再会したことになる。

　長く美しい金髪に、折り目正しくメイド服を着込んだ強こわ面もての女給は、アナスタシアとユリウスの二人に丁寧に、メイドの鑑かがみらしい挨拶をした上で、

「旅の間、ガーフは皆様のお役に立ちましたか？　あの子には出る前に色々言い含めておいたのですけれど、エミリア様たちにご迷惑をかけなかったか心配で」

「ええ、心配いらないわ。ガーフィールにはすごーく頑張ってもらっちゃったから。オットーくんと一緒に、今は大人しく休んで……大人しくしててくれるかしら？　しててくれたらいいと思うんだけど、とにかく休んでってお願いしたの」

「不肖の弟がお心を煩わせて申し訳ありません」

　エミリアでも半信半疑でフォローし切れず、フレデリカが恐縮してしまう。

　ともあれ、ペトラやラム、ロズワール、そしてフレデリカにも心配されるガーフィールだが、プリステラでの出来事で何かしら心境に変化があったことは間違いない。

　傷付いて、それをバネに成長してと、真に十五歳らしい変化だとスバルは思っている。

「それに、今回はガーフィールにとって色々あったっぽいからな……」

「──？　スバル様、わたくしに何か思うところでも？」

「いや、俺からは何にも。正直、これは俺から話すのは違うと思ってるから」

　意味深な視線に気付いて、首を傾かしげるフレデリカにスバルは肩をすくめた。

　彼女の疑問を誤ご魔ま化かしながら、スバルはガーフィールの心中を想像する。

　プリステラでガーフィールが気にかけていた一家──金色の髪に翠みどりの瞳と、フレデリカとガーフィールの姉弟を思わせる特徴があった家族だ。

　あの家族とガーフィールの関係、それはきっとフレデリカとも無縁ではない。

　だが、それをフレデリカやリューズ、家族に報告するのはガーフィールであるべきだ。

「だから俺は何も言わないさ。ナツキ・スバルはウルトラクールに去るぜ」

「そうそう、ガーフィールっていえば、プリステラですごーく仲のいい子どもたちがいて、その子たちと……」

「エミリアたんエミリアたん、俺のモノローグが無駄になるから！」

　天然で話を台無しにされかけて、スバルは慌ててエミリアの口を塞ぐ。そんな様子を訝いぶかしむフレデリカを、「フレデリカ女史」とユリウスが呼んだ。

「和わ気き藹あい々あいとしているところへ気が咎とがめるが、この先にあるのが、例の？」

「ええ、そうです。座ざ敷しき牢ろうと、そうスバル様が呼んでいらっしゃる場所ですわ」

「その場所にいるのが件くだんの人物、か。うまく話が進められるといいんだが」

「そこは出たとこ勝負って感じだな。正直、何か聞ければ上出来ってぐらいの期待だ」

　思案げにするユリウスに、スバルも頬ほおを掻かきながらそう答える。

　実際、このことを提案したスバル自身、あまり期待度が高いとは思っていない。それは件の座敷牢にいる人物が、協力的かどうかがわからないためだ。

「でも、あの子はスバルに懐いてるし、色々教えてくれるんじゃない？」

「その好感度が、会話にどこまで影響するかが未知数……と、ついたな」

　楽観的なエミリアに応じたところで、一行の足が目的地へ到達した。その、地下へ通じる階段を目前にして、アナスタシアが形のいい眉を顰ひそめる。

「なんや、ずいぶんと嫌ぁな空気の漂うとる場所やねえ」

　パッと見、何の変哲もない地下への階段だが、雰ふん囲い気きの変化を感じ取ったアナスタシアはさすがだ。狐きつねもイヌ科だから、鼻が利くのかもしれない。

　とはいえ、地下から漂ってくる『嫌な感じ』には、鼻の良よし悪あしは無関係だろうが。

「瘴しよう気き、とは違うみたいやけど、あんまり体にええ気はしぃひんね」

「この先の座敷牢、そこに幽閉される人物の発する気配、ですわね。先導させていただきますので、どうぞ足を滑らせませんよう」

　アナスタシアの見下ろす暗い階段へ、フレデリカが先頭に立って足を踏ふみ入れる。そのまま彼女の背中に続いて、スバルたちも地下へ。

　階段はすぐに終わり、石造りの床に一行の靴音が大きく響く。地下の冷たい空気に肺を冷やしながら、フレデリカが通路の突き当たりにある頑丈な鉄扉の鍵を外した。

　そして、微かすかな緊張の漲みなぎる中、軋きしむ音を立てて鉄扉が開かれ──、

「がおー、がおー！　たーべちゃーうぞー！」

「きゃー、助けてえ、いやあ！」

「ぐへへへへ、そんな風に助けを求めても、誰も助けにきちゃくれないぜえ」

　開いた扉の向こうから、通路に明るい光と、甲高い声が漏れ聞こえてくる。

　鉄扉の先、部屋の奥でこちらに背を向ける人影が一つ、少女だ。少女は自分の周りにたくさんのぬいぐるみを置いて、両手に持った人形を弄もてあそんでいる。

　声色を変えて、一人何役かはわからないが、おままごとに夢中だ。

「いいえ、きてくれるわあ。だって、王子様とそう約束したんだからあ……んん？」

　小さな女の子の人形を抱いて、力強く立ち上がった少女が違和感に気付く。
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　それから、少女は恐る恐る後ろに振り返り、部屋の入口に立ち尽くすスバルたちの姿を見た。大きな丸い瞳が見開かれ、口がぽかんと開く。

　濃い青の髪をお下げにした、純朴で愛らしい顔立ちが徐々に赤くなっていく。

「よ、よお、しばらくぶり。元気してた？」

　とりあえず、スバルは何事もなかったかのように、手を上げて声をかけた。他のみんなにも目配せして、何も言わないようにと念押しする。

　しかし──、

「ふふっ、メィリィったら可愛かわいい。私も、雪玉でおままごとしてたことが……」

「お、お兄さんとお姉さんのバカぁ！　もう、知らない！　知らないわあ！」

　当然だが、目配せの意が伝わらなかったエミリアによって、少女は見事に激発した。
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「おーい、メィリィ。悪かったって」

「聞こえないわあ」

「悪気はなかったって言ってんだろ？　なぁ、メィリィ」

「知らないもおん」

　座ざ敷しき牢ろうの中心、ぬいぐるみを抱いたメィリィはすっかりへそを曲げており、ご機嫌を損ねてしまったスバルたちは途方に暮れていた。

　どうにか話を聞いてもらいたいが、これがなかなか、少女の機嫌とは手て強ごわい。

「フレデリカ女史、彼女には事前に我々のことは？」

「いえ、複雑な話になるから直接話すと、そうスバル様が仰おつしやいましたので……」

「スバル、君は……」

「悪気はねぇよ！　良かれと思ったんだよ！　ええい、クソ、こうなったら……」

　配慮が裏目に出たのは認めるが、そこまで非難されてはたまらない。ので、スバルは早々と最終手段に打って出ることとした。

　それはプリステラからの帰路、スバルが車中でチクチクと内職したもので──、

「ほれ、メィリィ。お土産で機嫌直してくれ。新作ぬいぐるみのダレパンダ」

「──っ！　わあ、可愛かわいいわあ！」

　スバルの差し出した白黒のぬいぐるみを見て、メィリィの目が瞬く間に輝く。

　この一年、家事手伝いとして飛躍的にスキルアップしたスバルの裁縫技術は、ついにはぬいぐるみ作りや、女性用の服を仕立てることさえ可能としていた。

　例えば、虜りよ囚しゆう生活を送るメィリィの服やぬいぐるみ、これ全てスバルのお手製である。

「ふう、やれやれ。さっそく秘密兵器の出番とは困ったお姫様だぜ。……どうしたの？」

「……いいや、君の準備の良さに感心しているところだよ」

「うちはどっちかっていうと、呆あきれた方かも。ベアトリスちゃんといい、ペトラちゃんといい、ナツキくんって言い訳できんのと違う？」

「違うよ!?　俺が集めようと思ってロリが集まってきてんじゃないよ!?」

　にわかに『幼女使い』の異名が現実味を帯びてくるが、そこにはスバルの関与できない複雑な力が働いているのだ、と主張した。

　ともあれ、『暑さでダレたパンダ』をモチーフにした新作ぬいぐるみで、メィリィの損ねた機嫌は相殺された様子だ。彼女はぬいぐるみに頬ほお擦ずりしながら、

「ええと、ええと、そうねえ。決めた！　この子は大熊猫って名前にするわあ！」

「直訳してパンダって、本質を突くやっちゃなぁ」

「──。あらあ、お兄さんたちきてたのお？」

　命名のセンスをさて置いたスバルの感想に、メィリィがそんな調子で小首を傾かしげる。どうやら、さっきのことを水に流してくれるという意思表示らしい。

　ありがたく、それに甘えることとして。

「──？　どうしたのかしら、メィリィ。急にそんなこと言って……」

「いやあ、一ヶ月ぶりだな！　俺たちが遠出してた間、寂しくしてなかったか!?」

「わたしは別によお？　お兄さんがいなくて寂しがってたのはペトラちゃんでしょお？　罪作りなお兄さん……あら、新顔さん？」

　甘え下手なエミリアをスバルが遮り、メィリィの逆げき鱗りんをかろうじて回避。

　その間に、ぬいぐるみを棚に並べ直すメィリィが、ユリウスとアナスタシアに気付く。

　その少女の変わり身に、アナスタシアはふっと唇を緩めて、

「あの年頃の子ぉらしいわ。ミミと比べたら、振り回し方やって可愛かわいいもんやねえ」

「……それは確かに、言えています。ミミに感謝しておきましょう」

　妙なところで合意に達する主従。そのまま、ユリウスが黄色い瞳を室内へ向ける。彼は一通り、その地下空間の様子を観察してから、

「それにしても、座ざ敷しき牢ろうとは過酷な環境を想像していたが……予想と違ったな」

「入ってるのが女の子だし、苦しんでほしいわけじゃなかったもの。……でも、なかなか外に出してあげられないから、複雑なの」

　眉尻を下げ、エミリアが不ふ甲が斐いないといったように呟つぶやく。

　その言葉通り、座敷牢──メィリィの幽閉された空間は、はっきり言ってしまえば虜りよ囚しゆうの軟禁場所としては破格の緩さ、ほぼ不自由のない空間だ。

　元は石造りの冷たい空間だったが、肝心の座敷牢の壁は明るく塗り替えられ、派手すぎない絨じゆう毯たんまで敷かれている。特に行動に制限はなく、棚にはスバル手製のぬいぐるみがいくつも並んでおり、暇潰しのための本や遊具も一ひと揃そろいだ。

　つまり、悠々自適な引きこもり空間である。スバルの方がこもりたいくらいだ。

「──ただ、この独特の空気の源は、彼女自身のようだね」

　部屋の様子を検あらため、その上でメィリィを見るユリウス、彼の指摘に少女が微笑ほほえむ。

　その、微笑む少女の全身から溢あふれる禍まが々まがしい気配、それが彼女が幽閉される理由だ。

「竜車で話した通り、この子……メィリィは元々、エミリアたんや俺たちを狙ってきた殺し屋みたいなもんだった。それはいいよな？」

「その時点ですでに良くない気がするが、先を聞こう」

「含みのある言い方だな。……とにかく、殺し屋なんだよ。で、メィリィがどんな手を使うかっていうと、早い話、魔獣を操る『魔獣使い』だ」

「そう、わたし、悪い動物さんとすごおく仲良しなのよお」

　えへん、と言いたげに胸を張るメィリィだが、その内容は初見にとって驚きよう愕がくの一言。

　そもそも、魔獣とは決して人間には懐かない存在、人類の害敵なのだ。例外的に、魔獣は角を折られた場合、折った相手に従う性質を持つそうだが。

「ママのお話だと、わたしの『魔ま操そうの加護』は動物さんの『角』とおんなじ役割を果たすんだってえ。だからあ、わたしはあの子たちと仲良くできるわあけ」

　魔獣の角の役割を果たす。──その言葉の意味するところも不明瞭ではある。

　魔獣の生態、目下、そうした研究はこの世界では行われていないらしい。無論、魔獣を狩ることを生業なりわいとする人々もいるそうだが、狩人かりうどと研究者では見地が違う。

「一年ちょっと前、メィリィはもう一人と一緒に私たちを狙ってきたの。それを何とか食い止めて、それからずっと、この子はお屋敷で匿かくまってるのよ」

「なんでそないにしたん？　敵やったんなら、ちゃんとケジメはつけんと……」

「そんな簡単な話じゃないもの。でも、この子の話だと、解放するのも気が引けて」

「ママに怒られちゃうわあ。エルザも死んじゃったし、わたしも失敗でしょお？　見つかったら、きっと殺されちゃうわあ。だから、ここにいるのが一番安全なのよお」

　自分の立場を気安い口調で語り、しかしメィリィには現実がよく見えている。

　相棒のエルザを失い、仕事に失敗したメィリィ。彼女らの保護者、おそらく殺し屋の元締じめのような人物はその失敗を決して許さない。

　放逐したメィリィが処分を受ける。それは自業自得だが、夢見は最悪だ。

「スバル、君やエミリア様のそうした考えは今に始まったことでもない。我々は外野だ。その方針に口出しはしない。……時に、彼女の語る母親というのは？」

「残念ながら。母親、ママという呼び名以外は何もかも内緒にされていたと。メィリィのお話ですと、素顔も見たことがないとか……徹底、しすぎていますわね」

「ロズワールの野郎も、エルザが死んだら窓口がないとか使えねぇ……」

　ユリウスに応じるフレデリカ、その傍かたわらでスバルが口の中だけでぼやく。

　エミリアや屋敷の人間を狙い、エルザを雇ったのは他ならぬロズワール、それがエミリア陣営で起こった最大のスキャンダルの真相だ。

　が、ロズワールの話だと、エルザたちへの窓口となった人間と連絡がつかなくなったらしく、結果、メィリィの母親──危険人物の正体は不明のまま、今に至る。

「とにかく、それがメィリィのポジションだ。必要以上に甘やかしてもない、はず」

「そこで自信がなくなるところが、すごーくスバルらしいところよね」

「だって、夢見の良さ優先したらこうなるでしょ!?」

　メィリィぐらいの年齢の女の子が、冷たい地下で軟禁状態なんて心苦しいではないか。軟禁状態が十分に罰に値するなら、それ以上の手法なんて必要ない。

　それが、メィリィの待遇が幽閉に留とどまり、座ざ敷しき牢ろうで時を過ごしている意味だった。

「……殺されかけた相手に、ずいぶんとお優しいことやね。それ、付け入られんの？」

「そりゃ無邪気な悪意ってのはあるし、悪事は年齢に拘かかわらず悪事だと思うけどさ」

　アナスタシアの問いかけに、スバルは頬ほおを掻かきながら考える。

　横目にメィリィを窺うかがえば、彼女は感情の読み取りづらい目をスバルへ向けていた。しかし、その瞳がスバルには、どうしても不安な少女の眼まな差ざしに思えて。

「判断力のない奴やつに悪さを命じた奴がいるなら、悪いのは命じた方だと思うんだよ。命じられたのが子どもならなおさら。躍起になって、その子をイジメ返してどうする？」

「綺き麗れい事ごとやねえ。その子が今まで殺した誰かが、それで納得する思う？」

「思わないし、その人たちがメィリィに報復したがるのは仕方ねぇよ。俺だって、身内にメィリィの被害者がいたら、今みたいに許してたなんて言わねぇし」

　結局のところ、出会い方次第でスバルの意見も考えもコロコロと変わるのだ。

　それが優柔不断だとか、芯がブレていると言われるなら、それも仕方のないことだ。

「俺は自分がガキの頃、自分で取れない責任は親とか大人に取ってもらってた。だから身近で、まぁ、仲良くできる子どもの責任ぐらい引き受けてもいいんじゃねぇかな」

「……貴重なご意見、ありがとさんや」

　納得ではなく、妥協の雰ふん囲い気きでアナスタシアが話題を締しめ括くくる。

　もちろん、そうした反応をされるのも覚悟の上だ。判断に公平さと潔癖を求めるなら、メィリィの罪は大罪として裁かれるべきだ。

　ただ、スバルはそれをクソ喰くらえだと、そんな風に思っているだけで。

「私は……」

「うん？」

「私はスバルの言ってること、そんなに変だと思ってないからね」

「……あんがと」

　否定は覚悟の上でも、そう言ってくれるエミリアの言葉には救われる。

　そんな現金な自分を反省しつつ、スバルはメィリィを振り返り、視線を合わせた。

　ここへ足を運んだのは、ロズワール邸の座ざ敷しき牢ろう観光ツアーが目的ではない。

「お前の力が借りたい話があるんだ。付き合ってもらっていいか？」

「……いいわあ。大熊猫ちゃんに免じて、付き合ったげるう」

　スバルの申し出に、メィリィがダレパンダを抱きしめながら頷うなずいた。

　少女がぬいぐるみで顔を隠して、直前のスバルたちのやり取りに対する反応を見せようとしなかったことは、今度こそ誰も指摘してやらなかった。
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「本当に砂丘にいくのお？　たぶん、わたし以外の人って死んじゃうわよお……？」

　スバルたちの話を聞いて、自分のお下げ髪を弄いじりながらメィリィがそう言った。

　倫理観の欠如した幼い殺し屋メィリィ、その彼女がスバルたちを信じ難いモノを見るような目で見るのはなかなか皮肉な話だ。

「魔獣ちゃんたちの補充に寄ったことがあるけどお、本当に魔獣ちゃんだらけよお？」

「経験者の話は大いに参考にしたいんだが、いくと死ぬよって意見はもう散々議論し尽くされてんだ。一応、砂漠越えの案内人だけはこさえてある」

「はいはい、それがうちの役目やね」

　ひらひらと手を振り、アナスタシアが案内役の自分をアピールする。

　ただし、『賢者』の住む監視塔への道に迷わないというだけでは、問題の砂漠攻略としては三十点──赤点で落第は、この試験では死を意味する。

　問題は大きく三つ、『迷いの砂漠』と『魔獣の巣窟』、そして『瘴しよう気き』だ。

　この内の魔獣問題について、有識者のメィリィに話を聞くのがこの訪問の目的だった。

「なんかこう、うまい具合に魔獣を誘おびき寄よせたり、一いち網もう打だ尽じんにする方法とかってない？」

「お兄さんが一人でどんどん走っていったら、きっといぃっぱい寄ってくるわよお？」

「それ、もうすでに何回もやって痛い目見てるんですよ」

　昨年だけで犬と鯨くじら相手に大立ち回りだ。そろそろやめたい。もちろん、他に手がないなら仕方ないが、砂漠に一人取り残されるリスクはできれば避さけたかった。

「となると、襲いかかってくる魔獣を片っ端からやっつける戦法、か」

「その場合、私とエミリア様が主力となるのだろうが……メィリィ、君はどう思う？」

　スバルの力押し作戦、その可否をユリウスがメィリィに問う。すると、メィリィはエミリアとユリウスを交互に見やり、

「お姉さんたちって、飲まず食わず休まずで一週間ぐらい戦えたりするう？」

「そんな末期の塹ざん壕ごう戦みたいな状況になんの!?」

「わ、わかった。頑張ってみる……！」

「いいよ！　これは無理な話の流れだよ！　エミリアたんの奇麗な髪と肌がガサガサになるからやめよう！　はい、やめやめ！」

　無理やりな中央突破は、そもそも作戦として無理があるらしい。

　メィリィの記憶の中のアウグリア砂丘がヤバいだけと思いたいが、砂丘の過酷さはラインハルトからも聞かされているので逃げ場がない。

　その後も、メィリィを中心とした話し合いには進展がなく──、

「アーラム村に魔獣を近付けないようにしてた結界、あれはどうなんだ？」

「あれはあくまで、結界を維持する術式を旦那様が組んでいたから成立したのであって、例えば結界を持ち運ぶ……といったことは考えられていないそうですわ」

「クソ、いっそロズワールに掴つかまってみんなで空から攻めてやろうか……」

　互いの提案の却下が続いて、スバルがヤケクソ気味に頭を掻かき毟むしる。

　と、その場に一瞬の沈黙が落ちかけると──、

「──もお、しょうがないわねえ」

「あん？」

「わたし、一緒にいってあげてもいいわよお」

　その沈黙を破り、立ち上がったメィリィがスバルたちを見渡してそう言い放った。

　彼女は自分の薄い胸に触れ、「いーい？」と頷うなずきかけると、

「わたしなら、魔獣ちゃんたちのことはどうとでもしてあげる。遠ざけるのも、飼かい馴ならすのも、殺し合わせるのも『賢者』さんを食べさせるのも自由だわあ」

「いや、後半は全部やるなよ!?　ってか……」

　かなり過激な発言にも目を剥むくが、それ以上にその提案に驚かされた。

　協力的な姿勢はもちろんだが、メィリィが自分で外に出ると言ったことに、だ。

「お前、あんだけ屋敷の外に出るのを嫌がってたのに……」

「別に、お屋敷の外ですぐママに見つかるわけじゃないわあ。見つかるのは怖いけど、じゃあ、一生閉じこもってるのって言われたら嫌だしねえ」

　いずれは出なくてはならない、という意識がメィリィにあったことが意外だった。

　だが、すぐにスバルはその考えを引っ込める。──一人で閉じこもって、考える時間だけはいくらでもある。その地獄を、スバルも知っていたから。

「スバル……」

　メィリィの決断に妙な共感を覚えるスバル、その袖をエミリアがそっと引いた。

　彼女の言いたいことはわかる。スバルも、同じ気持ちだった。

「楽しいお出掛けにはならないぜ？　砂と魔獣、それに『賢者』の監視付きツアーだ」

「久しぶりのお散歩だし、刺激的でいいんじゃなあい？」

　あくまでも強気に、メィリィは彼女らしい不遜さを崩さないまま言ってのけた。その言葉のどこまでが虚勢で、どこまでが本音かはわからないが──、

「まさかの展開だが、魔獣アドバイザー、メィリィのスカウト成功！」

「言っておくけどお、あんまり調子に乗ったらダメだからねえ？」

　拳こぶしを固めて喝かつ采さいするスバルに、メィリィが少し呆あきれた風に嘆息する。それから、彼女はスバルたち──主に、スバルとエミリアを見て、

「そうやって、すぐに人の言うこと信じるのって危ないと思うわあ。もしかしたら、わたしが逃げ出すための口実かもしれないじゃなあい」

「その可能性はもちろんあるけど、元々、無理に捕まえてたわけじゃないしなぁ」

　メィリィの忠告はわかるが、彼女が出たいと言えば話し合いに応じるつもりはあった。なので、その忠告も今さらなのだが。

「今はさすがにやめてほしいけど、お前が外で生きてく目途が立つなら、出ていくのも好きにしたらいいさ。おっかない母ちゃんに見つからないようにだけど」

「それって、後腐れなくなったらどこで死んでもいいってことお？」

「昔の、斜に構えてる俺カッコいい状態の俺ならともかく、今はそう思わねぇよ」

　メィリィの年齢不相応な物の見方に、スバルは自分を顧かえりみながら首を横に振る。

　人と違うことがカッコいい、と勘かん違ちがいする時期は誰にでもあるものだが──、

「人生が交わった奴やつには、どうあれまともな生き死にしてほしいもんさ。お前も出てくのは自由だけど、どうせなら手紙の一つぐらい出せよ。俺の要求はそれぐらいだ」

　それだけ言って、そもそも出ていく前提の話をするのもおかしな話だと考え直す。メィリィの力が必要になるのはこれから。彼女の人生も、これからなのに。

「──。お兄さんって、そおやってベアトリスちゃんやペトラちゃんを手て懐なずけたのかしらあ。ホントに、油断も隙もないったらないわあ」

「うーん、人聞きの悪いこと言われてる気がする」

　濡ぬれ衣ぎぬの流れに苦笑して、スバルはエミリアたちに同意を求める。が、何な故ぜかエミリアとフレデリカ、アナスタシアにまで視線を逸そらされた。

　そして、唯一、視線を逸らさなかったユリウスは納得した顔で頷うなずくと、

「こう言ってはなんだが、君は本当に少女を口説くのが得意なようだね。……あまり外聞のいい特技とは言えないが」

「お前らがそうやって、俺をどんどん幼女使い扱いするからな！　言っとくけど、メィリィも幼女ってほど小さくねぇから！　本物の幼女ってのはなぁ！」

　本当に感心していそうなユリウスの言葉に、スバルは地団太を踏ふんで入口を指差す。するとちょうど、扉の向こうから誰かがやってくるところで──、

「──やかましいと思ったら、またスバルが何か騒いでるようかしら」

　と、ロズワールとの密談を終えた本物の『幼女』が合流した。その幼女扱いに、幼女当人からの抗議で一ひと悶もん着ちやくあったのだが、それはまた、別の機会に。
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　さて、メィリィを同行させると決まった『ドキドキ賢者ツアー』だが、幽閉状態の彼女の解放はそれなりの物議を──醸かもすかと思いきや、そうはならなかった。

「別にいいんじゃーぁないの？　元々、彼女の扱いに関してはエミリア様に決定権があるんだ。万一の場合、苦労するのはスバルくんだろーぉしね」

　と、それが屋敷の主あるじの意向であり、メィリィは座ざ敷しき牢ろうから即日解放と相成った。

　一応、複雑な立場ながら協力者となる彼女には、ロズワール邸に専用の部屋が与えられることとなる。今回の旅が終わったあと、彼女がどうするかは彼女の考え次第。

　それでも、帰る場所があることが、メィリィの選択肢の一つになればいいと思う。

　そんなわけで、屋敷へ立ち寄った理由の半分は消化したのだが──、




「おーい、ペトラ、そろそろ機嫌直してくれって」

「別に、わたし怒ってなんていません。スバル様はまた、どこか遠くで危ないことでも何でもしてきたらいいんじゃないですかっ」

　ぷりぷりと頬ほおを赤くして、廊下の前を行くペトラの背中にスバルは平謝りをする。

『ドキドキ賢者ツアー』に関して、一番難色を示したのが見ての通りペトラであった。少女の怒りの原因には、またしても約束を破るスバルの悪癖がある。

「プリステラから戻ったら、しばらくゆっくりするって約束だったけどさぁ……状況がそれを許さないパターンもあるわけで、わかってくれよ。反省はしてる」

「もうっ！　ホントのホントにわかってないっ！」

　約束破りを平謝りするスバルに、振り返ったペトラは厳しい目をする。そのペトラの剣けん幕まくに、思わずスバルは背筋を正す。

　と、そんなスバルを上目遣いに見て、ペトラは小さく吐息をこぼすと、

「スバル……じゃなくて、スバル様はまた危ないことしにいくんでしょ？」

「か、確定じゃないよ？　ひょっとすると、格安安全ツアーになる可能性だって……」

「わたし、心配です。スバル様って、いつも危ないところの先頭にいるもん。プリステラでだって大変で、オットーさんたちまで死んじゃ……いかけたのに」

「まーたオットーが死ぬところだった」

　オットー死にすぎ。

　印象的には同感なのだが、あまり簡単に死なないでほしい。オットーに死なれると、スバルは『死に戻り』しないわけにはいかなくなる。

　死でも分かつことのできない友情、などと嘯うそぶくつもりはないが。

「別にスバル様じゃなくてもいいじゃない。誰か他の人に……もっと、強い人とかに任せたらいいじゃない。旦那様とか、とっても暇そう」

「ペトラの日頃のロズワールへのフラストレーションはわかったよ。だから、何かにつけてロズワールを追い出そうとするのはやめよう。陣営の不和が怖いから」

　ペトラがロズワールのお茶に雑巾を絞るくらいなら見逃すが、それ以上になってくるとさすがに看過できなくなる。爆弾は爆発前に除去、それが好感度の鉄則。

「────」

　ただ、スバルを案じるペトラの瞳は真剣で、それを茶ちや化かしたくはなかった。

　おざなりな誤ご魔ま化かしやその場しのぎの言葉で、本気のペトラを蔑ないがしろにしたくないのだ。

「ペトラの心配はわかるよ。目的地の砂漠には魔獣がわんさかいるって話だし、世界一瘴しよう気きが濃いなんてギネス記録もある。おまけに『賢者』は人嫌いで、訪問者は四百年間門前払いって筋金入りだ。……それでも、人任せにする気になれねぇんだよな」

「……どうして？　スバル様、まさか自分が強いなんて勘かん違ちがいしてるの？　そんな恥ずかしい勘違い、ガーフさんだけで十分だよ」

「ペトラの採点マジで厳しいな！　ガーフィールには聞かせらんねぇや！」

　聞けば、多くの男が震え上がるほどペトラの採点は厳しく辛い。

　世界を自分のファインダー越しに見るペトラには、ただ賢いことや、強いことは何の加点評価にもならないらしい。ならば、何が一番採点として重要なのか尋ねると、それは教えてくれないのがペトラの気難しいところだった。

「まぁ、ガーフィールのことはいいとして……別に俺も、俺より適任がいないと思ってやしないよ。状況だけ揃そろえたら、ラインハルトにぶん投げるのが一番安全だ」

「なら、なんでそうしないの？」

「──たぶん、目が覚めたとき、最初に見るのが俺であってほしいからだ」

「────」

　誰が、とは言わなかった。言わなくても、ペトラにも伝わっただろう。

　今もなお、深い眠りの中にある少女。──『賢者』の塔で、彼女を眠りから目覚めさせる方法が見つかるならば、それを掴つかむのは自分でありたい。

　適任者が他にいるかもしれなくて、自分以外の誰かの方が可能性が高かったとしても、こればかりは譲れない。譲りたくない。それは、スバルのエゴだった。

「感情抜きで話すんならさ……目覚めさせるのは、誰でもいいと思うんだよ。どうしようもない状況から救ってくれるなら、それが誰で、過程なんかどうでもいいって」

「……うん」

「でも、そこに感情をぶっ込んだら、過程も俺の手でやりたい。俺が助けてやりたい。俺が起こしてやりたい。俺の全部で、あいつを救ってやりたい」

　──だから、ナツキ・スバルがいくのだ。

　もっと強くて、もっと賢くて、もっと素晴らしい人格者が、いくらでもいるのに。

　その全部をエゴで蔑ないがしろにして、ナツキ・スバルがいくのだ。

　彼女を救い出して、彼女に称賛されたい、ただそのためだけに。

「自分勝手で、心配ばっかりさせてごめんな」

「……ホントにがっかりしちゃった。今ので何にも変わらない、わたしに」

「んん？」

　情けない自我の告白に、スバルは嫌われるのを覚悟でペトラの頭を撫なでた。だが、ペトラは聞き取りづらい声でそうこぼすと、頭を撫でられながら顔を上げた。

　その丸く大きな瞳は大粒の涙で潤んでいて、スバルは動揺する。

　次の瞬間──、

「えいっ」

「いそふらぼんっ!?」

　飛び込んでくるペトラの頭が、スバルの水月を勢いよく抉えぐる。

　肺が驚いて呼吸困難に陥り、スバルはその場に膝をついた。するりとその腕からすり抜けたペトラが、跪ひざまずくスバルにあっかんべーと舌を出した。
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「スバル様のバーカ！　自分勝手！　もう好きにしたらいいじゃないっ」

「ぺ、ペトラ……」

「スバル様はそーやって、好き放題危ないことして、いっぱい人に心配とか迷惑とかかけながら、いつもみたいにしらーっと帰ってくればいいのっ！　ふんだ！」

「そう言われると、俺ってかなりはた迷惑な奴やつだな……」

　鳩尾みぞおちをさすりながら立ち上がり、ペトラの言葉に言い返せない自分を顧かえりみる。

　結局、少女の機嫌を立て直すのには失敗。少女は何らかの形で、自分の感情に自分で決着をつけ、いつものようにスバルを見送ってくれる構えだ。

　また、周りの人の寛容さに甘えていると、スバルは情けなく自分の頭を掻かいた。

「わかった。そしたら毎度のことで悪いけど、いつも通りに危ないところにへらへら出向いて、色々なんやかんややらかしてしらっと帰ってくるから待っててくれ。出かけた俺らに、最初におかえりって言うのはペトラの特権だ」

「……それは、フレデリカ姉様にもラム姉様にも先に言わせない？」

「ああ、約束する」

「旦那様にも？」

「屋敷に戻って最初に見る顔がロズワールだったら、俺の方が殴りかかるよ」

「……ん、わかりました。じゃあ、それで納得してあげます」

　落とし所を見つけたように、長い息を吐くペトラがその約束で手打ちにしてくれる。

　約束破りの常習犯たるスバルだが、この約束は破れまいと、そう固く心に誓った。

「もう、スバル様は仕方ないんだから……」

　そう呟つぶやくペトラに、スバルは頬ほおを指で掻く。

　なんだか、顔を見せる相手みんなにそう言わせている気がして。

　頭が上がらないどころの話じゃないな、とスバルは思うのだった。
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　──その部屋に入るとき、スバルは自然と息を潜め、足音を忍ばせてしまう。

　仮に、大声で歌い、タップを踏ふみながら入室しても、室内の反応は変わらないだろう。

　それでも無意識に静寂を守ろうとしてしまうのは、その部屋の寝台で眠る少女の姿が、触れることさえ躊躇ためらわれるほど儚はかなく、脆もろいものに思えるからかもしれない。

「なんてのは、いくら何でもポエミーすぎるぜ、俺」

　自分で自分に呆あきれながら、スバルは寝台の横に椅子を引き、腰を下ろす。

　そうして一ヶ月ぶりに足を運んだ部屋の中、以前と──一年前から一向に様子の変わらないまま、今も眠り続けるレムの寝顔と再会した。

　その、眠っているレムの手を取り、優しく握って、スバルは話し始める。

「顔出すのが遅れて悪かった。色々、先に問題を片付けて……ごめん、言い訳だな」

「────」

　当たり前だが、眠っているレムからスバルへの返事はない。

　そのことがわかっていながら話しかけるスバル、その表情は穏やかだ。

　ナツキ・スバルの、彼女にだけ見せる素顔がそこにある。

　エミリアにしか見せられない、何かをなげうつような懸命な表情。

　ベアトリスにしか見せられない、命を預けるような信頼の表情。

　そしてレムにしか見せられない、スバルが押し隠した弱さの表情、それがある。

　──こうしてレムの下を訪れては、スバルはその日の出来事を彼女に語って聞かせる。遠出した日があれば、その遠出の出来事を余さず語り尽くした。レムへ語って聞かせるために、日記を付ける習慣までついてしまったくらい。

　眠りの淵ふちで時に置き去りにされる彼女を、自分たちまで置いてけぼりにしないように。

　彼女が寝ている間の出来事を、彼女が知る機会を全て奪われることがないように。

　そうした日々が一年、ずっと続いて、しかしようやく──、

「──やっと、届くかもしれない」

「────」

『暴ぼう食しよく』の権能へのカウンターに、ようやく見えた光明が『賢者』の存在だ。

　その答えを得られた経緯が、全部自分以外の誰かのお膳立てなのが不ふ甲が斐いないが、やっと見えた光明──行き詰まりの、季節や時間がレムを置き去りにしていく閉塞感の中、ようやく彼女のために行動できる。

　都市プリステラで、大勢がレムと同じ被害に遭い、救いを求めている。

　しかし、スバルの本心は、本音は、スバルが監視塔へ挑む理由は、レムの存在だ。

　不純で不適切、そうわかっていて、それでもスバルは──、

「俺は、お前を取り戻すよ、レム。──それが、俺の誓いだ」

　あの、最も無力感を味わった日々に、時間に、彼女が力を貸してくれたように。

　レムが最も誰かの助けを必要とする今こそ、スバルがそこにいてやりたいのだ。

「……痛い」

「──っ!?」

　決意を言葉にし、強く目をつむっていたスバルはその声に顔を撥はね上げる。

　まさかの驚きに目を剥むくが、レムの寝顔は安らかなまま、小揺るぎもしていない。

　ならば、今の声は──、

「手を放しなさい、バルス。見ていて痛々しいわ」

「……なんだ、ラムか」

　振り返ると、部屋の入口に立つラムが冷ややかな目でスバルを見つめていた。

　その声の正体に安あん堵どと落胆、それからスバルはラムに指摘された方を見て、自分が思った以上に強くレムの手を握っていたことに遅れて気付く。

「白魚のようなレムの指が、バルスの情欲に蹂じゆう躙りんされるのは見るに堪えないわ」

「その言い方やめてくれる？　俺の決意が急に汚らわしく見えてくるから」

「自分の決意が純粋で清廉だとでも？　もう少し、自分を公正に顧かえりみなさい。……瓜うり二ふたつの容姿をしたレムに欲情されると、ラムも身の危険を感じるわね」

「どんだけ信用ないの？　そろそろ俺と姉様の付き合いも長いよ？」

「ハッ」

　握っていた手を放したスバルに代わり、ラムがその役目を強奪する。彼女は妹の手を柔らかく握りながら、その安らかな寝顔に薄紅の瞳を細めて、

「出立の準備があるから、レムを着替えさせにきたのよ。汗をかかないから着替えの必要もないでしょうけど、体を拭いてあげたいから」

「────」

「鼻の下が伸びているわよ、いやらしい」

「コメントしづらいからコメントしなかったのに、黙っててもそれかよ！」

　ラムに視線で軽蔑されながら、スバルは理不尽な対応に地団太を踏ふみかける。が、場所がレムの寝室なので、ただ強く拳こぶしを握るに留とどめた。

　──レムの身の回りの世話は、『記憶』と『名前』を奪われ、生命活動の大部分が凪なぎの海のような状態にある彼女には不要なことだ。

　着替えも、体を拭いてやるのも、全てはレムのためではなく、周囲の人間のため。彼女が時に忘れ去られていないのだと、そう確認するための、儀式のようなものだ。

　それを、無意味な行いだと断ずるのは簡単だが──、

「レムが自分の妹だって実感は、持てたか？」

　丁寧な手つきで、それこそラムという少女らしからぬ繊細な手つきで、甲か斐い甲が斐いしく妹の世話を焼く姿に、不意にスバルはそう問いかけていた。

「────」

　こうして、優しくレムの世話をしているラム、彼女の中に妹の記憶は存在しない。

　希薄な、言葉さえ交わしたことのない歪いびつな姉妹関係だけが、ここに成立している。

　だが、思い出は失われても、新しく形作られるものがあるはずだ。

　それが、言葉を交わせない姉妹の一年間で、ラムの中に芽生えてくれていたなら。

「実感ね。……記憶にいないどころか、ラムはこの子と話したこともないのよ。きっとラムに似て、優秀で凛りんとした子だったんでしょうけど」

「優秀には違いないけど、凛としてた記憶はあんまりないな。意外と抜けてて、わりとあたふたするし、早とちりと暴走気味なところに困ったことも、結構ある」

　その早とちりで、一度ならず二度までも死んだことがあったが、それはこの際だ。

　そんなスバルの答えに、ラムは「そう」と気のない風に応じ、

「消えた思い出の話なんて、後ろ向きが過ぎるわね。ラムは好きではないわ」

「そう、か？　そう言うんなら、そうするけど」

「……目覚めたら、それで思い出せたなら、いくらでも思い出話はできるわ。仮に思い出せなかったとしても、目覚めてくれさえすれば、いくらでも」

　眠る妹の顔を覗のぞき込み、ラムは表情を変えないまま、その前髪を指でくすぐる。レムの髪の毛が白い額の上をさらりと流れ、その様子にラムの睫まつ毛げが震えた。

　そのラムの横顔は、スバルがこれまで見た中で最も美しく見えた。

　記憶がなくても、思い出が失われても、絆きずなまでもが消えてなくなるわけではない。

　仮に消えたとしても、また紡げないわけではない。そう思えた。

「──任せとけ。『賢者』のプレアデス監視塔、バッチリ攻略して、吉報と寝起きのレムを連れ帰ってやらぁ。そしたら、姉妹感動のご対面だ」

　だから、殊更に大きい声で、スバルは馬鹿に明るくそう言い切ってみせた。

　神妙な空気、凹へこんだ時間、そんなのはスバルとラムの間では似合わない。

「何を言っているの、バルス」

「あん？」

　しかし、そんなスバルの意気込みに、ラムは小馬鹿にするような顔で首を傾かしげた。

　そして、その目つきと首の角度のまま、続ける。

「ラムも一緒にいくわよ。感動の対面なら、ラムの方で勝手にやるわ。恩着せがましい」

「初耳なんですけど!?」

　目を見開くスバルの反応に、ラムが「ハッ」と聞き慣れた調子で鼻を鳴らした。

　ただ、スバルが驚いても、問い詰めても、ラムの決意と決定は覆る気配はなく──、




　──ラムとレム、姉妹揃そろっての同行が確定し、『ドキドキ賢者ツアー』は想定以上の大所帯となって、困難な旅路が予想されるのだった。
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　結局、『ドキドキ賢者ツアー』のメンバーは合計八名の大所帯になってしまった。

　もちろん、必要不可欠な人員であり、それぞれに役割があるのは間違いない。が、八名もの大所帯で長旅となると、スバルにも未知の領域である。

「実際、大丈夫なのかね……」

「どうしたの、スバル？　何か不安なことがあるの？」

　首をひねり、先々のことに頭を悩ませるスバルへと、エミリアがそう尋ねてくる。

　遠出のための軽装に身を包んだ彼女に、スバルは「んー」と喉を鳴らし、

「その服装も可愛かわいいね、エミリアたん。……まぁ、不安はたくさんあるよ。そもそも目的地が危険地帯でしょ？　それで大所帯だと、守りの手が足りるかどうか」

「ん、そうね。今回はラムとレムも一緒だし、ついてきてくれるメィリィや、案内役のアナスタシアさん、それにスバルのことも守ってあげなくちゃ」

「あれ!?　さらっと守られる側にカウントされてる!?」

　とはいえ、戦闘力ではラムとどっこいなのがスバル＆ベアトリスの立ち位置だ。

　戦いとなれば、主力となるのはエミリアとユリウスの二人。──男の子的な諸事情で、どちらにもあまり頼り切りにはなりたくない。

　──現在、スバルたちはロズワール邸の前庭に竜車を止め、出発の準備中だ。

　今回、長旅のために用意された大型竜車は、十名前後が乗り込んでも十分なスペースのある代物だ。イメージで言えばキャンピングカーに近い。もっとも、移動力は相変わらずの地竜任せで、引いてくれる一頭はスバルの愛竜、パトラッシュである。

　パトラッシュと一緒なら、今回の旅も不安は全くない、と言いたいところだが──、

「お前、『魔獣使い』なんて二つ名のくせに、地竜と仲良くもできないのか？」

「やだあ、お兄さんったら意地悪言わないでよねえ」

　と、スバルに声をかけられ、頬ほおを膨らませるのはメィリィだった。

　虜りよ囚しゆう姿から着替えたメィリィだが、彼女自身の手荷物は少ない。その少ない手荷物を持って竜車に乗り込もうとしたところ、パトラッシュとの一ひと悶もん着ちやくだ。

　無条件で魔獣に好かれるメィリィだが、地竜の扱いは例外らしい。パトラッシュ以外の同行地竜も、軒並みがメィリィに唸うなり声を向けている。

「みんな、わたしについてる魔獣ちゃんの臭いが嫌いみたあい。それで怒ってるのよお」

「あー、なるほど、そういう……パトラッシュ、この子は大丈夫だから」

　メィリィの説明を聞いて、スバルはパトラッシュの首筋を撫なでて言い聞かせる。気位の高い雌地竜は、スバルの首筋に鼻を埋うずめ、露骨に臭いを嗅いできた。

　たぶん、目の前の少女の臭いを、スバルの臭いで上書きしているのだ。

「気遣い上手のパトラッシュがここまで露骨とか、本気で相性悪いんだな……」

「他の子たちはともかく、その子は絶対に無理ねえ。お兄さんに懐きすぎなのよお。わたしとその子、絶対二人にしないでねえ。わたし、食べられちゃうかもだからあ」

「そんな怖いことあってたまるか！　うちのパトラッシュはベジタリアンです！」

　やや興奮気味の愛竜を落ち着かせ、スバルはさっさとメィリィを竜車へ押し込んだ。

　そうして、一仕事終えたと額の汗を拭っていたところへ、

「スバルくん、女の子のご機嫌取りに忙しいのはわかるが、ちょっといいかーぁな？」

「人聞き悪いからやめてくれ。めちゃくちゃ甲か斐い性しようある奴やつみたいに聞こえる」

　悪意ある呼びかけに答えると、手を振って笑っているロズワールと視線が合った。

　道化た衣装の辺境伯の傍そばにはエミリアとユリウスの二人がいる。珍しい組み合わせだと思いながらそちらへ向かうと、ロズワールは三人に片目をつむり、

「さて、今回の旅なんだが、かなりの旅程と困難が予想されるわーぁけだ。その間、一つだけ頼んでおきたいことがあってねーぇ。──ラムのことだ」

「──。メイザース辺境伯、その話は私が同席していてよろしいのですか？」

　ロズワールの話に、スバルとエミリアは沈黙し、ユリウスが細い眉を顰ひそめる。同行者ではあるが、陣営的には部外者、その自分に何な故ぜその話を聞かせるのかと。

「私も徒いたずらに混乱は作らないさ。ユリウスくん、君の屋敷での振る舞いと、あとはスバルくんたちの接し方から信頼できると判断した。それ故の頼みで、どうかーぁな？」

「久々に最高に胡う散さん臭くさいぜ、ロズワール」

「ごめん、私もおんなじこと思っちゃった……」

　ユリウスに答えるロズワールだが、それがかえってスバルたちの不信感を買った。

　それは前科を抜きにしても、ロズワールらしからぬ発言すぎる。そのことは彼自身も自覚があったのだろう。すぐ、「悪かったねーぇ」と苦笑し、

「説得力がないのは仕方のない話だーぁとも。ともあれ、ユリウスくんには是非とも話を聞いていてもらいたい。なにせ、事は命に関わることなのでね」

「命……それは、ラム女史の体質に関係のあることなのですか？」

「おーぉや、気付いていたとは……これはこれは、思った以上に優秀だーぁね」

　説明に先駆けて、問題の概要を掴つかんでいたユリウスにロズワールが感心する。

　そのままロズワールは頷うなずくと、宙に指で絵のようなものを描きながら、

「気付いていたなら話は早い。──ラムの肉体は、彼女の溢あふれんばかりの才気を受け止め切れていない。そのため、肉体は常に悲鳴を上げ続けている。倦けん怠たいと苦痛は絶え間なく彼女を苛さいなむ。……もっとも、気丈な彼女はそんな姿は見せないけーぇどね」

「嘘うそ、そんなことになってるなんて……」

「エミリア様が驚かれるのも無理はありません。あの子は、強すぎる子ですからね」

　喉を詰まらせるエミリアに、ロズワールがゆるゆると首を横に振る。

　エミリアの抱いた驚きはスバルも共有していた。以前、ラムが角を失い、かつての力をなくしたとは聞いていた。レムも、ラムの力は鬼族の中でも突出していたと。

　しかし、なくした角が今もなお、彼女を苦しめ続けているとは知らなかった。

「──なるほど。メイザース辺境伯のお考えはわかりました」

　と、そこまで話を聞いたところで、考えがまとまった顔でユリウスが頷いた。その反応にロズワールが「ほう」と眉を上げ、スバルとエミリアも顔を見合わせる。

　今の、ただラムの体質を確認しただけの流れで、何がわかったのかと。

「肉体の不調、ゲートの欠陥などが彼女の肉体を蝕むしばむなら、何かがその代わりをする必要がある。おそらく、メイザース辺境伯、これまではあなたがそれをしていた」

「ご名答だ、ユリウスくん。君を覚えていなかったことが本気で悔やまれるねーぇ」

「……そっか！　そういうことなんだ」

　ユリウスの発言にロズワールが感嘆し、続いてエミリアも理解に手を打った。

　その三者の反応に、基礎知識で出遅れるスバルはついていけず、焦じれた顔になる。

「おいおい、勝手にわかった感じにならないでくれ。つまり、どういうことだ？」

「簡単な話だよ。ラム女史の肉体は、君と似たような不調を抱えている。ベアトリス様が君にするように、誰かが彼女の肉体の調整をする必要があるんだ」

「いつもは夜、こっそりと私が調整してあげているんだーぁけどね」

「へえ、夜に……あ!?」

　ユリウスとロズワールの説明に、スバルの中でとある記憶の歯車が噛かみ合った。

　それは毎晩、ロズワールの下へいそいそと通い詰めるラムの姿だ。正直、最初の頃は主人とメイドのいかがわしい関係だと、生々しさに目を背けていたものだが。

　今になって思えば、あれはラムのための一種の治療行為だったわけだ。

「申し訳ありません、メイザース辺境伯。その申し出、私では力不足かと」

　一年越しの勘かん違ちがいが発覚し、顔を熱くするスバルを余よ所そに、ユリウスが言った。その思いがけない言葉に、ロズワールは左右色違いの瞳を細める。

「謙遜や、他陣営に肩入れしたくない、といった様子ではないね。ラムのオドの調整には複数の属性を操る適性が求められる。その点、君は適任だと思ったのだが……」

「辺境伯のご期待は、おそらく私の周りにいる彼女たちのことでしょう」

　そう、どこか弱々しく唇を緩めるユリウス。

　瞬間、彼の周囲にぼんやりと浮かぶのは、淡く瞬く複数の光だった。

　ゆらゆらと揺らめく、六色の光。それはユリウスと契約する準精霊、だった存在だ。

「私の蕾つぼみたちですが……今、彼女たちと私との間にあった繋つながりは消えています。元の肩書きが名乗れる私であれば、その申し出を受けるのに何の躊躇ためらいもありませんが」

「名を奪われたことで、精霊との契約も断たれた、か。しかし、契約が失われた今も、その精霊たちは君の傍そばから離れたがらないようだーぁけど？」

「消えた繋がりの残ざん滓しか、あるいは見えなくなっただけで繋がりは残っているのか。いずれにせよ、これはあくまで蕾たちの慈悲。私の微力では、お力になれません」

　準精霊たちの様子を眺めて、ユリウスは力なく吐息する。

「──今はただ、一介の騎士として尽くすだけの身です。申し訳ありません」

「そーぉうかい。それは残念だ。当てが外れて、痛手ではあるが……」

「大丈夫。ユリウスができない分、私が頑張るから」

　沈鬱なユリウスの隣で一歩進み出て、エミリアが自分の胸を力強く叩たたいた。その紫し紺こんの瞳に漲みなぎるのは、自信ではなくやる気だ。やる気が、エミリアを燃やしている。

　前に出て、何でもやってみようと言い切る意志、それが今の彼女の武器だった。

「ロズワール、私に任せて。ラムのためなら、一生懸命やるから」

「ええ、もちろんです。ユリウスくんに力が借りられない以上、ラムの命運はエミリア様にお預けするしかない。細かな調整はラム本人と、ベアトリスに聞いてくだされば」

「ラムはともかく、ベア子に？」

「マナの理論と運用に関して、ベアトリスはとーぉても優秀だよ。契約相手がスバルくんだから宝の持ち腐れになっているが、知識なら私にも引けを取らないとーぉも」

「持ち腐らせてて悪かったな。その分、ちゃんとラブしてるわ」

　反論にならない反論をして、スバルはベアトリスへの愛情を主張する。世が世なら、スバルのケータイとＰＣの待ち受けはベアトリスというぐらいだ。

　ともあれ、ロズワールの珍しく真っ当な頼み事だ。

　ラムのためだとエミリアもやる気だし、ベアトリスにもスバルが話を通しておこう。

「にしても、本当に真っ当な頼み事で驚いたわ。どっか悪いのか？」

「殊しゆ勝しようにもなるとも。──ラムが私の傍そばを離れると、そう言い出したのは初めてだしね」

「────」

　スバルの軽口に乗ってこないで、真剣な声色でロズワールが言った。

　さすがのスバルも、ロズワールのその言葉には息を詰め、口を噤つぐんだ。

「ラム自身、覚えていなくとも感じ入るものはあるのだろうね。ああして私に感情的に逆らうラムを見ると肝が冷える。──だから、君たちにお願いしたい」

「……ああ、覚えておくよ」

　ラムを慮おもんぱかった発言に、スバルはロズワールの心の変化のようなものを感じ取った。

　一年前の、『聖域』の出来事があってなお、ロズワールに尽くすラムだ。

　何もかも、大事なたった一つ以外の全ては二の次であると言い切るロズワールですら、そのラムの献身には心動かされるものがあるのではないか。

　理解できない怪物であられるより、持て余した感情に悩む人間の方がずっといい。

「──そろそろ時間のようだね」

　言葉を重ねる前に、ロズワールが振り返った。

　その背後、屋敷の扉が開かれ、向こう側から現れるのは四名の少女だ。いずれも肩書きはロズワール邸のメイドであり、揃そろった姿はなかなか壮観である。

　もっとも、その内の一人は眠りの中にあり、瓜うり二ふたつのもう一人は旅支度の装いであるため、完成図にはあと一歩といったところか。

「旦那様、二人の準備が整いましてございますわ」

「ご苦労様。──ラム、くれぐれも道中気を付けるように」

　静々と報告するフレデリカに応じ、ロズワールが旅支度のラムに声をかける。ラムはそれを受けると、その場でそっと一礼し、感謝の意を示した。

「わがままを聞いていただき、ありがとうございます。必ずや、ロズワール様の御み心こころに見合った成果を持ち帰ります」

「期待しているよ。ただし、無む茶ちやはしないよーぉうに。それと、エミリア様とスバルくんの無茶にも注意しなさい。その監督も、君の役割だーぁからね」

「重々、承知いたしました」

　どの口が、と言いたいところだが、それはラムの鋭い視線に黙らされた。その視線に負けたスバルは、ラムの隣にある人影の方に目を向ける。

　そこにいるのはレムだ。その姿は外出着に着替えさせられ、今はペトラの押している車椅子──スバルが、元の世界の記憶を頼りに再現したものに乗せられている。

　現ロズワール邸の住所は、ルグニカ王国に名高い工業都市コスツールのすぐ近く。都市の職人たちの力を借りて、異世界知識を披露した成果の一つだった。

「遠出になるとメンテナンスの不安があるが、そこは俺がきっちりやるさ」

「スバル様は小器用でいらっしゃいますし、職人の皆様からも無む茶ちやな扱いをしなければと仰せつかっていますわ。ただ、砂には気を付けてくださいましね」

「気を付けてくださいね、スバル……様。レムさんをお願い」

　フレデリカのお墨付きをもらい、ペトラから車椅子のハンドルを託される。役目を代わってレムの後ろへ回ると、平へい坦たんな道での移動に不安はない。

「ＯＫ、感度良好だ。ペトラとフレデリカも、留守の間、頼んだぜ」

「旦那様のお世話はお任せくださいまし」

「オットーさんとガーフさんの面倒も、だよね」

　車椅子の調子を確かめるスバルに、ペトラとフレデリカが頷うなずいて応じる。

　今回、道のりは最短でも二ヶ月近くになると目されており、おそらくその間にプリステラにいるオットーたちも療養を終え、ロズワール邸へと戻ってくるはずだ。

　その間の留守を頼れるメイドたちに任せ、スバルは車椅子を押して竜車に向き直る。

「それじゃ、名残惜しいけど出発するとすっか」

「──バルス」

　ふと、出発を促したスバルの後頭部にラムの声がかかった。

「うん？　どうした？　なんか心配事か？」

「いいえ、違うわ。……察しなさい」

「察しろって……」

　ラムの言葉に眉を顰ひそめ、それからすぐ、彼女の視線がスバルの手元に集中していたことに気付く。それはつまり、レムの車椅子だ。

「お前、代わってほしいんなら素直にそう言えよ」

「ラムが同行する意味と目的を考えれば、そこは譲って当然のところでしょう。……言葉にされずに察したところは、少しだけ見直してもいいわ」

　スバルが渋々と場所を譲ると、ラムがスバルに代わって車椅子を押す。座ったまま眠っている妹を労いたわるように、ゆっくりと車椅子が竜車へ進んでいった。

　その背中を眺めていると、不意に空いた手が誰かに握られる感触があって。

「ベア子か」

「そんな情けない顔しなくても、あの娘を想おもう気持ちで姉妹の姉に負けてるわけじゃないのよ。スバルはスバルで、やってやれることをやってやればいいだけかしら」

「それで凹へこんでるわけじゃ……いや、そういうことなのか？」

　役目を取られた、なんて気持ちがあったとは思っていなかったが。と、スバルは空いている方の手で、自分の頬ほおを抓つねったり、引っ張ったりしてみる。

　すると、今度はそうしていた手が別の白い手に奪われた。

「はいはい、そんなことする手は私が取っちゃう」

「おっふ、エミリアたん……」

「あの娘が起きたら、両手の埋まりやすいスバルがどうするか、見物なのよ」

「あ、それ私も気になるかも」

　エミリアとベアトリスの二人に挟まれて、スバルは困り果てた顔で二人を見る。しかし、戻ってくるのはじと目と、楽しげな視線の二つだけだ。

　おまけに背後からはペトラの視線が突き刺ささり、竜車の前で振り返るラムの冷たい軽蔑の眼まな差ざしまで投げかけられている。

　まさかの四し面めん楚そ歌か、とスバルが頬ほおを強こわ張ばらせていると、それを見ていたユリウスが「ふむ」と何やら頷うなずくのが見えた。

「なんだよ、その反応。言いたいことがあるなら言えよ！　さあ、どうぞ！」

「そうか。それなら一つだけ。──麗しい女性に囲まれ、実に男冥利に尽きる立場だ。君の両手がその花々を満足させられるのか、私には疑問に思えてならないがね」

「何これ、俺が責められる流れなの!?　俺、なんか悪いことした!?」

　憂い顔で肩をすくめるユリウスに、スバルの情けない絶叫が空に木霊する。残念ながら、そんなスバルをフォローする内政官も、武官もこの場にはいてくれない。

　来る二ヶ月の旅路で、スバルは孤軍奮闘するしかないのだと。

　そんな絶望的な事実を理解して、両手から伝わる温ぬくもりへの信頼と親愛、それに勝るとも劣らない不安が込み上げる。──そんな、出発の朝であった。
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　──屋敷からアウグリア砂丘までの道のりは、約二十日間の長丁場だった。

　不安いっぱいの朝から始まった旅だったが、幸い、長旅の道中はこれといったアクシデントとも遭遇せず、ひと時の穏当な時間がスバルたちにもたらされる。

　街道を一路、東へ向かって直進しながら、退屈と言うには贅ぜい沢たくな時間が過ぎてゆく。

「プリステラとの往復でも思ったし、リーファウス平原もそうだったけど……ルグニカ王国って、街道の治安とかだいぶいいよな」

「街道の整備や治安維持は、国土の平和を保つための重要な役目だ。ルグニカは他国と比べて、特にその辺りを徹底している。野盗や魔獣の被害も、格段に低いはずだよ」

「へえ。それって、他の国はこんな安全じゃないってことか？」

「万年雪に覆われたグステコ聖王国では、街道の整備もままならない。ヴォラキア帝国やカララギ都市国家は、多種族が入り乱れる分だけ習俗が異なるものが多い。慣習が違えば諍いさかいも増える。故に、君の疑問の答えは肯定だ」

「ほー」

　悠々と風を切って走る竜車の御者台で、スバルとユリウスがそんな会話を交わす。

　大型の竜車を引っ張る二頭の地竜、その手た綱づなを握るスバルの横に、周囲を警戒しながらユリウスが座っている形だ。全員が車内にいては有事の対応が遅れる、という布陣なのだが、退屈紛まぎれの会話でわかる通り、旅路は平穏そのものだった。

「ふわ」

「──スバル」

　退屈が続くのと、代わり映えのない景色に思わず欠伸あくびが漏れる。途端、ユリウスから厳しい声が飛んできて、スバルは「はいはい」とおざなりに手を振った。

「緊張感が持続しない心中は察するが、そうした油断が最も危険だ。気を抜くなとは言わないが、誰から見てもわかるようにだらけるのはいただけないな」

「欠伸一つでどんだけ言うんだよ。お前だってすんだろ、欠伸。するよな？」

「無論、そうした生理現象は私にもあるさ。ただ、騎士の自覚があれば、それを人前に出さない気構えは可能だろう？　君にはまだ、自覚が足りない」

「へいへい、自覚不足の叙勲騎士でござーい」

　ちくちくとしたユリウスの指摘だが、スバルの受け流し方も堂に入ったものだ。

　プリステラからの道中と、屋敷からアウグリア砂丘への道のりと、すでにユリウスと旅路を共にして二十日以上だ。彼との付き合い方も、心得ようというもの。

「真剣な話をされているときは、相手の方を見るのが礼儀だと思うが？」

「真剣な話を真剣に聞いてもらえないってことは、その真剣な話を求められてないタイミングってことだろ。お前も少し肩の力抜けよ。力みすぎ。欠伸しろ」

「────」

　首の骨を鳴らし、淡々とした声音でスバルはそう言った。そのスバルの言葉に意表を突かれたように、ユリウスは目を瞬まばたかせる。

「──。焦あせりすぎだと、君の目から見ても今の私は歴然なのかな？」

「ピリピリしすぎ、とはみんな思ってると思うぜ。いつも通りっていや、いつも通りって感じかもしれねぇけど……」

「そのいつもがわかるのは、今や君だけだからね」

　諦てい念ねんの混じったユリウスの言葉に、スバルは「そうな」と低い声で答えた。

　背後、竜車の中の女性陣の会話は聞こえてこない。つまり、逆に彼女たちにこちらの会話も聞こえていないはずだ。

　男同士、色々と複雑な関係だが、今は協力する仲間同士。

　もう少し、腹を割って話しておくべきだろうと、そんな風に意識を切り替えた。

「ロズワールにも話してたけど、あれから準精霊たちとはどうだ？」

「……変化はないよ。蕾つぼみたちは私の傍そばにいてくれているが、伸ばした腕を止まり木に羽を休めてはくれない。彼女たちも、戸惑っているようだ」

　スバルの質問に腕を持ち上げ、ユリウスが準精霊を可視化させる。

　淡い輝きの六色の準精霊は、旅の間もずっとユリウスと一緒についてきている。だが、差し伸べられる腕には止まらず、戸惑うようにその場で揺れ動くだけ。

「私の『誘ゆう精せいの加護』は健在のようでね。それがかえって、彼女らの認識の不具合に一役買っている。私から離れ難いのは何な故ぜか、と答えが出ないようだ」

「再契約は、契約が切れてるわけじゃないから難しいのか。……こんな言い方するのはあれだが、問題が解決するまで、別の精霊で手を打つってのは？」

「エミリア様のように、行く先々の微精霊から力を借りられる術師は希少だよ。私が力を引き出せるのは、数年来の付き合いのある蕾つぼみたちだけ。君とベアトリス様と同じだ」

「エミリアたんとパックも、そうだもんな。やっぱり、パートナーは特別か」

　頭を掻かいて、スバルは無体な提案をしたと内心で反省する。

　同じ精霊使いとして、すぐ次の精霊を探せなんて提案はしたくはなかった。絆きずなが断たれたなら、ベアトリスを手放せるか。それと、全く同じ質問なのだから。

「故に、今の私は剣技でしか騎士の務めを果たせない。もちろん、剣技も精霊術に劣らぬよう鍛えてきたが、私自身の力量は大きく下がったのは事実だ」

「お前の剣技で力不足って、それ、俺に言うのは最高に嫌いや味みだからな」

　なお、その剣技だけで完封されたのが、スバルとユリウスの因縁の始まりだ。あのときは赤子の手を捻ひねるレベルで、今は五歳児程度にはなれているだろうか。

「ラインハルトもそうだけど、お前らって自分を過小評価する悪癖があるよな。謙遜も過ぎれば毒！　これって何にでも当てはまる言葉だと思うぜ」

「そっくりそのままお返ししたいところだが、どうだろう。──君や私はともかく、ラインハルトのそれは、謙遜とも過小評価とも異なるもののはずだよ」

「謙遜とも過小評価とも違う……？」

　同時に浮かべた赤毛の英雄だが、彼に対する認識の違いにスバルは首をひねる。

　誰の目から見ても超人・最強・完全無比。それがラインハルト・ヴァン・アストレアだと思うだけに、彼への評価が食い違うのは意外だった。

「誤解しないでほしいが、ラインハルトの実力を高く評価する点では同意見だ。そも、それは彼を知る全ての人間が抱く共通の意識だろう。彼こそが、人類の到達点だと」

「それが言いすぎじゃねぇのがビックリだよ」

「実力だけでなく、彼の在り方は自意識まで完成されている。私が彼と初めて会ったのは十歳に満たない頃だったが……彼は、ずっと変わらないよ」

「十歳の頃からあれって、マジか」

　ラインハルトがいつからラインハルトなのか、とは哲学的な命題だが、十年以上も前から彼を知るユリウスの言葉によれば、その時点から彼は完成していたのだと。

　祖母が亡くなり、その加護を引き継いで、『剣けん聖せい』になった十歳未満の少年──。

「どんな気分なんだろうな」

「うん？」

「十五年前っていや、ラインハルトも五歳ぐらいだろ？　そんな歳としで祖ば母あちゃんの加護を継いで、伝説の英雄の血を引いてる家系で……どんな責任が圧のし掛かかるんだよ」

　──親の期待を懸けられることの重みは、スバルも少しはわかるつもりだ。

　もちろん、スバルとラインハルトでは背負ったものの重みも、責任も違いすぎていて、比べること自体が失礼なことかもしれないが。

「俺は正直、弱いからな。弱くて力が足りなくて、悔しい思いすることばっかで、持て余すぐらい強かったらよかったのにって妄想しない夜はないぐらいだ」

「それは、ずいぶんと空むなしい夜を過ごしているのだね」

「うるせぇな。──とにかく、そんな俺の悩みと対極の位置にいると思ってよ。ラインハルトが五歳からラインハルトだったとまで思わねぇけど、どうだったのかなって」

「……さすがに、当時の彼の心中を推し量ることまでは私にもできない。ただ」

　そこで一度、言葉を区切ったユリウスが顔を上げる。

　正面、竜車の進路──否いな、彼方かなたの空を見つめ、注ぐ陽光にユリウスは目を細めた。

「──あのとき、ラインハルトを見かけたことは私の大きな転機だった」

　それは、どこか誇らしげにさえ聞こえる声音だった。

　日の光に目を細めるユリウス。ひょっとすると、それは日輪の眩まぶしさに目を細めたのではなく、記憶の中に鮮明に焼き付いた憧憬だったのかもしれない。

「────」

　そんなユリウスの横顔を眺めながら、スバルはこの場にいないラインハルトを思う。

　スバルたちがプレアデス監視塔を目指すのと同じように、ラインハルトが引き受けた大役──大罪司教、『憤ふん怒ど』の移送も気掛かりだ。

　プリステラで捕縛されたシリウスを王都へ移送する役目。日数的にはスバルたちがアウグリア砂丘へ到着する頃には、あちらの結果はとうに出ているはずだ。

　何事もなければいいし、ラインハルトなら心配はいらないと思うが──、

「──ラインハルトなら大丈夫だ。彼なら、必ずやり遂げてくれるとも」

「人の心を読むなよ、おっかねぇな」

「ふ。君と旅をしてしばらく経たつからね。何となくだが、察せられるようになってきた」

　前髪をかき上げ、どことなく自慢げなユリウスにスバルは嘆息する。

　扱い方が上う手まくなってきたのはお互い様、というわけだ。

「この調子で何も起こらないと、塔に着く頃にはユリウス博士になっちまう」

「安心したまえ。すでに間違いなく、君は私を除のぞけば世界で一番私を知っている人間だ」

「絶対に獲得したくない称号を獲得した！　ユリウス博士って、お前、それヨシュアの奴やつが聞いたら……」

　軽口を叩たたき合い、その流れで続けようとしたスバルが言葉に詰まった。

「────」

　ヨシュア・ユークリウス。──ユリウスの弟であり、極度のブラコンを拗こじらせた人物。

　そして、『暴ぼう食しよく』の被害に遭い、レムと同じように世界から、兄弟から、その『名前』と『記憶』を奪われて、眠り続けている青年だった。

「……いっそ、何か起きてくれた方が、確かに気は晴れるのかもしれないな」

　スバルが押し黙った理由を察して、笑みの消えたユリウスがそんな言葉をこぼした。

　全くらしくない彼の発言が、こちらを気遣ったものだとわからないほど馬鹿ではない。

　馬鹿ではないが──、

「ああ、クソ。馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は……」

　情けなくて頭を掻かくスバルは、口の中だけでその苛いら立だちを吐き捨てた。

「────」

　結局、この日、ユリウスとこれ以上の会話を弾ませることはなかった。

　一行が砂丘の最寄りの町、『ミルーラ』に到着したのは、その三日後のことだった。
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　アウグリア砂丘最寄りの町『ミルーラ』は、有体に言って寂れた宿場町だ。

　町の規模はそれなりだが、当然、名だたる大都市とは比べ物にならないほど小さい。これといった特色や施設もなく、砂丘が原因で観光客が寄り付くこともない。

　世界図東端の町、なんて看板も役には立たず、寂しい限りの町並みだった。

「……砂風の中、いらっしゃい」

　扉を押し開けて店内に入ると、カウンターの向こうでグラスを磨いていた店主が声をかけてくれる。声は全く歓迎の気持ちがなかったが、それも仕方ない。

　この『砂時間』に、砂塗まみれの客が来店すれば皮肉の一つも言いたくなるというものだ。

「────」

　店に入る前に落とせるだけ落としたつもりだが、浴びた砂の量が砂の量だ。宿の人間の止める声に逆らい、『砂時間』に強行したツケがこれである。

　そのツケの支払いを、こうして立ち寄った酒場の店主に委ねるのは申し訳ないが。

「注文は？」

「ミルク、冷たいの」

「ミルク、あったかいの」

　カウンター席に座る二人の注文に、店主が厳いかつい顔をしかめるのがわかる。

　そんな店主の反応を余よ所そに、二人は長く息を吐くと、口元に巻いていた布を外し、しばらくぶりにまともな呼吸を取り戻した。

「はあー、生き返る。わりとマジで砂時間に出歩くのは命取りだね」

「ん、そうね。スバルが風下に立たせてくれてたのに、口の中がジャリジャリだもの」

　そう言って、可愛かわいらしく舌を出したエミリアにスバルは苦笑しながら頷うなずいた。

　白いローブを頭から被かぶり、美しい銀髪と顔をほんのりと隠した状態だ。田舎町にエミリアのような美少女が現れると、町の人たちがカルチャーギャップで倒れる。──とはスバルの冗談だが、彼女もやんごとなき立場、素性を隠すのは配慮の一環だ。

　もっとも、頭や口元を布で隠すのは、単にトラブルを避さけるためだけではない。

　東の砂丘から吹き付ける砂を孕はらんだ『砂風』、それから身を守るためでもあった。

「大繁盛、って雰ふん囲い気きじゃねぇな。やっぱ、砂時間中は商売上がったり？」

　被っていたフードを脱いで、がらんとした店内を見渡しながらスバルが尋ねる。その質問に、愛想のない店主は「ああ」と注文のミルクを置きながら答えた。

　ちなみに冷たいのがスバルで、温かいのがエミリアの注文だ。

「ただでさえ、外の人間の出入りが少ない町だ。日中、それも砂時間でも店を開けてるのは道楽みたいなもんだよ。まさか客入りがあるとはな」

「なるほど。んじゃ、外の人間な上にお客さんである俺らは上客ってわけだな」

「酒場でミルク頼んで得意げにされてもな。ほら、嬢ちゃんのだ」

「わ、ありがと」

　温められたミルクを受け取り、エミリアが陶器を掴つかんで一息つく。ミルクに息を吹きかける彼女を横目に、店主はカウンター越しにスバルを睨にらんだ。

「それで？　この砂時間のミルーラで、いったい何をしてんだ、お前たちは」

「よくぞ聞いてくれました。いや、宿の人にも止められたんだけどさ。一応、予行演習がてら、砂時間に挑んでおこうかなって。──本番は、こんなもんじゃねぇんだろ？」

「本番、ね。その本番ってのは……」

「ズバリ、アウグリア砂丘の攻略だ」

　指を立てて、そう言い切ったスバルに店主が息を詰めた。それから、店主はゆっくりとスバルとエミリアを見比べ、自身の濃い眉を指でなぞると、

「何の冗談か知らんが、行楽気分でいくならやめとけ。死ぬだけだ」

「おいおい、何を言い出すんだよ。俺らがまさか、お遊び気分に見えるってのか？　エミリアたんからも言ってやってくれ」

「ふーふー、あちち……え？　なに？　ごめん、聞いてなかった」

「見ろ、めちゃくちゃＥ・Ｍ・Ｔだろ」

「悪いこと言わんから死ぬ前に帰れ」

　スバルとエミリアのやり取りに、ますます店主の信頼が下がった。

　とはいえ、店主に悪気がないのは確かだろう。実際、アウグリア砂丘の危険性は前評判からも知れている。だが──、

「退くって選択肢は俺らにはないんだ。進むって道しかない以上、できることはなるたけ安全な道を選ぶことだけ。わかるだろ？」

「わかってないのはお前たちの方だ。いいか？　あの砂丘はどうしようもないんだ。魔獣だらけで、魔女の瘴しよう気きが漂ってて、遠目に見える塔には近寄れない」

　食い下がるスバルの態度に苛いら立だった様子で、店主が砂丘の脅威を語って聞かせる。砂風を防ぐために閉じた窓を指差し、町の東を示して店主は唇を曲げた。

「お前らみたいな無謀な連中は後を絶たんさ。だが、砂海にある『賢者』の塔には誰も辿たどり着けない。生きて帰れば御の字、大抵の奴やつは砂の中でおねんねだよ」

「────」

「砂海に塔が建って四百年だ。その間、塔を目指す馬鹿は減らないのに、到達者は一人も名乗り出ない。あの、『剣けん聖せい』だってしくじったんだからな」

　ラインハルトの失敗は、どうやら予想以上に広く、大きな波紋を残しているらしい。

　ひょっとすると、店主にとっては説得の切り札だったのかもしれない。だが、スバルたちには既知の情報だし、それを覚悟の上でここへきた。

「大体、女の子まで連れてる奴があんな地獄にいくなんて……」

「──ごめんなさい。あなたは、私たちをすごーく心配してくれてるのよね」

　店主の真摯な正論に、なんと答えるか悩むスバルを制して、エミリアが言った。その、柔らかな謝罪から入るエミリアの言葉に、店主が目を丸くする。

「常連さんでもないのに、色々教えてくれてありがとうございます」

「いや、こっちも口うるさくして悪いな。ただ、間違ったことは言ってないつもりだ。お嬢ちゃんたちみたいな若い連中が毎度毎度、な」

「そんなにたくさん、『賢者』に会いたい人がいるんですか？」

「大抵の奴は、『賢者』に会ったって名誉が目当てだろうさ。中には『賢者』から知恵を授かろうって奴もいるんだろうが……そもそも、その褒美が本当なのかも眉まゆ唾つばだ」

　肩をすくめて、店主はうんざりといった顔つきで首を振る。

　言葉通り、プレアデス監視塔への無謀な挑戦者を何人も見送ってきたのだろう。顔のわりに人が好いいのか、この環境に忸じく怩じたる思いがあるようだ。

「それは、塔についても『賢者』に会えないかもってこと？」

「そこまで辿り着けた奴の話も聞かない。噂うわさじゃ、『賢者』様は今も塔の上から砂丘を見下ろして、不ふ埒らちな輩やからに天罰を下すって話だが……『賢者』に魔獣、それに瘴しよう気きと。俺にはあの砂丘自体、餌をぶら下げて獲物を狩るための罠わなに思えてならんよ」

「獲物を狩るための、罠……」

　店主の語り口に、エミリアが小さく息を呑のんだ。そんなエミリアの反応に頷うなずいて、店主は今一度、窓の外に顔を向けると、

「砂時間の移動をやめて、魔獣との遭遇を徹底的に避さける。だが、そうまでしても瘴気は避けられない。砂丘を越えられない最大の難所は、濃密な瘴気さ」

「その瘴気ってのがピンとこないんだよな」

　重ねて声を曇らせる店主に、スバルは首をひねった。

　瘴気、その単語自体は何度も耳にしているし、字面で想像できなくもない。要するに心身に悪影響をもたらす空気、みたいなことだろう。有毒ガスに近いものだろうか。

「えっとね、スバル。瘴しよう気きっていうのは、言っちゃえば悪いものに汚染されたマナのことを呼ぶの。目には見えないけど、マナはどこにでもあるでしょう？」

「え、瘴気ってマナのことなのか？」

　エミリアの説明に、思った以上に身近な存在だったとスバルは驚かされた。

　しかし、汚染されたマナと聞かされても、やはりピンとはこない。どうしても不可視のマナを身近に感じられないのは、現代日本人の固定観念だった。

「普通、マナには何の色もないでしょ？　だけど、瘴気……悪いモノに汚されたマナは体の中で悪さを働くの。でも、ゲートがマナを取り込むのは自然なことだから……」

「息をずっと止められないみたいに、瘴気を取り込むのも止められない？」

「嬢ちゃんの認識で正解だ。そして、アウグリア砂丘はその瘴気が世界で一番濃い。ゲートから延々取り込み続けると、心も体も汚染に呑のみ込こまれる」

「そうなると、どうなるんだ？　病気とか、頭がおかしくなる？」

「身も心も蝕むしばまれてやがては、って話だ。実際は……まぁ、否定はできんよ」

　言葉少なに首を振り、店主はそれ以上の明言を避さけた。

　だが、その顔色からもわかる。彼は実際に、瘴気に侵された人間の死に様を見たのだ。

　その経験を踏ふまえて、店主は心の底からこちらを案じ、忠告してくれている。

「あんなところ、いかずに済むならその方がずっといい。お前たちも……」

「──ミルク、ご馳ち走そう様さまでした。お話も、聞かせてくれてありがとう」

　しかし、ミルクを飲み終えたエミリアは、店主の忠告に首を縦に振らなかった。

　その態度を見て、店主が諦めた風にため息をつく。最初は嫌がった砂丘の話、それを積極的に話し始めたのは、スバルたちが考えを改めることを期待してだろう。

　ただ悲しいかな。それでも、スバルたちの目指す場所は変わらないのだ。

「御お代だいは置いておきます。スバル、いきましょう」

「ん、そだね。ありがとう、助かったよ」

　取り出した銀貨をカウンターに置いて、エミリアがスバルの袖を引いた。ミルク二杯には高すぎる支払いは、もらった情報と気遣い分のチップが込みだ。

「──ここ一年ぐらいの話だが、砂丘の方に飛んでいく鳥を見かけるようになった」

「────」

　ローブを被かぶり直し、砂風に備えるスバルたちの背中に声がかかる。振り向くと、店主はこちらに背を向け、グラスを拭きながら独り言のように続けた。

「見かけた連中の話じゃ、その鳥は塔を目指して飛んでるように見えるとよ。だから、もしも砂丘で迷ったら鳥を探せ。運が良ければ、塔まで案内してもらえるかもしれん」

「オッチャン……」

「ふん。砂丘で頼りがなくなる時点で、運なんて最悪に決まってるがな」

　吐き捨てるような店主の憎まれ口に、スバルとエミリアは頭を下げ、酒場の外へ。

　店の外、砂風の影響も多少弱まり、砂さ塵じんに覆われていた黄色い視界が何とか開ける。そろそろ宿へ戻り、他の面々と合流したい頃合いだ。

「さっきのお店の人、足を片方なくしてたみたい」

「……それは気付かなかったな」

「どこでケガしたかわからないけど……でも、そういうことだと思うの」

　紫し紺こんの瞳に憂いを満たしたエミリア、彼女の言葉にスバルも頷うなずく。

　見ず知らずの無謀な旅行者に、ずいぶんと親身になって砂丘の危険を訴えた店主。それが彼の経験談からの忠告だったなら、スバルたちはなんと恩知らずなのか。

「──プレアデス監視塔」

　ぽつりと、銀ぎん鈴れいの声音がその単語を口にする。

　その音に顔を上げ、スバルは町の東側──酒場の店内からも、黄色くけぶる町の通りからも、ずっと見えていた異様な存在感の建造物へと目を向ける。

　それは街道の途中、ミルーラへと辿たどり着く前から自己主張していた巨大な塔だ。

　プレアデス監視塔と呼ばれる、天を衝つくような大きな塔。たとえ砂漠の砂嵐がどれだけ強烈でも、どうしてあの塔を見失うことがあるだろうか。

　だが、ラインハルトが、酒場の店主が、口を揃そろえて困難だと、無謀だと忠告する。

「曰いわくつきの『賢者』の塔、か」

　呟つぶやくスバルの視界の端で、てっぺんの見えない塔が鈍く、砂に揺らめくのが見えた。
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　ミルーラで休息日を一日取り、長旅の小休止をして、出発の朝がやってくる。

　各々砂丘越えの装備を新調し、早朝の町の入口に集合する。そこで、スバルは待ち構えていた竜車の様相を眺め、感嘆の息を漏らしていた。

「はー、これが砂丘越えの最終兵器か！」

　そう言って、スバルが見つめるのは竜車に繋つながれた見慣れない地竜の姿だ。

　平たい頭部に太くごつい体格、黄土色の鱗うろこを纏まとった四足歩行の地竜。体格はオットーの愛竜であるフルフーに近いが、それ以上に重量感と、スタミナのありそうな顔つきだった。

「砂地に強いガイラス種だ。砂風や乾いた環境に適応した竜種で、種族的に大型だが、気性は穏やかで扱いやすい。この辺りの固有種だよ」

「固有種！　そういうのもあるのか。プリステラの水竜もだけど、世界は広いわ」

　竜車を眺めるスバルの隣で、ユリウスが新顔の地竜について説明する。

　プレアデス監視塔までの道のりは、本格的な砂漠越えが要求される。そのため、ここまで一緒だった地竜と地元の地竜を入れ替え、砂対策をしたというわけだ。

「しかし、いくら温厚な性格とはいえ、新顔といきなり息が合わせられるのか？」

「問題はない。人と呼吸を合わせるのが地竜の習性だ。特に、ガイラス種は首を撫なでてやるとすぐに落ち着かせられる。念のため、君も覚えておくといい」

「へいへい。まぁ、パトラッシュには通用しないだろうけど」

　と、新たな地竜が竜車に繋つながれるのを、王者の風格で見守る漆黒の地竜──パトラッシュの方を見て、スバルは肩をすくめる。なお、ミルーラで待機することになる地竜と違って、パトラッシュはこの先の旅路にも同行が確定している。

「でも、砂のプロフェッショナルが必要なところで、パトラッシュは平気なのか？　うちの陣営きっての淑女に、無理させたくねぇんだが」

「安心したまえ。君の愛竜はダイアナ種……かつて、陸海空の全てに覇を唱えた最初の祖そ龍りゆうの末まつ裔えいだ。どんな環境でも、十全に力を発揮できるだろう」

「おいおい、主人公みたいな設定の盛り方だな。スーパーエリートすぎるぜ……」

「私のシャクナールも連れてこられればよかったのだが、考えても詮無いことだな」

　そう言って、ユリウスが遠くを眺めるような視線を空へ送る。彼の口から語られたシャクナールとは、ユリウスの愛竜である青い地竜だ。

　残念ながら、その愛竜の記憶からもユリウスの存在は失われている。結局、ユリウスは愛竜を従えるのを諦め、その身柄は『鉄の牙』と一緒にプリステラに残留だ。

　取り戻すための旅路だが、取り残してきたものがあまりに多い。それを、この二十日の道のりで、ユリウスと同等にスバルも思い知った気がする。

「それにしても、自分の愛竜を一番身近な淑女とは……地竜の扱いがわかってきたと褒めるべきか、周囲の女性への評価を咎とがめるべきか、判断に迷うところだ」

「お前も、パトラッシュの良妻賢母ぶりを知ったら考えを改めるだろうぜ」

　なにせ、プリステラで放置されていた一件を根に持って、スバルが謝るまで一切の交流を拒絶していたパトラッシュだ。オットーの仲裁で、有事の際にスバルの傍そばにいられなかった自分を恥じていたと知って、何を言えばいいのかわからなくなった。

「とにかく、抱きしめるしか思いつかねぇ。愛してるぜ、パトラ……ぶんが!?」

　そして、陣営きっての淑女は薄っぺらい愛の言葉も受け付けない。振り回した尾の一撃を受けて、スバルは砂の積もった地面の上を派手に転がされる。

　大の字にひっくり返り、砂丘に挑む前から砂塗まみれだ。

「……大事の前に緊張感のないことね。バルスのその図太さが羨うらやましいわ」

　と、地面に倒れるスバルの視界に、逆さの状態で映り込む顔がある。皮肉と共に姿を見せたのは、防砂対策のローブに身を包んだラムだ。

　その彼女の冷たい言葉に、スバルは「あー」と頭を掻かきながら、

「それって、ラムは緊張してるって意味か？　それこそ、らしくないじゃねぇか」

「ずいぶんな言いようね。見ての通り、ラムはか弱い乙女なのよ。どんなときでも、あらゆる危険に怯おびえているわ。小鳥の心臓が張り裂けそうよ」

「どこで捕まえた小鳥のだよ。……ホントに、大丈夫なんだよな？」

　振り上げた足を下ろして、その勢いでスバルは地面から起き上がる。体を叩はたいて砂を落としながら振り返り、正面、ラムを見据えて改めて問いかけた。

「──。バルスのくせに、気が回るなんて生意気ね」

「毒舌にいつもの切れ味がないからな。言っとくが、今なら出発前だぞ」

　顔色が悪いわけでも、息遣いが荒いわけでもない。ともすれば普段のラムの振る舞いと変わらないように見えるが、彼女はスバルの言葉を否定しなかった。

　強がりはしないし、隠そうとも図らない。そのあたり、ラムは意外と真摯だ。

「一年と五十日よ。それだけ費やして、目的を前に足踏ぶみしろと言うの？　冷酷ね」

「ラム、そんな言い方しないの」

　スバルの言葉に目尻を吊つり上げ、視線の温度を下げたラム。そんな彼女の発言を聞き咎とがめたのは、大荷物を竜車に積み終えたエミリアだった。

　エミリアは腰に手を当て、「いい？」とラムに詰め寄ると、

「スバルだって、ラムのことが心配なのよ。それは私だっておんなじなんだから。ちゃんと毎日、ロズワールに言われた治療はしてあげてるけど……」

「エミリアたんとベア子で協力しても、本職のロズワールほどうまくはいかないか」

「……それを理由にするつもりはないわ。迷惑も、かけないつもりよ」

「心配はかけてるぜ？」

　売り言葉に買い言葉ではないが、静かな言葉の応酬にラムが不満げな顔をする。だが、やはり彼女の薄紅の瞳に、普段の覇気は欠けて思えた。

　その自覚はあるのだろう。ラムは吐息をこぼし、竜車の方に視線を向ける。車中、最奥に特別に固定された車椅子と、その上で眠っているレムの姿があって──、

「──お願いだから、ラムを置いていくなんて言い出さないで」

　それは端的で、だからこそ切なる願いの込められた言葉だった。

　それを受け、スバルは頭を掻かく。それから、ラムと同じように車中のレムを見て、

「置いてくなんて言わねぇよ。ただ、お前が普段の調子じゃないなんてお見通しだから、何かあったらすぐに言えよ。隠しても誤ご魔ま化かしても無駄だ。無理やり助けるから」

「────」

「ふふっ」

　指を突き付けて断言してやると、ラムが珍しく鼻白んだ顔をした。

　その隣で、エミリアは柔らかく微笑ほほえみ、細めた紫し紺こんの瞳をスバルに向けて、

「私、スバルのそういうところ、すごーくいいと思うの」

「……え!?　今、惚ほれ直したって意味!?」

「寝ているレムの前でそういう話はやめなさい。女の害敵」

「女の敵じゃなくて、害敵!?」

　声を裏返らせるスバルに、ラムが「ハッ」と鼻を鳴らす。そのふてぶてしい態度に、普段の彼女の精神性が表れているように思えて。

「……にやついてないで、仕事をしなさい、バルス。バルスの定位置は竜車じゃなく、外で愛竜と一緒に先導でしょう。ノロノロしてると置いていくわよ」

「また、姉様はすぐにそうやって。ちゃんと今の話の結論を……」

「──聞くだけ聞いたわ。それでいいでしょう。さっさといきなさい」

　硬い声で言い残して、ラムはスバルを押しのけると、竜車の中へ乗り込んでいく。その背中を見送り、スバルは頭を掻かきながらエミリアに目配せする。

「エミリアたん、中のことは……」

「大丈夫、任せておいて。スバルこそ、十分気を付けてね」

「ういうい」

　頷うなずいて、スバルは最後にもう一度竜車を眺め、それから自分の持ち場へ足を向けた。

　そして、砂対策に首元の布を引き上げ、短く息を吐くと、

「そんじゃま、やってやろうかい、砂の海と監視塔……！」

　そう、気合いを入れて、彼方かなたに見える砂丘の塔へと宣戦布告した。




　──そうして、スバルが離れた直後の竜車の中で。

「……エミリア様、そのお顔はなんでしょうか？」

「ううん、別に何でもないの。でも、なんだかラムが可愛かわいいなって思って」

「心外な評価です。エミリア様にしては生意気ですよ」

「ふーん」

　車内、車椅子の隣に陣取ったラムが、エミリアの視線に顔を背ける。珍しく、口を滑らせたと自分の失態を悔やむ表情だ。

「ふふっ。いつもスバルには見せてる顔、やっと私にも見せてくれる気になった？」

「……気が抜けていました。ご無礼をお許しください」

「別に怒ってないわ。むしろ、ちょっと嬉うれしいの。そんな風にしてくれる方が、なんだかラムが心を許してくれたみたいだもん。私、スバルが羨うらやましかったから」

　邪気のないエミリアの受け答えに、ラムは少しだけ押し黙る。

　それからすぐ、ラムは毒気の抜かれた顔をエミリアに向け、

「エミリア様は変わられましたね。初めてお会いしたときは、ガラス細工のように脆もろい、見かけ倒しの覚悟しかお持ちになっていなかったのに」

「今の私は、もうちょっと強そうに見える？」

「ともすれば甘く……ガラス細工が飴あめ細工になったようにも思えますが」

「それ、すごーくおいしそうね。……どういう意味？」

　憎まれ口が通用せず、首を傾かしげるエミリアにラムはため息をついた。

　そのため息のあと、ほんのりと肩の力が抜ける。──それもまた、事実なのだった。





　　　　４






　──ミルーラの町を出発して二時間、アウグリア砂丘の攻略がついに始まる。

　町から東へさらに十数キロ進むと、周囲の景色から完全に緑が失われ、一面の砂地が広がる光景に、乾いた砂と瘴しよう気きを孕はらんだ風が吹き抜けていく。

「────」

　今回、編成は大型の竜車一台と、それに並走するパトラッシュが一頭のスタイルだ。

　新顔の地竜の足取りは重々しいが、速度が出ない代わりに安定感があった。相方の変わったパトラッシュも最初は気が立っていたが、数時間も一緒に走れば相手の見所を見つけたようで、気位の高い彼女も納得してくれたらしい。

「しいて言うなら、この地竜の不満はたぶんベティーにあるのよ」

　とは、スバルの腕の中にすっぽり収まるベアトリスだ。手た綱づなを操り、胸の中で丸くなる少女を抱えながら、スバルは「いやいや」と首を振る。

「そりゃ穿うがちすぎだろ。パトラッシュはそんな器の小さいドラゴンじゃねぇよ」

「……スバルはもう少し、周りを見る目を養った方が賢明かしら」

　地竜の上で横座りになり、スカートを摘つまむベアトリスがそうこぼす。

　以前と比べて、スバルの騎竜技術もだいぶ上達し、こうしてベアトリスと二人乗りする姿も堂に入ったものだ。だから、ベアトリスの言い分は的外れだと思うのだが。

「まぁ、実際、パトラッシュがなんで俺を好いてくれてるのかは謎なんだけど」

「そうなのよ。第一、スバルは理由なしに好かれるほどの見た目じゃないかしら」

「つまり、お前は確固たる理由があって俺のことが大好きだと」

「それはもちろん、ベティーは……何を言わせるつもりなのよ!?」

　密着しているので、赤い顔をしたベアトリスの抗議のぺちぺちを避さけられない。力ない掌てのひらに叩たたかれながら、スバルは「どうどう」とベアトリスを宥なだめる。

　と、スバルとベアトリスがそんな仲睦むつまじいやり取りをしていると、

「──君たちを見ているのは微笑ほほえましいが、そろそろ本格的に砂海へ入るようだよ」

　緊張感のない二人へと、並走する竜車の御者台からユリウスが声をかけてくる。

　竜車の手綱を握り、出会ったばかりの地竜と難なく息を合わせる腕はさすがの一言。しかし、一頭乗りではなく、御者台にいる姿が何とも似合わない男だ。

　そのアンバランスな取り合わせに一役買うのは、彼の隣に座っている少女の姿。

「そうよお。お兄さんとベアトリスちゃんが仲良しなのはいいけどお、あんまり放っておかれると、わたしも拗すねちゃうからねえ」

　そう言って、年齢に不相応な流し目を送ってくるメィリィ。

　本格的な砂丘アタックが始まり、いよいよメィリィの本領発揮の場面だ。『魔ま操そうの加護』の力を借りれば、魔獣に襲われるリスクを段違いに減らせる、はず。

　メィリィが周囲を見渡せる御者台に座るのも、その役目を果たすためだった。

　その分、彼女の退屈しのぎの相手役は、隣のユリウスが務めることになるわけだが。

「お前のエスコートなら、隣の騎士様がやってくれてるだろ？　俺よりよっぽどスマートでスタイリッシュでスペクタクルなエレガントだぞ」

「何言ってるのかわかんなあい。それに騎士様に不満はないんだけどお、わたしを連れてきたのはお兄さんでしょお？　なら、わたしの相手をする義務があるんじゃなあい？」

「聞き分けのない子どもみたいなこと言うなよ。その枠はベア子で満杯なんだ。な？」

「むきーっ、かしら」

　激おこのベアトリスにまた胸を叩たたかれ、されるがままのスバルはメィリィを見やる。

「甘えたい盛りのお前を甘やかしてやりたいとこだが、権利だの義務だの主張したかったら、まずは自分の役目をしっかり果たしてからにしてもらおうか」

「はあい。ベアトリスちゃんは甘やかすくせに、お兄さんったら意地悪だわあ」

　意地悪したわけではないのだが、結果的にそう取られても仕方のない口車だ。

　心なしか満足げなベアトリスの喉をくすぐり、スバルはユリウスに手を上げる。それを受け、ユリウスは静かに顎を引いた。

　小さな淑女のご機嫌取りは、やはり得意な人間に引き継ぐのが最適だろう。

　何より──、

「スバル、──『砂時間』が始まるみたいなのよ」

　ベアトリスの言葉と、正面を見据えるパトラッシュの微かすかな嘶いななきがそれを知らせる。

　眼前、ミルーラから延々と、見落とすわけがないほど輪郭のはっきりした長大な塔の姿がある。──その塔の方角から、黄色い砂さ塵じんが迫ってきていた。

　アウグリア砂丘の洗礼、瘴しよう気きを孕はらんだ砂風の吹く、『砂時間』の到来である。

　──ミルーラで情報収集した結果、『砂時間』の時間割はおおよそ把握できている。

　一日に三度、朝と昼、深夜の時間帯に強い砂風が吹く『砂時間』。酒場の店主のアドバイスを思えば、瘴気を孕んだそれはにじり寄る脅威と言えるだろう。

　特に深夜の『砂時間』は数時間にも及び、その間は移動もままならない。そのため、アウグリア砂丘の攻略は日中、朝と昼の『砂時間』を避さけて進めることになる。

　地面を覆った砂の粒子は細かく、噂うわさ通りの足場の悪さに何度も足を取られかける。行軍は遅々としてペースが上がらず、もどかしさは砂のように募る一方だ。

　ただ、そんな状態にあって、スバルが拍子抜けしていることもある。

　それは──、




「砂風がじゃらつくのと足場の悪さはあるけど……思ったほどひどくねぇな」

　強い砂風から顔を背け、布の上から口を押さえて呼吸を確保。微かに歯が砂を噛かむ感触があるが、この程度の被害ならミルーラの町中と大差はない。

　砂の舞い散る視界は黄色く、服の中に砂の入る煩わしさはあるが──、

「それぐらいだよな。砂丘って聞いて、てっきり死ぬほど暑いのも覚悟してたのに」

「この辺りが砂地なのは、極端な瘴気が緑を殺しているからかしら。だから、この砂丘には雨だって降るし、急激に気温が上がったりすることもないのよ」

　スバルの中で砂漠といえば、やはり灼しやく熱ねつの地獄のイメージが強い。

　が、どうやら異世界では砂漠化の原因もスバルの常識とは違うらしく、ゲームや漫画で得た熱砂の印象は覆された。むしろ、実物はイメージより過ごしやすいくらいだ。

「ミルーラがあの調子だったのに、砂丘が急に灼しやく熱ねつ地獄ってのもおかしな話か」

「そうかしら。世界図の西端にある、ギラル赤丘とは違うのよ」

「ちなみに、そのギラル赤丘ってのはどんなとこなんだ？」

「丘の砂粒が全部、細かい魔石の欠片かけらで、年中爆発してる土地かしら」

「そんなやべぇとこがあんの!?」

　スバルの想像を超えてヤバいスポットを紹介され、アウグリア砂丘の好感度が上がる。

　うっかり『賢者』がそっちに塔を構えていたら、とても辿たどり着ける気がしない。

「その点、こっちの注意は風と瘴しよう気き、あとは魔獣ってとこだしな」

「あと、目的の塔を見失って、道に迷わないこと、なのよ」

「迷わないように、って言われてもなぁ……」

　胸の中、軽い体重を預け、意識を引き締しめようとしてくるベアトリス。彼女の体重を受け止めながら、スバルは正面──遠く、壮絶な存在感のある塔の偉容を見る。

「迷う迷わないとは言うけど、あれを見落とせって方が難しくないか？」

「ベティーも同意見かしら。でも、何が起きても不思議じゃないのよ。『賢者』がどんな食わせ者か知らないけど、事実、誰も辿り着けちゃいないのが証拠かしら」

　無論、スバルも砂丘を舐なめてかかるつもりは毛頭ない。

　現実的に考えて、あれだけ巨大な目印を見失うなんて考えにくいことだ。だが、この砂丘に挑み、攻略に失敗した全員が同じことを考えていたはず。

　ならば、ここはベアトリスの言葉通り、何が起きても不思議のない魔境だ。

「──アナスタシアさん、本当に真まっ直すぐ進んでいいんだな？」

「なんやの、ナツキくんったら疑うたぐり深いんやから」

　パトラッシュを竜車に寄せて、客車の窓越しに車内のアナスタシアへと確かめる。その返答を受け、スバルは「当然だろ？」と片目をつむり、

「今回の砂丘攻略、そっちの知識頼りなんだ。しっかり道案内頼むぜ？」

「もちろん、うちにとっても他ひ人と事ごとやないんやから、手なんて抜いたりせんって。お互いに一いち蓮れん托たく生しよう、信じてくれてええんよ？」

「……狐きつねを信じるなんて、簡単に言ってくれるもんなのよ」

「────」

　アナスタシア──否いな、襟えりドナが、小声で呟つぶやくベアトリスに瞳を細めた。

　一行の中、スバルから唯一襟ドナの正体を聞かされているベアトリスは、自分の存在を隠匿する同類のことを強く警戒している。

　とはいえ、延々と疑い続けても進歩がない。彼女の言う通り、すでにアウグリア砂丘へ入った時点で一蓮托生。あとはお互いが役目を果たすと信じるしかない。

「だろ、アナスタシアさん」

「そうやね、ナツキくん。──心配はいらないさ。契約は守るとも」

　最後の一声だけ、スバルにしか聞こえない声量で襟えりドナが念押しする。

　その言葉に顎を引いて、スバルは次いで御者台の方へ愛竜を回り込ませる。すると、真剣な表情のユリウスの隣で、楽しげに体を揺するメィリィが目に留まった。

「なんか、行楽気分って感じだけど、メィリィは仕事してるのか？」

「それ、わたしに言うのお？　砂漠に入って、まだ一回も魔獣ちゃんとぶつかってないじゃなあい。それ、わたしが働いてる証拠よお？」

「でも、お前の頑張りって見えづらいじゃん？　お前のおかげで魔獣が寄ってこないのか、この辺りに魔獣がいないだけなのか区別つかないし」

「──ふーん、そーお？」

　すっと目を細め、腕を持ち上げたメィリィの様子にスバルは嫌な予感を覚える。

「待て、迂う闊かつなこと言って悪かった！　ここまで、砂風以外じゃ前評判みたいなヤバさを感じてなかったから、つい口が滑った！」

「ううん、怒ってないわよお。ただ、わたしのありがたみを教えてあげるだあけ」

　スバルの言い訳と謝罪を遮り、メィリィが不穏な発言をして微笑ほほえんだ。

　その不穏当な内容に息を詰め、スバルは謝罪の言葉を重ねようと──その直後だ。

「な……!?」

　スバルたちの進路を外れ、おおよそ五十メートルほどの距離だろうか。

　微かすかな地鳴りがあり、砂の大地が突如として爆発を起こす。──否いな、それは爆発ではない。砂の下に潜んでいた存在が、その巨体を地上へ現したのだ。

「────」

　手足はなく、長く太い胴体をくねらせる姿は蛇を思わせる。しかし、砂と同色のぬめった質感の体皮、漂う悪臭と、退化して目を失った頭部の特徴からスバルは気付く。

　これは蛇ではない。──蚯蚓みみずだ。

　全長二十メートル近い、巨大すぎる蚯蚓が地下から地上へ這はい出し、その頭部と大きな口をこちらへ向ける。一瞬、死を覚悟した。

「はあい、おーしまい。臭いから、もおどっかいっちゃってよお」

「────」

　その、戦慄するスバルの意識を、メィリィのおざなりな声音が正気に戻した。

　それと同時に、砂から這い出した蚯蚓は巨きよ躯くを震わせ、再び地下へ潜っていく。素直に少女の指示に従い、怪獣のような存在感は数秒でその姿をくらませた。

　あまりに強烈なデモンストレーションに、スバルは感心も後悔も口に出せない。

「……今のは、砂すな蚯蚓みみずと呼ばれる魔獣だ。好んで砂の中を住処すみかとする魔獣だが、私の知っているものより少しばかり大きかった」

「少しばかりって、どのぐらい？」

「私の記憶では、大きいものでも成人男性の腕ぐらいだったはずだ」
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　蚯蚓みみずがそのサイズなら、十分にグロテスクな脅威だ。が、今の砂すな蚯蚓みみずはユリウスの知識の数十倍の大きさだった。アウグリア砂丘では在来種の魔獣も狂暴化しているという話だが、そのスケール感も暴力的なまでに変じていたらしい。

　なんであれ、言えることは──、

「どーお？　少しはわたしのこと、見直したあ？」

「いやもうホント、メィリィ先輩には頭が上がらないッスわ！」

　メィリィの言葉に硬直が解けて、スバルは心の底から惜しみない称賛を送った。

「そお？　やっぱり？　お兄さん、感謝してるう？」

「ああ、マジリスペクトだ。お前がいなきゃ、ここがどんだけ危ない場所なのか身に染みたぜ。アウグリア砂丘、怖っ！　マジで怖──っ!!」

　多くの命知らずの冒険者が挑戦し、帰らぬ人となった理由の一端がわかった。

　酒場の主人も止めるわけだ。砂丘の洗礼が甘いなどと、考えた自分が馬鹿だった。

「平和万歳、平穏最高だ。このまま、ウルトラ退屈な旅路でいこうぜ！」

「まったく、調子のいいことかしら……。さすがにベティーも呆あきれるのよ」

「そんなに強がるなよ。お前も、俺と同じでちょっとちびったんだろ？　わかるぜ」

「ちびったのかしら!?」

　ギャースカと言い合いが始まるが、ひとまず誰もそれを咎とがめない。

　騒ぎを起こせば魔獣を刺激しかねないが、それに対抗する手段の有用性は証明された。なので、ユリウスすら二人の言い合いを止めようとしなかった。

　ただ、想像以上の薄氷の上を歩いているのだと、全員が意識を締しめ直す。

　それ自体に十分に意味があったと、そう顧かえりみることのできる砂丘攻略初日であった。
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　アウグリア砂丘の攻略初日は、日没になってすぐに切り上げられた。

　深夜になれば、日に三度吹く中で最も過酷な『砂時間』が訪れる。その到来前に、この日のキャンプ地点に最適な場所を確保しておく目的だ。

　瘴しよう気きの影響なのか、砂丘の夜空には星も見えない。当然、目印となるプレアデス監視塔も見えなくなるので、大人しく体を休めるのが正解だろう。

「ちなみになんだけど、メィリィが寝てても魔獣は襲ってこない？　平気？」

「……お兄さんったら怖がりすぎよお。そこはちゃんとしてるわあ」

　砂丘の魔獣のヤバさを知り、及び腰のスバルにメィリィは上機嫌に鼻を鳴らす。

　自分の有用性を証明できて鼻高々なお嬢さんだが、魔獣に食われて死んだ経験のあるスバルは気が気ではない。メィリィの腕にしがみついて眠りたいくらいだ。

「よいしょ！　ん、これで大丈夫そうね」

　そんなやり取りを余よ所そに、地面にしゃがんでいたエミリアが手を叩たたいて立ち上がる。その彼女の傍かたわらには、今しがたできたばかりの大きな氷の壁があった。

　それは停車した竜車を囲うように生み出された、氷の防砂対策だ。この氷壁で夜の間、吹き付ける砂風をシャットアウトするのが狙いである。

「エミリア様のお力に頼るばかりで、非常に心苦しいのですが……」

「いいの。スバルとユリウスは、ずっと移動中に頑張ってくれてるじゃない。それに、なんだか砂丘に入ってからすごーく体の調子が良くて、何でもできそうなの！」

「マジで？　すごいね。俺、砂粒ぺっぺってしすぎて水分足りないわ」

　柔らかそうな力こぶを作るエミリアに、スバルとユリウスは疲れた顔を交換する。

　──瘴気の入り混じる砂丘の空気には、独特の『重さ』がある。

　妙な体の疲れは、おそらくその重さが引き金になったものだ。移動中、一行の口数が少ないのも無関係ではないだろう。できれば、早く砂丘を抜けたいが。

「焦あせりは禁物だ。先を急ぎたがる君の気持ちは、痛いほどわかるがね」

　暗い東の空を眺める視線だけで、スバルの内心を察したユリウスが肩を叩いてくる。その彼の言葉に鼻を鳴らして、スバルは首を回しながら、

「よし、明日に備えて今日は休むか。『砂時間』が終わるのは明け方だから……」

「その前に、ラムの治療をしてあげなきゃね」

「あ、そうか。そだね。んじゃ、エミリアたんとベア子、頼んだ」

「ええ、任せて」

　早寝早起きの相談を後回しにして、夜の日課をエミリアとベアトリスにお願いする。引き受けた二人は竜車の中、座席で待っているラムの下へ向かい──、

「──んっ」

　閉じた扉越しに、ラムの体の調整が始まった声が漏れ聞こえた。

　痛みを堪こらえるような、どこか熱っぽく震えた声はラムのものだ。彼女のなくした角の役目を、エミリアとベアトリスが協力して代行する。

　ラムの背負っていたハンデ、それもこの旅を通して初めて知ったものの一つだ。

「皮肉なもんだよな。一人で生きてけるぐらいタフな性格のラムが、一人じゃ生きていけない体のリスクがあるってのは」

「……どうだろうか。確かにラム女史は自立した強さを持っているが、そのことと、当人の願いは必ずしも一致しない。何より、彼女自身はそれを恥じていないだろう」

「──。ま、それはそうだな」

　外野が勝手な想像で話を作るのは、当事者にとっては面白くも何ともないことだ。

　ラムの考えはラムの考え。それを、上っ面だけで語るのは不誠実というものだろう。

「しかし、お前もよく人を見てるな。ラムとそんな話してるわけでもないくせに」

「我が身を顧かえりみて痛感したのでね。人は、一人では生きられない。奇跡的に君が覚えていてくれなければ、今頃、私はどうしていただろうかと」

「────」

　気安い調子で、肩をすくめたユリウスが『名前』を奪われた経験談を淡々と語る。それは平静を装ってはいたが、沈痛な本音でもあるとスバルは感じた。

　ユリウス自身、気付いているのかどうか。──この二十日間、ユリウスは何かと自分のことをスバルへ伝え聞かせている。

　それはたぶん、忘れられることへのトラウマが、そうさせているように思えて。

「──ナツキくん、ユリウス、ちょっとええ？　明日以降の話なんやけど」

「おっと、そりゃ大事な話だな」

　しんみりとした沈黙が落ちかけたところへ、そう割り込んできたのはアナスタシアだ。彼女は砂の足場に苦心しつつ、スバルたちの下へ歩み寄ってくると、

「ふう、しんどいわぁ。ユリウスたちはよぅ平気に歩かれるもんやね」

「鍛えていますので。このときのために、とまでは言いませんが」

「足場が悪いときは、むしろ勢いよく踏ふみ切るのが正解だぜ。これ、クリンド流ね」

　パルクールの師匠であるクリンドに習った、悪路を走る際の基本がそれだ。

　アナスタシアはその言葉に感心した様子で頷うなずくと、そっと口元の布を引き下げ、

「砂風もやけど、息が詰まるわ。早く砂丘を抜けて、深呼吸がしたいところやね」

「同感。あと、風呂に入りたい。顔も頭も、早くも砂塗まみれなんだよ」

　砂漠地帯に住む人間が、頭にターバンを巻いている理由を実地体験してしまった。

　砂対策と寒暖対策。過酷な大地に生きる人々は、当然だが合理的な生活を営んでいる。スバルも適度に対策しているが、この程度では砂を防ぎ切れなかった。

「お風呂についても同感やね。せやけど、砂丘を抜けるんはやっぱり厄介そうや。──二人とも、気付いてるんやろ？」

　途中で笑みを消して、わずかに声を低くしたアナスタシアの問いかけ。

　目的語のないそれが何を意味しているのか、スバルとユリウスは視線を交わし、頷うなずく。

「ああ、わかってる。今日、半日費やして監視塔を真まっ直すぐ目指したってのに……」

「──塔との距離が縮まっていない」

　スバルの発言の後半をユリウスが引き取り、同時に吐息がこぼれる。

　砂丘攻略の初日、『砂時間』の対策やメィリィの対魔獣効果など、アウグリア砂丘へ挑んだことの手応えと収穫は確かにあった。

　だが、裏を返せば、それ以上の成果は得られなかったということに等しい。

「ラインハルトが塔に辿たどり着けなかったって、こういうカラクリか……」

「以前、彼から話を聞いた時点で、こうしたことが起こり得るとは思っていたが……実際に直面してみると、なかなか応えるな」

「って、薄々気付いてたのかよ！　もっと早く言えよ！」

「確信が持てなかったのでね。おかしな期待や、落胆をさせたくなかった」

「お前らはそうやってよぉ……」

　こちらを慮おもんぱかったユリウスの発言に、しかしスバルは彼を下から睨にらみつけた。

「そういう思わせぶりなのやめてくれます？　別に思いつきで喋しやべっても怒らねぇよ！　むしろ、そっから糸口が見つかるかもしれねぇだろ。お前らの『このことは自分の胸の中だけに仕し舞まっておこう』って精神なんなの？　それで状況が好転したこととかホントにあんの？　少なくとも、俺は黙っててよかったこといっぺんもねぇよ！」

「あ、ああ、すまない」

「些さ細さいなことでもすぐ言えよ。ホウレンソウは社会人の基本だろ。……アナスタシアさんも、まだ隠してることがあんなら全部話せ」

　ラムにも徹底させたことを、改めてユリウスとアナスタシアにも言って聞かせる。その指摘にユリウスも反省した顔で、『最優の騎士』らしからぬたじたじさだ。

　一方で、アナスタシアはスバルの剣けん幕まくに「あらら」と口に手を当て、

「ナツキくんからお説教やなんて、初めて会ったときからは考えられんわぁ。でも、言い分はごもっとも。うちも、反省せなねえ」

「で、反省ついでに告白タイムだ。今なら、だいぶ怒らないでやるぞ」

「ナツキくんの口説き上手。……半日、砂丘を歩いてぼんやりと確信したことや。ちっとも塔に近付けんのは、空間が捻ねじれてるんが原因やね」

「空間が捻じれてる……？」

　満を持して、アナスタシアが明かした砂丘の真相にスバルは首をひねった。そのスバルの疑問符に、アナスタシアは塔のある方角へ手を差し伸べると、

「つまり、塔と砂丘の間は繋つながっとるようで繋がってへんってこと。ひょっとすると、ずーっと同じところをぐるぐるしてるだけかもわからんわ」

「それが、アウグリア砂丘を魔境としている理由ですか。──道理だ」

　あっけらかんと話すアナスタシアに、ユリウスが深々と頷うなずいて納得の表情。

　当然、それは案内役のアナスタシア＝襟えりドナにとっては既知の情報のはずだが──、

「言うたやろ？　うちも、半日じっくり見てようやく確信したんやって」

　スバルの視線に先んじて、アナスタシアは騙だましたわけではないと両手を振った。

　どことなく胡う散さん臭くさいが、ここでの追及はユリウスの目もある。いったん、襟ドナへの疑いは手放すとして、

「じゃあ、数多あまたの冒険者が沈んだ空間の捻ねじれ、それに俺たちはどう対応する？」

「そこが難しいとこなんやけど、破るなんて的外れかもわからんよ？　これ、瘴しよう気きが作った天然の罠わなで、人の手ぇが入ってないから狙いも何もあったもんやないし」

「天然の罠って、これが!?」

　思いがけない意見があって、スバルは目を剥むいて仰天する。

　極々稀まれにだが、自然はその在り方自体に殺意があるとしか思えない罠を用意する。

　砂漠地帯でしばしば見られる蜃しん気き楼ろうや、豪雪地帯の崖を隠した雪せつ庇ぴ、大枠で考えれば底なし沼や、潮の満ち引きだって人の命を危うくしかねない。

　だが、さすがにプレアデス監視塔の存在する砂丘を天然の罠とは──、

「元々、こうした現象の起こる場所だから監視塔を建てた、そう考えることもできる。それは理に適かなった考えだ。──監視塔の目的、それを思えば」

　ユリウスの一言が、思考停止に陥りかけたスバルをかろうじて引き留めた。

　プレアデス監視塔のための罠ではなく、自然の要害を利用して監視塔を作り上げた。

　確かに、それなら頷けるかもしれない。何な故ぜなら──、

「──そもそも、監視塔は『嫉しつ妬との魔女』の封印された祠ほこらを見張るもんだから、か」

　導き出された結論の辻つじ褄つまが合い、スバルは苦い顔つきになった。

　アウグリア砂丘の東端、そのどこかにあるとされる『嫉妬の魔女』を封印した祠。プレアデス監視塔は、『賢者』が長年にわたり、その封印を見守り続けるための場所。

　人が作った謎かけなら、それを解くことで正解へ辿たどり着ける。だが、自然が生んだ天然の謎に、果たして人の納得がゆく答えがあるのか。

「案外、『賢者』が人前に出てこないのって、出られなくなってるだけなんじゃねぇか」

「面白い仮説やね。……でも、ナツキくん、うちのこと舐なめたらあかんえ？」

「え？」

　文字通り、迷宮に迷い込んだ気分のスバルにアナスタシアが不敵に微笑ほほえんだ。その態度にスバルは目を丸くし、ユリウスが瞳に期待を浮かべる。

「プレアデス監視塔への案内役を買って出たんはうちや。商人が買いに出た以上、それは勝ちにいくってことやん。当然、ここでもおんなじ」

「では、アナスタシア様には塔への道筋が見えていらっしゃると？」

「道筋を見るんはうちやない。でも、道を見つける方法は当たりがついたわ」

　そう言って、アナスタシアはそっとその瞳を監視塔のある方角へ向ける。徐々に風は強くなり、エミリアの作った氷壁が砂風を受ける音が聞こえている。

　その砂の音に耳を傾けながら、アナスタシアは瞳を細め、

「風の強まる『砂時間』は、空間が捻ねじれたり、戻ったりする反動や。つまり、『砂時間』の間は空間の捻じれが綻んでるいうこと。──その綻びの先が、塔へ繋つながる本物の砂海」

「本物の、砂海……」

「そんで、その綻びを見つけるための、いっちゃん大事な役割を果たせるんは……」

　そこで唇を緩め、アナスタシアが持ち上げた手を一点へ差し向けた。その方角へ目をやり、スバルとユリウスは同時に眉を顰ひそめる。

　その先にあったのは竜車、その車内ではエミリアたちによるラムの治療が──、

「──ラムさんが、うちらが砂の迷路を抜けるための鍵、やね」
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「事情はわかったわ。扱こき使ってくれるものね」

「そう言われるとぐうの音も出ねぇが……お前、本当にわかってるのか？」

「何が？　無理をするなと言ったのと同じ口で、ラムに無理をさせるバルスの非道ぶりについて？　ええ、十分わかっているわ。この人でなし」

「うぐぅ」

　口をへの字に曲げて、スバルはラムの厳しい視線に肩を小さくする。

　すると、車内で同じ話を聞いていたエミリアが「ラム」と形のいい眉尻を下げ、

「スバルだって、させたくて無理させるわけじゃないの。ただ、一番いい方法を考えると、すぐ自分の言ったことをひっくり返しちゃうだけで……」

「やめるのよ、エミリア。フォローになってないから、スバルが凹へこんでいくかしら」

　エミリアの援護射撃で射殺され、グロッキーになるスバルをベアトリスが庇かばい立てる。そんなやり取りを横目に、ラムは呆あきれた様子でため息をつく。

「それで、どない？　うちからの提案やけど、ラムさんはできそう？」

「バルスにも言った通りです。アナスタシア様のご提案は、ラムにしか果たせない役割でしょう。それに……」

　そこで言葉を切り、ラムは視線を竜車の奥──眠り続けるレムへ向ける。

　街道の道行きも、砂丘での長旅も、眠った彼女が不平不満を述べることはない。だから募っていくのは、彼女を大事に思う周りの人間の焦あせりと自責。

　そこに思い出はなくとも、双子の姉であるラムのそれは人一倍強い。

「──理由がある。だから、ラムに躊躇ためらいはないわ」

　故に、強く言い切り、ラムは自分に課せられた役目を引き受けた。

「でも、ラムの体調が不安よね。『千せん里り眼がん』だっけ？　あれって疲れるのよね？」

「他に適任者がいません。一応、鬼族の秘術ですから、他の方では使えませんので」

「そう……私が代わってあげられたらよかったんだけど」

　砂丘に入ってから、調子がいいと自己申告しているエミリアが瞳を伏せる。

　エミリアにとって、ラムは屋敷で一番世話になっている相手だ。旅の間、彼女への恩返しに燃えるエミリアは、自分が力になれないことに忸じく怩じたる思いがあるようだった。

「────」

　そのエミリアを、優しげに見つめるラムにスバルだけが気付く。たぶん、それはラムがレムを見るときの優しい目を、一番間近で見てきたのがスバルだからだ。

「ラムの方は覚悟完了として、メィリィはどうだ？」

　そのラムの視線に触れず、スバルはメィリィの方に水を向ける。座席の上、頬ほお杖づえをつくメィリィは「わたしい？」と首を傾かしげる。

「ああ。人海戦術……ちょっと特殊なパターンだが、そのためにお前の力がいる」

「魔獣ちゃんの居場所でしょお？　バッチリどこってお話は難しいけどお、ぼんやりどこかってくらいなら教えてあげられるわあ」

「その答えが聞きたかった」

　頷うなずくメィリィに、スバルは拳こぶしを固める。──これで、作戦の実行自体は可能だ。

　アナスタシアの提案、『砂時間』の綻びを見つける計画は至って単純なものだった。

　それは──、




「ラムの『千里眼』で、この砂丘にいる魔獣の視界を借りる。『砂時間』の間も活動してる魔獣なら、どこかに捻ねじれた空間と行き合う奴やつもいるはずだ」

「そのために、メィリィ嬢が魔獣の居所を特定し、ラム女史へ伝える。かなりの試行回数が必要となる計画だが……彼女は、自分を惜しむまいね」

　そう言って、スバルとユリウスは二人、それぞれの地竜の手た綱づなを握りながら、竜車の中で行われている試行錯誤──その、成功の合図を待ち続けている。

　ラムの決死の『砂時間』への挑戦は、さっそく話し合いの翌日から始められていた。

「────」

　車内のラムが意識を集中し、『千里眼』を発動して魔獣の視界をジャックする。

　ジャックした視界が『砂時間』の歪ゆがみに気付けば儲もうけ物、その魔獣の位置を特定し、竜車を急がせて歪みを越えればいい。しかし、当然だがそんなに簡単な話ではない。

　広大な砂丘と、尋常ではない数と種類の魔獣。ラムの『千里眼』も、波長の合う相手としか視界を共有できない条件がある。──試行回数は、膨大な数に及んだ。

「──。メィリィ、地下にいる魔獣の報告は省いて。視力がなければ意味がないわ」

「そこまで区別つかないわあ。お姉さんこそ、すぐ見切りつけるのやめたらあ？」

　失敗が重なれば、肉体と精神の疲労も募っていく。

　特に、この作戦の主力である二人の消耗は大きい。──否いな、メィリィは魔獣の位置を伝えるだけだが、実際に秘術を行使するラムの疲れは増していく一方だ。

「『砂時間』は一日三回、つまりチャンスもそれしかない。……焦あせりは禁物だけど」

「食糧や水にも限度がある。この地の瘴しよう気きはそれらにも悪影響だ。引き返す決断は勇気がいるが、ミルーラへ戻る選択肢は常に持っておくべきだろう」

　二日、三日と日数がかさむと、砂丘攻略の進捗以外にも気を配る必要が出てくる。

　竜車に積み込んだ水や食糧にも限度があり、行くか戻るかの判断は毎日、毎時間といった頻度で襲ってくる。撤退の判断が一番難しい、とは登山家の誰の言葉だったか。

「頑張れ！　頑張れ、ヨーゼフ！　お前の馬力がみんなの頼りだ！」

「ごめんね。でも、すごーく頑張って……お願い！」

　エミリアの氷壁の対策はあれど、『砂時間』の猛烈な砂風に耐えて突き進むには、新顔の地竜──『ヨーゼフ』の活躍が必要不可欠。極地に特化したその能力で、砂の地を、暴風を、押しのけて進む姿は圧巻だ。

　だが、限度がある。──それは地竜だけでなく、攻略に挑むスバルたちにも。




「……くっ、ダメね。接続が切れたわ」

　悔しげにこぼして、ラムがゆっくりと頭を横に振る。

　ここ数日、『千せん里り眼がん』の空振りを重ねるラムの疲労の蓄積は馬鹿にならない。汗の浮いた彼女の額を拭い、そっと治癒の魔法をかけるのはエミリアとベアトリスだ。

　毎夜のラムの治療の応用、その効力で少しは彼女の顔色が良くなるが──、

「芳かんばしくはないな」

「……言われなくてもわかってる」

　竜車の外に並んで立ちながら、スバルとユリウスは明るい日差しを見上げている。

『砂時間』が明けて砂風が弱まると、厚い雲が剥はがれて快晴の空が覗のぞく。旅の調子と裏腹に健やかな青空が、今のスバルには憎々しく思えた。

「考え方自体は間違ぅてへんはずや。あとは、単に巡り合わせの問題かなぁ」

　その二人のところへ、竜車から降りてくるアナスタシアが合流する。彼女の言葉に、スバルは「巡り合わせ、か」と頭を掻かき毟むしった。

「要するに、運だろ。……俺たち全員、運がいいとは言えないメンバーだからな」

「不運、悪運、悲運と。そもそも、それが旅の切っ掛けやからねえ」

　悲しい自己認識だが、スバルたちはかなり高い確率で運に見放されている。──だからこそ、望んだ結果は自分たちの手で、引き寄せるしかないのだ。

「運なんて、目に見えないもんに答えを左右されてたまるかよ」

　ぐっと、スバルは空に伸ばした手を強く握りしめる。

　そのスバルの呟つぶやきに、ユリウスとアナスタシアは何も言わない。ただ、二人もそれに同感なのか、スバルと同じように空っぽの青空を睨にらみつける。

　と、そうして三人、何気なく空を仰あおいでいたときだ。

「──ぁ、鳥や。こんな空、よく飛ぶ気になるわぁ」

　手で庇ひさしを作り、アナスタシアが空を眺めてそう呟つぶやく。何気なくそちらを見れば、確かに彼女の言う通り、空を行く鳥の姿が見えた。

　こうして、飛ぶ鳥を見かけるのも久しぶりのことだ。アウグリア砂丘に入る前の、東へ向かう旅路では珍しくもなかったが、今はやけに新鮮味を感じる。

　砂丘の空は瘴しよう気きに塗まみれていると、そうした前評判があれば特に──、

「──鳥？」

　そうした雑感が、不意の違和感にせき止められる。

　スバルは眉を顰ひそめ、違和感の正体を探って、気付く。──酒場の、店主の話だ。

「──っ！　ラム！　『千せん里り眼がん』はいけるか!?」

　直感と同時、スバルは竜車の入口を開け、中のラムに呼びかけていた。車内、治療の真っ最中だったラムは、微かすかに赤らんだ顔でスバルを睨みつけ、

「──。何事なの、バルス。竜車に上がるなら、一声かけてから……」

「悪かった！　でも、後回しだ！　今、鳥が飛んでる！　あれと視界を重ねられるか？」

「鳥……？　どうして、鳥なんかと……」

　スバルの勢いに困惑し、ラムが形のいい眉を顰めると、彼女のすぐ傍かたわらでエミリアが口に手を当てて「あ！」と目を丸くした。

「スバル、その鳥って……」

「そう、酒場で聞いてた話だ。──砂丘の鳥は、塔に向かって飛んでいくって」

　厳密には、そこまで確信めいた言い方ではなかった。だが、『砂時間』を越えるための手掛かりが欲しい今、現地人の言葉には耳を傾けるべきだ。

「ラム！」

「大声を出すのをやめなさい。──集中が乱れるわ」

　スバルとエミリアのやり取りに、緊急性を察したラムの行動は早い。座席に深く座り、一度大きく息を吐く。と、空気が変わった。

「────」

　ラムの『千里眼』が発動し、彼女の視界が周囲の生き物とのリンクを繋つなぐ。その中に狙った相手がいれば、その視界を盗み見ることが可能だ。ただし、確実ではない。

　狙った獲物、空を行く鳥とラムの波長が合うか、それは神のみぞ知る──、

「──捕まえた」

「──っ！　ユリウス！　竜車を出すぞ！　ベア子、こい！」

　──千載一遇の好機、その訪れにスバルたちは弾はじかれたように動き出していた。

　スバルがベアトリスを抱いてパトラッシュに飛び乗り、エミリアがラムの隣に回って彼女を支える。アナスタシアが車内へ転がり込み、メィリィが御者台へ。

　そして、手た綱づなを強したたかに鳴らしたユリウスが、地竜に走るよう指示を与えて──、

「いくぞ！　今度こそ、『砂時間』を越える！」

　打開の意思を力強い言葉にして、スバルたちは再び砂海を走り始めた。
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　──空を行く鳥を追う、なんて根拠のない、ある意味で血迷った判断だったと思う。

　スバルも、鳥を見かけたのが砂丘攻略の初日なら、酒場の店主の言葉を当てにして、鳥に空を先導してもらおうなどと思わなかっただろう。

　だが、数日を砂丘で過ごして気付いたことがある。

「魔獣ならともかく、この空を普通の鳥が飛んでくなんてありえねぇ」

　もちろん、餌や水の不足など要因は様々だが、最大の理由はやはり魔獣と瘴しよう気きだ。空を飛べる鳥であっても、悪環境と捕食の脅威は常にありえる。

　そんな生きづらい環境に、何な故ぜ、あえて翼のある鳥が身を置く必要があるのだ。

「逆説的に考えれば、あの鳥は普通じゃない。何か、カラクリがあるはずだ」

　それが、砂丘で数日過ごしたスバルの、この魔境の空を飛ぶ鳥に抱いた疑惑だった。

　実際、その考えが的外れでなかったことは、ラムの『千せん里り眼がん』が証明してくれた。

「真まっ直すぐ、片時も塔から目を離そうとしないわ。──バルスの疑惑は正解ね。何でもすぐに疑ってかかる、バルスの偏屈な性格が幸いしたわ」

「言い方！」

　渡り鳥が何日も休まず飛ぶことは珍しくなくても、その瞳が一心不乱に一つの場所を見つめ続けているとなれば、それはそれで異常なことだろう。

　そして、羽を休めず飛び続ける鳥を追うのは、翼のない身では酷な仕事だ。

　──ましてやそれが、砂嵐の中に突入となればなおのこと。

「────」

　件くだんの鳥を追いかける内、ついにアウグリア砂丘は『砂時間』へと突入していた。

　吹き付ける砂風は、『砂時間』とそうでないときとの落差が激しい。『砂時間』の砂風はまさしく嵐も同然で、体に当たる砂粒にも痛みを覚える。

　マントとフード、口元の布で極限まで肌を隠し、砂と風に耐えて突き進む。

　夜の黒と砂の黄色、砂さ塵じんに覆われた視界を、ラムの『千里眼』が見る光景を頼りに。

「────」

　パトラッシュの背中で、スバルはベアトリスを抱きしめながら砂風に耐える。

　目を開けていられない。前後左右、砂に塗まみれていた。すぐ傍かたわらを竜車が走っているはずだが、その確信すら得られない。砂風の中、一人なのではないか。

　そんな弱音を否定するために、殊更に強く腕の中の少女を掻かき抱く。

「──真っ直ぐ。真っ直ぐよ」

　竜車の中、一行の命綱であるラムはその神経を『千せん里り眼がん』へ注ぎ込んでいる。本来なら聞こえないラムの声、それを力強い竜車の足取りが代弁する。

　ふと、可お笑かしくなる。だって、こんな困難な旅路、仲間を信じられなかったら無理だ。ラムに命を預けると、躊躇ためらいなく彼女を信じられる自分が可笑しかった。

　そして──、

「──ぁ？」

　引き上げた布の口元、極限状態の笑みに引きつっていた唇から空気が漏れた。

　突然に視界が開け、あれほど轟ごう々ごうと唸うなりを上げていた砂風が聞こえなくなる。体を削るように打つ砂粒も、何もかも幻であったかのように消えていた。

　これまで、『砂時間』の終わりにはもっと余韻があった。

　砂を纏まとった風が徐々に勢いを弱め、やがて波が引くようにゆっくりといなくなり、独特の砂の香りが辺りに漂う。──それがない。まるで、ぶつ切りのように。

　まるで、砂風が吹くのとは別の舞台へ、スバルたちが引っ張り出されたように。

「──ユリウス」

　渇いた唇を動かして振り返れば、そこに竜車が佇たたずんでいる。

　御者台のユリウスは、スバルと同じく砂風を抜けたことに呆ぼう然ぜんとしていた。しかし、彼はスバルの呼びかけに気付くと、手た綱づなを握り直して顎を引く。

「────」

　そして、どちらともなく拳こぶしを掲げ、『砂時間』の突破を互いに称え合った。

「やったぞ、突破だ！　やった、やったぞーっ！」

「ええい！　ずっとずっと耳元でやっかましいかしら──っ!!」

　大喜びするスバルの顎が、真下からベアトリスの掌しよう底ていに突き上げられる。

　見事な一撃に大きくのけ反り、スバルはその勢いのまま体を戻してベアトリスを睨にらむ。

「いひなり、なひふんの!?　びっふりひて、舌かんらったじゃねぇか！」

「ベティーを抱きしめながら、一人で盛り上がってうるさいのよ！　ダウンバーストだのオフロードだの、わけがわからんかしら！　耳がずーっとキンキンしてたのよ！」

　舌を噛かんで呂ろ律れつの回らないスバルに、ベアトリスがのけ反って猛抗議してくる。

　砂風の中、心細さをベアトリスの存在に埋めてもらっていたスバルは、自分のうわ言が全部届いていたことに赤面して、「こほん」と咳せき払ばらい。

「と、とにかく、見事に『砂時間』は突破したわけだ。ほら、バンザーイ！」

「……万歳かしら」

　拗すねたベアトリスの態度はともかく、砂の障害を突破したことは間違いないのだ。

　頑張ってくれたパトラッシュをねぎらい、スバルは正面、夜闇にぼんやり浮かんだ監視塔に目をやる。『砂時間』を抜けて瘴しよう気きの影響が薄れたのか、夜空にはちらちらと星明かりが覗のぞき、夜景に沈む監視塔、そのシルエットが近付いているのがわかった。

　その証拠に、今まで見えなかった監視塔の足下の景色もよく見えて──、

「見ろよ。ステージが変わった証あかしだ。砂丘が一面の花畑に──」

「────」

「一面に、花畑……？」

　ゆっくり、『砂時間』を越えた興奮が収まり、スバルは頬ほおを強こわ張ばらせる。腕の中、ベアトリスも身を硬くして、大きな丸い瞳を見開いていた。

『砂時間』の脅威を乗り越え、プレアデス監視塔への距離を一挙に縮めた一行。

　その一行を取り囲んでいたのは、目にも鮮やかな美しい花々の楽園だった。
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　──『砂時間』を抜けると、そこは秘密の花園でした。

　と、まさしく百ひやつ花か繚りよう乱らんの絶景の中、そんなフレーズがスバルの頭に浮かぶ。

　これがただの花畑なら、目の保養だと心穏やかになれたかもしれない。だが、ここは瘴しよう気きと魔獣の混在する不毛の砂地──これは、ありえざる花畑だ。

　百花繚乱の花畑、その彩りは辺り一帯を埋め尽くしている。

　それは文字通り、足の踏ふみ場もないほど砂を埋め尽くした花の楽園だ。その、あまりに常軌を逸した光景に、スバルは奇妙な既視感を覚える。

　異様と異常、不自然と不条理の掛け合わせ、生まれ出いでる疑問の正体は──、

「──花おい魁らん熊ぐまだわあ」

　スバルが答えを直感するのと、少女が呟つぶやくのはほとんど同時だった。

　ちらと横目に見れば、竜車の御者台へ移ったメィリィが花畑を睨にらんでいる。常に余裕の態度でいた少女、その横顔から血の気が失うせ、切迫感が瞳を満たしていた。

「メィリィ、花魁熊ってのは……」

「お花に化けて、人を襲う魔獣ちゃんのこと。普通は森で、つがいが並んで化けてるくらいのはずなんだけどお……」

　メィリィの説明を聞きながら、スバルは改めて花畑に目を向ける。視界をカラフルに埋め尽くす花園──魔獣の体格にもよるが、到底、一匹や二匹とは思えない。

　この数の魔獣に襲われたらと、想像するだけでスバルの背筋が凍り付く。

「スバル、何があったの？　ラムが、急に『千せん里り眼がん』が途と切ぎれたって……」

「──ストップ、エミリアたん。落ち着いて、静かに」

　竜車の小窓から顔を覗のぞかせるエミリアを、スバルは素早くジェスチャーで制する。

　そのスバルの声色と、突然の花畑にエミリアもすぐに異常を察して口を塞ぐ。

「この、お花畑って……」

「『砂時間』が第一関門なら、第二関門は魔獣の花園……『賢者』の性悪さが天元突破だ」

　第一の関門を抜け、気が緩んだところを第二の罠わなが搦からめ捕とる、そういう仕組みだ。

　メィリィの忠告と、魔獣が寝ていたタイミング、この二つがなかったら今頃は。

「安心するには早いのよ。……全部は、ここを抜けてからかしら」

「この状態で安心できるほど、俺の神経は太くねぇよ。──塔は、あっちか」

　ベアトリスに言われ、スバルは何とか眼下の花畑から意識を離した。『砂時間』前より近付けた塔のシルエット、ラムの『千せん里り眼がん』に頼ったのは正解だった。

　ただし──、

「魔獣ちゃんは、起きた瞬間が一番凶暴なのよお。だから……」

　みんな静かに、とでも続けたかったのか。しかし、メィリィの金言は中断した。

　理由は明白だ。

　──のそりと、まさしく地面がめくれ上がるように、花畑が『起き上がった』のだ。

「──ぅ」

　眼前、数メートルの距離で立ち上がった魔獣、その姿にスバルの喉が引きつった。

　突然のことだったから、ではない。魔獣の、そのおぞましい外見が原因だ。

「────」

　メィリィが花おい魁らん熊ぐまと呼んだ魔獣は、その名の通り熊に似たシルエットをしている。しかし、あくまでシルエットのみ。その実態は致命的に食い違っている。

　三メートル近い体長、足が短いが、代わりに腕が地面に擦こすれるほど長い。その体の背面を鮮やかな花弁が咲き乱れているが、むしろ印象的なのは体の前面の方だ。

　黒い獣毛と見紛うほど、びっしりと花の根が魔獣の全身を伝っている。根に精気を吸い上げられているのか、落ちくぼんだ眼がん窩かと、光のない瞳が生きる屍しかばねのようだ。

　花魁熊は、花と獣が共存できていない。明らかに、花に命を殺されていた。

「う」

「──動いちゃダーメ」

　屍のような魔獣が鼻を動かし、スバルたちの存在を確認しようとする。その仕草に呻うめきかけて、横合いからメィリィに止められる。

　暴力的な甘い香りが漂い、醜みにくい魔獣に見合わぬ花の芳香に吐き気を催した。あの暴力的な砂風が恋しい。その勢いで、全てを吹き飛ばしてくれたらと切に願う。

　そんなスバルの願いも空むなしく、風のないまま、花魁熊はスバルたちへ爪を──、

「し──」

　瞬間、歯の隙間から息を吐く音がして、花魁熊の注意がスバルたちから逸それる。それをしたのは、この場で最も冷静さを保っていたメィリィだ。

　彼女は唇に指を当て、魔獣の群れに警戒するスバルたちを先に落ち着かせる。それから唇に当てた指を前に突き出し、花魁熊の注意を自分に引きつけた。

「ちっちっち」

　指を上下に振り、舌を弾はじくような音がメィリィの唇からこぼれ出る。

　それはまるで、人が子猫をあやすときに見せる仕草だ。それが少女と子猫の邂かい逅こうなら微笑ほほえましい絵面だが、凶悪な魔獣が相手ではホラー映画の一幕である。

「ちっちっちっち」

　メィリィの舌の音と指の動きは連動しており、次第に花おい魁らん熊ぐまの意識がメィリィ個人から、その揺れ動く指へとズレていく。

「ちっちっち……ちぃー」

　花魁熊の意識を指先に集め、メィリィがその指を竜車の脇へ向ける。その動きにつられて、花魁熊の視線が指の誘導する先へ、のそりと一歩、足がそちらへ動いた。

「──ぉ」

　離れる素振りを見せる花魁熊に、思わず安あん堵どの息がスバルの喉から漏れる。

　身を硬くしていたエミリアやベアトリスも、その瞳の緊張が和らぐのがわかった。起き上がった一体が離れれば、花畑への対策も話し合える。

　まだ、『砂時間』を乗り越えた事実も分かち合っていない。ここから──、

「────ッ!!」

　その瞬間、低く轟とどろくような唸うなり声が花畑に響き渡った。

　突然の緊張状態を強いられれば、心とは容易たやすくひび割れる。それは人間もそうだし、地竜だって同じことだ。──だから、誰にもヨーゼフを責められない。

「しま──っ」

　静寂を割り砕くヨーゼフの咆ほう哮こうに、眼前の花魁熊が振り返る。──否いな、反応があったのはその一体だけではない。休眠していた花魁熊が、一斉に起き上がった。

　百ひやつ花か繚りよう乱らんの花畑が一気に覆り、獰どう猛もうな魔獣が雄お叫たけびを上げる。毒々しい花の香りと本能的な殺意が蔓まん延えんし、爪を振りかざす魔獣が竜車へ飛びかかって──、

「──そこまでよ！」

　急速に形を得るマナが氷ひよう槍そうとなり、放たれる一発が魔獣の顔面を貫通した。

　開けた大口に氷の穂先が侵入し、頭部の破壊と凍結が同時に行われる。声も上げずに絶命した花魁熊が後ろへ倒れ、数頭の仲間を道連れに吹っ飛んだ。

「走れ──っ!!」

　それがエミリアの放った先制攻撃と解した瞬間、スバルが叫んだ。

　その叫びに呼応し、ユリウスが手た綱づなを引いて猛然と竜車を走らせる。当然、パトラッシュもそれに続いて走り出し、棒立ちの魔獣を撥はね、花畑へと突っ込んだ。

　それに遅れること一拍、魔獣の群れが、逃げるスバルたちを追って走り始める。

「きたきたきたきたきたきたきたきた──ぁ!!」

　周囲、広大な花畑がめくれ上がり、甘い香りを伴った獰猛な魔獣が押し寄せる。その物量と勢いが、四方八方から膨大に。

　花魁熊の長い腕の先端は、サボテンのグローブを嵌はめたような悪夢の形状だ。それが熊の腕力で振り回されれば、一撃を浴びた惨状は想像に難くない。

　その豪快な一発が竜車へ届けば、頑健な車体もひとたまりもないが──、

「えい！　やあ！　よしょっ！　この……いっぱい、当たって！」

　いつの間にか、竜車の屋根に飛び乗ったエミリアが両手を振るい、無数の氷刃を作り出して魔獣の猛攻を寄せ付けない。

　青白い光の乱舞が美しく残酷な死を魔獣にもたらし、包囲に風穴を開ける。

「うおおおお！　さすがエミリアたん！　惚ほれ直した！」

「ずいぶんと余裕ね、バルス。死にたくないなら、死ぬ気で走らせなさい！」

「そりゃもちろん……って、あれ、ラム!?」

　エミリアの奮戦に救われ、快かい哉さいを叫んだスバルに冷ややかな声がぶつかる。見れば、竜車の手た綱づなを握る役目がユリウスからラムにチェンジしていた。

『千せん里り眼がん』の疲労を残した顔のラムだが、その手綱捌さばきに陰りはない。その彼女に竜車のコントロールを任せ、役目を代わったユリウスは騎士剣を抜き放っていた。

　そして、彼は竜車の側面に回り込むと、巧みな剣技で詰め寄る魔獣を斬りつける。

「エミリア様にばかり、ご負担をおかけするわけにはいかないのでね」

　スバルの視線に気付いて、ユリウスの唇が優麗に応じる。

　そのまま、彼は騎士剣を閃ひらめかせ、複数の魔獣の腕を、顔を狙い、戦闘力を削そぐ。なおも迫る一体には刺し突とつを打ち込み、閃せん光こうのような一発が魔獣の脳髄を破壊した。

　最小限の動きで、最大限の効果。まさしく、『最優』の剣技だ。

「クソ、負けてられねぇ！　ベア子、いけるか!?」

「当然なのよ！　スバルの方こそ、ガス欠になるんじゃないかし、ら──！」

　パトラッシュの上、スバルは片手で手綱を、片手でベアトリスを抱き上げ、竜上に彼女の小さな体を立たせ、気合いを叫ぶ。

　互いの手が繋つながれ、スバルの腹の底で何かが燃え上がり──、

「ミーニャ！」

　詠唱と共に生み出される紫色の結晶が、パトラッシュの道を塞ぐ魔獣に狙いを付ける。照準が合い、加速は一瞬、結果は直後だ。

　紫矢の直撃を受け、のけ反る魔獣の頭部が結晶化、ガラスが割れるように砕け散る。

「よし、いいぞ、ベア子！」

「でも、乱発はできないのよ！　注意深く節約して……ミーニャ！」

「注意深く節約は!?」

　ベアトリスの継戦能力は、スバルのマナの残量に依存する。

　そして、押し寄せる魔獣に対処するには、悲しいかなスバルの貯蔵量では雀すずめの涙。ベアトリスの調整力は絶妙だが、それでも一発ごとにスバルの魂たましいは削れていく。

　エミリア、ユリウス、そしてスバル＆ベアトリスの奮戦、それに触発され──、

「ああん、もうもう！　これ、とっておきなんだからあ！」

　ここまで沈黙を守っていた最終兵器が立ち上がり、赤い顔をして地団太を踏ふんだ。

　そして、彼女は自分に従わない魔獣たちを見据え、その掌てのひらを突き付けると、

「悪い子たちにお仕置きしてあげるわあ！　きなさい、砂すな蚯蚓みみずちゃん！」

　拗すねた子どもの言いがかり、それが凄すさまじい威力で花おい魁らん熊ぐまの群れを下から突き上げた。めくれ上がる砂海、地中から姿を見せたのは巨獣、砂すな蚯蚓みみずだ。

「────ッッ!!」

「うっそだろ!?」

　悪臭を漂わせる巨きよ躯くの魔獣が、中天へ突き上げた複数の花魁熊を大口で迎える。咀そ嚼しやくし、身をくねらせる衝撃波が花魁熊を弾はじき飛ばす光景は圧巻そのものだ。

「いっけえ、砂蚯蚓ちゃん！　みんなみいんな、ぶっ潰しちゃええ！」

「マジか、オイ！　マジかマジかマジか、おいおいおいおい！」

　倒れ込む巨躯が花魁熊を十数体いっぺんに押し潰し、断末魔と花の香りが砂海を広がる。花魁熊の図ずう体たいも小さくはないが、全長二十メートルの巨体には形無しだ。

　驚きはさらに続く。──メィリィが手を叩たたくと、他の場所でも次々と砂が噴出した。

　それは最初の一体と比べれば小ぶりだが、それでも六体もの砂蚯蚓の増援は破格だ。もはや怪獣大決戦の様相を呈し、砂海は魔法と魔獣の入り乱れる戦場と化した。

　エミリアとベアトリスの魔法が、ユリウスの剣技が、メィリィの異能が道を切り開き、猛進するスバルたちは花畑をどんどん突っ切り──監視塔が、間近に迫る。

「もうちょっとだ！　このまま監視塔に突っ込めば……」

　それで魔獣が引き下がるわけではないが、状況が変われば打開策が生まれるかもしれない。その希望を信じて、スバルは声の限りに仲間たちに訴える。

　あと少し、もう少しだけ、頑張ってほしいと。

　その先に、目的地であるプレアデス監視塔が──、

「──？」

　ふと、パトラッシュにしがみつき、ベアトリスを支えるスバルが黒瞳を細めた。

　わずかな違和感、それは光だ。──塔の中心で、何かが光った気がしたのだ。

「なん……」

　だ、と最後の一文字は続かなかった。

「────」

　光が空を走り、それは狙い違たがわずスバルの頭部を直撃する。

　瞬間、ナツキ・スバルの首から上が蒸発し、意識は刹那の思考も許されずに消えた。

　──その一瞬の惨状に、声を上げるものはいない。

　何な故ぜなら、それを目にするものも、悲鳴を上げるものも、例外なく蒸発したからだ。

　音を立てて、頭をなくした地竜が倒れ、竜車が横転する。

　流れ出る血が砂海の渇いた砂に吸われ、呑のみ込こまれ、見えなく、なる。

　やがてゆっくりと、砂の粒子は朽ちる何もかもをその砂底へ飲み込み、隠していく。

　旅の痕跡としての、血の赤い花さえ残すことなく、砂の中へ呑み込まれて。




　──一行は、ここに全滅した。
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第三章　『監視塔の洗礼』
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　──見えたのは光、ただそれだけだった。




　正面、塔を見上げたことは覚えている。

　直後に視界の端で光を捉えて、それに眼球が反応したことも。

　ただ、記憶はそこまでだ。以降は何も覚えていない。

　痛みも、衝撃も、恐怖も、何一つ感じなかった。

　ナツキ・スバルにとって、それらはいずれも『死』の訪れに欠かせない介添え人だ。

　泣き叫ぶような痛みも、血肉が奪われる衝撃も、全てを喪失する恐怖もない。

　あるいはその『死』は、スバルの知るどんな『死』よりも優しかったのかもしれない。

　もっとも、死の瞬間、その脳まで蒸発させられたスバルに、『死』の優しさを感じ取る猶予などなく、思い返して余韻に浸る余白もやはりなかった。

　まるで瞬まばたきのように、一瞬だけ視界が暗く閉ざされたかと思った刹那、ナツキ・スバルの失われた命は再生し、逆流し、再び現実に投げ出される。

　──投げ出されていた。




「──ちっちっち」

「────」

　一瞬、息の詰まるような重苦しさが五感を締しめ付け、スバルは目を見開いた。

　全身を血の流れる音がうるさく感じられ、筋肉の伸び縮みに痛みを感じる。爪が掌てのひらに食い込むほど強く握られた手た綱づなと、胸には熱い体温で存在を主張するベアトリス。

「……ぁ？」

　薄暗い景色の中、ベアトリスの後頭部を間近で見下ろしている。

　鼻び腔こうに滑り込む暴力的な甘い香りは、少女を抱き上げたときに感じるそれとは別物で、粘着質な毒のような押し付けがましい甘さだった。

　臭いは、最も記憶と密接に結びついているとどこかで聞いたことがある。

　あるが、この甘い香りの記憶は辿たどる必要さえない。だって、延々と嗅ぎ続けていた。

　ほんの数秒間、その臭いの記憶が途と切ぎれたことの方が問題なのだ。

「ちっちっちっち」

　混濁するスバルの意識を、舌を弾はじくような音がリズムに乗って叩たたいてくる。

　胸の中のベアトリスが身を硬くし、パトラッシュすら息を殺して見守るのは、エミリアやレムを乗せた竜車であり、その竜車の鼻先におぞましい魔獣が立っている。

　その全身に細かい根を張り巡らせた、血に飢えた獰どう猛もうな魔獣──花おい魁らん熊ぐまだ。

　瞬間、デジャブなどでは言い表せない、生々しい『死』の現実感に総身が震える。

　この感覚は疑うまでもない。『死に戻り』だ。

　ナツキ・スバルは今、『死』を体感して、この時間に戻ってきたのだ。

「──っ」

　──だが、よりにもよって、この時間に戻されるのか。

　死んだ事実より、『死に戻り』したリスタート地点の悪さにスバルは奥歯を噛かむ。

　舌を弾く音で魔獣の注意を誘い、竜車の前から穏便にどかそうとしているメィリィ。その目もく論ろ見みはギリギリまで成功し、しかし最後でしくじる。

　竜車を引く地竜、ヨーゼフが魔獣の圧力に耐えかねるからだ。

「────」

　そのことがわかっていながら、スバルはとっさの判断に迷った。

　肝心のヨーゼフの様子がこの位置だと見えない。そして、手綱を握っているユリウスは地竜の異変に気付けていない。彼にすら、そこに目を配る余裕がないのだ。

　竜車の面々の誰もが、メィリィの花魁熊へのコンタクトの成功を祈っている。

　しかし、それは残念ながら──、

「ちっちっち……ちぃー」

　メィリィの舌打ちが変化し、その指が竜車の右側を示す。花おい魁らん熊ぐまはその動きにつられ、のそのそとそちらへ足を動かした。

　それを見て、竜車にも、そしてベアトリスにも安あん堵どの雰ふん囲い気きが広がる。

　しかし、緊張の糸が緩む感覚、それにヨーゼフは耐えられない。

「ゆり……」

「────ッ!!」

　──遅い。呼びかけは、ヨーゼフの咆ほう哮こうに塗り潰される。

　先の焼き直しのように、唸うなるヨーゼフが地面を踏ふみ鳴らし、その鳴き声と地響きに花魁熊の意識が一斉に覚醒、花畑が血と暴力を求めて屹きつ立りつする。

　光のない目を剥むいて、涎よだれを垂らした花魁熊が飛びかかってくる。その頭部が、青白い氷ひよう槍そうに貫かれ、氷片が爆砕する流れまで完全に一致だ。

「そこまでよ！」

　勇ましく吠ほえ、魔法を放ったエミリアが踊るように竜車の屋根へ飛び移る。空気の凍いてつく音がして、凄すさまじい量の氷刃が地上へ掃射、血ち飛沫しぶきが舞い上がる。

「は、走れ走れ走れ走れ走れ走れ──っ!!」

　瞬間、パトラッシュを加速させ、叫ぶスバルを追うように竜車も走り始める。

　横目に御者台を見れば、飛び出してくるラムがユリウスと御者を交換し、騎士剣を抜いたユリウスが接近する花魁熊を斬撃、魔獣を蹴散らすのがわかった。

　──完全に、同じ流れを辿たどっていた。

「──っ」

　ここまで『死に戻り』を無駄打ちしたのは初めてと言っていい。

『死に戻り』で得た情報を扱い損ね、改めて同じ死因に殺されたことは何度かある。だが、『死に戻り』をして、為なす術すべなく同じ状況をなぞった失敗はこれが初めてだ。

「スバル！　ボーっとしてる暇はないのよ！」

　悔しさに奥歯を噛かむスバル、その胸にベアトリスが強く背中をぶつける。軽い衝撃と声に前を見れば、獰どう猛もうな魔獣が大挙して押し寄せてきていた。

　同時に、伸ばされる小さな掌てのひらを握り、竜上に立つベアトリスの迎撃が始まる。

「ミーニャ！　ミーニャ！　もう一発、ミーニャかしら！」

　握った手を通じて、スバルの体内のマナがベアトリスによって破壊の力へ昇華する。

　生み出される紫色の結晶が行く手を遮る魔獣を撃ち抜き、その醜みにくい体を結晶化、砕け散る破片を踏みしめ、パトラッシュが前進する。

「とっておきのお、砂すな蚯蚓みみずちゃん!!」

　自や棄けになったようなメィリィの叫びが聞こえ、視界の端で砂が爆発を起こした。

　花魁熊の覆った砂地の花畑、そのさらに下から体を起こした砂蚯蚓が、その巨大な口に数頭の魔獣を呑のみ込こみ、山のような体たい躯くでまとめて十数体を押し潰す。

　怪獣大決戦再び──だが、これで形勢の不利がひっくり返せるわけではない。

「──バルス！　死にたくないなら、死ぬ気で走らせなさい！」

　形にならない焦しよう燥そうに焼かれるスバルへ、叱しつ咤たするような声が突き刺ささる。

　御者台で手た綱づなを操り、興奮するヨーゼフを見事に御しているラムだ。レムに負けない達者な手綱捌さばきで地竜を支配下に置いているが、このままではマズい。

「このまま塔に向かっちゃダメだ！　ラム、道を変えろ！」

「──っ、何を言い出すの？　塔まで一直線、他の道は魔獣だらけよ！」

「それはもっともだけど、それじゃダメなんだよ！」

「バルス、何に気付いたの！　はっきり話しなさい！」

「はっきり説明できたら苦労はねぇよ！　とにかく、進路変更だ！」

　苛いら立だったラムの怒声に、スバルの方も乱暴に怒鳴り返すしかない。もどかしいが、確実なことが何も言えない。──『死』の原因が、スバルにもわからないからだ。

　これまで迎えてきた数多くの『死』、そのどの『死』にも前後があり、その情報を頼りにスバルは手詰まりの状況を打破してきた。

　そのか細い運命を手繰り寄せる糸が、どこにもない。探す時間も、ない。

　──これは地味に、最悪の『死に戻り』封じだ。

「ラム！　スバルの言う通りにして！」

　血迷ったと思われかねない指示に抗議するラムへ、車上のエミリアがそう叫んだ。彼女は無数の氷塊を魔獣に掃射しながら、力強く頷うなずく。

「スバルが何の考えもなく変なこと言い出すなんてありえないから！」

「バルスは日常的に妄言と戯たわ言ごとを垂れ流して生きています！」

「スバルが危ないときに何の考えもなく変なこと言い出すなんてありえないから！」

「わざわざ言い直してくれてありがとう！」

　オオカミ少年扱いを嘆くべきか、ピンチのときに頼れる男扱いなのを誇るべきか。

　反省と自惚うぬぼれのどちらも後回しにして、スバルの意思に従うパトラッシュが砂地に足を突き刺し急旋回、蹴り足で乱暴に花おい魁らん熊ぐまを吹き飛ばし、進路を変える。

「──っ！　上と横の二人！　振り落とされないようにしなさい！」

　転進したスバルたちに倣い、ラムも巧みな手綱捌きでヨーゼフの向きを変える。遠心力をふんだんに受ける竜車の上、エミリアとユリウスが車体にしがみつく。

　激しく軋きしむ竜車が魔獣を撥はね飛ばし、何とか転進に成功、それで急場をしのいで──、

「────」

　キン、と鼓膜を引っ掻かくような音と、苦い風が生まれたのは直後だ。

　反射的に振り返り、スバルは何が起きたのか、それを目の当たりにした。

「砂すな蚯蚓みみず、ちゃんが……っ」

　御者台から身を乗り出し、メィリィが驚きと悲しみに声を震わせる。

　──背後、砂海に全長二十メートル近い巨きよ躯くを屹きつ立りつさせた砂蚯蚓がいる。その胴体が、まるで砲弾の直撃を受けたように爆はぜ、消し飛んでいた。

　そして、ぬらぬらとした体皮が千切れ、支えをなくした胴体がゆっくりと──、

「よけろぉぉぉぉ──っ!!」

　倒れ込んでくる砂すな蚯蚓みみずの胴体は、竜車を押し潰して余りある質量だ。

　巻き込まれ、潰される魔獣の断末魔を背後に、スバルとラムはそれぞれの地竜に指示を伝達、強引に進路を捻ねじ曲げて砂蚯蚓の直撃コースを逃れる。

「うおおおお──っ!?」

　爆発のような衝撃波が突き抜け、舞い上がる砂さ塵じんに呑のみ込こまれる。その勢いに手た綱づなをもぎ取られ、スバルはとっさにベアトリスを強く抱いたまま吹き飛んだ。砂の上を激しく転がり、転がり、転がり、ようやく止まる。

「あぶ、あぶ、危ね、危ねぇ……！」

「スバル！　マズったのよ！」

　砂塵に顔を覆い、とっさの安あん堵ども束つかの間ま、腕の中でベアトリスが叫ぶ。彼女は煩わしげに花弁を払いながら、濛もう々もうと立ち込める砂煙に目を凝らし、

「今ので、エミリアたちの竜車と逸それたかしら！　ベティーたちしかいないのよ！」

「んだと!?」

　慌てて周囲を見渡せば、砂塵の下には砂蚯蚓の巨大な亡なき骸がらが転がっている。その巻き添えを喰くらった花おい魁らん熊ぐまも無残な死体となっていて、砂海が血の海に変わっていた。

　そして、その血の海が、スバルたちとエミリアたちとを完全に分断している。

　遠く、空気のひび割れる音と魔獣の咆ほう哮こうが聞こえ、エミリアたちが途と切ぎれなく奮戦している気配が伝わったきた。──だが、合流には魔獣の群れを飛び越えなくては。

「単純に戦力半分！　敵の数は体感で倍……！」

「つまり、さっきの四倍キツイ状況かしら！」

　ベアトリスの決死の訴えに、スバルは強く強く自省に唇を噛かみしめた。

　スバルのミス、スバルの失態だ。『死に戻り』を、活いかし切ることができなかった。

　できることをして、やれることを増やして、少しはマシな自分になれたつもりでいた。

　でも、運命はナツキ・スバルの小手先の努力など、鼻で笑って踏ふみ躙にじるのだ。

「レグルスのクソ野郎の方が、魔獣の群れよりよっぽど楽に倒せたぜ……！」

「ぼやいてる暇なんてないのよ！　どうにか、エミリアたちと……」

「わかってる！　今、考えて──」

　立ち上がり、スバルは合流のためにパトラッシュの姿を探した。パトラッシュの脚力がなければ、どんな作戦を立てても前提が崩壊する。

　その刹那、目の端を白い光がちらついて、全身が総毛立った。

「光っ──」

　驚きよう愕がくにスバルの声が裏返った瞬間、『それ』が砂海のスバルへ迫ってくる。

　監視塔の中腹、そこから地上へ目掛けて放たれた白い光。──砂の大地をめくれ上がらせ、途上の魔獣を引き裂きながら、飛ぶ、飛ぶ、飛ぶ、飛んでくる。

　それが、一切の容赦なくナツキ・スバルを砕かんとした瞬間──、

「──ッッ」

　横合いから飛び込んでくる漆黒の影に、スバルの世界がひっくり返る。

　再びの衝撃に揉もまれ、スバルの体が砂の上を吹っ飛び、意識が痛みと混乱にシェイクされる。砂の上、自分が大の字になっていると気付いて、何度か瞬まばたきした。

「な、にが……」

　起きたのか、と体を起こし、周囲を見る。そして、気付いた。

　すぐ傍かたわらに、パトラッシュの巨体が力なく倒れ込んでいる。──その、パトラッシュの横腹には凄惨な傷口があり、そこから焦げた臭いと血が流れ出していて。

　直前の光景のフラッシュバック。──スバルを、庇かばったのだ。

「──スバル！」

　庇われたと気付いた直後、ベアトリスがスバルの名前を叫んだ。見れば、少し遠くから駆けてくる少女、その表情が悲痛なものになっている。

　その、ベアトリスの青い瞳の視線を辿たどり、スバルは自分の体を見た。

　パトラッシュと同じ傷が、スバルの右の片腹を奇麗に吹き飛ばしていた。

「ぁ、ふ……」

　傷を見た途端、込み上げる血塊が喉から溢あふれ、視界が真横に傾かしいだ。

　横倒しになり、身動きができなくなる。全身の力が抜け、意識が遠く揺らいでいた。

　そんな自分の傍らに、誰かが膝をつく気配がして。

「スバル！　スバル！　ダメかしら！　死んじゃ……死な、死なないで……一人に、しないでぇ……っ！　やめてぇ……っ」

　肩を揺すぶられる。涙声がして、どうにか手を伸ばしてやりたいけれど、動けない。

　愛らしい顔、でも泣いていて、泣き顔はさせちゃダメだろうと、思って。

「ベティーを、置いていかないでぇ……っ」

　泣きじゃくり、少女が必死にスバルの体を抱き寄せる。

　小さい体に、力の抜けたスバルの体は重すぎる。それでも、懸命に。

　頬ほおを涙が伝っていく。せめて、その涙ぐらい、拭ってやりたくて。

　体の中で動く場所を探すけれど、見つからない。だから、体の中ではない、どこか別のところから動くモノを引っ張り出して。

「……スバル？」

　──目には見えない、自分にだけ見える『手』が、少女の頬の涙を拭った。

　涙の雫を黒い指がなぞり、少女が何かに気付いた顔でこちらを見る。それを安心させようと微笑ほほえむ、力もない。

「すば──」

　一瞬、少女が何か言いかけた。

　しかしそれは、少女のはるか彼方かなたから飛来する白い光に遮られる。

　再びの衝撃が、スバルの胸に突き刺ささる。

　ゆっくりと視線を落とせば、それはスバルを抱きしめる少女の背中を貫通し、さらにスバルの胸を貫いて、背後へ抜けていた。

「──ぁ」

　掠かすれた吐息が最後だった。

　ふと、瞬まばたきの時間も与えず、スバルを抱く少女の体が光の粒子となり、消える。

　まるで、最初から存在しなかったように。

「か……」

　支えをなくして倒れ、スバルは動けない。動く、理由がない。

　白い、不可思議な『それ』に貫かれ、スバルの体内は完膚なきまでに破壊された。そうして頽くずおれたスバルへと、舌なめずりする魔獣の群れが近付いてくる。

「────」

　息が止まり、目の焦点がぼやけていく。

　爪が、牙が、その肉体を引き裂くのと、命の灯ともし火びが掻かき消えるのと、どちらが先か。

　それを比べる脳が先に死んで、もう、何もわからない。




　──最後に、また、空の彼方かなたが白く光ったような気がした。
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「──ちっちっち」

「────」

　意識の覚醒と同時、とっさに悲鳴を上げなかった自分を自分で称賛したい。

　二度目の『死に戻り』を経て、再び魔獣の花畑へ舞い戻ったスバルは、慌てて自分の口を塞ぎながら、本気でそう思う。

「ちっちっちっち」

　暴力的な花の香りが支配する空間、メィリィの舌を弾はじく音がする。

　竜車の前に立ち塞がる花おい魁らん熊ぐまが、彼女の舌が放つリズムと、静かに上下する指先に視線を奪われている。息を呑のみ、誰もがそれを見守っている鉄火場。

　それはほんの数分前、スバルが何もできずに見過ごした最悪の直前の光景だ。

「────」

　死因となった脇腹に触れ、そこに傷がないことを確かめながら思考が白熱する。

　ショックはある。が、早急に意識を切り替える必要があった。一分前、魔獣の大群に追われた修羅場を記憶から消して、目の前の問題に集中する。

　目の前、目の前の問題。なに、何が、何が起きるのだったか。

　臭い、甘い、うるさい、煩わしい、痒かゆい、痛い、どれが『今』の正解なのか──ふと、沸騰したと錯覚するほど酷使した脳が何かに気付く。

　それは胸の中、微かすかに身じろぎしたベアトリスの存在だ。こちらに背中を預け、固唾かたずを呑のんで前を見る少女に、スバルの頭の脳細胞が息を吹き返す。

　──直前の『死』が思い出され、ベアトリスの泣き顔と涙声が聞こえた。

　そう、そうだ。そうだった。

　スバルはすでに二回死んで、この時間を迎えるのはこれで三回目だ。

　一回目は理解できない『死』を、二回目の死因は──否いな、今はそれは後回しだ。

「ちっちっち……ちぃー」

　理解が追いつくのと、メィリィの花おい魁らん熊ぐまの誘導が終わるのは同時だった。

　舌打ちのリズムと指の動きにつられ、魔獣の視線が竜車を外れる。そのまま魔獣の脅威が去り、スバルたちはホッと一息、とはならない。

　ゆっくり顔を背ける花魁熊、その鼻先に立つ地竜の息が荒い。

　至近で魔獣と睨にらみ合った圧力と、暴力的に思考を掻かき乱す花の香り──二種類のプレッシャーが地竜の平常心を蝕むしばみ、張り詰めた糸が切れた途端に暴走を招く。

　それを止めなくては、ここまでの二回の『死』をまたも再演する結果になる。

　地竜の暴走を、止めなくては。しかし、その方法は。

　声は上げられない。手た綱づなを握るユリウスに、この事実を伝えることも難しい。

　──時間が、ない。

　この一瞬で何かを閃ひらめかなければ、一いちか八ばちかでユリウスを呼ぶしかない。

　直前の二回の『死』、魔獣の猛攻と監視塔の白光、そして、ベアトリスの泣き顔──、

「──ベア子、愛してる」

「──っ!?」

　後ろから小さな体を抱きすくめ、その耳に愛を囁ささやいた。突然の愛情表現にベアトリスが驚きよう愕がくするが、その口は手で塞いで叫ばせない。

　代わりにスバルは斜め前方の地竜──ヨーゼフに向けて、『手』を伸ばした。

『死』の直前にベアトリスの涙を拭ったように、優しく宥なだめるための『手』を。

　──インビジブル・プロヴィデンス。

　唇は愛情を囁くのに忙しいから、技名を唱えるのは心の中だけだ。

　途端、スバルの胸の中心──ベアトリスとの連携でマナが流れ出すのとは別の感覚で、呼び出された黒い力が喝かつ采さいする。それは『怠たい惰だ』なナツキ・スバルに代わり、尊い目的を成し遂げる、この世に存在しない『見えざる手』だ。

「────」

　生じた黒い掌てのひらが、スバルの胸を起点にゆっくりと地竜へ伸びていく。オリジナルと同じで、その魔手の存在はスバル以外には見えていない。

　そのことに安あん堵どする一方、コンマごとに自分の内から何かが削れていくのがわかる。その代償は不明、ただ、あまり時間はかけられない。そのつもりもない。

　するりと伸びた黒い手が、暴れ出す寸前の地竜の太い首を優しく撫なでる。

　出発前、この種の地竜を落ち着かせるのに最適と習った方法だった。まさか、この土壇場で使う機会があるとは、何でも話は聞いておくものだ。

　びく、と何者かの接触に地竜が震えるが、その掌てのひらに敵意がないことを本能で察したのだろう。地竜の荒い息が穏やかになり、四肢から緊張が抜けていく。

「──む？」

　その脱力にユリウスが気付いて、彼は緩やかに手た綱づなを引くと、さっと本格的に地竜を宥なだめてみせた。見る間にヨーゼフが落ち着く。さすがの手腕だ。

　その瞬間、スバルも『見えざる手』との接続を切り、黒い魔手を霧散させる。

「は、ふぅ……」

　これで、直近の問題はひとまず切り抜けたはずだ。

　代償に禁忌の力に頼ったが、持てる手札は惜しまず切るのがナツキ・スバル流。

　そのこと自体に躊躇ためらいはない。ただ気掛かりなのは──明らかに、以前と比べて『見えざる手』を使った影響が楽になっていることだ。

　初めて『聖域』でガーフィールを撃破したとき、スバルは『見えざる手』の使用に半身を奪われるような錯覚を味わった。それが、今は呼吸を乱す程度だ。

「馴な染じんできた、ってんじゃねぇだろうな……」

　喪失感と嫌悪感の軽減に、スバルは安あん堵ど感かんより不安を強く覚える。

　手持ちのカードは多いに越したことはないが、ババ抜きでジョーカーを何枚も持っていてもいいことはない。強力な手札、それは確かだが──、

「……い、いい加減にするのよ、スバル」

　腕の中、延々とスバルに抱きすくめられていたベアトリスの抗議を受ける。それでようやく現実に焦点を戻し、「悪い」とスバルは謝ろうとして、

「ベア子、どうした、そのブチャイクな頭は……」

「スバルがずっとベティーの髪をコネコネしてた結果かしら！　何のつもりなのよ!?」

「ええ、俺が？」

　悪気のないスバルに、ベアトリスが器用に声を潜めて怒鳴る。

　その立派な縦ロールは好き放題に編まれ、結ばれ、統一感のない髪形を呈していた。その流行の最先端を行くスタイルは、時代を先取りすぎていて誰も追いつけない。

「自覚がないのが腹立たしい……その分だと、さっきの囁ささやきも覚えちゃいないかしら」

「いや、それは覚えてる。俺は生涯ベア子ＬＯＶＥだからな」

「にゃっ」

　率直な言葉に顔を赤くして、ベアトリスがすっぽりとマントで頭を隠した。いじらしい姿を愛めでくり回したいが、今はベアトリスと戯れてもいられない。

　メィリィの果敢な挑戦で、花おい魁らん熊ぐまに囲まれる状況は打破できた。そして、ようやくひと呼吸する猶予が生じる。スバルは周囲を見て、花畑のない空間を発見。

　その空間で話し合いをと、スバルは目配せしてくるユリウスにハンドサインを送る。

『一時撤退。──作戦タイム』と。
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「ようやく『砂時間』を越えたと思えば、予想外の歓待が待ち受けていたものだ」

「『賢者』の性格の悪さ全開って感じだな。──油断も隙もあったもんじゃねぇ」

　花畑から離れ、花おい魁らん熊ぐまを刺激しない確信を得てから、スバルとユリウスが嘆息する。

　止めた竜車の中、姿を見せるエミリアたちも同意見だろう。エミリアは、花魁熊を遠ざけてくれたメィリィの頭を撫なでて、

「メィリィがいてくれなかったら大変だったわよね。すごーくありがと」

「わ、わたしだってあんなたくさんの子に囲まれたら危ないんだから、それだけよお」

　エミリアの感謝に、メィリィが顔を背けてそっけなく応じる。が、その少女の頬ほおは微かすかに赤らんでいて、本音が隠れていないのが微笑ほほえましい。

　ともあれ、エミリアの言う通り、メィリィの貢献は絶大だ。そして、貢献という意味では、『砂時間』の突破に力を尽くしたラムもそうだ。

「ラム、体調は？」

「……ラムを気にかけている場合？　そんな余裕はないはずでしょう」

　と、スバルの問いかけに、わずかに掠かすれた声でラムが答える。砂丘の夜は暗く、彼女の顔色もはっきりとは見えない。だが、普段から色白のラムの肌がより一層の血の気を失って見えて、彼女の疲労の重さを物語っていた。

　しかし、彼女はそんなスバルの視線をものともせず、メィリィの方を見ると、

「あの花畑はどうなの、メィリィ。加護で、魔獣を全てどけられるの？」

「さっきも言ったけど、難しいわあ。百ぐらいまでなら何とかしてあげるけどお、それ以上の数だとわたしでも厳しいわあ」

「百頭、か。それでも十分、驚嘆に値する加護だが……」

　ユリウスの視線が花畑を向く。──ざっと見渡しても、魔獣の数は千は下らない。下手をすれば一万以上。とても、メィリィでもカバーし切れない。

「選択肢は、『進む』か『戻る』かの二つと言えるだろう」

「戻るって選択肢があるか？　何の解決にもならねぇだろ」

「そうだろうか？　我々が抜けた『砂時間』がここに繋つながっていただけかもしれない。こことは違う捻ねじれを通れば、もっと塔へ近付ける可能性もあるはずだ」

　息苦しい緊迫感の中、指を二本立てたユリウスが意見する。その意見にスバルは懐疑的だが、否定する根拠もない。事実、『砂時間』は日に三回訪れる。

　今回は夜の『砂時間』だったが、朝と昼の機会なら別の可能性も──、

「……希望的観測はよしなさい」

　そう考えたスバルの鼓膜を、ラムの静かな声音が打った。

　他ならぬ『砂時間』突破の功労者は唇を震わせ、スバルとユリウスを睨にらみつける。

「ここまで人を拒む『賢者』が、どこかに行き来しやすい道を作る？　ありえないわね。楽をしたいからって、夢に逃げ込むのは臆病者の常じよう套とう手段よ」

「お前な……俺たちは、少しでも安全な道があればって話を」

「危険は承知の旅路だったはずよ。得ようとすれば、失う覚悟がいる。それとも、何一つ差し出さないで勝つつもりなの？　だとしたら、とんだ傲慢だわ」

　厳しいラムの舌ぜつ鋒ぽうを浴び、スバルは一拍置いて、深い息を吐いた。

　ラムは、あえて強い言葉を選んでこちらに発破をかけている。無論、彼女の言い分に一理あるのも事実。だが、ユリウスの意見にも一理はあるのだ。

　あとは、どちらを取るか。その判断だけがあって──、

「メィリィ、俺たちの通り道の魔獣だけどけるならどうだ？」

「全部じゃなく、相手を絞るってことお？　それなら……」

　目を凝らし、メィリィが「そおねえ」と真剣に花畑を見つめて、

「そのくらいなら、いけると思うわあ。道からどかせて、離れたところでまた眠ってもらってえ……うん、大丈夫。やれるわあ」

　答える合間に自分の考えに確信が持てたのか、メィリィの声に力が戻ってくる。

　少なくとも、彼女はラムの『進む』の選択肢に肯定的な構えだ。それを受けて、スバルは他の面々、とりわけユリウスに言い聞かせる。

「掌てのひら返しに聞こえるかもだが、俺もラムの意見に賛成だ。他の『砂時間』を越えるって案は確かにあるが……障害が魔獣なら、俺たちにはメィリィがいる」

「他の可能性を探るより、ここが一番マシな可能性はあるのよ」

　弄いじられた髪形を直しながらの援護射撃、ベアトリスの言葉にスバルは頷うなずくと、

「結局、メィリィ頼みには違いない。万一、魔獣を起こした場合、今度はエミリアたんやユリウス、それと俺のベア子頼みだ。悪いけどな」

「────」

「おっと、あとパトラッシュもそうだ。助かる。愛してる」

　後ろから存在を主張する愛竜、その首をスバルは親愛を込めてくすぐった。

　それから、スバルは改めて皆を見やる。魔獣の花園は目と鼻の先だ。あまり考える時間も長く取れないと、多数決を取ろうとして、

「──うん、私もスバルとラムに賛成。一秒だって、後戻りしたくないわ」

　力強く、微笑ほほえんで言い放ったエミリアがスバルの覚悟を後押しする。

　彼女は紫し紺こんの瞳に強い決意を宿して、花畑と、その向こうにある塔の方を眺めた。

「道は正面、塔はすぐそこ。──大丈夫、何かあっても私がみんなを助けてあげる」

「……エミリアたんって、案外こういうとき脳筋な結論出すよね」

「ノーキン……え、やだ、急に何なの？　もう、恥ずかしいじゃない」

　格好よく言い切ったエミリアが、苦笑したスバルの言葉に頬ほおを赤らめる。『脳筋』の意味は伝わっていないが、照れる彼女が何とも愛らしい。

「俺としては珍しいことに、脳筋ってのは無条件にエミリアたんを褒める言葉じゃ……あー、いや、やっぱ褒めたのかも。惚ほれ直した。Ｅ・Ｍ・Ｔ」

　そして、強く前を見据える彼女が大切で、大好きだと改めて思える。

　そうやって、エミリアやラム、メィリィの意見まで固まると──、

「と、そんなわけで、あとはアナスタシアさんとユリウスの意見なんだが……」

「そうやねえ。って言っても、うちも多数派の意見にあえて逆らいたないかなぁ。ただ、この場所が本当に見たまんまの場所なんかはもう少し考えたいわ」

　そう、水を向けられたアナスタシアが自分の頬に手を当てながら答える。その答えを聞いて、「アナスタシア様」とユリウスが振り返り、

「何かご懸念がおありなのですか？　この、魔獣の花畑に」

「そないに大げさな話とちゃうよ。でも、『砂時間』にも抜ける余地があった。なら、この花畑にもなんやあるんやないのって、そう思っただけ。ベアトリスちゃんはどう？」

「──なんで、ベティーに聞くのかしら」

　ふと、アナスタシア──否いな、襟えりドナの問いかけにベアトリスが頬を硬くする。やや険悪なベアトリスの受け答え、それにアナスタシアは唇を緩めて、

「聞いた話やと、ベアトリスちゃんは陰魔法の専門家なんやって？　陰魔法って言うたら、空間の捻ねじれとかが専売特許……何かわかるかなぁて思うたんよ」

「──。『砂時間』は天然の捻じれでも、その歪ゆがみ方はベティーの『扉渡り』と似たような構造だったのよ。通ってみて、それを感じたかしら」

　問いかけに冷静に答えて、ベアトリスがちらとスバルを見上げる。

「ずっと前、ベティーも似たような術式を組んで、スバルに仕掛けたことがあるのよ」

「お前が俺に？　いつ？」

「……忘れもしない、初めて会ったときかしら」

「初めてって……あ！　屋敷で、あの無限ループしそうな廊下を一発クリアしたときか！　お前が一生懸命準備してくれてたのに、あんときはごめんな？」

「なんか本気で謝られてるのが腹立つのよ！　忘れるかしら！」

「お前が思い出させたんじゃん……」

　膨れ面になるベアトリスに、スバルは不可抗力だと肩をすくめる。とはいえ、ベアトリスとアナスタシアの見解は無視できない。

　実際、花畑を抜ける以外の手立てがあるなら、それを選べるに越したことはない。

　それと、無視できない問題がもう一つ宙ぶらりんになっている。

「──一つ、みんなに聞きたいんだけど、塔が光ったのを見た奴やつはいるか？」

「塔の、光？」

　スバルの問いかけに、エミリアを筆頭に全員が首を傾かしげる。

　──監視塔の白光。子細のわからないそれが、スバルを二度も死に到らしめた原因だ。

　一回目は為なす術すべなく、二回目はパトラッシュのおかげで即死を免れた。その愛竜の献身がなければ、スバルは見敵必殺の白光を知れないまま三回目に挑んでいたはずだ。

　ただ、死因の情報を持ち帰れた現状でも、あの光への対策は簡単には浮かばない。

「私は気付かなかったけど、監視塔が光ったのをスバルは見たの？」

「ん、ああ、うん。見間違いじゃないと思う。塔が、確かに光ったと……」

「それって、塔の『賢者』さんが私たちに気付いたってことかしら？」

「うちたちに気付かんくても、夜やったら明かりはいるやろしね。それかなぁ？」

「なるほど。もし、『賢者』が私たちに気付いていたとしたら、こちらに敵意がないことを示せば接触があるかもしれませんね」

「あ、待った待った、ちょっと待って」

『死に戻り』を話せない分、迂う遠えんな説明になったのが裏目に出た。

　塔の光と聞けば、『賢者』の生活をイメージするのが当然の流れだ。最初から、敵対の意思があると考える方が馬鹿げている。なので、どうにか『死に戻り』の禁忌に触れずに、あの白光が危険だと伝えなくては──、

「──その光だけど、バルスはどう見るの？」

　と、苦心するスバルに助け舟を出したのは、己の肘を抱いたラムの一声だった。

　彼女に水を向けられ、スバルは言葉を選ぶと、

「俺は……あれは危険なもんだと思う。少なくとも、友好的なもんじゃない」

「根拠は勘かんだけ？」

「……まぁ、そうだな」

　ここが、スバルの説明で最も説得力のない部分だ。根拠が提示できない以上、スバルは勘で物事を押し切るしかない。故に、さぞラムには呆あきれられると思ったのだが。

「そう。──厄介ね」

　スバルの答えに、ラムは真剣に──否いな、ラムだけではない。

　エミリアやユリウス、アナスタシアまでも同じように深刻な表情を作っていた。

「え？　あれ、勘だぞ？　もっと疑ってかからないのか？」

「これがただの勘ならそう思うかもしれないけど、スバルの勘でしょう？　だったら、疑うより心配した方がいいと思うの」

「あまり自分を卑下しないことだ。君も、多くの修羅場を潜くぐり抜けた一人だろう。そうした人間にしか働かない直感はある。経験則と、そう言い換えてもいいものだ」

「野の鼠ねずみは大雨の前に住処すみかを変えると言うわ。バルスの勘も馬鹿にはできないでしょう」

「それは十分馬鹿にしてるだろ。……って、そうか」

　代わる代わる、エミリアたちが勘を根拠としたスバルの発言に私見を述べる。みんな、勘だろうとスバルを信じると、そう言ってくれて。

　その、みんなの姿勢に救われてしまう。あろうことか、ユリウスにまで。

　そんな感慨に鼻の下を指で擦こすり、スバルは視線を仲間たちから逸そらした。──故に、スバルは気付かない。最初に気付いたのは、ラムだった。

「──バルス、それは」

「え？」

　ふと、真剣な声色で言われ、スバルはとっさに彼女の視線を辿たどった。ラムの視線の先はスバルの胸元だ。そこを見下ろして、気付く。

　スバルのマントの胸元に、見慣れない赤い光点が浮かび上がっていた。

「────」

　一瞬、スバルの頭をとある単語が過よぎる。あまりに、この世界に似つかわしくない単語。

　──レーザーポインター、と。

「──っ！」

　次の瞬間、スバルの仲間たちは奇跡のように行動した。

　──凄すさまじい速度と正確さで、監視塔から放たれる光がスバルへ一直線に飛来する。

　風すら置き去りに、音もなく獲物を串くし刺ざしにするそれはまさしく『死』そのものだ。ナツキ・スバルを蒸発させる一撃、それは為なす術すべなくスバルを殺す。

「──させない！」

　──狙われた瞬間、ナツキ・スバルがたった一人であったなら。

　赤い光点の浮かんだスバルの胸元に、片手ほどの大きさの氷の盾が現出する。それは命を危うくするスバルを救うべく、エミリアが瞬時に組み上げた魔法の防御だ。

　それは狙い違たがわず、スバルへ迫った光を途上で受け止め──、

「──嘘うそ!?」

　刹那だ。氷盾は白光を刹那だけ鈍らせ、蒸発し、貫通される。

　止めるどころか一秒ももたない。その事実にエミリアの喉が悲痛な声を上げる。

　しかし、その刹那には意味があった。

「しぃっ！」

　振るわれる騎士剣が、スバルへ突き刺さる寸前の白光を渾こん身しんの力で打つ。

　ユリウスだ。決死の表情の彼が、エミリアの氷壁が緩めた勢いを見事に捉えた。くるくると回転し、弾はじかれた光が砂の上に突き立つ。白い煙が上がった。

　初めて直撃を免れた白光、その正体は──、

「……これ、針か？」

　正体不明であった光が、砂の上に眩まばゆく突き立っている。夜の黒の中、鮮烈に瞳に焼き付く暴力的な白──それは細く長い、針のように見えた。

　その針も、尻の部分から崩れ、風に呑のまれて消えていく。

「バルス！　次がくる！」

　消える光を捕まえようとして、腕を伸ばしたスバルにラムからの警告。なおも、胸の上の赤い光点は消えていない。ここを標的に、光がくる。

　スバルの命が尽きるまで、光が──、

「ベア子、やれるか!?」

「愚問なのよ！」

　スバルの問いに、できないとベアトリスは答えない。

　意識を切り替える。頼れる相棒の答えに奥歯を噛かんで、覚悟が決まった。

「エミリアたん！」

「────」

　次弾がくる。直前、スバルがエミリアの名前を呼ぶ。

　一瞬の視線の交錯で、エミリアが頷うなずく。具体的な内容は交換できないが、信じる。

　視界の端、光が瞬く。一直線に、『死』がくる。

「止まって──っ！」

　その不可避の『死』に、多重展開される氷の防壁が割り込んだ。氷盾一枚では足りなかったところへ、同時に六枚──そこへ、光が吸い込まれた。

　一枚目が容易たやすく、二枚目と三枚目もないもののように突破される。しかし、四枚目に抵抗があり、五枚目はコンマだけ耐えた。

　そして、最後の六枚目で、明らかに光の速度が鈍る。──そこを、騎士剣が穿うがつ。

「立て続けに、やらせはしない──！」

　一発目が奇跡なら、二発目の防衛は鍛錬と技術の合わせ技だ。エミリアとユリウスが互いの能力の限界を駆使し、スバルへ届く『死』を防いだ。
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　その瞬間、ひと呼吸を置いて、スバルとベアトリスの『秘儀』が炸さく裂れつする。

「──Ｅ・Ｍ・Ｔ」

「かしら！」

　砂対策のフードを撥はね上げ、スバルが大口を開いて称賛──否いな、詠唱する。

　それに合わせ、ベアトリスがスバルの内側からなけなしのマナを徴収し、複雑怪奇な魔法の術式を構成、全く新しい、未知の魔法が紡がれる。

　──スバルとベアトリスが編み出した、三つのオリジナル・スペルの一つだ。

　魔法が完成した瞬間、スバルとベアトリスを中心に淡い光が周囲へ広がる。まるで光球がスバルたちを包み込むように展開、フィールドが完成する。

「これは……」

　何事かと驚くユリウス、その彼の視界の端、再び光がスバルへと迫ってくる。刹那、身を硬くしたユリウスだが、続く変化に驚きは持っていかれた。

　スバルへ迫る白光、それが光のフィールドへ入った瞬間、勢いを喪失したのだ。

「力を、失った？」

　騎士剣が振るわれ、矢のような速度の光が軽々と打ち払われる。

　無論、速度をなくした一発とはいえ、軽く弾はじけるものではなかったが、そこはユリウスの技量の達者さだ。続く攻撃も、難なく彼に防がれる。

「絶対無効化魔法、Ｅ・Ｍ・Ｔ。──このフィールドじゃ、魔法の力は効果を失う」

　ベアトリスと手を繋つなぎ、空いた方の手を塔へ突き出したスバルが宣言する。

　これが、スバルとベアトリスのコンビが開発した三種の切り札の一枚。三枚目は未完成だが、強敵と渡り合うことを想定して作られた、陰魔法の極致だ。

「ただ、長くはもたねぇ。具体的には、俺のマナがすっからかんになったら終わりだ。そして今、穴の開いたバケツみたいにドバドバ出てってる」

「想像の埒らち外がいの効果だ。その分、反動の大きさは窺うかがえる。手立ては!?」

「わからん！　ひとまず、相手に見つかっちまった。ここはいったん退いて……」

　と、駆け寄ってくる仲間に応じて、スバルは離脱する方向を探ろうとする。

　その、切迫した状況の中、その静かな声はやけに透明感を伴って聞こえた。

「──バルスを、見ている？」

　それは、自分の顔を掌てのひらで覆ったラムの呟つぶやきだ。一瞬、何事かと思わされたが、それがすぐに『千せん里り眼がん』の成果──ラムが、塔の誰かとリンクしたのだと理解する。

　誰か、ではない。このタイミングでラムが狙う相手は一人だけ。

「『賢者』か!?」

「──っ」

　叫ぶようなスバルの問いかけに、ラムからの返事はない。代わりに、ラムの右の眼がん窩かから出血があり、薄紅の瞳から血が流れるのが見えた。

　攻撃、ではない。わからないが、『千せん里り眼がん』の反動。それが一番近く思えて。

「馬鹿、もうやめろ！　今はここから──」

　噛かみつくように言って、スバルはラムの危険な挑戦を止めようとする。彼女の腕を掴つかんで、その細い体を無理やりに抱きかかえる。

「待ちなさい、バルス！」

「待たねぇ！　竜車に放り込むぞ！　今はここから──」

　そう怒鳴りつけ、ラムを抱えたまま振り返った。

　──瞬間、『世界』が破けた。

「あ──？」

「──っ！　マズったのよ！」

　眼前、夜の砂海にありえざる変化が生じて、ベアトリスが声を裏返らせた。

「空間の捻ねじれが、Ｅ・Ｍ・Ｔでほつれるかしら！」

「それで、どうな──」

　スバルの問いかけは最後まで続かず、代わりに、足が地を離れる浮遊感がある。

　そのまま、『世界』が乱雑に、紙を破くように捻じれ、裂かれ、ほどける。天地も無関係に生じる亀裂、それがスバルたちを、竜車を、まとめて呑のみ込こんだ。

「ヤバい……エミリア!?」

「スバル──」

　突然の暗闇、その中へ放り込まれ、重力の干渉を見失ってスバルは叫んだ。

　上下左右がわからなくなり、竜車がどこにあるのかもわからない。ただ、スバルの叫びに呼応したエミリアの声が、遠く、遠くなるのが聞こえて。

「これは──」

　マズい、と言い切るよりも先に、破けた空間の向こう側にスバルは放り出された。





　　　　４






　──遠く、花畑と砂地の境が破け、その中に小さな集団が呑み込まれるのを見た。

　遠目に、遠目に、それを見つめ、影は塔の中で蠢うごめいた。

　身を寄せていた窓辺を離れ、石畳を踏ふみしめて、螺ら旋せん状じようの階段を下る。

　その足取りはゆっくりと、しかし徐々に早くなり、逸はやる。

「──見つけた」

　と、それは何年も言葉を口にしていなかったような、掠かすれた呟つぶやきを漏らした。

　ただ、その響きに込められた感情、歓喜だけは誰も聞き間違えはしないだろう。

「見つけた」

　──それだけは、確かだった。






第四章　『砂上の信頼』
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　──深い、深い裂け目の中へと、手の届かないまま落ちていく。

「────」

　はるか遠く、光はどんどん小さくなり、失われていく。見えなくなる。消えてしまう。

　それはまるで、手で掬すくい取った砂のように、指の隙間をこぼれ落ちて。

　深い深い、取り返しのつかない裂け目へと、落ちていくようで──、




「──いつまで寝ているの。いい加減に起きなさい、バルス」

「ぽろろっか!?」

　脇腹を鋭い感触に抉えぐられ、衝撃にスバルは奇声めいた悲鳴を上げた。

　思わず跳ね起きる。途端、舞い上がった砂を盛大に吸い込み、猛烈に咳せき込む。

「うぇ！　ぺっぺ！　かーっ、ぺっ！　なんだ？　何がどうなって……うお!?」

　口の中の砂を吐き出し、慌ててその場に立ち上がろうとする。が、踏ふん張った足を砂に取られ、とっさに手をつく。その手が砂に沈み、顔から砂山に突っ込んだ。

「おげっ！　がふっ！　ぺっぺ！」

「……この非常時に、まだ砂が食べ足りないの？　卑しさここに極まれりね」

「人がオヤツ感覚で砂齧かじってるみたいに言うなよ……」

　容赦のない罵声に言い返し、スバルは再び砂を吐きながら顔を上げた。今度は慎重に、砂に足を取られないように注意して立ち上がる。

「ここは……」

「無風で、この気温の低さ。……おそらく、地下でしょうね」

　周囲、闇色に染まった光景を見渡すスバルに、そっと差し出されるのは白い光を放つカンテラ──中にラグマイト鉱石が備え付けられた、異世界カンテラだ。

　とっさにそれを受け取り、光の中に浮かび上がる相手の姿を見れば、

「──ラム、か？」

「他の誰に見えるの？　レム、なんてつまらない答えは期待していないわよ」

「レムとお前は顔は似てても、内面から滲にじみ出るものが似ても似つかねぇよ。……お前、体調は？　『千せん里り眼がん』の消耗とか、そういや目から血が出てて……」

「ハッ！　ずいぶんと紳士ね。でも、可愛かわいいラムの心配は後回しにしなさい」

　そう言って、ラムが顎をしゃくって周囲を示してみせる。その彼女に従い、スバルはカンテラで辺りを照らし、状況を確認して息を呑のんだ。

　カンテラが照らし出したのは、一面が砂で作られた空洞だ。冷たい空気が漂い、頭上には高い天井がある。それは、砂の迷宮──砂宮といった風情で。

「さっき、お前は地下って言ってたけど……」

「分断される前のベアトリス様のお言葉を信じるなら、空間の歪ゆがみが原因でしょうね」

「つまり、空間の歪みに吹っ飛ばされた……分断？　そうだ、他のみんなは!?」

　淡々としたラムの報告を聞く間に、ようやくスバルの意識が理解に追いついた。

　スバルはカンテラを右へ左へ、砂の山にラム以外の人影を求める。しかし、照らし出される空間に、望んだ姿は一つも見つからない。

「言った通り、分断されたわ。砂丘のまやかしを、バルスの魔法が無効化した結果ね。ここが塔への正しい道なのか、永遠の次元の狭間はざまに落ちたのかわからないけど」

「なんでそんな落ち着いてんだよ!?　どうして、俺とお前の二人が一緒に……」

「それを、バルスが言うの？」

　静せい謐ひつなラムの声に、顔を青くしたスバルが息を詰まらせた。

　直前の光景、ベアトリスが叫び、目の前の空間が破けたことは思い出せる。そのとき、スバルはとっさにラムを抱きかかえていたのだ。

　そして、空の裂け目に一行は呑のみ込こまれ、気付いたときには──、

「ここで、俺とお前が一緒にいて……」

「エミリア様やベアトリス様の姿は見えない。……とんだドジを踏ふんだものね」

「言ってる場合か！　今はみんなとの合流を……違う！　レムだ！」

「────」

「俺とお前みたいに、誰かと一緒ならいい。でも、もし逸はぐれてたら……」

　エミリアとユリウス、一行の戦闘力を一手に担った二人は問題あるまい。ベアトリスとメィリィも、それぞれ独力で何とか生き延びる力がある。アナスタシア＝襟えりドナも、おそらくプリステラで『色しき欲よく』を撃退した切り札があるはずだ。

　──だが、寝たきりのレムだけは話が別だ。

「みんなとの合流もだが、一番はレムの確保だ！　あいつを、こんな寂しい場所に放っておけない。それはダメだ。絶対にダメだ……！」

「……バルス」

「クソ、俺のせいだ。俺が連れてくるなんて言ったから、あいつが、レムだけは……」

「バルス、落ち着きなさい。今は焦あせっても……」

「落ち着け？　できるかよ、そんなこと！　お前は、レムが危なくて平気なのかよ!?」

「──っ、そんなわけがないでしょう！」

　最悪の可能性に混乱するスバル、その胸倉を掴つかみ、ラムが怒鳴った。そのまま力ずくで背後の壁にスバルを押し付け、至近で視線が絡み合う。

「────」

　思わず取り落としたカンテラが、ラムの白い横顔を半分だけ照らした。薄紅の瞳に宿る憤ふん怒ど──否いな、怒りではない。それは、隠し切れない憂いと焦しよう燥そうだ。

　途端、スバルの肩から力が抜け、ラムも掴つかんでいた胸倉から手を放す。

「……悪い。ごめん。ホントに、今のは俺が馬鹿で最低だった」

「──。いつものことよ。バルスが本当に生きてるだけで全部反省していたら、ただそれだけで一日が終わるわ。無駄なことはやめなさい」

「ああ。……悪い」

　その毒舌をラムなりの手打ちと受け取り、スバルは最後に一つだけ謝る。スバルの謝罪を受け、ラムは短く「気休めだけど」と呟つぶやくと、

「レムとは薄い繋つながりを感じるわ。少なくとも、あの子の命だけは無事よ」

「繋がり……そうか、共感覚！」

　ラムの言葉に手を打って、スバルはずいぶんと懐かしい単語に目を瞬まばたかせる。

　以前、ペテルギウス率いる魔女教がエミリアたちを狙ったとき、屋敷にいるラムの危険を察知したのがレムの共感覚だった。

「その共感覚なら、レムの居所がわかったりしないのか？」

「言ったでしょう。繋がりが薄いのよ。眠っているあの子を感じるだけ。逸はぐれたエミリア様たちも、『千せん里り眼がん』の波長が合わないから安否はわからないわ」

「そう、か。『千里眼』を安否確認に。……本当に誰とも繋がらないのか？」

「厳密には繋がる相手もいるわ。だけど、意味がないのよ」

　逸れた仲間の安否確認に意味がない、とラムが口にする意味がスバルには解せない。

　しかし、そのスバルの疑問の答えは、すぐにラム以外の口からもたらされた。

　それは──、

「──その様子やと、ナツキくんも目ぇ覚めたみたいやね」

　不意に、視界の端を光がちらついてスバルは身を竦すくめた。が、緩やかに揺れるそれが危険な光ではなく、スバルが持つのとは別のカンテラの光だとすぐに気付く。

　やがて、その光と、その光を持つ相手の輪郭が鮮明になり始めると、

「……アナスタシアさんと、パトラッシュ？」

　ゆっくり、光と共に姿を現したのは、地下の冷たい闇に同化する黒い鱗うろこを持つ地竜と、その地竜の背中に跨またがる白い装いのアナスタシアだった。

　アナスタシアはカンテラを手に、パトラッシュの上からスバルに笑いかけ、

「上からなんと、勝手にパトラッシュちゃんを借りててごめんな？　さすがのうちも、一人で見て回るんは心細かったんよ」

「そ、れは別にいいんだけど……ラム、俺とお前しかいないんじゃなかったのか？」

「ラムは一度も、ラムとバルスの二人きりだなんて言った覚えはないわ」

　竜上で頭を下げるアナスタシアに、スバルがラムへとじと目を向ける。が、ラムは素知らぬ顔で、スバルの早とちりだと取り合わない。

「アナスタシア様、動いていただいてありがとうございました。それで、周囲は？」

「うーん、ちょこっと奥を見てきただけやけど、他の子ぉらは見当たらんねえ。ここいらに飛ばされたんはうちたち三人……と、パトラッシュちゃんだけみたいや」

「──。そうですか」

　スバルの意識がない間、先に目覚めたらしい二人は役割分担していたらしい。周囲を見回ったアナスタシアの報告に、ラムの心中は察して余りある。

　スバルも、レムの不在を案じる心境は如何いかんともし難いが、

「けど、アナスタシアさんが無事だったのは朗報だ。俺のパトラッシュもな」

「せやね。悪いところばかりやなく、ええとこも見んと。実際のとこ、パトラッシュちゃんがいてくれて、しかも話のわかる子ぉで助かったわ」

　歩み寄ったスバルへと、パトラッシュが頭を下げて再会を喜ぶ。その首を撫なでてやりながら、愛竜の無事と合流に、スバルは安あん堵どの息をついた。

「ここにいるのはこれで全員？　正真正銘、俺たち四人だけ？」

「パトラッシュちゃん含めて四人、で間違いないよ。エミリアさんらが隠れてる理由なんてないし……ああ、メィリィちゃんはわからんけど」

「騒ぎに乗じて逃げ出してるってのかよ？　そりゃ、ないとは言わねぇけど」

　脳裏に三つ編みの少女を思い描き、スバルはメィリィの考えに思いを巡らせる。

『死に戻り』のおかげで、スバルはメィリィがいざというときのために砂すな蚯蚓みみずを従えていた事実を知っている。その、『いざ』が何に備えていたのか、それはわからない。

　もちろん、どこかでスバルたちを襲わせ、逃げる算段だったのかもしれないが。

「でも、それはない……と、俺は思うことにするよ」

「期待？　それとも、一度は殺しにきた子を信頼してるん？」

「ピュアな願いってことにしといてくれ。それより、奥はどうなってたんだ？」

　メィリィに対するスタンスはさて置き、スバルはアナスタシアに探索の詳細を尋ねる。周囲の環境から、ラムはここを地下と推測していたが──、

「その意見にうちも賛成や。夜の砂丘より明らかに肌寒いし……空気が重たいから、アウグリア砂丘の外とも思えんもん」

「瘴しよう気きは健在、か。あらゆる意味で、いい状況とは言えねぇな」

「砂丘の地下でしょう？　考えたくないけど、砂蚯蚓の巣穴の可能性もあるわ」

「うげ。それがマジだと、かなりヤバいな」

　砂の壁に触れたラムの一言に、スバルは頬ほおを引きつらせる。

　地下を潜行する砂蚯蚓、その実物を見たことのあるスバルはそれを笑い飛ばせない。メィリィの使役していた砂蚯蚓の巨きよ躯くなら、この空洞を作ることも可能だろう。

　最悪の場合、この地下で砂蚯蚓とのご対面もありえる話だ。

「ってか、このチーム編成に悪意を感じるぞ！　戦える奴やつがいねぇじゃねぇか！」

「エミリア様の騎士の身で、恥ずかしげもなく自分を非戦闘員扱い……これはダメね」

「身の程を弁わきまえてると言え。ベア子なしで自惚うぬぼれるほど、俺の愛あい鞭べんは万能じゃねぇんだ」

　自衛手段という意味でも、本当に戦闘力の欠如したメンバーだけが集まっている。制限付きのラムと、ベアトリスを欠いたスバルは言うに及ばない。

「ちなみに、そのベアトリス様は？　契約者なら繋つながりを感じないの？」

「生あい憎にく、俺とベア子は心では強く結ばさってるが、それは絆きずなとか気持ちの問題だ」

「使えない」

「うるせぇよ！」

　嘆息するラムに舌を出し、スバルはそっとアナスタシアに顔を寄せる。そして、平然としている彼女の耳元に小さく囁ささやいた。

「で、お前は戦えるのか？　どうなんだ？」

「──いざとなれば、ね。ただ、アナの命を削ることになる。ボクとしてはできるだけ避さけたい状況だ。なので、君たちには大いに期待しているよ」

「その期待は裏切られるぜ。いい意味か悪い意味かはわからねぇがな」

　一瞬だけ、襟えりドナの顔になったアナスタシアにスバルは鼻を鳴らした。

　ともあれ、事実確認と状況整理は済んだ。足踏ぶみしている余裕がないことも。

「いつまでもここにいても仕方がないわ。レムや、エミリア様を探しましょう。幸い、アナスタシア様のおかげで明かりはある。ラムたちは進めるわ」

「うちのおかげってより、ナツキくんの用意してた非常袋のおかげやけどね。竜車が呑のまれる前にそれだけ掴つかめて、おかげで明かりとナイフ、非常食があるわけやし」

　そう言って、アナスタシアの指差すパトラッシュの鞍くらには非常袋が下がっていた。出発前、スバルが念のために仕分けておいたものだ。

「役立つ機会がないに越したことないけど、転ばぬ先の杖つえってやっぱ重要だな。これからも、初めての場所では非常扉の確認を忘れないようにしよう」

「珍しく、バルスの大手柄ね。褒美に明かりを持たせてあげる。きびきび歩きなさい」

「へーい。……これ、ご褒美？」

　スバルがカンテラを受け取ると、その間にラムとアナスタシアがパトラッシュに乗る。

　この図式だと、どう考えてもスバルが従僕のポジションだ。

「さすがに三人乗りは……うちと、ラムさんがギュって詰めたらいけるかな？」

「やめましょう。密着できるとなると、バルスがこれ幸いにと鼻息を荒くし始めます」

「言っとくけど、いつも俺が引き下がると思うなよ！　そっちがその気なら、俺はもっとすごい想像するからな！　脅しじゃねぇぞ！　思春期舐なめんな！」

　苦笑と嘆息、二人の反応に負け惜しみのように鼻を鳴らし、スバルは歩き始める。

　足の向く先は空洞の奥、まだ見ぬ暗闇の先で仲間たちとの合流を目指して。

　まるで状況にそぐわない軽口の言い合いは、きっとお互いの心の不安を直視しないために必要なポーズで。

　──そのことに、スバルもラムも気付いていたけれど、何も言わなかった。





　　　　２






「風は……きてるような、きてないような」

「──。いいえ、きているわ。ただ、この分だと地上と通じているのはずっと先ね」

　指の先を舌で湿らせ、風を感じようとするスバルにラムが薄紅の瞳を細める。風魔法の使い手の助言だ。素直に受け止め、先の長さを思ってげんなりする。

　──歩きづらさに苦心しながら、砂の大空洞を歩き始めて小一時間が経過した。

　道中、砂地慣れしたパトラッシュに並びながら、スバルもブーツに入る砂の不快感を無視してついていく。砂の上の歩き方は、ここ数日の経験則で何とか支障はない。

　とはいえ、砂に体力を奪われるのは避さけられず、定期的に休憩を挟んで、ラムの『千せん里り眼がん』で仲間たちの居所を探る作業と並行して空白を埋めていた。

「──ダメね。知覚範囲に何もいない。見えるのは、バルスの地竜の視界だけ」

「パトラッシュとは波長が合うのか。……何となくわかるな」

　ラムとパトラッシュ、人と地竜ではあるが、気位の高さは似ている気がする。唯一、『千里眼』で繋つながれる相手が同行竜とは、何とも不具合な話だが。

「エミリア様やユリウスは、微精霊と対話できるなら迷わずに済むはずよ。その点でも、この人選に悪意があると疑いたくなるわね」

「微精霊の道案内か。そういや、エミリアたんは結構有効活用してるよな。俺の場合、ベア子との繋がりが強すぎて、微精霊をビビらせちまうからできねぇんだけど」

「ベアトリス様のお情けで生まれた半人前の術師だもの。期待はしてなかったわ」

「ぐぬぬ……」

　情報収集でも役立たずと言われ、言い返せないので言い返さなかった。結局、戦力的に有能な人材は、それ以外でもちゃんと能力を活いかせるという話だ。

「今は気丈に隠してるけど、ラムさん、ナツキくんが起きる前……飛ばされてすぐは、レムさんが見当たらんくてかなり取り乱しとったんよ」

「……そうか」

「せやから、ナツキくんはラムさんの精神安定に役立ってる。役立たずとはちゃうよ」

『千里眼』での索敵の最中、こっそりとアナスタシアに飛ばされた直後の話をされる。

　ラムの想おもいを考えれば、さっきのスバルの言動は本当に最悪だった。

　レムの記憶をなくして一年、妹の下に献身的に通い続けるラムをスバルは見てきた。他の誰が信じなくても、スバルだけは彼女の想いを信じなくてはならなかったのに。

「反省したら活かす、人生も商売もおんなじ。ナツキくんは、それができる子ぉやろ？」

「……調子崩れるな。お前、あんまりいいこと言うなよ。お前を作った『魔女』にも似たようなシチュエーションで籠ろう絡らくされかかったんだから」

「籠絡て。──そろそろ、その『魔女』とボクのことは切り離して考えてもらいたいな。あまりしつこいと女の子に嫌われるよ？　これはボクからの真摯な忠告さ」

「他のアプローチを知らねぇんだ。心の隅に留とどめておくわ」

　人工精霊から人間力の助言を受けつつ、一行は大空洞の奥へ、奥へと進んでいく。

　その間、外観の変わらない砂の迷宮を進み続けるのは精神的な負担が大きい。進展がないことへの不安と焦しよう燥そうは募るし、何より気になることもあった。

「魔獣の巣かも、なんて警戒したわりに……一匹も出くわさないな」

「それはラムも気になっていたわ」

　足下の砂を蹴りつけ、そうこぼしたスバルにラムも同意する。

　空洞を進み始めてしばらく。魔獣との遭遇がないだけでなく、ラムの『千せん里り眼がん』にもそれらの存在が引っかからない。ひどく、嫌な予感がしてくる。

　まるで、この空間だけ世界から本当に取り残されてしまっているかのように。

「まさか、本気でここが次元の狭間はざまで、どことも繋つながってないとか、ないよな？」

「だとしたら、うちたちが頼りにしてる、この風はどっから吹いてくるんって話やね。それとも、これが空洞の行き止まりにいる大魔獣の鼻息なんて想像でもする？」

「それを否定する根拠がねぇのが怖いよ」

　実際、この目で世界が破けるところを見たのだ。もはや何が起きても不思議はない。その空の裂け目がどこと繋がっていても、驚くに値しないのではないか。

「臆病者のバルスが怯おびえるのは勝手だけど、馬鹿な話はそこまでにしておきなさい」

　行き止まり感がそんな悲ひ愴そうさを育てるのを、理性的なラムの声が否定した。

「え？」

「明かりを掲げなさい。──道よ」

　ラムの言葉に慌てて振り返り、スバルはカンテラを掲げ、正面の道を照らした。道と言われても、それ自体はここまでずっと続いてきていたはずだ。

　つまり、新しい情報としての道とは──、

「──分かれ道だ」

　正面、ここまで一本道だった砂の通路が二股に分かれている。

　ご丁寧に、左右の道に極端な差はなく、勘かん以外に選ぶ余地がないように見えるが──、

「せいぜい悩め、といった風情ね。どうする？」

「俺の知識だと、こういうときは右を選べって孔こう明めいが言ってた」

「誰やのん」

　行動学的に、人間は迷うと無意識に左を選びやすくなる的な話だったと覚えている。おそらく、利き目や利き腕、利き足などの複数の要因が絡んだ考えだとは思う。

　あれこれと無駄知識を蓄えているスバルだが、これは有用な知識、な気がする。

「なんで、右の道を確かめたいってのが俺のジャスティスだ」

「ずいぶんと孔明を信用しているのね」

「誰やのん」

　スバルの主張にラムが目を細め、アナスタシアが首を傾かしげる。

　字面だけなら悪ふざけにも見えるやり取りだが、三人の表情は真剣そのものだ。

　──すでに、エミリアたちと逸はぐれて二時間近くが経過しつつある。

　一度は落ち着けた心も、焦あせりと不安が強く波立たせてきた頃合いだ。そんな折、この分かれ道である。正直、逸はやる心を思えば、足を止めている時間が惜しい。

「決め手がないわね。それこそ、孔こう明めい頼りなのが癪しやくだけど……」

「ひとまず、ナツキくんの主張でいこか。右の道やんな？」

　ラムとアナスタシアの二人も、スバルの主張を覆すだけの根拠が示せない。

　三人に共通しているのは、一刻も早く砂宮を抜け、仲間と合流したい一心だ。

「────」

「おっと、俺たちだけじゃなく、お前もいたよな。悪い悪い。忘れてねぇよ」

　と、選択に確信を持てないスバルの頭を、パトラッシュが鼻先でつついてくる。弱気に発破をかけられた気分で、スバルは頬ほおを歪ゆがめて笑った。

「なに？　俺のいくところが私のいく道、地獄にだってついていくわって？」

「戯たわ言ごとだけど、おおよそ間違ってなさそうなのが重症ね。本当、どこがいいのやら」

　パトラッシュの意思を勝手に翻訳するスバルに、ラムが呆あきれた様子でため息をつく。それを見ながら、アナスタシアが「はいはい」と手を叩たたく。

「お話はそこまで。決めたなら動く。『時間の価値はお金と一緒』」

「ホーシン語録、だっけか。──ＯＫ、いこう。隊列はこのまま、それぞれ慎重にな」

　スバルの呼びかけに、ラムとアナスタシアがそれぞれ顎を引く。

　そうして軍師孔明の教えに従い、チーム『非戦闘員』は行軍を再開した。進むは二股の道の右側、この選択の先に仲間がいると信じて。

「正直、ノーヒントの分かれ道ってのは意地が悪いが、おかげで地獄の無限ループって線は消えたと思ってよさそうだ。……やっぱ、ここも『賢者』の罠わななのかね？」

「だとしたら、地下にこんな穴を掘るのにどれだけ時間を費やしたのかしら。ああ、隠者気取りで引きこもっていたんだもの。時間はたっぷりあったでしょうね」

「姉様、かつてないほど『賢者』に辛しん辣らつだな」

　しかし、『賢者』に敵対的になるラムの気持ちもわかろうというものだ。

　そもそも、『砂時間』も魔獣の花園も、この砂宮さえも『賢者』の仕組んだものだとしたら、名乗る看板は『賢者』ではなく、『陰険者』の方が適切だろうに。

「この分だと、マジで『賢者』に会っても恨み言しか出てこねぇぞ」

「同感ね。これだけやってくれて、その上、非協力的だったらやむを得ないわ。最悪、『賢者』を縛り上げて、喋しやべりたくなるようにしてやるしかないわね」

「姉様の遺跡荒らしっぷりには言葉もねぇよ」

「欲しいものがあるなら手段を講じる。子どものお使いじゃないのよ」

　ラムの強い口ぶりには、彼女の揺るがぬ本気の覚悟が込められている。

　きっと、それはスバルにも必要な覚悟だ。レムのために手を汚す覚悟、ではない。

　成果をもぎ取るための一歩、それを躊躇ためらいなく踏ふみ込める、全力の覚悟を。

「結局、俺のすることはいつも一緒。──手なんて、抜けた例ためしがねぇよ」

　拳こぶしを固めて、スバルは自分自身にそう言い聞かせる。

　──と、そのときだ。

「パトラッシュ？」

　ふと、首を伸ばしたパトラッシュが、スバルの肩に鼻を擦こすり付けてきた。パトラッシュが急に人肌恋しくなった、わけではない。もっと別の原因がある。

　それは──、

「──通路の先に、扉？」

　カンテラを掲げたスバルの視界、砂の通路を埋めるように現れたのは大きな鉄の威容。天井の高さと道幅いっぱい、完全に進路を塞ぐように作られた鉄壁だった。

　一行は壁のすぐ手前までいって、その鉄塊の様子をつぶさに観察する。

「でかいし、分厚く見える。……この扉、動かせるのか？」

「──。完全に道を塞いどるようやし、難しいやろね。それと、ナツキくん」

「うん？」

「なんで、これを扉やなんて思うん？　うちにはただの鉄の壁にしか見えんのやけど」

　同じ鉄塊を見ながら、首を傾かしげたアナスタシアにスバルは「え」と息を詰める。その問いを発したアナスタシアの横で、ラムも「そうね」と頷うなずいて、

「ラムにも、邪魔な鉄屑くずにしか見えないわ。いくらバルスの目でも、おかしな話ね」

「いや、俺も理由はわからねぇよ。ただ、何となく扉って風に思って……」

　二人からの指摘で、スバルは改めて鉄塊──否いな、鉄扉に目を向ける。

　ラムたちに答えた以上の理由はない。ただ、スバルは自然と、これを扉と認識した。

　そして、その答えを手探りする思いで、そっと鉄扉に手で触れて──、

「──ぁ」

　瞬間、スバルに触れられた扉が淡く光ったかと思うと、その姿が掻かき消えた。

　まるで何事もなかったかのように、扉が消滅する。砂の通路に、痕跡さえ残さず。

「今のって……ナツキくん、なんかしたん？」

「なんかって、見てただろ？　触っただけだよ。何もしてねぇし、俺もわからねぇよ」

　消えた鉄扉と自分の手を交互に見て、スバルはアナスタシアに動揺しつつ応じる。

　実際、何が起きたのか全くわからなかった。あの扉はいったい、なんだったのか。

「──重要なのは、何が起きたかではないわ。ここからどうするかよ」

　そのスバルの混乱に待ったをかけたのは、静かなラムの一声だった。スバルとアナスタシアに視線を向けられ、彼女は鉄扉の消えた通路の先を見据えながら、

「道を塞ぐ壁……いえ、扉があった。そしてそれが開いた。その先も通路は続いている。進むか戻るか、さっきの分かれ道と同じ選択肢ね」

「────」

　ラムの言葉と視線に、スバルは改めて鉄扉の消えた通路に目をやる。

　扉が消えたからといって、その先に続くのは変わらぬ砂の迷宮だ。扉があった、という事実以外は一切変化がない。だが──、

「何か意味があって扉があった。で、その扉がやっぱりなんかあって開いたんだ。──現状、『賢者』の監視塔への直行ルート以外に考えにくくないか？」

「さすがに、それはちょっと安直すぎん？　まぁ、うちも引き返そなんて言わんけど」

　前向きなスバルの発言に、アナスタシアが口元を押さえて小さく笑った。彼女も、スバルの考えに反対ではないらしい。

「当然、ラムも進むつもりよ。ここで戻っても、反対の道に同じ扉がないとも限らない」

「なら、先に開けてくれた方に招かれようってことか。同感だ」

　ラムの意見も加え、これで満場一致で前進が可決される。そのまま、スバルは「よし」と軽く膝を払い、正面、砂の通路へ足を進めようとした。

　しかし──、

「──パトラッシュ？」

　ラムたちを乗せたパトラッシュが、先へ進もうとするスバルの背中に続かない。漆黒の地竜は黄色い瞳を細め、じっと通路を睨にらみつけていた。

　賢く、勘かんのいい地竜だ。ひょっとすると、パトラッシュにはスバルたちには見えないものが見えているのかもしれない。──一瞬、逡しゆん巡じゆんが生まれるが、

「お前がずっと、俺たちを守ろうとしてくれてるのはわかってるよ。でも、この状況で安全圏なんてない。どっかで火中の栗くりを拾う覚悟はいる。今がそのときなんだ」

　そう言って、自分を見つめるスバルをパトラッシュが見つめ返す。それから、地竜はしばし沈黙すると、黄色い瞳を伏せて小さく喉を鳴らした。

　わかってくれたらしい。譲歩してくれた、の方が適切かもしれないが。

「尻に敷かれているわね」

「女の子を尻に敷くぐらいなら、自分が敷かれた方がずっとマシだね」

「いやらしい」

「そういう意味じゃねぇよ！」

　パトラッシュとの絆きずなをラムに茶ちや化かされ、スバルは長い息を吐くと、歩みを再開した。

　今しがた、自分で言ったばかりの覚悟、それを改めて噛かみしめる。

　──今が、火中の栗を拾う覚悟、それが必要なときなのだと。





　　　　３






　そう意気込んで、さらに扉の奥深くへ進んでいったスバルたちだったが、

「──これで、扉は二枚目。それも、また消えやがった」

　眼前で、再び光と共に消滅する鉄扉を見て、スバルが呟つぶやく。

　やはり、スバルが触れた途端のことだった。まさか、触った扉を消滅させる力に目覚めたとも考えにくく、そういう仕組みとしか考えられないが。

「ダンジョン内で、行く手を遮らない扉なんて何の意味があるんだ？」

　消えた扉の存在価値に、スバルは首をひねって疑問を呈する。

　部屋の仕切りではないのだから、誰でも開く扉なんて設置する意味がない。当然、扉は侵入者を阻はばむ目的で作られたと考えるべきなのに。

「ここまで出くわしてないから実感ないけど、もしかすると魔獣除よけかもしらんね」

「魔獣除け……結界みたいなもんか。それならわからなくもない、か？」

「魔獣やったら開かん。人が触れたら開く……それも、戸締じまりって意味やと注意不足って話やけどね。──三枚目は、ナツキくん以外が触った方がええかなぁ」

　浅あさ葱ぎ色いろの瞳を細めて、アナスタシアが鉄扉の目的を推察する。もっとも、考察材料が少なすぎるから、説得力のある結論は難しいだろう。

　それに、気掛かりなのは不思議な扉のことだけではない。

「────」

　パトラッシュにアナスタシアと相乗りするラム、その口数が極端に減っている。そこには焦あせりや不安の要素もあるが、それ以上に倦けん怠たい感かんが大きい。元々体調の万全ではないラムを蝕むしばむのは、砂宮に漂う負の想念──瘴しよう気きと、そう呼ばれる類のモノだ。

「体が、やけに重い……」

　粘つく汗を億おつ劫くうに拭い、砂から足を抜くように、ゆっくりとスバルも踏ふみ出していく。

　瘴気に蝕まれるのはラムだけではない。スバルやアナスタシアも同じだ。気分と体が重くなり、全身の細胞が、流れる血が、脈打つ鼓動が、ここから出たいと急せかしてくる。

「────」

　進めば、瘴気を抜けられる。進めば、仲間と合流できる。

　そう信じている。──信じていると言い聞かせることで、足を止めないでいられる。

　そうでなくては、砂の重さと流れる汗が、スバルに自問自答を強いてくるのだ。

　──果たして、本当にこっちの道を選んで正解だったのか、と。

「なんて、弱音吐いてる場合じゃねぇ」

　全身の訴えを、奥歯ですり潰して吐き捨てる。

　右の道を選ぶと、最初に主張したのは他ならぬスバルなのだ。どうして、そのスバルが最初に弱音を吐くことが許される。

「ちょっと歩きにくいけど、大したことじゃないな。もっと途方もなく歩かされるかと思ったけど、意外とゴールも近いんじゃ……」

「バルス。──うるさい」

「え、あ、おう……」

　空元気を口にしようとして、ラムの手短な毒に撃ち落とされた。

　久々の一声に思いやりの欠片かけらもなく、スバルは気が立った風なラムに肩を落として、

「とはいえ、ただ黙ってるってのも芸がないと思うんだが」

「楽しむために歩いているの？　目的を思い出しなさい」

「そりゃ、そんなつもりじゃねぇけど……」

「黙って、歩きなさい」

　正論だが、ラムの態度は取り付く島もない。

　だが、スバルにも言い分はある。瘴しよう気きの影響で気が滅め入いるなら、せめて会話で気分を紛まぎらわせれば多少は楽になるかもしれないと、そう思ったのだ。

「だってのに……」

「──ナツキくん、ナツキくん、もうええやん」

　ラムの心情を慮おもんぱかりつつも、優しさのないその態度にスバルも苛いら立だつ。と、その空気を察したアナスタシアが、スバルの視線からラムを隠すように身を傾けた。

「こんな状況や。ナツキくんの気持ちもわかるけど、ラムさんも疲れてるやろ。心がささくれ立っとるときは、誰とどんな話してもええ結果にならんから。な？」

「────」

「な？」

　業腹だが、アナスタシア＝襟えりドナの言い分にも一理ある。

　先に進むことや、エミリアたちとの合流を焦あせるあまり、スバルはラムたちへの配慮が欠けているのかもしれない。それはお互い様と言えるが、言ってどうなる。

　──言っても無駄、言うだけ無駄。それならお互い、顔も見ない方がずっとマシだ。

「……いくぜ」

　気付けば止めていた足の動きを再開し、スバルは砂の迷宮をカンテラで照らす。

　気分を上向きにしようという試みが失敗した以上、変わらぬ足の重さを──否いな、一層重くなった気がする足を動かして、前へ、前へと。

「────」

　前へと──。
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　そうやって、瘴気の重みと空気の悪さに耐え、進んでいくことしばらく。

「──クソが！　ここにきて、なんなんだよ！」

　乱暴に吐き捨て、スバルの靴の爪先が正面の鉄扉を蹴りつける。硬い感触、静かな地下だというのに音が響きもしない。材質も、単純な鉄とは思えなかった。

　だが、それは何の慰めにもならない。行く手は、いよいよ遮られたのだ。

「三つ目の扉も素通りさせて、どうして今さら邪魔しにきやがる!?」

　答えなど返さない鉄扉を怒鳴りつけ、スバルは乱暴に腕を、足を、叩たたきつける。びくともしない。衝撃が骨まで跳ね返って、かえってスバルが苦しむだけの結果だ。

　──砂宮の三つ目の扉を乗り越え、四つ目へ差し掛かったところでの足止めだ。

　代わり映えのない景色に募る焦あせりと苛いら立だち、それでも扉が開かれるうちはよかった。その顔パスを取り上げられ、道程が無意味になった途端、不満は爆発する。

　カンテラを通路に投げ捨て、スバルは鉄扉に手をついて扉を開けようと必死になる。だが、それを嘲あざ笑わらうように、冷たい鉄扉はスバルに何も返してはくれない。

　それがスバルには、か細い希望の糸を容赦なく断ち切られたように思えて。

「クソ、クソ、クソが……！」

「ナツキくん、その辺でええって。……ここは、もう行き止まりなんよ」

「言われなくても、それぐらいわかってんだよ！」

　後ろからアナスタシアに肩を叩たたかれ、スバルはその腕を振り払って吠ほえる。苛立ち紛まぎれに砂の壁を蹴ると、脆もろい壁の表面が崩れ、砂さ塵じんが舞った。

　もう、どうにもならない。そんなわかり切った事実に、文字通りに砂を噛かむ。

　そこへ──、

「……ちっ」

「──おい」

　聞こえた舌打ちに振り返り、スバルは一人、竜上にいるラムを睨にらみつけた。薄闇に浮かぶラムの顔、その見下してくる視線が妙に癇かんに障る。

「さっきから、お前、ホントに何のつもりだ？」

「別に」

「別にじゃねぇよ！　何のつもりなんだって聞いてんだよ！」

　たまらず声を荒らげ、スバルは地面のカンテラを蹴り飛ばした。砂の壁に当たり、ラグマイト鉱石を覆ったガラスが割れ、破片が砂に散乱する。

　しかし、その破損に目もくれない。今のスバルには、不遜なラムしか映っていない。

「人が必死こいてんのにちくちくちくちく聞こえてんだよ！　何のつもりだ、あぁ!?」

「別に何のつもりもないわ。行き止まり、これで終わり。選んだ道は間違いだった。ラムからバルスに言うことは何もない。それだけよ」

「嘘うそつけよ！　馬鹿か、お前？　隠す気があんなら全部隠せ！　ちらっと出してこれ見よがしにしといて、何もありません？　クソ馬鹿の発想か、ボケ！」

　冷めたラムの態度に反して、スバルの熱は高まる一方だ。

　仲間と逸はぐれ、時間は経過し、道は行き詰まった。この状況下で、ラムの態度はあまりに辛しん辣らつで一方的だ。努力を詰なじられ、見下される理由など、スバルにはない。

「ちょちょちょ、落ち着きって二人とも。そない本気で言い合いなんて……」

「黙ってろ！　今、俺とラムが話してんだろうが！」

　ヒートアップするスバルたちを仲裁しようとして、アナスタシアが無慈悲に追い払われる。その彼女を黙らせたスバルは、憤ふん怒どの形相でラムを睨みつけた。

「おら、言いたいことがあるなら言ってみろや！　聞いてやるからよぉ！」
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「──。ずいぶんと、バルスは先に進むのに熱心なのね？」

「当たり前だろうが！　何のためにここまできたと思ってんだ？　『賢者』に会うためだろうが！　そのためにこんな苦労して、それの何がおかしいんだよ！」

「違うわ。──ここにきたのは、『賢者』に会うためじゃない」

「あぁ？」

「ラムたちがここにきたのは、レムのことを目覚めさせるためよ」

　はっきりと、スバルを見つめてラムがそう断言する。その鋭い視線に射い貫ぬかれ、茹ゆだっていたスバルの思考がわずかに気け圧おされた。

　だが、『賢者』に会う＝レムを助ける、ではないか。

「一緒じゃないわ。レムを助けることが先にきて、『賢者』に会うのがその後ろ。優先順位が違う。……そう、優先順位が違うのよ」

「────」

「ラムはレムのために、妹を思い出すためにきた。それなのに、今は何をしてるの？　レムもいないのに、こんな場所でのらりくらり……ふざけないで」

「誰もふざけてなんかねぇよ！　けど、こうなっちまったんなら仕方ねぇだろ！」

　絞り出すようなラムの言葉に痛みを覚え、スバルは感情的な怒声を放つ。それを受け、ラムがゆっくりと、薄紅の瞳を悲痛な感情で満たし──、

「──どうして、バルスはレムじゃなく、ラムを捕まえたの？」

　世界が破れたとき、とっさにラムを捕まえた瞬間のことを糾弾された。

「どうせ、目先のことで手一杯なんでしょう。バルスは、いつもそうなのよ。いつもそうで、レムのことなんてどうでもいいんだわ。エミリア様やベアトリス様のことで頭が一杯なんでしょう。なんて男なの。レムが、可哀かわい想そうだわ」

「……黙れ」

「レムは、バルスのことを信じてたんじゃないの？　それとも、これもバルスの都合のいい説明？　適当な話？　女の前で都合のいいことばかり並べる、バルスの悪癖？　エミリア様やベアトリス様もお可哀想だわ。こんな男に騙だまされて！」

「黙れよ！」

「いいえ、黙らない！　バルスは本当は、レムのことなんてどうでもいいんでしょう！」

「──ふざ、けるなぁ!!」

　視界が真っ赤に染まり、ぶつけられる軽率な発言に脳神経が燃え上がった。

　高みからこちらを見下ろし、身勝手な言葉をぶつける高慢な女が憎らしい。掴つかんで、地竜の上から引きずり落とす。──そんな時間ももどかしい。

「インビジブル・プロヴィデンス──!!」

「く、あ!?」

　頭の中を駆け巡るどす黒い気持ちを、スバルはそのまま胸へ下ろし、解放する。

　生まれ出た黒い掌てのひらが快かい哉さいを叫び、地竜の背中で見当違いの糾弾を叫ぶ少女を掴むと、その体を砂の上へと引きずり下ろした。

　何が起きたのか、困惑するラムを見下ろして、スバルは歯は噛がみする。

「ふざけるな」

　スバルがレムを、何とも思っていないなどと、冗談ではない。

　怒りのあまり、思考の全てが白熱したような心境で、その細い体に圧のし掛かかり──、

「──ぅ」

　仰あお向むけのラムの首を、スバルの両手が力一杯に締しめ上げていた。

　細く、白い首にスバルの指がめり込む。音を立てて軋きしむ頸けい骨こつを、掌に強く感じる。

「……ぁ、ぅ」

　馬乗りになられて、首を絞められるラムの唇から呻うめき声が漏れる。

　端整な顔が苦痛に歪ゆがみ、桃色の唇の端から涎よだれが伝い落ちた。口の中で赤い舌が踊り、自由を求めて手足をばたつかせている。だが、その両肩を膝で押さえ込まれ、完璧なマウントポジションを取られては、さしものラムも反撃できない。

　このまま息が止まれば、ラムも自分の暴言を後悔し、反省するはずだ。

　スバルがレムに無関心で、彼女を蔑ないがしろにしたなどという身勝手な妄言を、その見当違いの逆恨みでスバルの心を傷付けたことを、後悔させてやる。

「お前が、悪い。お前が、お前が、お前が！」

　ラムが憎い。ラムが憎い。ラムが憎い。──ラムが、憎い。

　些さ細さいな憎しみの積み重ねが溢あふれ出し、ラムの顔色を死人のそれへ近付けていく。

「くたばれ、クソ女。……お前が、レムとそっくりな顔をしてると思うと、反へ吐どが出る」

「────」

「ああ？　なんだよ、聞こえねぇよ。言いたいことがあるんならはっきり──」

「……ら」

　スバルの恫どう喝かつ、その語尾に被かぶさるようにラムが小さく何事か呟つぶやいた。

　その音の響きに目を細めた──瞬間だ。

「な、ぁ!?」

　ラムに馬乗りになるスバルの眼下、砂地が炸さく裂れつを起こし、二人が吹っ飛ばされる。

　突然の爆風に砂を浴び、目と口の中を盛大に汚されてスバルがひっくり返る。同じく、爆風に巻き込まれるラムは横へ転がり、スバルの殺意を逃れ、咳せき込んだ。

　生じた爆発に裂傷を負い、砂の上には点々とラムの血が滴っていて──、

「魔法……！　てめぇ、もう泣いて謝っても遅ぇぞ！」

「それは、こっちの台詞せりふだわ、バルス……！　バルスみたいな薄情者の色魔、レムに会わせる価値もない。輪切りになって、砂の上で朽ちなさい」

「言ってろ！」

　痛む顔を押さえながら、スバルは片手で腰の裏の鞭むちを抜き放った。同時、ラムも自分の腿ももから愛用の杖つえを外し、戦意を迸ほとばしらせる。

「────」

　一撃の威力ではラムに分があるが、攻撃の速度ならスバルの鞭も負けていない。速度だけなら、鞭はこの世界の人外レベルの実力者にも通用する。

「そのすまし顔を抉えぐって、レムと同じその顔をこの世で一つにしてやるぜ」

「これは独り言だけど、馬鹿と話すと馬鹿がうつるわ。──黙って死になさい」

　砂が入って血走った目をするスバルと、殺意に染まる血の微笑ほほえみを浮かべるラム。両者がじりじりと間合いを測り、円を描くように通路上で対たい峙じする。

　そのまま一触即発、どちらも無事では済まない激突が──、

「──はい、そこまでや」

　──起こらなかった。

「────」

　呆ぼう然ぜんと、ラムが自分の胸を見下ろした。その薄い胸から、血に濡ぬれたナイフの先端が飛び出している。それは背中から侵入し、心臓を一突きした一撃だった。

「ぁ、く……」

「もう止められんし、どっちが有用か見比べた結果やから……堪忍な？」

　捻ひねり、傷口からナイフが引き抜かれ、鮮やかな血が噴き出した。

　為なす術すべなく、ラムの体が膝をついて、そのまま前のめりに倒れる。しばらく手足が痙けい攣れんするが、すぐに動かなくなり、砂に流れる血が染み込んでいった。

　それだけで、呆あつ気けなく、ラムの命が潰ついえて。

「お前、なんで……」

「ええ？　ナツキくんがそれ言うん？　ナツキくんがちまちましてるから、あのままやったらあかんと思うて手伝ってあげたんやないの」

　怒りの形相を向けるスバルに、ラムを刺さしたアナスタシアが肩をすくめる。その仕草に一切の呵か責しやくはなく、彼女は当然の仕事を果たした顔だ。

「もしかして、獲物を横取りされて我慢ならんから、うちを狙うん？」

「────」

　血染めのナイフを片手に、上目遣いに見つめてくるアナスタシア。彼女の言葉に押し黙り、スバルは値踏ぶみするようにその姿を眺める。

　馬鹿馬鹿しい、というニュアンスを孕はらんだアナスタシアの発言だが、一理ある。ここで同行者で争い合い、頭数を減らし続けるのも馬鹿な話だ。

　第一、アナスタシア＝襟えりドナは監視塔への案内役、まだ役に立つ可能性が高い。

　ムカつくことばかり言って、役に立たないラムとは違う。そう、失っては困る駒だ。

「……いいさ、今はお前の口車に乗ってやるよ」

「ん、それでええよ。賢い賢い。うちもホッとしたわぁ」

　わざとらしく胸を撫なで下ろし、アナスタシアは薄く微笑ほほえんだ。それから危うげに砂を踏み、スバルの前へやってくると、その白い手を差し出した。

「仲直りと、こっから先もよろしゅうねの握手」

「────」

「ナツキくん？」

　邪気のない、ように見えるアナスタシアの顔つきに、スバルは考え込んだ。

　直前に、アナスタシア──厳密には襟ドナだが、襟ドナを捨てるには惜しい、役立つ駒だと考えたが、その認識は本当に正しいのか。

　微笑んだ襟ドナだが、彼女はこの笑みのまま、ラムをあっさり刺殺したではないか。

　彼女が握手と反対の手に握るナイフ、身幅の厚いそれはサバイバル用の逸品で、彼女の細腕でも人体を容易たやすく貫いて、命を奪える。

　それは、ラムだけではない。スバルの命だって、同じことだ。

「……うちの手、取れんの？」

　握手を求め、首を傾かしげる襟ドナ。握手の距離、つまりナイフの届く距離だ。そして、鞭むちにとっては近すぎて不利になってしまう距離。

　──殺される前に、殺すべきではないか。

「ナツキくん？　どうしたん？」

「──。いや、何でもねぇよ」

　スバルは薄く笑い、それから襟ドナの右手に自分も右手を差し出す。

　握り合い、完全に油断した瞬間が狙い目だ。

　──インビジブル・プロヴィデンス。

　再発動した『見えざる手』が、襟えりドナの操るアナスタシアの細い首へ指を伸ばした。

　ラムのときと同じ失敗はしない。その首を、容赦なく握り潰す。

「────」

　黒い魔手の指先を相手の首へかけたまま、スバルは笑顔で彼女の手を握り返した。その感触に、襟ドナの微笑ほほえみが深まる。

　同時に、スバルの唇も陰惨な笑みを浮かべた。

「そしたら……」

　ここだ、と確信する。

　相手の唇が何事か紡いで、ナイフを振り上げる前に『見えざる手』に力を込める。その細い首を黒い掌てのひらが覆い、一瞬で頸けい骨こつをへし折り──、




　──その直前、放たれる風の刃やいばが少女の胴体を背後から真っ二つに両断した。




「────」

　風が吹いた、そう錯覚した直後のことだった。

　赤い飛沫しぶきが噴出し、「え？」という間抜けな声と共に、少女が上下に両断される。

　白い砂の上に血がぶちまけられ、冷たい空気に熱い内臓と、排はい泄せつ物ぶつとの湯気が入り混じり、おぞましい異臭が空洞の中に立ち込める。

「──ぁ」

　その光景を目の当たりにして、スバルも愕がく然ぜんと自分の手元を見る。

　そこには固くスバルと握手を交わしたまま、上半身だけでぶら下がるアナスタシアの体がある。彼女はその両目を見開き、呆ぼう然ぜんとスバルを見ていた。

　その後ろには腰で断たれた下半身が倒れ、筋肉の弛し緩かんで失禁が垂れ流されていた。

「あ、あああああ──!?」

　壮絶なアナスタシアの有様に、スバルの喉が絶叫する。

　とっさに振りほどこうとするが、握力が尋常ではない。結果、体が半分になったアナスタシアが振り回され、徒いたずらに血と内臓が辺りにぶちまけられる。

「は、放せ！　放せえぇぇ！」

「いややぁ！　ウチ、死にたない……！」

「もう死んでんだよ！　助かるわけねぇだろ!?」

　生々しく、生を渇望する慟どう哭こくを聞かされ、スバルは悲鳴のように言い返す。

　体が真っ二つになり、血と内臓がこぼれ落ちているのだ。即死していないのが間違っている。手を掴つかんだままなのがおかしい。何もかも、誤っている。

「この、馬鹿、クソが！　とっとと死ねよぉぉ！」

「い、やぁ……っ」

　乱暴にアナスタシアの顔を掴つかみ、力ずくで彼女の体を引きはがす。涙ながらに何かを叫ぶ少女を、スバルはやっとの思いで遠ざけ、放り捨てた。

　元々小柄な体を半分にして、アナスタシアが自分の血でできた血ち溜だまりに転がる。

「置いて、か、ない、でぇ……」

　血溜まりで、溺れるように呟つぶやかれた声が最後だ。

　それきり、アナスタシアの声は聞こえなくなる。遅れてやってきた死、それに追いつかれた結果だ。込み上げる嘔おう吐と感、それを盛大にぶちまける。

「げ、おえっ！　げほっ！　げほほっ！　はぁ……っ」

　ほとんど空っぽの胃の中身を吐いて、黄色い胃液を乱暴に袖で拭う。吐いて、項垂うなだれている場合ではない。今、アナスタシアを殺したのは──、

「──バルス」

「この、死に損ないが……っ」

　ゆらりと、砂の上に落ちたカンテラの明かりに人影が映り込む。それは、半身を血で染めたラムだ。ナイフで胸を抉えぐられながら、なおも彼女は生きていた。

　それが虫の息だろうと、執念でアナスタシアを殺し、今、スバルをも──、

「死ぬなら、一人で、死ねよ……」

　喘あえぐように呼吸しながら、スバルは自分の得物である鞭むちを手探りに探す。が、見つからない。その間も、ラムは危うい足取りで近付いてくる。

　鞭は間に合わない。ならば、もはや取れる手立ては一つ。

「インビジブル・プロヴィデン……!?」

　この短時間で、すでに何度となく頼りにした切り札。

　再びその力に縋すがろうとした瞬間、不意の激痛がスバルの眼球を焼き尽くした。

「が!?　あぁ!?　ごああぁ!?」

　頭蓋骨を錐きりで穿うがつような痛みが、スバルの眼球をひっくり返らせる。異能の反動に脳を焼かれ、頭を抱えたスバルが血涙を流しながら砂の上をのたうち回った。

　頭蓋の中、地獄の饗きよう宴えんが始まり、全神経が沸騰する。痛みが、逃がしてくれない。

「あああ！　があ！　おおおおあああ!?」

　その、絶叫して悶もだえるスバルに、瀕ひん死しのラムが血塗まみれの杖つえを持ち上げ、向ける。

　アナスタシアの血溜まりへ転がり、他人の内臓塗れになって、なおも絶叫はやまない。そのスバルへ、ラムの唇がたどたどしく、詠唱を続ける。

　そして詠唱が完成し、生じる風の刃やいばがスバルを切り刻まんと──、

「────」

　そうなる直前に、冷たい砂の空洞に何かが噛かみ砕かれる音が響いていた。

　耳障りな音は絶え間なく続き、不愉快な水音が入り混じる。

「あ、は、ぁ、ぁ？」

　死ぬと、切り刻まれると、確信した死がやってこない。

　やがて、のたうち回っていたスバルの頭から、激痛と喪失感が薄れてゆく。

「な、にが……」

　左手で顔を覆い、体を起こす。それだけのことに馬鹿に時間をかけながら、スバルは血涙で真っ赤に染まった顔で、ゆっくり辺りを見回した。

　痛みと血涙は、『見えざる手』を何度も使った反動だろう。想像を絶する苦痛に苛さいなまれ、いったいどれだけ苦しんでいたのか。

　何な故ぜ、そんな悶もだえ苦しむ時間が自分にあったのか。

「……パトラッシュ？」

　呆ぼう然ぜんと、へたり込むスバルの傍かたわらに、漆黒の地竜が寄り添っていた。

　砂にしゃがみ込む地竜が呼びかけに気付いて、その健在を示すように長い尾を振る。

「お前は、無事だったのか。……ラムは、どうなって」

　まさか、スバルにトドメを刺さす寸前に力尽きたのだろうか。

　あまりにご都合主義だが、ラムだって致命傷を負っていた。おかしな話ではない。

「運が、いいのか悪ぃのか……」

　いずれにせよ、今はそんなことを言っている場合ではない。邪魔者がいなくなったのなら、速やかにこの場を逃れ、監視塔へ向かわなくては。

「パトラッシュ……悪い、乗せてくれ」

「────」

「パトラッシュ？」

　その背中に呼びかけるが、愛竜はスバルの指示に従わない。

　それどころか、その場にしゃがみ込んだパトラッシュは一度もスバルの方を振り返ろうとしない。ただ悠然と砂の上に座り、スバルの傍らで荒い息をつくだけだ。

　その姿に、無視される事実に、次第に怒りが募り始める。

「おい、パトラッシュ。聞いてんのか？　おい！」

　それはラムやアナスタシアに対して感じた苛いら立だちと同種のものだ。普段ならありえない速度で降り積もる負の感情、それを無反応の地竜へもぶつける。

「こっち向け、この野郎！　俺をなんだと思ってやがる！」

「────」

「こいつ、やっと人の話を──」

　聞く気になったのか、と砂を投げつけるスバルにパトラッシュが振り返る。その殊しゆ勝しような態度に舌打ちを堪こらえ、怒鳴りつけようとしてスバルは気付く。

　──振り返ったパトラッシュの口が、常軌を逸して赤く染まっていた。

「────」

　その紅は、もはやこの短時間ですっかり見慣れてしまった色だ。

　スバルの服も、顔も、べったりとそれで汚れていたし、渇いた砂は今もそれを吸い続けている。漂う異臭には糞ふん尿にようと、色濃いそれが混ざっている。

　だが、気付きたくはなかったし、気付くべきではなかった。

　──パトラッシュの口元、その牙に『桃色の髪の毛』が無数に絡みついていることに。

「ひ」

　身じろぎして、気付く。パトラッシュの向こうに、見失ったラムが倒れていた。

　もう、彼女はぴくりとも動かない。当然だ。だって、首から上がないのだから。

　頭蓋を凶悪な牙に噛かみ砕かれ、頭の中身を全部こぼしてラムは死んでいる。腸はらわたをぶちまけたアナスタシア同様に、彼女は頭の中身をぶちまけたわけだ。

　そして、それをしたパトラッシュの黄色い瞳が、今、スバルを見ている。

　その爬は虫ちゆう類るいに似た黄色い眼めが、鋭い凶気に染まっていて。

「やめ──」

　くわ、と目の前でその顎が開くのが最期の光景だった。

　そのまま意識が途絶える寸前まで、スバルは自分の体が噛み砕かれる音を聞いていた。頭が砕かれ、耳が死んでからも、ずっと。

　どこで音を聞いていたのか、不思議で、笑いそうだけど、笑えない。

　笑う口はないし、笑える命はないし、笑えることなんて、何もないし。




　──相棒に噛み砕かれて、ナツキ・スバルは息絶えた。





　　　　５






　──何かが壊れていく音を、意識だけが延々と聞き続けていた。

　骨が噛み砕かれ、脳がすり潰され、眼球がひび割れて中の水が溢あふれ出す。

　頭蓋、砕かれたのは頭の骨だ。その内側の、大事なものが全部一緒くたに混ぜられる。

　一切合切区別なく、意識と記憶は肉の色をした反へ吐どに化ける。

　まるで、頭が割れるように痛い。──そう考えて、意識が嘲あざ笑わらった。

　すでに割れるどころか、大事なものは全部砕け散ったあとだ。痛みを感じる部分だってとうになくしているのに、今さら何を言い出すのか。

　記憶を溜ため込む脳が潰れ、考えるための器官は壊れ、そもそも生命の維持に必要な部位が根こそぎ爆はぜて、それを『死』と呼ぶのではないか。

　そうなった人間は死ぬのだ。だから当然、ナツキ・スバルも──、




「──ルス。バルス。しっかりしなさい」

　茫ぼう洋ようとした意識の首根っこが掴つかまれ、無理やり明るい場所へ連れ出される。

　戻って、最初に感じたのは誰かが自分を呼ぶ声だ。声、だけではない。軽く、頬ほおを叩たたかれている感触もあった。砂の、ざらつく味が舌の上を踊っている。

「バルス、いい加減に起きないと、瞼まぶたを焼き切るわよ」

「──っ」

　寝起きの頭に恐ろしい脅しを聞かされ、意識が急速に浮上する。

　声に導かれるままに、意識は暗黒の海を浮上し、息苦しい水面みなもを割って、外へ──、

「──バルス、起きたの？」

　すぐ眼前に、薄紅の瞳を細めるラムの顔があった。

「────」

　息遣いが届いて、危うく唇が触れ合いそうな至近距離だ。無論、そんな色っぽい目的ではなく、周囲が暗く、こうでもしないと互いの顔が見えないだけだ。

　一息、スバルの口から息が漏れ、ラムの顔がゆっくりと離れた。現実感のない闇色に染まった世界で、スバルは自分の存在を、砂を握りしめて実感する。

　そして、自分が『死に戻り』したのだと、そのことも自覚した。

「俺、は……」

　心臓の鼓動を確かめながら、時間をかけて何があったのかを思い出す。

『死』の瞬間の訪れは常に鮮烈で、記憶の完璧な保持はいつだって望めない。順繰りに、自分の『死』の直前までの行動を追い、意識の奥底に沈んだ『死』を見み出いだして──。

「うぶ……っ」

　何の意義も意味もない、罵り合いと殺し合いが不意に鮮明に蘇よみがえった。

「バルス？」

「うっ、え……げぇっ」

　スバルの様子を訝いぶかしむラム、彼女に応じる余裕もなく、嘔おう吐と感に目が回った。

　自分の『死』なら、すでにスバルは両手の指では足りないほどに経験したベテランだ。だからといって、スバルが『死』に慣れることなど、決してない。

　それは自分はもちろん、他人の──仲間の、誰の『死』であっても同じことだ。

　自分が死ぬのは怖い。だが、身内に死なれるのだって、心が引き裂かれる思いだ。

　──ましてや、直前のラムの惨むごたらしい死に様は、初めて味わう最悪の衝撃だった。

「……ぉ、げぇ。げほっ、がほっ」

　思い出すまいと必死になるのは、思い出そうとするのと何ら変わらない。

　ラムの惨い最期を、信頼するパトラッシュの凶行を、忘れようとすればするほど、スバルの脳裏に地竜の牙に絡んだ桃色の髪と、頭部の残骸が鮮やかに浮かび上がる。

　結果、込み上げてくる嘔吐感を堪こらえ切れず、スバルは砂に向かってえずく。

　しかし、喉と胃袋は『死に戻り』の衝撃から立ち直れず、痙けい攣れんするばかりで、スバルは延々とその場で涎よだれを垂らし続けるだけだ。

「……目覚めたかと思ったらいきなりそれ？　情けないわね」

　砂に手をついて、必死に喘あえぐスバルに冷淡な声がかかる。すぐ傍かたわらでスバルを見下ろしているラム、その冷たい態度に『死』の直前の言い争いが想起された。

　あの、理由もなく湧き上がった殺意の激情と、殺し合いの発端となった口論──衝動に支配された記憶に胸が疼うずき、怖くなる。

　また、あんな凶気的な出来事が起きたらどうすれば──、

「──噛かむんじゃないわよ」

「──っ」

　一言、そう前置きしたラムが、スバルの顎を指で捕まえた。

　驚き、硬直するスバル。そんなスバルの反応を意に介さず、ラムは口を開かせると、心底つまらなそうな顔のまま、自分の白い指をスバルの喉の奥に突っ込んだ。

「……!?　ぉ、えぉっ」

「バルスの不器用は筋金入りだと知っていたけど、ここまでだと赤ん坊同然ね」

　他人の指に喉を犯され、スバルの食道が乱暴に凌りよう辱じよくされる。

　すると、それまで痙けい攣れんするばかりだった胃袋と喉が新たな驚きを受け入れ、自然と込み上げる嘔おう吐と感を砂の上に吐き出させる。

　出るのは胃液と唾液だけだが、それでも嘔吐の前よりずっと楽になった。

「えほ、げほっ……はぁ、ふ……悪ぃ、もう、大丈夫……っ」

「そう？　満足できたみたいでよかったでちゅね」

「お、お前な……」

　袖で口元を拭うスバルに、ラムが肩をすくめながら赤ん坊言葉で返す。

　その態度に思うところはあるが、乳児レベルの粗相をしでかしたのは事実だ。反論する余地などないし、今もラムの掌てのひらはスバルの背中を優しく撫なでている。
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　わかりづらく、辛しん辣らつな心遣いだ。

「手、もういいって。それより、ここは……」

「監視塔の光と、空間の捻ねじれが破れたことは覚えているでしょう？　その亀裂に呑のみ込こまれて、投げ出された結果がここよ」

　背中の手を逃れたスバルに、ラムが辺りを顎でしゃくって説明する。その彼女の説明を聞いて、スバルは遅れてやってきた驚きに打たれた。

「────」

　アウグリア砂丘の挑戦で、すでにスバルは三回命を落としている。──だが、三回目になる今回、『死に戻り』のリスタート地点が前回までと変更になっている。

　地上での花畑の攻略から、エミリアたちと逸はぐれたあとの砂宮攻略の開始地点へと。

「情けない顔」

『死に戻り』の事実に強こわ張ばったスバルの顔に、不意にラムの指が触れてくる。その温ぬくもりに視線を動かせば、ラムは変わらない表情のまま頷うなずいて、

「焦あせらないで、落ち着きなさい。起きてしまったことは起きてしまったことよ。今は冷静に事態を受け止める。バルスには高度な要求かもしれないけど」

「────」

　冷たい砂の上、静かなラムの声と指の温もりが、少しずつ混乱を落ち着かせてくれる。

　ラムの意図と、スバルの心中の混乱は微妙に方向性が異なったものだ。

　ラムは転移によって仲間と逸れたことを、スバルは『死に戻り』したことと、そのリスタート地点の変更を、それぞれショックとして受け止めていた。

　やがて、スバルはラムの言葉と思いやりを噛かみしめ、ゆっくり息を吐くと、

「……ラム」

「なに？」

「お前の指、すべすべしてて気持ちいいな……ぶべ!?」

「図に乗るんじゃないわ。このバルスが」

「人の呼び名を悪口みたいな使い方するのやめてもらえます!?」

　迂う闊かつな発言の代償に平手を喰くらい、スバルは涙目でそう訴える。が、そそくさと砂で指を拭っているラムは、その訴えを棄却する構えだ。

　珍しく優しくしてくれたかと思えば、即座にこれとは冷たいものだ。──それでも、いつも通りの彼女とのやり取りに、スバルは心の底から安あん堵ど感を覚える。

　何一つ、状況は好転していない。それでもなお、心は救われたがっていた。

　だから、あと一つ、この状況を動かす前に、言っておくことがある。

「──なに？」

　自分を見つめるスバルに、ラムが訝いぶかしげに眉を顰ひそめる。

　その、彼女の薄紅の瞳を見つめながら、スバルは息を吐いて、言った。

「ラム、どうして俺がお前を掴つかんでたかっていうと、世界が破ける前にお前を捕まえてたのと、お前が一番弱ってたのと、お前が近くにいたのと、それと、ええと……」

「────」

『──どうして、バルスはレムじゃなく、ラムを捕まえたの？』

　スバルの言葉を聞くラムの顔が、そう発言したときのラムの顔と重なる。

　あの不自然な殺し合いが起きたとき、明らかにスバルたちは冷静ではなかった。正常な精神状態になく、あらゆる些さ細さいなことが殺意に繋つながるほど増幅された。

　あれは、濃密な瘴しよう気きが引き起こした、最悪の、ありえないはずの殺し合いだった。

　でも、あの場で吐き出した言葉の全部が全部、嘘うそだったとは思えないから。

「あの瞬間、お前と他の誰かとを天てん秤びんにかけたわけじゃない。つか、俺にそんな余裕はなかったという、極限状態における行動力のしょぼさを根拠として……」

「──馬鹿ね」

「ああ？」

　必死に釈明を重ねるスバルを、短いラムの声がバッサリとぶった切った。

　そのあんまりな発言にスバルが顔を上げると、その鼻先にラムの指が突き付けられる。──否いな、鼻先ではなく、鼻を指で突かれた。鋭い痛みが走る。

「ぐおおお！」

「うだうだとした言い訳にはうんざりだわ。──自分を責めるだけ無駄よ。誰の責任かなんて、追及する意味はないわ。そんな時間の無駄より、するべきことがある」

　のけ反るスバルに嘆息をぶつけ、ラムは傍かたわらのカンテラを拾って立ち上がる。側面を叩たたくと、中のラグマイト鉱石が淡く発光し、砂の迷宮の闇が切り裂かれた。

「ただでさえ、バルスがゲロ吐いていた時間を無駄にしているんだから」

「わ、かってる……その、他のみんなは？」

「大体、逸はぐれているわ。ラムとバルスを除のぞけば……ちょうど、戻ってきたところね」

　答えのわかっている質問をする自分、その白々しさを嫌悪しながら口を袖で拭った。

　見れば、ラムが照らしたカンテラの光に、同じように別の光がぶつかる。周囲の探索を切り上げ、合流のために戻ってきたアナスタシアとパトラッシュだ。

　──その、光の中へ姿を見せる、凛り々りしくも凶暴な地竜の顔立ちに、心胆が震える。

「馬鹿か、俺は。……いや、馬鹿だ俺は」

　自分の胸倉を強く掴んで、スバルは自分の弱気を噛かみ殺そうとする。

　あの異常な不和を、この期に及んで引きずる理由などない。パトラッシュに殺されたことは、確かにスバルの中で深い深い傷となって残った。

　それでも、スバルは自分を殺した相手とだって、何度も向き合ってきたではないか。

「そうだよ。レムだって、ラムだって、最初は……」

　今しがた、わかりづらい優しさを見せたラムだって。

　あれだけスバルを献身的に支え、絶望から救ってくれたレムだって。

　最初の関係は最悪だったし、命を狙われたことも、奪われたこともあったのだ。

　それと比べれば、本意ではなかった先の出来事など、可愛かわいいものだ。

「──よかったわ。ナツキくん、目ぇ覚めたんやね」

「おかげさまで。それで、奥の様子はいかがでしたか？」

　正面、ラムとアナスタシアの二人が言葉を交わしている。

　この先の方針と、砂の迷宮の攻略方法を話し合っているはずだ。そこに混ざり、彼女たちに伝えなくては。──二度と、あんな惨劇を引き起こさないために。

「────」

『死に戻り』したことで、『死』の前後の出来事や影響はあの瞬間に置き去りにしてきた。

　だから、今、スバルが感じる痛みや喪失感は全て錯覚で、まやかしなのだ。

　そのまやかしに打ち勝って、スバルはスバルの戦いを、仲間たちと無事に乗り越える。

　そのために、そのために、そのために──。

「──抗あらがえよ、ナツキ・スバル。お前に、怯おびえてる暇なんてないんだよ」

　そうして、自分に言い聞かせ、恐怖を殺して、スバルは深く、息をする。

『死に戻り』した世界の過あやまちを、その行動によって塗り替えるために。

「────」

　そんなスバルを、漆黒の地竜だけが憂えるように、その瞳で見つめているのだった。






第五章　『監視塔の番人』













　　　　１






「──アナスタシアさん、ここ、天井が低いから気を付けてくれ」

「ん、わかったわ。ありがと」

「ラム、ちょっと足場が悪い。パトラッシュなら大丈夫だと思うけど、注意してくれ」

「……ええ、わかったわ」

「そうだ、ラム、寒くないか？　あれなら、俺のマントを羽織っててもいいぞ」

「────」

　足を止めて、スバルは脱いだマントを竜上へ差し出し、ラムの体調を慮おもんぱかる。そのスバルの気遣いに、ラムは沈黙し、じっと見つめてくる。

　その、こちらの胸中を見透かそうとでもするような視線に、居心地が悪い。

「な、なんだよ。どうしたんだ」

「バルスの方こそ、その薄気味悪い気遣いはなんなの？　何の企たくらみがあるの？」

「何も企んじゃいねぇよ。ただ、俺はお前たちに健やかでいてほしいだけで……」

「いやらしい」

「いやらしくねぇよ!?」

　軽蔑の眼まな差ざしに声を荒げ、スバルは評判の悪さにマントを羽織り直した。そして、頭を掻かきながらラムたちに背中を向ける。

　──正直、ラムの疑いはもっともだ。スバルも、自分の行動に困惑していた。

　前回の『死』を受け、ああならないようにラムたちのご機嫌取りをしている、というわけではない。あんな異常事態、そうそう陥らない自覚ぐらいはあった。

　ただ本当に、純粋に彼女たちのことが心配なのだ。

　たぶん、この感情は、目の前で彼女たちの『死』を見届けたことと無関係ではない。

「────」

「何を苦いものを噛かみ潰した顔をしているの。言いたいことがあるなら言いなさい」

「……いや、何でもね。靴の中に砂が入って気持ち悪いだけ」

「隠すならもっとうまく隠しなさい。その下手さで、女を不安にさせるものじゃないわ」

　ぴしゃりと言われて、スバルは再び唇をへの字に曲げた。

　ラムの言葉の意味は明白だが、いったい何を言えというのか。まさか、お前たちが大事で心配だから、万全のエスコートをさせてほしいとでも言えばいいのか。

「……いやらしい」

「沈黙に勝手な解釈を付けるな！　被害妄想だよ！」

「自分を棚に上げてそれ？　これはもう駄目ね」

「俺が棚に上がってるとしたら、お前は神棚に自分から上がって見下ろしてるよ？」

「ハッ！」

　感情の整理のつかないスバルに、前回の記憶など全くないラムは容赦がない。その事実が憎らしいやら、安あん堵どに繋つながるやら、スバルの心情は複雑怪奇だ。

　ただ、あんな醜みにくい自分を、彼女たちが覚えていないことにはホッとしていると思う。

「ラムさんって、ナツキくん相手やとホントに容赦ないなぁ」

　と、そんな一方的な口論を交わしている二人に、アナスタシアが苦笑する。嫌いや味みにならない程度の仲裁、それを挟みながら彼女は自分の頬ほおに手を当てて、

「それとも、うちのおらん間に何かあったん？」

「生あい憎にく、ラムとバルスを二人きりにしても何もありませんよ。翌日、バルスが無残な死体になって発見されるだけです」

「何なの？　お前、人じん狼ろうゲームの人狼？　怖い」

　そんな軽口を叩たたき合い、なおも歩みを止めないスバル。その先頭を行く背中に首を傾かしげて、アナスタシアは「ナツキくん」と呼びかけてくる。

「今の冗談はともかく、気張りすぎるんも問題やよ？　さっきの分かれ道やって、どっちを選ぶか根拠がなかったんは事実なんやし」

「孔こう明めいには悪いことをしたけれどね」

　アナスタシアとラム、二人がスバルの変調の原因を推察し、口々にそう言った。そんな二人の言葉に、スバルは曖昧に頬ほおを掻かくしかできない。

　──二回目の砂宮探索となる今回、スバルたちはすでに問題の分かれ道に到達し、前回とは反対の左の道に進路を決め、進んでいる真っ最中だ。

　分かれ道を選択するとき、正直、スバルは自然な誘導ができたとは思えていない。それでも二人が聞き入れてくれたのは、それだけスバルの態度が必死だったからだ。

　右の道へ進めば、瘴しよう気きに狂わされる。──もう二度と、あんな大惨事は御免だった。

　ただし、それは左の道の安全性を保証するわけではない。故に、スバルは慎重に、微に入り細を穿うがつ覚悟で石橋を叩たたき、二人と一頭の安全に尽くしているのだ。

「この気持ち悪い紳士ぶりは、転移したときに頭を打った後遺症？」

「何なの!?　俺が気遣いしたら異常事態なの？　やってることはユリウスと変わんねぇだろ！　あいつはよくて、俺はダメなのかよ！」

「やって、ユリウスのは自然やけど、ナツキくんのは不健全……不自然やし」

「不健全って言った!?」

　あんまりな言われように目を見開くが、女性陣はそれに取り合ってくれない。無下にされて落ち込むスバル、その肩にパトラッシュが慰めるように鼻先を押し付けた。

「──。お前は優しいな。ホントに、よくできた相方だよ」

　そうして慰めてくれるパトラッシュに、一瞬だけ逡しゆん巡じゆんした自分をスバルは恥じる。

　ラムやアナスタシアの不審を買い、パトラッシュの慰めに体は緊張する。そんな調子で彼女たちを守れるものかと、スバルは自分の頬を叩き、気合いを入れ直した。

　とにかく今は、一刻も早く砂宮を攻略し、逸はぐれた仲間との合流を急がなくては。

　──極々短時間でのリスタート地点の更新、それは水門都市と同様、スパンの短さが気掛かりでもあるが、それ以上の問題がスバルの心を焦あせらせている。

　それは、リスタート地点の更新によって、救いたいものを救えなくなる可能性だ。

『名前』と『記憶』を喰くわれたレムを、『死に戻り』で取り戻せなかったように。今、この瞬間、スバルの手の届かないところで、分断された仲間たちに悲劇が起きていたら。

　スバルの命では埋め合わせられない、その喪失が恐ろしい。

「早く、合流しねぇと……！」

　ここにいない、エミリアやベアトリス、ユリウスにメィリィ。そして、レム。

　彼女たちの身に不幸な出来事が起きていないことを、願う。

　ナツキ・スバルの手の届かないところで、彼女たちが傷付けられていないことを。

　だから──、

「一歩でも、先に進もう。でも、二人がケガしてもダメだから慎重にな。何か気付いたらすぐに言えよ。俺にできることなら何でもするから」

「……やっぱり、重症ね」

　逸はやる心と安全第一の鍔つば迫ぜり合いが、スバルの言動から一貫性を奪っていた。そのことにラムが呆あきれ、アナスタシアが苦笑する。パトラッシュも、小さく嘶いなないた。

　──幸いというべきか、すでに分かれ道からそれなりの距離を歩いたが、あの忌まわしい鉄の扉とは一枚も出くわしていない。つまり、あの扉の先から溢あふれ出した瘴しよう気きに狂わされ、殺し合いに発展した惨劇は避さけられたと思ってよさそうだ。

　とはいえ、それで単純に左の道が正解ですとは考えにくいし、実際そうだった。

「──なんや、変な臭いがしてこぉへん？」

「臭い？」

　形のいい鼻を鳴らして、そう言ったアナスタシアにスバルは眉を顰ひそめる。それから、彼女に倣って嗅覚に集中し、問題の臭いにスバルも気付いた。

　暗い通路の先、カンテラの明かりの先から漂ってくる臭いは──、

「何かが燃えている臭い、ね」

　わずかな熱気を孕はらんだ風に、ラムが端的な感想をこぼした。

　その言葉に、スバルとアナスタシアも顎を引く。そう、これは何かが燃える臭いだ。シンプルな炎の香りが鼻び腔こうに滑り込み、存在を主張してくる。

「エミリア様が迂う闊かつにも焚たき火びしながら休んでいる……その線はあると思う？」

「迂闊に火を焚きそうなのがエミリアたんなのは同意見だが、すぐには頷うなずけねぇな。このタイミングで、火の臭いなんて……」

「怪しすぎる。……エミリアさんらの可能性は、なくはないけどやね」

　代わり映えのない砂宮の中、待望の変化と言えなくもない。が、実際に異変と直面したスバルたちの意見は、三人揃そろって警戒の一言だ。

　相手の正体がわからない以上、それこそ迂闊に声をかけることもできない。しかし、睨にらみ合いを続けていても埒らちが明かない。

「──俺が見てくる。明かりを消して忍び足、それなら見つかる可能性も低い」

　手元のカンテラの明かりを落とし、スバルが斥候役を買って出る。この三人なら、スキル的にも心情的にも、一番危険な役どころはスバルが適任だ。

「何かあったらバルスを囮おとりにするわ。恨まないようになさい」

「そのときは呪わせてくれ」

　頑張れ、なんて可愛かわいげのあることを言わないラムの一言に勇気づけられる。

　そのやり取りに背中を押され、スバルはラムたちをその場に残して、ゆっくりと暗がりの通路を前進、抜き足差し足忍び足だ。

「────」

　息を潜め、砂を静かに踏ふみしめながら、スバルは炎の香りを辿たどってゆく。楽観視したように、エミリアたちが焚火をしてくれていれば最高、そうでなくても人の痕跡が見つかると気持ちが安らぐ。最悪、『賢者』が焼き肉をしていても構わない。

　この状況に変化を、とスバルが願いながら、少し強めに足を踏み出した。

　──瞬間、スバルの足下が不意に崩れ、砂山の崩壊に体が呑のみ込こまれていた。

「な、おああああ──!?」

　不意打ちの足場崩壊に、スバルは為なす術すべなく砂の斜面を転がり落ちる。おおよそ十数メートル転がり、最後には頭から砂山に突っ込んだ。

「うげ！　ぺっ！　また砂……いや、それより、なんで崩れて……」

　数時間ぶりに砂粒を味わい、スバルは口の中の異物を吐きながら体を起こす。そして、早口に漏れる愚痴が途中で途と切ぎれ、スバルは黒瞳を見開いた。

　──そこは広々と、天井まで数十メートルはあろうかという開けた空間だった。

「────」

　橙だいだい色いろの微かすかな明かりが、視界に広大な空間をぼんやりと浮かび上がらせる。空間は広いドーム状で、はるか高い天井はおそらく地上の砂丘と繋つながっている。

　天井は天然の落とし穴となっており、そこから地上の砂と、落とし穴に引っかかった哀れな獲物が落ちてくる仕組みだ。哀れな獲物──それが、アウグリア砂丘に挑んだ冒険者たちであり、同時に砂丘に生息する魔獣たちでもある。

　その証拠に──、

「────ッッ！」

　轟とどろく咆ほう哮こうは、同じ空間の砂の上に寝そべっていた魔獣、花おい魁らん熊ぐまが放ったものだ。

　地上にいた一体が、落とし穴から地下に落ちてきたのだろう。一つの花畑に擬態していた魔獣が、滑落したスバルの悲鳴を聞いて、猛然と起き上がる。

　その、花に精気を吸い尽くされた瞳が、暗闇で尻餅をつくスバルを捉えた。

　敵はたったの一体、それでも、熊も同然の敵はスバルにとって圧倒的脅威だった。

「──っ」

　ぐっと奥歯を噛かんで、スバルは目前に迫る脅威に対して慌てて立ち上がる。脳裏に浮かぶ選択肢は二つ、逃げるか、立ち向かうかだ。

　背後、落ちてきた砂山を登れば、元の通路へ戻れなくはない。傾斜はゆるいし、所詮は砂の山、どうとでも登れる。だが、ラムたちを危険に晒さらしてしまう。

　──一瞬、頭を掠かすめたその考えが、結局は二つの選択肢の両方を奪い去った。

「──ぁ」

　腰の裏の鞭むちを取るにも、後ろの砂山に取りつくにも、どちらにしても時間が足りない。突っ込んでくる魔獣が腕を振り上げ、涎よだれを垂らしながら眼前へ迫る。

　そのまま、花魁熊の凶悪な爪が、スバルの体をバラバラに引き裂いて──、

「────ッッ!!」

　──瞬間、横合いから襲いかかる巨体が、花魁熊の胴体を赤々と貫いていた。

「────ッ!!」

　猛烈な速度で横から一撃され、鋭い槍やりのような物質に貫かれた花魁熊が絶叫する。それは怒りと苦痛の咆哮だったが、長くは続かなかった。

　何な故ぜなら、花魁熊のその全身が、前触れなく一瞬にして燃え上がったからだ。

「────」

　着火地点がどこだったのか、そんな議論が馬鹿馬鹿しくなるほど壮烈に魔獣が燃える。

　哀れ、花おい魁らん熊ぐまは抵抗する暇すら与えられず、その命を瞬く間に焼き尽くされていた。

　その結果、命拾いをした。──などと、スバルが安あん堵どする余裕があるはずもない。

　花魁熊を焼き殺したのは、花魁熊以上の脅威だ。

　漂ってくる魔獣の焼ける臭いが、スバルたちが通路で感じた炎の臭いだったのだと、どこか思考の冷静な部分が理解する。

　そして、冷静になれない部分は、眼前のそれに圧倒されていた。

　それは──、

「────ッッ！」

　──それは、無数の赤ん坊が一斉に泣き喚わめくような声を上げる、異様な魔獣だった。





　　　　２






「────ッ!!」

　響き渡る魔獣の咆ほう哮こうを聞きながら、スバルは現実逃避気味に考える。

　どうして魔獣たちはどいつもこいつも、人の神経を逆さか撫なでする声で鳴くのだろうかと。

　無数の赤ん坊が泣き叫ぶような、高くひび割れた鳴き声がスバルの全身に浴びせられる。

　──その、泣くような咆哮を上げるのは、あまりに冒ぼう涜とく的な外見の存在だった。

「────」

　これまでスバルは、望まぬ形だが多くの魔獣を見てきた。どの魔獣にも生物としての定型があり、異形の存在とはいえ、生命のルールとモラルがそこにはあった。

　白はく鯨げいや大おお兎うさぎですら、その最低限のルールは守っていたように思う。

　しかし、今、目の前で咆哮する存在は、その最低限のルールにすら当てはまらない。

「────ッ!!」

　泣き叫ぶ魔獣、その外見に無理やり類似点を見み出いだすなら、馬が近いだろうか。

　たくましい蹄ひづめを備えた四本の足と、その足に支えられる太い胴体。臀でん部ぶから長い尾が垂れており、そこまでは確かに馬と同じと言える。だが、本来なら馬の頭部がある位置、そこから生えているのは、あろうことか人の上半身だった。

　その、人の胴体には頭がない。代わりに、ねじくれた巨大な『角』が生えていた。

　スバルの知識の中なら、半人半馬のケンタウロスという空想上の生き物に類似していると言えるが、まるでその再現を途中で投げ出したような歪いびつなフォルムだ。

　体長は花魁熊の倍以上、五メートルはある巨大すぎる異形だった。

「────」

　その、子どもの下手な粘土細工のような生命の冒涜に、スバルは声が出ない。

「────ッ!!」

　その間も金切り声を上げ、ケンタウロスは炭すみ屑くずとなった花おい魁らん熊ぐまの亡なき骸がらを踏ふみ潰す。

　頭部がないのに上がる鳴き声は、魔獣の胴体──人の上半身部分の、胸から腹にかけてが縦に裂け、横向きに鋭い牙の生え揃そろった口こう腔こうからのものだ。

　その異形に加え、ケンタウロスの上半身は赤々とした炎の鬣たてがみを背負っている。それが信じられない火力で砂の空洞を焼き、周囲を赤々と照らし出していた。

「ひ」

　明かりに照らし出される空間、それを見たスバルの喉が悲痛に鳴った。焦げ臭い香りの正体が、魔獣の焼かれた臭いだったのはすでに判明した事実。

　だが、この空間の役割はそれに留とどまらない。──立ち竦すくむスバルの周囲には、想像以上の数の焼死体、炭屑となった生命の残骸が散乱していたのだ。

　魔獣の火葬場、無数の焼死体に囲まれるスバルの脳裏に、そんな単語が浮かんだ。

　つまりは、ここも罠わなだ。──『砂時間』と魔獣の花園、そして瘴しよう気きの道に続く、プレアデス監視塔への到達を阻はばむための性悪トラップ、その一環だった。

「────」

　その結論を得たスバルの方へと、ぐるりとケンタウロスの上体が向けられた。異形は花魁熊を殺し尽くすと、次なる獲物にスバルを定めたのか、ゆっくり蹄ひづめを鳴らす。

　花魁熊以上の『死』が、スバルの命を焼き尽くさんと距離を詰めてくる。猛烈な熱気を纏まとった魔獣の接近を、しかし、スバルは身じろぎせずに待ち構えた。

　それは、絶対的な脅威を前に、生存を諦めてしまったから。──ではない。

　その逆だ。

「────」

　微動だにせず、スバルは呼吸さえ止めて、近付いてくる魔獣から自分の存在を隠した。ただし、その体は物陰に隠れてもいない。普通に考えれば無意味な抵抗だ。

　しかし、この魔獣に対しては、そうではない。

「────」

　ゆっくりと近付いてくる魔獣が、スバルと数メートルの距離を置いて立ち止まった。角と化している頭部、何を考えているのか、その思考の一切は推し量れない。

　だが、魔獣は即座にスバルを殺そうとしない。迷いや躊躇ためらいではない。

　ただ単純に、スバルの存在を確信できていない、それだけだ。




　──魔獣『ケンタウロス』の生態について、スバルは何一つ知らない初見の状態だ。

　初めて出会った敵対者には、為なす術すべなく殺されるのがスバルのパターン。その『死』の経験を踏まえ、敵を攻略する以外に抵抗の手段はない。

　などと、それはナツキ・スバルを甘く見過ぎている。

　突発的な『死』に対して、ナツキ・スバルは百戦錬磨。理不尽な『死』の経験値が、ナツキ・スバルに無意味な『死』を経験させない。

　そのためのノウハウは、スバルの魂たましいに確かに蓄積されている。




「────」

　直前の出来事と、眼前の魔獣の姿を目に焼き付け、スバルの脳は全力で活路を捜す。

　何な故ぜ、スバルより先に花おい魁らん熊ぐまを狙ったのか。脅威度の順番付け。──否いな。

　何故、スバルを殺さずに生かしておくのか。嗜し虐ぎやく心を満たすため。──否。

　何故、スバルのいる方を見ようとしないのか。遊び、弄もてあそび、殺すため。──否。

　──この魔獣には、目がないのだ。だから、スバルの存在を特定できない。

「────」

　頭部らしい頭部がないから、胴体に移植された口で鳴き声を上げている。おそらく、視覚だけではなく、嗅覚も存在しない。

　ケンタウロスが地下で活動する魔獣なら、モグラのように進化の過程で視力を失ったのかもしれない。いずれにせよ、それは好都合だった。

「────」

　口を閉じたまま、スバルは静かに腕を振り、手の中にあった水筒を放り投げた。

　個人携行の、中身のなくなった水筒だ。それはゆっくりと放物線を描いて、赤々と燃える魔獣の頭を飛び越し、後ろの砂山に当たって間抜けな音を立てた。

「────ッ!!」

　転がる水筒、その音を察知したケンタウロスが劇的な反応を見せる。

　燃える鬣たてがみを振り乱し、魔獣が馬の四足で軽やかに跳躍、水筒の傍そばへ着地する。──否、猛然と飛びかかり、爆炎が上がった。

「────ッ!!」

　砂と火の粉が壮絶に舞い、砂の火葬場が俄にわかに明るく照らし出される。

　ケンタウロスは蹄ひづめを何度も振り下ろし、執しつ拗ように水筒を破壊、水が飛び散る。それをやり遂げると、開かれた胴体の口から無数の赤ん坊の泣き声が迷宮へ響き渡る。

　何一つ、どれ一つとっても、好感など持ちようのない最悪の魔獣だ。

「────」

　しかし、その過剰な反応と攻撃によって、スバルの仮説は証明することができた。

　やはり、魔獣ケンタウロスには視覚も嗅覚もない。聴覚を頼りに攻撃しているのだと。

「────」

　魔獣の甲高い鳴き声が響き渡る中、スバルは首だけで頭上へ振り返る。スバルが滑落した砂山の上、十数メートル離れた通路の口で、こちらを見る視線と目が合った。

　ラムと、アナスタシアの二人だ。二人は斜面のギリギリまで身を乗り出して、眼下の火葬場を見下ろし、スバルの決死行に息を呑のんでいる。

　幸い、スバルよりよほど賢い二人はケンタウロスの習性に気付いてくれたらしく、スバルを呼ぶような迂う闊かつな真ま似ねはしないでくれていた。

　ただし、それは彼女たちに、何もできない歯は痒がゆさを強制する事実でもある。

「────」

　視線の意思疎通で、スバルはラムたちに静観するよう頼み込む。細かな文言は伝わらないまでも、薄紅の瞳が宿した怒りが、意思疎通に成功した証あかしと言える。

　無事に合流したあとのことが怖いが、それも全ては難関を突破できたらの話。

「────」

　闇色に染まった大空洞、焼死体の山の中央にはケンタウロスが堂々と鎮座している。

　その魔獣の知覚から逃れながら、スバルは移動しなくてはならない。それも、ラムたちの下へ戻るか、あるいは空洞の先を確かめるか、二つに一つだ。

『戻りなさい』

　と、強い意志のこもった視線が降ってきているが、そう簡単には頷うなずけない。この状況は確かに絶体絶命ではあるが、同時に偶発的なチャンスでもあるのだ。

　この砂の斜面を滑り降りたタイミングで、たまたま身代わりの魔獣がいてくれる機会など、狙ったところで訪れるとは限らない。──仮に、『死に戻り』したとしてもだ。

　同じ速度の行軍で、この大空洞へ辿たどり着く方法はない。早すぎても遅すぎても、ケンタウロスの炎は花おい魁らん熊ぐまではなく、スバルをこんがり焼き尽くすことだろう。

　そういう意味でも、この瞬間は二度とは訪れない好機だった。

「────」

　懐に入れていた小銭入れを開いて、スバルは銅貨を明後日あさつての方向に投げる。

　うっかり小銭が音を立てないか心配だったが、魔獣の狙いは投げられた銅貨だ。まるで親の仇かたきのように執しつ拗ように、小さな銅貨が炎に焼かれ、この世から焼失する。

　吹き上がる熱風に前髪をくすぐられ、スバルは息を呑のみ、足を前へ進めようとする。やはり、機会を逃すのは惜しい。せめて、先に進む当たりだけでも──、

「────」

　その後頭部に、今度こそはっきりとした怒りが突き刺ささり、スバルの足が止まった。恐る恐る振り返って、スバルは刺激的な視線の正体を解する。

　物理的な干渉力を持った視線、それはラムがこちらへ突き付ける杖つえが原因だ。その先端に風を宿した杖は、スバルが無謀を働いた瞬間に仕置きを実行する。

　当然だが、仕置きが実行されればスバルも、ラムたちもただでは済まない。それが嫌なら戻ってこいと、自分たちの命を人質にした交渉術だった。

「────」

　それが、スバルの身を案じるからこその強硬手段なのはわかっている。そして、スバルがそう理解することも、ラムはわかってやっているはずだ。

　悔しいが、完敗だ。──スバルも、自分が冷静になり切れていない自覚はあった。

　ケンタウロスの生態の一部と、危険な火葬場の存在。その情報を持ち帰れることを及第点として、ラムたちの下へ戻って作戦を練る。──それが、ベストな方策。

「────」

　そうと決まれば、スバルのやるべきことは明白だ。

　小銭入れから二枚目のコイン、今度は銀貨を取り出して、それをケンタウロスの頭の向こうへ放り投げる。魔獣の意識を逸そらし、砂山の斜面を登る方針だ。

　なるべく傾斜のきつくない、かつ崩れにくい足場を捜して目を凝らすスバル。

「──っ」

　不意の風に体を押され、スバルの喉が微かすかに鳴る。何事かと見れば、痛みのない不自然な風はラムが起こしたものだ。彼女の言う通りにしたのに、何な故ぜ。

　──直後、疑問の答えは炎の塊となって、スバルの眼前を通過していった。

「────」

　サッカーボールほどの炎の塊だが、それは熱波を周囲に振りまきながら飛び、そのまま数メートル先の砂の壁に激突し、そこで爆音を上げて激しく爆はぜた。

　膨れ上がる熱風に冷えかけた体を炙あぶられ、スバルは危ういところで悲鳴を呑のみ込こむ。

　今、ラムの風の制止がなかったら、間違いなく炎塊に直撃されていた。

　死ぬほどの火力かはわからないが、重度の火傷やけどは免れない威力。詳しくはないが、火傷には深度があり、体の三割も焼かれれば命の危機に陥ると聞く。

　ましてや、今のスバルたちのチームには治癒魔法が使える人材がいない。命拾いした事実を噛かみしめ、同時にスバルの背筋を戦慄が駆け上がった。

　何故、火球はスバルの方へ投じられたのか。

「────」

　思わず、スバルは背後に振り返る。

　奮発した陽動に引っかかり、ケンタウロスは空洞の向こうで銀貨と戯れていたはずだ。しかし今、魔獣は巨大な角と一体化した頭部をこちらへ向け、唸うなっている。

　それはまるで、スバルがこの場所にいると確信しているかのように。

「────」

　そんなはずはない、とスバルは頭を振った。

　スバルは慎重に小銭入れを開き、投とう擲てき用の小銭をいくつか握り込んで手に馴な染じませる。頭上でラムたちの焦あせる気配を感じるが、今は取り合えない。

　投じられた数枚の小銭が放物線を描き、魔獣から大きく逸れた位置へ落ちる。当然、魔獣の注意はそちらに向いて、不細工な魔獣は見え見えの陽動に飛びついた。

　再びの炎、響き渡る赤子の泣き声。そして、甲高い音の反響する空洞の中、スバルは自分の足音が細切れになるのを頼りに、大急ぎで砂山に取りついた。

　そして、一歩二歩と、砂の斜面を登ろうと踏ふみしめて──、

「──っ！」

　次の瞬間、体を掠かすめた火球が斜面で爆発し、熱波がスバルを吹き飛ばしていた。

「ぐ、がっ!?」

　肌を焼く熱波と、全身を殴られたような衝撃にスバルは豪快に転がされる。口を塞ぐのは間に合わない。呻うめき声を漏らさないのは無理だった。

　その事実に歯は噛がみしながら、砂に腕をつくスバルは顔を上げる。

「────」

　──眼前に、炎を纏まとった魔獣が立って、スバルを轟ごう々ごうと燃えながら見下ろしていた。

　その意識は明らかにスバルを認識している。音でしかこちらの存在を知覚する手段を持たない魔獣が、何な故ぜ、このけたたましい鳴き声の中でスバルの存在を──、

「自分の、鳴き声……！」

「バルス、反響──っ！」

　スバルの中で疑問と答えが連結し、頭上のラムがついに大きな声で叫んだ。

　二人が同じ解答に辿たどり着いた瞬間、ケンタウロスの背負った炎の火勢が一挙に強まる。爆発的に膨れ上がる焔ほのお、それは砂宮の火葬場の真の姿の解放だ。

「────ッッ!!」

「──エル・フーラ！」

　ケンタウロスが炎を振り下ろすのと、風の暴力が巨体を殴ったのはほとんど同時だ。放たれた熱量が砂地を爆発させ、風を浴びた魔獣が大きく横へ吹っ飛ぶ。

「ぐおぁっ!?　がぁ、こなくそぉ！」

　間近で砂の爆発を浴び、砂の上を転がるスバルがその勢いを利用して跳ね起きる。そのまま脇目も振らずに走り出し、

「──っ！　走れ走れ走れ走れ走れ!!」

　あえての大声で、自分に注目させながら空洞を駆け抜けるスバル。冷たい砂を蹴り、蹄ひづめを鳴らすケンタウロスが猛然とその背を追ってくる。

　考えての行動ではない。ただ、ラムたちを守らなくては。自分も、死んではダメで。

「────ッッ!!」

　この世に生まれたことを嘆く赤ん坊の大合唱が、スバルの魂たましいに『死』を刷り込む。

　馬の胴体に付随した人の上半身が腕を掲げ、骨の軋きしむ嫌な音が鳴り響く。すると、その人の腕に握られるのは、骨が変形して作り出された槍やりだ。

　花おい魁らん熊ぐまを貫いて、焼き焦がした燃える骨こつ槍そう、それが威力過剰にも、逃げるスバルへ向けて容赦なく叩たたき込まれんとしている。

「──クソがぁ！」

　罵声を上げ、スバルは腰の裏から抜いた鞭むちを魔獣の腕へ叩きつける。ダメージはない。だが、鞭の先端が敵の腕に絡まり、強烈な腕力で軽々と足が浮いた。

「う、おわぁぁぁ!?」

　魔獣の腕力に振り回され、宙を旋回するスバルの悲鳴が木霊する。すると、視力のない魔獣は声の速度に混乱し、皮肉にもスバルの位置を見失った。

　そうなれば、魔獣の行動は単純明快、手当たり次第に火球を放り投げ始める。

「ごぉ──!?」

　鞭むちが魔獣の腕を外れ、砂に落下したところで火球の炸さく裂れつに揉もまれて吹っ飛ばされる。

　とっさに顔を両腕で庇かばったものの、噴き上がる熱風は呼吸器官に侵入して鼻び腔こうと喉が淡く焦がされる。呼吸に痛みがあり、粘膜が溶けて嗅覚が一時的に死んだ。

「ぐが、ぎぃぃぃ！」

　顔の中心に発生した激痛の狂騒に転げ回り、スバルは涙目になって顔を上げる。

　ケンタウロスの胴体に存在する口が大きく開き、牙だらけの口こう腔こうは耳障りな音を立ててまるで笑っているように聞こえた。──否いな、嗤わらっているのだ。

　魔獣との知恵比べにすら敗北し、力で弄もてあそばれる弱者である人間を。

「──インビジブル・プロヴィデンス」

　魔獣の魂胆が幻聴のように聞こえて、胸の奥の黒い感情が形を持った。

　呟つぶやきに呼応する黒い力、スバルはそれに指向性を与え、悠然と獲物を追おうとしている魔獣を迎え撃たんと構える。

　ワンパターンな使い方だが、いい。誰にでも通用するワンパターンならば。

「────」

　人の胴体に馬の胴体、どちらに重要な器官があるのかわからない。頭部が角である以上、そこに脳が詰まっているかも謎だ。それでも、致命的な重要器官がそこに存在することは違いあるまい。そう当たりを付け、角を不可視の掌てのひらで握り潰して──、

「──!?　ぎ、あ、がぁ!?」

　そこまで考え、いざ誅ちゆう罰ばつを実行しようとした瞬間だった。

　ケンタウロスを見据え、その頭部に『見えざる手』を伸ばしたスバルの頭部に、想像を絶する痛烈な衝撃が走る。頭皮を剥はぎ、頭蓋に直接錐きりを打ち込むような痛みに一瞬で白目を剥むき、スバルは黄色い泡を吹いてその場に膝をついた。

「が、ぁぁ!?　ぐ、あぎぃ！」

　膝をついたまま両手を頭に伸ばし、鋭い痛みに対抗するためにこめかみを殴る。擦こすっても押さえても痛みは安らがない。痛みに対抗するために、より鋭く強い衝撃を与える。そのために殴り、殴り、殴っても殴っても痛みは超えられない。

　頭蓋の中に生じた棘とげだらけの地獄が脳を刺さし貫くように転げ回り、スバルは砂の上で悶もん絶ぜつし、訳もわからず砂を噛かんだ。

「痛ぇ！　あぁがぁ！　痛い痛い痛い！　痛いィ!!」

　叫ぶ、血を吐くように。

　口の中に大量の砂を入れて、奥歯でそれを噛みながら、意味不明の激痛に喉が塞がらないよう、スバルはのた打ち回って痛みに抗あらがう。抗えない、負けている。

　当然、インビジブル・プロヴィデンスは一瞬で掻かき消えている。

　霧散したそれはケンタウロスに何ら干渉することはできない。魔獣はスバルの様子に拍子抜けしたように、そのまま火球でスバルを焼死体へ変えようとする。

　生み出される大火球が空間の冷気を追い払い、小規模の爆熱が世界を熱くする。

　それはそのまま、ナツキ・スバルを消し炭に変質させ──、

「────ッ！」

　その直前に、猛然と飛びかかる漆黒の地竜が魔獣の腕を噛かみ千切った。

「────」

　闇に同化する体色の地竜は、音もなく魔獣に忍び寄って痛烈な一撃を加えた。腕を無くしてバランスを崩した魔獣は、頭上へ掲げていた火球をその場に取り落とす。

　即ち、魔獣は自らが生み出した火球の熱を足下で爆はぜさせ、超至近距離の爆風を浴びて吹っ飛ぶこととなった。

　爆裂を浴びて魔獣が爆ぜ、腕の傷から血をこぼしてケンタウロスがひっくり返る。

　それに目もくれず、砂の上を疾走するパトラッシュはのた打ち回るスバルの衣服を口にくわえ、即座に撤退するために走り出した。

　腰のあたりを噛まれたまま、ぶら下げられるスバルは左右に揺らされ、血の巡りの悪さと消えない頭痛に苛さいなまれながら背後を見る。

　パトラッシュの後ろで、よろよろと起き上がるケンタウロス。

　その人間の胴体の傷口が泡立ち、噛み千切られた左腕が瞬時に生えるのが見えた。化け物じみた再生力は他の傷口にも有効で、今しがたの爆発の余波で生じた体中の傷は次々に塞がり、魔獣はものの数秒で健在な姿へ舞い戻った。

　そうなれば、障害になるものはもはや何もない。

　魔獣の手の中に燃え上がる火球が生まれ、それは今度は縦に長く引き伸ばされる。

　何事かと目を見張れば、魔獣は自らの腕の中、炎の槍やりと火球を一体化させ、燃え上がる灼しやく熱ねつの武装を顕現させていた。

「────ッ!!」

　炎の槍を振り上げ、ケンタウロスはその先端をパトラッシュへ叩たたきつける。

　漆黒の地竜はその槍の旋回に合わせてダッキング──砂に潜るような低さで一撃を回避し、ほんのわずかな隙を掻かい潜くぐるように加速。

　しかし、駆け抜けると見えた瞬間、魔獣の蹄ひづめが真横から地竜の胴を蹴りつけた。硬い鱗うろこの内側に威力が浸透し、パトラッシュが内臓を絞られる苦鳴に喉を鳴らす。

　だが、パトラッシュはスバルを手放さないし、スバルには愛竜の負傷を気遣う余裕も今はない。あるのは終わらない頭痛による、永遠に思える責め苦だけだ。

　愛竜の息遣いと吐血の熱を肌に感じながら、スバルの意識はもはや手放される寸前だ。こんなに痛みと苦しみに苛まれるぐらいなら、いっそ死んだ方が──。

「死ぬんじゃない、バルス！　レムが泣くわ！」

「──ぉ」

　耳元で怒鳴りつけられて、その声はスバルの痛みを越えて脳に届いた。

　ただ、その声によって呼び起こされるのは、魔獣に抱いた憎悪に負けない怒りだ。

「────」

　忘れているくせに。

　誰も彼も、あの子のことを覚えてもいないくせに。

　──わかったような口で、俺とレムのことに口出しするな。

「──インビジブル・プロヴィデンスぅ!!」

　怒りのままに感情を解放し、スバルは涙で掠かすれた視界の端、そこを過よぎった魔獣へ八つ当たりに近い勢いで漆黒の魔手を叩たたきつける。

　途端、生じる頭蓋を噛かみ砕く激痛の荒波──それに呑のまれて意識が食われる前に、スバルの『見えざる手』が魔獣の槍やりを正面から叩き折り、一矢報いる。

　──だが、か細い抵抗が届くのもそこまでだ。

「────ッッ!!」

　怒りの反撃への返礼は、さらなる憤激による痛烈な一発だ。

　ケンタウロスは前足を砂の大地に突き立て、それを軸足にその巨きよ躯くを強引に旋回させ、後ろ足がカタパルトの如ごとく射出される。

　鉱物めいた蹄ひづめの硬度が重量と速度を得て、砂をぶちまけながらスバルたちへ──パトラッシュと、おそらく付近にいたラムやアナスタシアを巻き込んで炸さく裂れつする。

　空洞の一部が吹き飛ぶほどの脚力が爆発し、砂の暴力に巻き込まれて全員がバラバラに吹き飛んだ。ついにスバルもパトラッシュの顎から外れ、為なす術すべもなく砂の上へと転がり込み、衝撃の余波で崩れた魔獣の焼死体に激突する。

「ぁ、ぅ……」

　言葉にならない頭痛と、ケンタウロスの蹴りを浴びた体。

　肉体の内外から襲いかかる痛みの連続に、スバルはもはや意識が保てない。ただ、漫然と転がっている間に、『死』の気配が色濃く迫るのがわかる。

　壊滅、全滅、無駄死に討ち死に。

　そんな無情の言葉が脳裏を駆け巡り、しかし──、

「────」

　呼吸することも肺が忘れた状況で、スバルは自分の前に誰かが立つのを見た。

　小さく、華きや奢しやな影だった。

　意識が朦もう朧ろうとしていて、その外見は判然としない。だが、見慣れた姿だからすぐにわかる。ラムだ。彼女が、ふらつきながら立っている。

　スバルを庇かばうように、両手を広げて。

　──馬鹿、無理だから、無駄だからやめろって。

　そう言いたくても、声を出す喉が死んでいる。砂が詰まったみたいに。──否いな、事実として砂が詰まっている。割れそうな頭痛を殺したくて、馬鹿みたいに砂を呑のみ込こんでしまったせいで、今のスバルにはまともな声も出せない。

「……ど、ぅして」

　ただ絞り出すように、蚊の鳴くような声でスバルは言った。

　全て、スバルの判断ミスが原因だった。

　焦あせりがあった。不安と、迷いもあったのだ。その積み重ねがスバルの判断を狂わせ、結果、この状況を招いてしまった。

　ラムたちは、スバルの愚かさに巻き込まれたのだ。

　それなのに、どうして、スバルのために──、

「──レムが、泣くもの」

　そのスバルの言葉に、ラムが静かにそれだけ答える。

　記憶にないはずの妹のために、記憶にない妹の想おもい人を守るために、ラムは立つ。

　何がそこまで彼女をそうさせるのかスバルにはわからない。

　わからなくても、わかることがある。

　このまま、ラムは死ぬ。そして、スバルも死ぬ。それは避さけられない。

「────」

　ケンタウロスが唸うなり声を上げ、その両腕に新たに二振りの炎の剣を作り上げる。あるいは剣の外見をしていないため、槌つちや斧おののつもりなのかもしれない。

　いずれにせよ、炎を纏まとった二つの武器だ。それで、自分と比べてあまりにも小さいラムを寸断し、スバルをも焼き焦がさんという構えだ。

「……こい、こいよ。何か、あるだろ」

　来たる『死』の気配を目前に、スバルは痛みの奥底に手を伸ばす。

　痛みに対して反逆し、自分の心身の奥底へ潜り続ける。自分以外の誰か──ラムやパトラッシュ、アナスタシアに助けを求めるのは現実的ではない。

　ならば夢や妄想の類と罵られようとも、スバルは自分の内側に手立てを求める。明らかに現実的でないこの手法の方が、まだ現実的な手段であるのだから。

「こい、こい、上がって、こい……っ」

　内側に潜り、濁り切った体の中へ手を伸ばし、蠢うごめく黒い妄念を掻かき分け、スバルは自分の中に打開策を求める。酷使しすぎた『見えざる手』ではない。もっと別の、何か、新しい手段を、この場を乗り越える方法を。

　しかし、スバルのその決死の求めは──、

「──ぁ」

　必死の悪わる足あ掻がきが実る前に、スバルの前で魔獣が双剣を振り上げた。

　魔獣の頭上で交差する炎が、ラムへ向かって放たれる。大気を焼き焦がす斬撃が、無情にも少女の細い体を焼き切り、吹き飛ばし、燃え上がらせる。

　彼女の想いも、人生も、何もかもなかったことにして、黒い炭へ変えるために。

　その光景を幻視し、スバルは無力さに絶叫を上げて──、

「────」

　次の瞬間、恐るべき速度で放たれた白い光が、魔獣の上半身を消し飛ばしていた。
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　白光を浴びた部位は、文字通り、本当の意味で消滅していた。

「────」

　腕を、胴体を光に貫通され、魔獣の動きが一瞬だけ止まり、傷口が泡立つ。

　失われた部位を再生、魔獣の外見が変貌していく。

　人間部分の形が変わり、二本の腕は四本に増え、胴体にあった口こう腔こうからは鋭く長大な牙が覗のぞく。馬の下半身も脚を増やし、八本の脚力は単純計算で倍だ。

　さらに焦げた肌は黒光りする硬質なものへ変化し、一見すれば鎧よろいを纏まとった存在に見えるかもしれない。

　そして増えた腕のそれぞれに、炎の剣を、槍やりを、槌つちを、斧おのを構え、魔獣は短期間で信じられない進化を遂げ、白光の主あるじだけのために自らを変えた。

「────」

　四本になった前足を上げ、ケンタウロスは轟ごう然ぜんと雄お叫たけびを上げる。掲げた前足の蹄ひづめを噛かみ合わせ、甲高い音を立てて、勢いを駆って走り出す。

　その姿、巨きよ躯くも合わせ、鋼で武装した列車に等しい。重量と加速度は直撃した相手を容易たやすく挽ひき肉にくに変え、見るも無残な死を迎えさせることだろう。

　トドメに炎を振る舞えば、魔獣に恥を掻かかせた存在は完全に消滅することになる。

「────ッ!!」

　砂が蹴散らされ『白光が突き刺ささる』、炎の熱波『白光が突き刺さる』をたなびかせ、魔獣は猛然と『白光が突き刺さる』突き抜ける。『白光が突き刺さる』炎の熱はこれまでと『白光が突き刺さる』比べ物にならない『白光が突き刺さる』ほどに火力を増し、地獄の業火『白光が突き刺さる』さえもかくや『白光が突き刺さる』と言わんばかりであった。一いち瞥べつする『白光が突き刺さる』だけで『白光が突き刺さる』どんな存在であろうと『白光が突き刺さる』震え上がる『白光が突き刺さる』ことは避さけられない『白光が突き刺さる』異形と異貌は『白光が突き刺さる』まさに砂海の王『白光が突き刺さる』『白光が突き刺さる』『白光が突き刺さる』『白光が突き刺さる』『白光が突き刺さる』『白光が突き刺さる』『白光が突き刺さ』『白光が突き刺さ』『白光が突き刺さ』『白光が突き刺』『白光が突き刺』『白光が突き刺』『白光が突き』『白光が突き』『白光が突き』『白光が突』『白光が突』『白光が』『白光が』『白光が』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』『白光』──。




「────」

　そうして、凄すさまじい量の光が迸ほとばしった直後、そこにはもはや何も残っていない。

　あれほどの猛威を振るった魔獣は、その肉片まで含めて全てが光に消し飛ばされ、この世非あらざるどこかへ吹き飛ばされてしまったのだ。

　砂の上に残るのは、魔獣を掻かき消すために放たれた無数の光──その源である、白く細長い針だけ。それも、すぐに風化するかの如ごとく粉になる。

「────」

　それを愕がく然ぜんと見届け、スバルは頭痛も忘れていた。

　気付けばスバルの腕の中、熱く細い体が抱きしめられている。ラムだ。スバルの記憶にはないが、どうやら最後の瞬間、その体を抱き寄せていたらしい。

　もっとも、何の意味もないことだったはずだし、ラムの意識もない様子だが。

「────」

　そのスバルの耳に、誰かの砂を踏ふむ音が聞こえる。

　それはゆっくりゆっくりと、確かにこちらへ、スバルたちの方へやってくる。

　相変わらず、空洞の中には冷たい静寂と、暗闇が落ちている。

　微かすかな光源は、先ほどまで魔獣が盛大にばらまいていた炎の残骸があるだけ。ちょうどスバルのすぐ脇にも燻くすぶる炎の片へん鱗りんがあり、何とか周囲の状況ぐらいは確かめられた。

　その視界ギリギリのところに、誰かの足が入り込んでくる。

「────」

　顔を上げ、スバルはその足の持ち主──おそらく、光の正体に目を向ける。

[image: ]

　緩やかに視界を持ち上げ、霞かすむ目に映り込んだのは、人間だ。

「────」

　その薄い唇が横に裂け、女は獣性を帯びた笑みを浮かべ、言った。

「──見つけた」

　少なくとも、言葉は通じるのだな、とスバルは思った。

　思ったところで、スバルの意識は限界を迎える。

　砂の感触に受け止められ、スバルは無言のままに意識を手放した。

　せめて、腕の中の少女だけは手放さぬよう、強く抱いて。

　その程度の意地を張るだけの、根性だけは残っていた。
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　──暗い、暗い澱よどみの中を意識が揺蕩たゆたっていた。

　その場所を訪れるのは、ナツキ・スバルにとっては久しぶりのことだ。

　以前にも何度か、それこそ『死に戻り』するたびに強制的に呼びつけられていたような気がする。地にも空にも果てのない、闇だけが広がる黒い世界。

　目覚めた現実には残らない、泡沫うたかたの夢のような幻想空間だった。

　淡い闇の中、スバルには肉体がない。意識だけが頼りなく漂っているが、それを不安に思ったり、恐怖したりする気持ちはなかった。

　ただ、湧き上がる親愛が、信愛が、深愛が、スバルの心に充足をもたらしてくれる。

　しかし、そんな強い愛情の自覚は──、

『ずいぶんと、浮かれきっているようなのデス』

『まったく冗談じゃないよね。ちょっと運がよかったぐらいで勝ち誇って、その後も調子に乗られちゃたまらない。あのさぁ、自分を客観的に見ることを覚えなよ。そうしたら、自分がどれだけ厚顔無恥なのかわかるはずだからさぁ』

　不意に聞こえてきた雑音が、不純物のないはずの世界を無神経に掻かき乱した。

「────」

『おぞましくも浅ましい、なんと独りよがりな想おもいの産物なのデスか！　ああ、嗚あ呼あ、なんと罪深く、汚れた在り方か！　ただただ、嫌悪と軽蔑に値するのデス！』

『並以下どころか人間以下、不完全そのものって感じじゃないか。そんな奴やつが満たされた僕を足蹴にするとか、分を弁わきまえてろよ！　僕の前に立つのも、邪魔するのも阻はばむのも！　全部分不相応なんだよ！　人以下の、人畜風情の分際でさぁ！』

　闇の中、不自然な『意識』が揃そろって不完全なナツキ・スバルを罵倒している。

　怒りと憎悪、禍まが々まがしい感情を鮮烈に浴びせられ、スバルは困惑する。この、『意識』しか存在しないスバルには、それらの瑞みず々みずしい感情を理解する機能がない。

　必要なら、作り出すだけだ。この空間でならそれができる。できる気がした。

『────』

　──だが、何となく、理解する必要はない気がした。

　これらのために時間を割いたり、『意識』を励起させることの意義を感じない。欲求を覚えない。この場所は、ナツキ・スバルは、それらを理解したいと思わない。

『何たる不遜！　何たる軽視！　何たる侮蔑！　これほどワタシが強く勤勉に訴えているというのに、理解することさえ拒むとは！　アナタ、なんと怠たい惰だなのデスか！』

『どこまで他人をコケにすれば気が済むんだよ、人畜野郎……！　僕はただ、ささやかで平凡な幸福を甘受する、それだけが望みの無欲な男なんだよ。それをお前が、権利の侵害だ。邪悪の所業だ。他人の幸福を足蹴に生きるのも大概にしろよ……！』

　埒らちが明かない気がして、二つの『意識』を認識から切り離す。

　やってみたら、意外とそれができた。『意識』はなおも何事か言っている気がしたが、幸い、何も聞こえてこない。感じない。ひどく、落ち着いた。

　そうして心を落ち着けて、ようやく、この場所へきた本当の意味と対面できる。

『────』

　何も見えないはずの漆黒の闇、黒の中でより濃い黒を纏まとう姿は一層鮮やかだった。

　時にはナツキ・スバルの心を凍らせ、震え上がらせるしなやかな指を持つ両腕。細身でありながら柔らかさを感じさせる肢体に、それを包み込む闇色のドレス。

　相変わらず、首から上は濃霧に覆われたかのように判然としないが、そこに愛いとしい感情を抱かせる『誰か』がいることを、ナツキ・スバルは魂たましいで理解している。

　その姿形は明らかに、以前の邂かい逅こうのときより明瞭になり、距離も近い。

　以前までは腕と体つきぐらいしか見えていなかった人影が、今では身に纏ったドレスの装飾と、白い肩や首筋まではっきりとわかった。

　その体の大部分が影から露あらわになり、見えないのは闇に隠れる顔かお貌かたちだけだ。

　もどかしくは、ある。しかし、今はこれでいい。

　前より強く、より近くに彼女の存在を感じる。

　だが、ナツキ・スバルの方の準備が、彼女を迎える備えが十分ではないのだ。

　今はただ、すぐ近くに在れることを喜べばいい。

　いずれ必ず、その頼りない指先と触れ合い、細い腰を抱き寄せ、愛を交わそう。

『──愛してる』

　その言葉に答えるための唇を、次の機会には必ず用意しておこう。

　触れ合い、お互いを確かめ合うための『体』を、しっかりと準備しておくから。

　そんな感慨を最後に、ナツキ・スバルの存在は影の庭園から離れ──、





　　　　５






　──寝起きの良さと、寝つきの悪さは比例する。それがスバルの持論だった。

　スバルにとって、眠りからの目覚めとは水面みなもに顔を上げる感覚に近い。水中にいた人間は誰であれ、水面から顔を出せば呼吸を忘れることはないだろう。

　だから、覚醒はスバルにとって当然のことで、難しく感じる類のことではなかった。

「寝起きがいいのって羨うらやましいな。私、すごーく寝起きが悪くって」

　とは、以前にそんな会話を交わしたときのエミリアのコメントである。

　ちなみにエミリアの寝起きの悪さは筋金入りで、かなり強烈な低血圧だ。イメージ通りと言えばイメージ通りだが、目覚めてベッドを出るのに軽く小一時間を必要とする。

　反面、寝つきは子どものようにいいのだから、まさしくスバルと対照的だった。

　スバルはどうしても、ベッドに入って目をつむると、暗闇の中で色々考えてしまう。特に考えることが多いのは、ああしていればこうしていればという後悔ばかり。

　それはその日のことであったり、もっと過去の後悔であったり、時期を選ばない。

　それらと戦っていると、どうしても寝付かれない。寝つきの悪さはそれが原因だ。

　後悔が増えれば増えるほどに、ナツキ・スバルの眠りは浅く、短くなっていく。

　──だから、砂の迷宮での出来事も、今後のスバルの安眠を大いに掻かき乱すだろう。




「────」

　目覚めた瞬間、スバルは自分が『死に戻り』とは違う覚醒を迎えたと理解した。

　まず、周囲が明るい。闇色の目覚めを迎えた迷宮の初期配置と違い、状況が変化している。肌寒さと、砂に体を横たえる感触とも無縁だ。

　というより、この感触に覚えがあった。程よい硬さと高さは、長い旅路の間で何泊も経験した竜車のそれだ。つまり──、

「──っ、竜車の中？」

　空の裂け目に呑のまれ、逸はぐれたはずの竜車に寝かされている。

　その事実を理解して、スバルは慌てて体を起こした。と、座席につこうとした右手が誰かに握られている感触。振り返り、スバルは瞠どう目もくする。

「────」

　そこに、スバルの手を握って、安らかな寝息を立てるエミリアの姿があったからだ。

　彼女は座席の傍かたわらに膝をついて、スバルの手をしっかりと握っている。

　その微かすかな寝息と温ぬくもりに、彼女の存在を感じてスバルの肩から力が抜けた。

「ぁ、は……エミリア、だよな？　これ、無事に……」

　そっと、握られていない方の左手で、寝入っているエミリアの頬ほおに触れる。

　熱を持った白い頬、その肌が常軌を逸して滑らかで柔らかい。触れているだけで愛いとおしさが爆発しそうになり、できれば永遠に触っていたい。

「おお、間違いない、エミリアだ。……可愛かわいい。やわっこい。あったかい」

「──あんまり悪戯いたずらするんじゃないのよ。エミリアも、心配で二晩寝てなかったかしら」

「おおっひょい!?」

　目と指で、エミリアの寝顔を堪能していたスバルが、突然の声に肩を跳ねさせる。とっさに振り向くと、竜車の入口で呆あきれ顔をした幼女を発見した。

「ベア──」

「しー、なのよ。聞き分けのないスバルは嫌いかしら」

　思わず、再会を喜ぶ声を上げかけたスバルをベアトリスが制止する。とっさに口を塞いで、スバルは眠るエミリアを起こさなかったか様子を窺うかがう。と、彼女は唇をもごもごさせて、どこか幸せそうに頬ほおを緩めていた。

「ふいー、危ね危ね……で、ベア子、こっちこい。抱きしめさせろ」

「何を馬鹿なことを……し、仕方ないのよ」

　再会を言葉で喜べないなら、態度で喜び合うしかない。

　嘆息し、気のない素振りでやってくるベアトリス。そんな彼女をスバルは左手で抱き寄せて、しっかり胸に抱え込んだ。

「よかった……マジでよかった。本当に心配したんだぞ」

「……それはベティーの台詞せりふかしら。スバルや姉妹の姉がいなくて、ベティーたちの方がよっぽど肝を冷やしたのよ。生きた心地がしなかったかしら。……ホントに」

　抱きしめられるベアトリスが、言葉の途中で顔を伏せる。そのまま、胸に額を擦りつけてくる少女の頭を撫なで、無言で二人は再会を確かめ合った。

　それから、ベアトリスはすっきりした顔でスバルの胸から離れると、

「とにかく、他の連中にもスバルが起きたって伝えてやらなきゃなのよ」

「……そうだ、みんなは無事なんだよな？　逸はぐれてた奴やつらも、俺と一緒だった奴らも」

「安心するかしら。ちゃんと全員、無事に揃そろっているのよ」

「そ、うか……そうかぁ……！」

　ベアトリスの押してくれる太鼓判に、スバルの胸中から焦しよう燥そう感が抜けていく。全員が無事と聞かされ、とにかく安あん堵どの一言だ。

　だが、すぐにスバルはその太鼓判に嫌なデジャブを感じ、顔を上げる。

「待て、ベア子。俺はぬか喜びは御免だ。それ、本当に全員大丈夫なのか？」

「む、心外かしら。こんなことで嘘うそなんてつかないのよ。冗談じゃないかしら」

「お前がプンスカするのもわかるけど、疑ってるんじゃねぇよ。お前が嘘ついてるなんて思わないさ。……でも、プリステラでも同じことがあったばっかだからな」

「……それは、確かにそうなのよ」

　スバルの警戒の理由を察して、ベアトリスが硬い表情で頷うなずいた。

　プリステラで魔女教との戦いが終わったあとも、スバルは同様の報告を受けた。全員が無事と聞かされ、事実として、皆の認識の上でそれは正しかったが──、

「俺と、エミリアと、ベアトリス。それに、ラムとレムとパトラッシュ。アナスタシアにメィリィとヨーゼフと……最後にユリウス。これで、合ってるか？」

「──。大丈夫かしら。それで全員なのよ。ベティーが忘れていて、スバルだけが覚えている誰かがいるなんてこと、ないかしら」

「そっか……そうか。じゃあ、本当に喜んでも、いいんだな……」

　入念に落とし穴の有無を確認し終え、ようやくスバルは真の安あん堵どを得る。本当の意味で全員の無事を勝ち取り、スバルはただただ安心した。

「まったく、大げさなのよ。一番危ういスバルが大丈夫なら、みんなへっちゃらかしら」

「バカ、そういうことじゃねぇんだよ。お前だって、俺が無事って知って泣いただろ？」

「泣いてなんかないのよ。ベティーはスバルの胸に顔を押し付けていたから、そんな姿は見られていないはずかしら。証明は不可能なのよ」

　ふふん、とベアトリスは薄い胸を張って強がるが、その発言が墓穴を掘っていた。

　その上、スバルは自分の寝ていた座席の背中側──寝床の半分ほどのスペースに、スバル以外の誰かが寝ていた痕跡を指差して、

「じゃあ、ここにある俺と一緒に寝てた痕跡は？　お前の不安の証拠じゃないのか？」

「それはベティーじゃないかしら！　こう、完全に濡ぬれ衣ぎぬなのよ。心外かしら」

「お前以外の誰がこんなはしたない真ま似ねすんだよ。照れる」

「とにかく違うのよ！　ああもう、エミリアが起きちゃうかしら」

　いつもの調子の軽口に、ベアトリスが強引に話の流れを変える。その赤い顔に苦笑しながら、スバルは長い息を吐いて、ゆっくりと座席から降りた。

　その際、エミリアを起こさないよう、握った手を優しく離して、代わりに眠っている彼女を座席へ横たえ、白いタオルケットもかけてやる。

「よし、これでいい。……ベア子、確認するけど、ここは？」

「スバルも、見当はついてるはずなのよ。ここは──」

　そう言って、スバルの問いかけにベアトリスが答えようとする。

　しかし、その答えをベアトリスが紡ぐより先に、状況の変化の方が早く訪れた。

「────」

　瞬間、スバルの全身の肌を粟あわ立だたせる異様なプレッシャーが発生、心胆が震え上がる。

　それは唐突に、竜車のすぐ外から感じられる圧倒的な存在感だ。竜車はかなり強固な造りだが、プレッシャーは分厚い装甲をものともしない。

「ちっ、ベア子！　竜車の外だ！　いくぞ！」

「あ！　スバル、待つかしら！」

　そのプレッシャーの塊に対して、スバルは果敢に挑むことを選択する。

　砂の迷宮で、ラムやアナスタシアを傷付けまいとした心情の延長だ。それがエミリアとベアトリスを守るためなら、より一層強く、スバルの使命感は燃え上がる。

「────」

　直後、勢いよく竜車の外に飛び出したスバルは、目の前の光景に圧倒された。

　そこは竜車を中心として、半径数百メートルはあるだだっ広い空間だった。床は一面が石造りとなっていて、それは空間の端に当たる壁面も同じこと。

　その形状から、おおよそこの建造物が巨大な円筒状のものであると想像がつく。そして、この近辺でそれに該当する建造物が、一つしかありえないことも。

　つまり、こここそが──、

「──プレアデス監視塔の、中」

　この場所に辿たどり着くために、必死で長い長い道のりを旅してきた。

　道中、文字通り死ぬような思いを何度も潜くぐり抜け、『賢者』の悪意に満ち満ちた罠わなをいくつも突破して、ようやく──、

「──スバル」

　そんなスバルの感慨が、傍かたわらに寄り添ったベアトリスによって打ち切られる。彼女はスバルの手を強く握り、真まっ直すぐ、正面を見据えていた。

　そのベアトリスの視線を辿り、スバルも同じものを視界に捉える。──否いな、視界にはずっと、それが映り込んでいた。だって、無視できるはずがない。

　あんなにも鮮烈で、強烈な存在感を放つ、異質な人物を。

「お前は……」

「────」

　──掠かすれ声を出したスバルの視界、そこに佇たたずむのは長身の女だった。

　黒に近い褐色の髪をポニーテールにまとめ、手や足、腹や背中まで大胆に露出した半裸同然の格好だ。胸と下腹部を最低限に隠し、その服装の上から黒いマントを羽織った、ずいぶんと攻めたスタイルの人物だった。

　スバル的に言えば、ホットパンツに黒ビキニを着けてマントを羽織った痴女だ。

　すらりと長く白い手足に、惜しげもなく揺らされる豊満な胸。背丈はスバルと同じぐらいか、やや向こうの方が高く、腰の高さは比べるまでもない。

　白い肩の上には整った顔が乗っており、気だるげだが目力のある美貌があった。

　──刹那、その美貌と、迷宮で意識を喪失する寸前に捉えた人影とが重なる。

「……まさか、お前が『賢者』、なのか？」

　ふと、脳裏に浮かんだ可能性に、スバルは思わずそう口走っていた。

　それを口にしてから、失敗したと自分の軽率さを悔やむ。もし仮に、彼女がスバルの想像通りの人物だとしたら、ケンタウロスを殺した白光は彼女の力だ。

　それはすなわち、スバルの二度の死因となった人物でもあり──、

「────」

　無言のまま、女がゆっくりとスバルの方へ歩み寄ってくる。

　自分を軽々と消し炭にできる存在、そんな相手の意図がわからないことは恐怖だ。しかし、スバルはベアトリスを引き寄せ、そのプレッシャーを正面から浴びる。

　砂丘ではスバルを殺そうとして、迷宮ではスバルを助けようとした。

　それらは相反した行動だが、少なくとも、スバルは生かして塔へ連れ込まれている。

「あの状況で、俺を殺さなかった。なら、敵じゃないと……思っても、いいのか？」

「────」

「えっと、黙ってられると不安なんで、なんか言ってもらえると助かるんだが……」

「────」

　スバルの言葉に一切答えず、推定『賢者』がスバルの真正面に辿たどり着いた。その、深緑の瞳がスバルを捉え、上から下までじろじろと値踏ぶみする。

　その値踏みの結果がスバルの命を、ひいては仲間たちの命を左右することになるのか。

　──そんなスバルの不安は、不意に破られた。

「……三つ」

「え？」

「────」

　ふと、スバルを見つめていた女がそう呟つぶやいた。

　初めて聞いた女の声は、やや掠かすれたハスキーボイスだ。どこかミステリアスで、心情の読み取れない女の声にしては、少々可愛かわいげがあるなとぼんやり思う。

　と、そんな場違いな感想を抱くスバルの前で、女は静かに吐息して、

「……やっと、見つけた」

　そう言って、スバルを見つめる女の表情が変化する。

　それまで真剣に、スバルの全てを見透かさんとしていた機械的な眼まな差ざしが、ゆっくりと大きく、時間をかけて──笑顔と、そう呼ばれるものへ変わった。

　満面の笑顔で、女はスバルを見つめ、言った。

「──お師様」

「……は？」

「お師様ぁ！　もうもうもう！　待ってたッスよ～！」

　呆あつ気けに取られる暇もなかった。

　目を丸くした次の瞬間、感極まった女に飛びつかれ、スバルは床に押し倒される。その勢いに巻き込まれ、一緒に潰されるベアトリスが「むきゅー！」と叫んだ。

　だが、女はそれに構いもしない。ただ全力で、スバルの胸に顔を押し付け、縋すがりつく。

　長いポニーテールを揺すりながら、女は何度も繰り返しスバルを呼んだ。

「お師様！　お師様！　長かったッス！　寂しかったッス！　もうずっと、このまま近付く奴やつらを狙撃するだけの人生かと思ったッス！」

「ま、待て！　待て待て！　なんだ!?　何の話だ!?」

「なんだって、ひどいッスよぉ！　お師様が命令したんじゃないッスかぁ。祠ほこらに近付く奴らの邪魔をしろって……方法はまぁ、あーしのオリジナルッスけど」

「じゃなくて、俺がお師様!?　何言ってやがる!?」

　柔らかい女の肌と盛大に触れ合っているが、その役得を堪能する余裕がない。女の怪力にしがみつかれたまま、スバルは必死に身をよじり、逃れようとする。

　しかし、女も女で言い分があるのか、スバルを決して離そうとしない。

　結果、スバルと女は間にベアトリスを挟んだまま、床の上でくんずほぐれつする。

「お前、とにかく、離れろ！　話にならねぇ……！」

「嫌ッス！　絶対に嫌ッス～！　そんなこと言って、また目ぇ離した隙にいなくなるつもりに違いないッス！　お師様、変わってなさすぎ！　そこが愛いとしいッス！」

「知るかぁ──!!」

　何のトラウマがあるのか、女は強情にも離れようとしない。その顔を掴つかんで引き剥はがそうとしながら、スバルは噛かみつくように叫ぶ。

「そもそも、お前は誰で！　なんなんだ！」

「何を言ってるッスか！　シャウラッス！　プレアデス監視塔の星番！　お師様の可愛かわいい教え子のシャウラッスよぉ！」

「覚えがねぇ──！」

　シャウラを名乗る女だが、その名前は塔で暮らす『賢者』の名前のはずだ。

　スバルたちの旅の目的であり、全知と呼ばれた知恵者。その『賢者』がまさかこんなわけのわからない女のはずがない。断固、異議を申し立てる。

　そうして、互いに一歩も譲らず、進展のないままもつれ合っていると──、

「──大変！　起きたらスバルがどこにもいないの！　みんなで探さなきゃ……」

　と、竜車から飛び出してきたのは、頭を寝癖だらけにしたエミリアだ。

　焦しよう燥そう感で一杯の顔をしたエミリアは、竜車を出たところで絡み合う二人──実はベアトリスもいるのだが、その様子を目撃して、目を丸くする。
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　そんなエミリアに、スバルは助けを求めるように手を伸ばして、

「エミリア……たん！　起きてくれて助かった！　実はこいつが……」

「えい」

「痛い!?　エミリアたん、なんで今、俺蹴ったの!?」

「よくわからないけど、なんだかすごーくもやもやしたの！」

　そうして、何な故ぜか不機嫌なエミリアの助けを得られないまま、スバルは今しばらく、シャウラと揉もみ合うことになり──、

「い、いいから早く助けるのよ……こんなの、冗談じゃないかしら……！」

　弱々しいベアトリスの声も空むなしく、塔の中、スバルたちの悪戦苦闘は響き続けて。

　結局、騒ぎに気付いたユリウスたちが下りてくるまで、プレアデス監視塔の『賢者』（仮）との押し合いへし合いもつれ合いは続いたのだった。




　そんな一幕はあれど、一行は四百年間、未踏と呼ばれた地へと足を踏ふみ入れた。

『賢者』の智ち慧えが、待ち人を救うのに役立つのか、その期待と不安を残したままに、物語は砂の海、はるか高い石の塔へと飛び込んでいく。




　──選ばれなかった選択肢は消え、選び取られた答えを抱いて、『試験』が始まる。






幕間　『ゴージャス・タイガー・リローデッド』
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　──色んなものが、宙ぶらりんになったまま投げ出されてしまった気がする。




「────」

　軽く床を蹴りつけて、崩落した建物の外へと身を躍らせる。

　狭苦しい空間から解放され、埃ほこり臭さのない空気を肺一杯に取り込んだ。頭上、空は憎らしいぐらい青々としていて、地上の荒れようになど目もくれやしない。

「おー、戻ってきた戻ってきた！　すごいな、兄ちゃん！」

　罅ひび割れた街路に音を立てて着地すると、その様子に気付いた周囲の人間が囃はやし立てる。

　建物の外で、瓦が礫れきの撤去作業などに従事していた人々だ。みんな、額に汗し、顔を埃と泥で汚しながらも懸命に作業に打ち込んでいる。

「兄ちゃん、中はどうだった？」

「悪ィ、収穫なしだ。ひとまず、中にッ誰も取り残されちゃいねェみてェだ」

「そうか。……なら、この建物は後回しにしよう。助かったよ。中の階段が崩れてて、迂う闊かつに確かめにも入れなかったからなぁ」

　こちらの答えに、人の好いい顔をした男の表情が一瞬だけ曇った。その、曇り顔の原因を察しながらも、唇は慰めと別の言葉を用意する。

「……あんな危ねェ仕事、見てられッかよォ。体に縄括くくり付けて壁登ろうって気概は上等ッだが、ちったァ痩せてッからにしろや」

「そりゃ言えてる！　わはは、命拾いしたな！」

　笑ってこちらの肩を叩たたくと、彼は「ありがとうよ」ともう一度言った。それから、仲間たちと一緒に、次の建物へと向かおうとして、

「お……」

「見てらんねェって言ったッだろォが。俺様にも手伝わせろ」

　遠慮がちな背中に並んで言ってやると、相手が驚いたように目を丸くした。が、すぐに彼は少し厚めの唇を震わせ、再び破顔した。

「ああ、助かるよ、兄ちゃん。名前は？」

「──ガーフィール」

　そう答えて、短い金髪を掻かき毟むしり──ガーフィールは翠みどりの瞳を細めた。

　正面、まだまだ騒乱の余韻の残る街並みと、それを見下ろす憎らしい快晴を見つめて。
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　水門都市プリステラでの一連の騒動が決着し、五日が経過していた。

　魔女教の総攻撃といっても過言ではない激戦、それが都市へ残した爪痕は大きい。

　それは物理的に都市を破壊した被害だけでなく、住民たちの心身へと影響を与えた大罪司教の悪意など、枚挙に遑いとまがない。

　少なくとも、それらの傷は五日で癒えるほど浅いものでは決してなかった。

　──今、この都市にいる人間はみんな、大なり小なり傷付いている。

　そしてそれは、都市の住民ではないガーフィールですら例外ではなかった。




「大将にゃァ、俺様の悩みが筒抜けだったんだろォなァ」

　二日前、都市の傷跡を癒いやす手段を探すべく、東へ旅立ったスバルたちのことを思う。

　アウグリア砂丘の『プレアデス監視塔』は、かつて『三英傑』と呼ばれた伝説の『賢者』が住まうとされる。その『賢者』の知恵を借りられれば、あるいはこの手詰まりの状況の打開策が見つかるかもしれない。それが、スバルたちの旅の目的だ。

　だが、危険な旅路だった。本来なら、護衛としてガーフィールが同行すべき場面だ。

　しかし──、

『オットーの奴やつが無む茶ちやしないように見張っててくれ。あと、引っ込んだ魔女教の奴らが戻ってこないとも限らねぇ。そのときは、お前が頼りだ』

　それが、旅立ちに際してガーフィールがスバルから命じられた役割だった。

　もっともな懸念だった。オットーはエミリア陣営で一番自分を大事にしない男だし、人心を嘲る魔女教の暴挙への警戒だって欠かすことはできない。

　幸い、スバルに同行する顔ぶれは意気軒高──あれだけ大変な目に遭いながら、何な故ぜかいつもより元気なエミリアの体力には脱帽する。あの見覚えのない騎士、ユリウスも相当腕が立つし、案内役のアナスタシアも強したたかな女性だ。心配は、いらない。

　そんな考えの全部が、自分への言い訳だとガーフィールはわかっていた。

　──スバルは最大限、運命に抗あらがうために力を尽くす男だ。

　必要だと判断すれば、たとえボロボロの状態のガーフィールでも連れていこうとしたはずだった。そしてガーフィールもまた、スバルに必要だと断言されたなら、たとえ瀕ひん死しの状態だろうとついていった。しかし──、

「今の俺様じゃ役に立たねェってわけだ。──大将ァ、厳しいかんな」

　人間心理に百戦錬磨の眼力を持つスバルには、全てお見通しというわけだ。

　薄っぺらな虚勢、その裏側の弱さを見透かされ、置いていかれるのも納得だった。

「……けど、じゃァどうすりゃァいい？　どうすりゃァ」

　自分が足踏ぶみしている自覚はあった。足踏みの原因にも、心当たりはある。

　だが、踏み出し方と、踏み出していいのかがわからない。

「……なァにが、見事だったんだよォ」

　力なく呟つぶやく声には、英雄が最後にかけてくれた言葉への深い戸惑いがある。

　その情けない自分から目を背けたくて、逃げるようにガーフィールは都市の復興を手伝う。戦いの傷は完治していないが、それでも常人の十倍以上の働きはできた。

　瓦が礫れきを撤去し、崩落の危険がある建物の中を確かめ、救援と復興に力を尽くす。

　体を動かして、誰かのために働いている間は悩みを忘れられる。自分が足踏みしていることを意識しないで済むし、周りに弱さを気取られずに済むのだ。

　それが後ろ向きな行動で、褒められたことではないとガーフィールはわかっている。

　だが、そんな行いにも救われる人はいて、働く分だけ彼を慕う人は増えていく。

　そして、ガーフィール自身は気付いていないが──、

「おー、ガーフいたー！　すごー元気！　いっつも高いとこいんなー、ガーフ！」

　そんな悩みを抱えて放っておいてもらえるほど、ガーフィールは孤独でもなければ、愛されていないわけでもないのだった。
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「ふふふふっふふーん、ふふふふっふふーん」

「……やッたら元気だよなァ、お前」

　上機嫌に鼻歌を歌い、隣を歩いているミミの様子にガーフィールは肩をすくめた。

　復興作業を中断し、ガーフィールはミミと昼食を取るために移動している。

　本当は作業を続け、晴れない悩みを遠ざけたかったガーフィール。だが、ミミの勢いは強引そのもので、力ずくでこうして同行させられてしまっていた。

「おー、元気！　ほら、ヘータローとティビーがおとなしくしてーってうっさいでしょ？　ダンチョーも片手なくしていそがしーし、フクダンチョーとしてどっしりせななー」

「だァから、そォやってすぐ調子に乗るんじゃねェってんだよ」

　短い手足を振り回すミミだが、数日前まで半死半生を彷徨さまよっていた体だ。傷が開いてはたまらないと、襟えり首を掴つかむガーフィールに「ふかーっ」とミミが吠ほえた。

「あははは！」

　しかし、軽々と持ち上げられ、ガーフィールと目が合った途端にミミは破顔。その能天気な顔を見ていると、ガーフィールは悩む自分が馬鹿らしく思えてくる。

「てめェもあれこれ大変だってのに、悩んでる面ァ見せねェもんだ」

「みせない！　ミミ、めっちゃ強い女！　惚ほれた？　惚れた？」

「惚れねェ」

「そっかー」

　残念がる素振りも見せず、ミミは器用に身を回すと、ガーフィールの肩によじ登った。鬱陶しいが、下ろして無む茶ちやされるのもなんなので、そのまま好きにさせておく。

　自分の体なのに、全く安静にしてくれないのが治癒術師泣かせの少女だ。

「そりゃ、弟二人も心配が尽きねェッだろォよ」

「あー、ヘータローとティビーなー。ミミ、こんな元気！　なのに、二人はまだキツイ感じ？　ミミの傷、だいぶ引き受けて、しゃーない二人だなー」

　ガーフィールに肩車の状態で、腕を組むミミが鼻息荒く頷うなずいている。

　ミミが言っているのは、『三分の加護』で傷を引き受けた弟二人のことだ。三つ子であるミミたちは、三人で互いの傷や疲労を分け合うことが可能であるらしい。

　その加護の力で、ミミが受けた瀕ひん死しの傷を弟二人が分け合って引き受けた。それが響いて、ヘータローとティビーは今も調子が戻っていないとのことだ。

「その言い方じゃ、弟二人も報われッねェ。お前、もっと感謝してッやれよ」

「カンシャなー。ガーフの言いたいこともわかる！　でも、やっぱりミミはお姉ちゃんだかんなー。ヘータローとティビーは叱ってあげないとダメー」

「あァ？」

「気持ちはすごー嬉うれしいけど、ミミのまきぞえで二人が死ぬとミミも困るし！　命はめっちゃ大事！　二人の命はトクベツに大事！　だから、やっぱダメなー？」

　大きく体を傾け、顔を覗のぞき込んでくるミミの発言にガーフィールは目を丸くしていた。

　てっきり、またわけのわからないミミ流の理屈が飛び出すものと思っていたのに。

「意外ッと、ちゃんと考えてんだなァ、お前」

「トーゼン！　ゴージャス・ミミは賢い！　ユーリョーブッケン！　惚ほれた？　惚れた？」

「惚れねェ」

「そっかー、ザンネン」

　つれないガーフィールの答えに、しかしミミはめげずに笑う。

　そのあけすけな笑顔から目を逸そらし、ガーフィールはため息をついた。

「けどよォ、そりゃ弟たちもおんなじッこと考えんだろォが」

「んー？」

「姉貴が死にかけて、何もすんなってわけにゃいかねェだろ。なんだって、するさ」

「んんー」

　ミミの理屈も、もちろんわかる。

　自分のために、大切な人が必死になってくれるのは嬉うれしい。だが、同時に恐ろしい。

　愛いとしい人に、自分と一緒に死んでほしいとガーフィールは断言できない。それは、ガーフィールには一生かかっても言えない台詞せりふな気がする。

　ふと、ラムならどうだろうかと思った。

　ラムなら、愛しい人と一緒に死ぬことも、一緒に死なれることも受け入れる気がする。

　その場合、ラムの見ている相手は一人だけなので、本気で腹立たしい結末なのだが。

「んんんー！　やっぱダメ！　やっぱ、ミミはすごー怒る！　決めた！」

　そのガーフィールの思考を余よ所そに、悩み続けていたミミが力強く手を打った。

「ありがとーって言って、で、ペシコーンってやる！　ミミの答え、ヘータローとティビーも知ってそーだし。それでもやるならしゃーない。愛されすぎてて困る！」

「────」

「いっしょに死ぬかもってことは、いっしょに生きたいってことだし？　そしたら、もうミミはお姉ちゃんして、ヘータローとティビーもヘータローとティビーするだけ！」

　本当に、この少女は悩みなんてないものみたいに答えを突き付けてくれる。

　それは聞きようによっては、情が薄く感じるかもしれない一言。だが、それが絶対の信頼と愛情から成り立つものと、ガーフィールにはガツンと突き刺ささった。

「なら……なんで、てめェは俺様を庇かばったんだ？」

　その、真まっ直すぐなミミに、ガーフィールは絞り出すように問いかけていた。

　あんな風に庇われて、死ぬかもしれないような傷を負われて、ガーフィールの心は本当に本当に振り回された。何な故ぜ、あれができたのだ。あれをしたのだ。

　弟二人に命懸けで守られて怒るくせに、どうして出会って数日のガーフィールのために。

　自分はあのときの礼も、彼女が助かったことへの感謝も、何も言えていないのに。

「そりゃー、ガーフにミミが惚れてっからしゃーないなー。照れくさくて困るー」

「──ッ！　たかだか、何日かの話じゃァねェか」

　照れ臭げにするミミの言葉に、ガーフィールは牙を鳴らした。

　そう、たった数日なのだ。想おもいを強め、深めるにはあまりにも短すぎる時間だ。

　ガーフィールがラムを想おもって約十年──人生の半分以上、懸想している。

　それだけの月日、一人の少女を想い続けてきた。

　その月日の分だけ袖にされても、諦めようと思ったことは一度もない。そのぐらい、彼女を想い、欲しいと願い、言葉と行動を尽くしてきた。

　だからこそ、たったの数日で、弟二人が命懸けで守ろうとするぐらい愛されている少女が、その命を自分のためなんかに使おうとするのかがわからないのだ。

「昔、ローシが言ってた！　ツガイのジョーケン！」

「……あ、あァ？」

　聞き慣れない単語、次の瞬間、ミミがガーフィールの肩から華麗に飛び降りる。正面、振り返ったミミは両手の指をビシッと、ガーフィールへ突き付けた。

「ツガイは一緒になって、ずーっと何年も何十年も何百年も一緒でしょー？」

「何百年はそんなにいねェよ……」

「想いがエイエンなら、何百年とかみじかいみじかい！　んで、ずーっと一緒にいるんだけど、ケンカとか食べ物とりあったりとかはいっぱいするでしょー？」

「────」

「そんなケンカもとりあいっこも、楽しくやれそーな相手を選べみたいな？　あと、すごーガッチリなる相手はだいたい一目でビリビリドカーンって言ってた！」

「一目でビリビリドカーン……」

「ミミ、ガーフィ見てガッチリ！　ビリビリドカーンってなった！　なら、あとはもう、何日とか何百年とかゴサ！　先々のマエガリ！　お嬢に習ったヤツ！　トイチ！」

　えへん、と胸を張るミミ、その態度に「は……」とガーフィールは息を吐いた。

　唖あ然ぜん、呆あつ気けに取られていた。マエガリだのトイチだの、意味がわからない。つまり、つがいになる相手との、その後の数百年分の絆きずなの前借りという話なのか。

「……けど、死んでたら前借りもクソもねェだろォが。なのに」

「あんなー、ガーフ、頭ダイジョビ？」

　食い下がるガーフィールに、ミミが自分の頭を指で叩たたきながら首を傾かしげた。

　そして、

「一緒に死ぬかもって、一緒に生きたいってことでしょー？　んで、ミミもガーフも生きてんのに、なんでうだうだ言ってんのー？　ハゲるぞー？」

「──くは」

「お？　ガーフ、笑った？　ねー、笑ったー？」

　覗のぞき込んでくるミミのつぶらな瞳に、ガーフィールは顔を背けた。自分の口元に触れ、そこに生じた笑みを掌てのひらで確かめる。

　そこには確かに、ほんのわずかではあるが、笑みの衝動があって。

「わかるー、お嬢もミミといるともう笑うしかないわーってよく言う。フクノカミ！」

　わかっていない顔のミミの態度──否いな、わかっていないのはミミではない。ミミはたぶん、言葉にできないだけで、一番大事なことをちゃんとわかっている。

　ガーフィールが言葉にできず、満足できないでいることを、彼女ははっきりと。

　だから今、ガーフィールは悔しくて悔しくて、悔し紛まぎれに笑うしかなかった。

「んー、ガーフ、久々に笑った！　笑わせたミミに惚ほれた？　惚れた？」

「惚れねェ」

「そっかー。でも、ミミは惚れてる！　ご安心！」

「……あァ、あんがとよ」

　飛びついてきそうな勢いで隣に並んだミミ、そのちょうどいい位置にある頭を撫なでてやりながら、ガーフィールは彼女と一緒に前を向いた。

　今のミミの言葉で、ガーフィールの抱える悩みが一気に晴れるようなことはない。相変わらず、ガーフィールの心中には混こん沌とんが渦巻いている。

　水門都市の、揺れる波紋のような心残りは何も決着していない。

　だが、光明にはなった。──出さなくてはならない答えを出すための、道しるべに。

「ほいよ！　お食しよく事じ処どころに到着！　ガーフ！　ミミ、ぺこぺこーっ！」

「だァから、傷に障ッからはしゃぎ回んじゃァねェよ」

　勢いよく食事処へ飛び込むミミを追いかけ、ガーフィールも慌てて暖の簾れんをくぐる。

　食事処といっても、通常営業の店ではない。人手と物資の不足したプリステラでは、キリタカを筆頭とした臨時十人会の計らいで、配給のような形で食事提供が行われている。

　この食事処もその一軒で、店の中には復興に携わる大勢の人間が詰めかけていた。ちょうど昼食時なのもあり、空いた席を探すのも一苦労しそうだ。

　と、そうして店の中をガーフィールたちが見回していると──、

「──ガーフィール殿、ミミ殿、こちらはいかがですか」

「お……」

　手を上げ、店の奥にいた人物が声をかけてくるのに気付く。その相手の顔を見て、ガーフィールは驚きに眉を上げた。

　食事処、四人掛けの席で相席を勧めてくるのは、白髪に青い瞳の老剣士。

　──ヴィルヘルム・ヴァン・アストレアが、堂々と座っていたのだから。
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　食事処の配給は、都市全体の状況に反して驚くほど充実したものだった。

　治療院の食事もそうだったが、こんな余裕が街のどこにあるのか首を傾かしげたくなる。

「余裕ではなく、力を注ぐ場所を選んでいるだけでしょう。生活の質を落とせば、復興の前に人心が弱る。……なかなかどうして、キリタカ殿は考えておられる」

「へェ、あのなまっちろい野郎がねェ……」

　配給に手を付けながら、ヴィルヘルムの言葉にガーフィールは牙を鳴らした。

　魔女教との戦いによって、ガーフィールの中でキリタカの株は激しく変動した。彼もまた間違いなく、この都市を守るために尽力した一人だ。

　普段は頼りなく見えるが、有事の際の働きは人一倍。その点、キリタカもスバルに通じるものがあるかもしれない。──それが、微かすかに胸を疼うずかせる。

「んー、うましうまし！　ご飯がおいしーって幸せなー！　ミミ、カンシンしました！」

「はは、元気なことは良いことですな。ガーフィール殿も安心されたでしょう」

「あァ、そりゃァなァ」

　元気よく食事するミミの様子に、ヴィルヘルムが快く目尻を下げている。その老剣士に応じながら、ガーフィールは翠みどりの瞳を細めた。

　ガーフィールとヴィルヘルムは、共に『色しき欲よく』の制御塔を取り戻しにいった仲だ。

　道中、立ち入った会話はなかったし、戦いの最さ中なかに逸はぐれ、合流したときには互いの戦闘は終わったあとだったが──、

「──何か、私に聞きたいことがあるのではありませんか？」

　不意に胸中を覗のぞかれ、ガーフィールは言葉に詰まった。

　ガーフィールの目が泳ぐ。それを見ながら、ヴィルヘルムは小さく頷うなずくと、

「無論、話せないこともありますが、あなたには妻と相対するのを譲っていただいた恩義がある。この老骨に答えられることなら答えましょう」

　妻との相対、とヴィルヘルムは言い切った。

　戦いの前にも、彼の口から同じ呼び方をガーフィールは聞いていた。そして、戦いが終わった今もそう呼ぶということは、そういうことなのだ。

　ヴィルヘルムが戦った相手は、テレシア・ヴァン・アストレア。

　だとしたら、ガーフィールの戦った相手は──、

「俺様が戦ったのァ、本当に『八やつ腕うで』のクルガンだったのかよォ」

「────」

「……俺様ァ、最強ッになろォとしてる。それになんのが大将との約束で、義理で、俺様に必要なッことだ。けど、こんなじゃねェ。俺様の、俺様の見てる頂は」

　静かに青い瞳を細めるヴィルヘルムの前で、ガーフィールは拳こぶしを握りしめた。

　神聖ヴォラキア帝国最強の武人、闘神、『八つ腕』のクルガン。──彼との戦いの中、ガーフィールは幾度も敗北を、死を覚悟した。勝てないと思った。

　しかし、ガーフィールは今、ここにいる。あの闘神に勝利して、生き延びている。

　そのこと自体は誇るべき戦果だと思っている。周囲も、そう評価してくれた。

　だが、事実と周囲の評価、それらとガーフィールの納得とは全く違うものなのだ。

「なまじ勝ててしまったことが、あなたの中でしこりとなっているのですか」

「間違いなく、すげェ敵ッだった。ッけど、あいつは、あの野郎は……」

　伝説の存在は、ガーフィールの手の届くような相手なのだろうか。

　そんな疑念と不信感が、ガーフィールの牙と拳、胸の奥底に渦巻いていて。

「手合わせしたあなたの感じたことが、そのまま答えであるべきでしょう。ただ、それで納得がゆかない気持ちもわかります。ですから、あくまで私個人の考えを述べさせていただけば──我々が相対した二人は、あの二人であってあの二人ではない」

「そ、そりゃ、どォいう意味なんだよ？」

「亡なき骸がらを辱められ、二人が魔女教の傀かい儡らいになっていたことは疑いようのない事実。最期の瞬間、交わせた言葉は本物だったと思っていますが」

　最期の瞬間と言われ、ガーフィールの脳裏をクルガンが遺のこした言葉が過よぎった。

　ただ一言だけ、闘神は死力を尽くしたガーフィールへと、言葉を遺したのだ。

「野郎ァ、確かに最期に一言だけ……」

「その言葉は胸に仕し舞まっておくことです。──それは、『八やつ腕うで』のクルガンが自分を倒した戦士に捧ささげた称賛だ。部外者の耳に入れてよいものではない」

「──ッ、でも、どォなんだ？　本当に、本当にそれがクルガンの本心なのかよ？　操られてて、死んッでもそれで、だったら、最期の言葉だって……ッ」

　それさえ偽物で、交わした言葉も何もかも出で鱈たら目めで、ガーフィールとクルガンの間には真っ当に戦った事実も残らなくて、全部まやかしだったのではないか。

　そんな不安と恐怖に、ガーフィールは息を荒げて、

「ガーフ、それ、いくないやつだと思う」

「……あァ？」

「おじーさん、今、ちょっとさびしそーにしてた？　だから、それぐいぐいいくのいくないやつだとミミは思ったり？　あと、ガーフの目つきもすごー悪い。いくない！」

　隣に座るミミが、そう言いながらガーフィールの脇腹をビシビシと突く。その指の感触に眉根を寄せ、ガーフィールは遅れてヴィルヘルムの表情に気付いた。

　自分が無自覚に無遠慮に、ヴィルヘルムの傷口を抉えぐっていたのだと。

「……悪ィ、周りが何ッにも見えちゃァいなかった」

　謝罪する。『剣けん鬼き』の、あの月夜限りの逢おう瀬せに、自分はひどい泥を塗ろうとした。

　亡くした妻と意に沿わぬ再会をさせられ、それを自らの剣で終わらせた。そこで交わした別れの言葉、それが嘘うそ偽りだったのではと踏ふみ躙にじったのだ。

　叩たたき斬られても文句は言えない。そんなガーフィールにヴィルヘルムは首を振り、

「気に病むことはありません。あなたの年頃ならば答えに逸はやるのは当然のこと。むしろ、こうして謝罪できるだけ、同じ頃の私よりずっと大人だ」

「……爺じいさんがそォだったなんて、信じられッねェな」

「とんでもありません。私は愚か者でした。当時も……あるいは、今も」

　思わしげに目を伏せるヴィルヘルムに、ガーフィールはバツの悪さを味わった。

『剣鬼』の異名こそ有名だが、その人柄の話はついぞ聞かない。正直、今のも年長者の慈悲からくる慰めだろう。よくよく、この都市では反省すべき事柄が多い。

　ともあれ──、

「迂う遠えんな言い方を避さければ、我々が戦った二人は死の間際だけ己を取り戻した存在。それ以前の剣の冴さえは偽物……でなければ、全盛期の妻と戦って、今の私が生きて帰れるはずもない。それは、クルガンにも同じことが言えます」

「全盛期の奴やつらと戦ってたら、勝てッなかった？」

「私も、あなたも。私は死体に、あなたは肉片に。それが答えです」

「そ、そォは言いやがるが、俺様だって……」

「──驕おごるな、若造」

　──直後、溢あふれる剣気に圧され、ガーフィールは反射的に後ろへ飛びずさっていた。

「────」

　食しよく事じ処どころの入口へ飛び、四肢をついて息を荒くするガーフィール。その突然の奇行に周囲が驚く中、ミミだけが平然と食事を続け、魚の肉と骨をほぐしていた。

「い、今のァ……」

「ガーフィール殿も大器を感じさせますが、まだ器を焼き上げる途中。すでに古物の域に入る私ですが……私は本物を知っています。今のは、そのほんの一端」

「────」

「あなたの目指す頂は、今のあなたの指がかかるほど易やすくはない」

　言って、ヴィルヘルムが口を拭いながら立ち上がる。

　食事を終え、語るべきことを語り終えたのだと、そう態度が示していた。その上で、ヴィルヘルムは視線をガーフィールではなく、ミミの方へ移すと、

「あの剣気を浴びて、敵意の有無を一瞬で見抜かれたのはお見事です」

「ん～？　だって、おじーさんがミミたちに悪いことするリユーなくない？」

「慧けい眼がんです。──あなたが傍そばにいれば、彼が道を誤る心配はありますまい」

　しれっと答えるミミに頷うなずいて、ヴィルヘルムが食事処の外へ向かう。必然的に、入口に立つガーフィールとすれ違い、去り際に、

「大事にされた方がよろしい。ああした異性はきっと、あなたの人生の宝になる」

「──ッ！　誰が、あいつと！　俺様にゃァ、他に惚ほれた女がッ」

「どうあれ、失われぬよう懸命に。──どこぞの、朽ちた鬼のようにならぬよう」

　それだけ言い残して、ヴィルヘルムは食事処を歩み出ていった。

　その背中を黙って見送って、ガーフィールは苛いら立だたしげに牙を噛かみ鳴らす。それから乱暴に席に戻ると、残っていた食事を一息に掻かき込んだ。

「あー、ガーフ、オギョーギ悪い！」

「人の皿から横取りしてたッ奴に言われたくッねェよ。あァ、クソ！　話聞く前よりムカムカしてんじゃァねェのか、これよォ」

　食べ終わった食器を戻して、ガーフィールは乱暴に頭を掻き毟むしる。

　迷いが晴れるどころか、むしろ悩みの種が増した気分だ。ミミと、ヴィルヘルム。ガーフィールの抱えた悩みを先に解いた二人、その言葉がやけに重たい。

　強さの納得も、ここでやるべきことも、あと一歩、答えに届かなくてもどかしい。

「よーし、んじゃー、ガーフいこー！」

「……元気だなァ、てめェは。んで、どこいくって？」

　食しよく事じ処どころを出たところで、青空に両手を突き上げたミミが笑顔で言い放つ。その様子に苦笑したガーフィールが隣に並ぶと、彼女は「んんー」と首をひねり、

「決まってるしー？　ガーフの弟と妹とおかーさんのとこ！」

　気楽に歩き出したミミの背中に続こうとして、足が止まった。

　ガーフィールの瞳孔が細くなり、牙が鳴る。平静を保ったまま、振り返った。

「あんだって？」

「これから、ガーフの家族んとこいきます！　それがガーフに今、一番大事なこと！」

　何の根拠もなく、ミミは薄い胸を張って、尻尾をピンと立てた。

　そして、絶句するガーフィールを指差し、言った。

「家族とはちゃんとお話しといた方がよろしー！　これ、ローシの教え！」
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「あ！　ゴージャス・タイガー！」

「おォ……って、危ねェよ！」

　自宅を訪れたガーフィールを見て、パッと顔を明るくした少年が飛びついてくる。

　その体を慌てて受け止めて、ガーフィールは危なっかしさと安あん堵どに息を吐いた。

「ちゃんと足下ッ見て走れや。転んで痛い目ェ見んのは馬鹿だろォが」

「おー、転ぶと痛いもんな？　ミミもちっさい頃、よくすっころんだ！　んで、そのたんびにヘータローが痛そうな顔してたー。でも、ミミはあんましだった。不思議！」

「そりゃ不思議ッでも何でもねェよ。弟が甘やかしすぎだ」

　その結果、大きくなっても転びかねない不注意な姉が完成してしまった。

　と、そんなミミの伸び伸び成せい長ちよう譚たんはさて置いて、

「あれッから、少しァ家は落ち着いたか？」

「うん、大丈夫。おかーさんとおねーちゃんも、落ち着いたよ？」

「……そォかよ」

　少年──推定、弟を地面に下ろして、ガーフィールは目の前の邸宅を見上げた。

　トンプソン邸の家主であり、少年の父親であるギャレク・トンプソンは家に帰っていない。都市庁舎勤めで帰宅する暇もない、そうだったならよかった。

　だが、現実は違う。──ギャレクは今や、その姿を黒竜へと変えられている。

　その事実はガーフィールが自ら確認した。他の犠牲者──蝿はえに変えられた人々と違い、ギャレクとは意思疎通が可能だったため、間違いないことだ。

　そのことが幸運だったと、額面通りに受け取ることはしたくはないが。

「ねえ、ゴージャス・タイガー。おとーさん、ちゃんと帰ってくるよね？」

「────」

　不安げにする弟に、ガーフィールは頭を撫なでてやることしかできない。

　根拠のない慰めを言うことはできた。しかし、その言葉に熱を乗せてやれない。子どもは無知だが、馬鹿ではない。ガーフィールの下手な嘘うそなど、すぐに見抜く。

　だから、薄っぺらな言葉で不用意に傷付けたくなかった。自分の、弟を。

「フレド？　お客様をいつまで外で……ぁ」

「……よォ」

　そうして話し込んでいたところに、家の中から少女──推定、妹が顔を出してきた。

　彼女はガーフィールに気付くと、一度は表情を明るくし、すぐにバツの悪い顔になる。コロコロと表情の変わる様子は愛らしいが、今はその複雑な内心が痛々しい。

「ま、またわざわざきたわけ？　ゴージャス・タイガーって暇人なのねっ」

「あァ、お前らの顔が見たくてよ。けど、歓迎されねェならすぐ引っ込む……痛ッ」

「ガーフ、ちゃんと相手の顔見てしゃべんの！」

　後ろからミミに腰を抓つねられ、ガーフィールは唇の端を歪ゆがめた。だが、彼女の言葉の意味はすぐわかる。少女、妹がどこか辛つらそうな顔をしていたから。

「母ちゃん支えて、弟の面倒も見て……姉貴ってのァ大変だよなァ」

「──！　そう、そうなのよ。だから、えっと、ちょっとぐらいウチが話し相手になってあげてもいいわっ。今さら一人増えても変わらないから」

「一人じゃなくて、二人いるー！」

「今さら二人増えても変わらないからっ」

　顔を赤くして怒鳴る少女に、少年とミミが期待の眼まな差ざしをガーフィールに向ける。その幼い期待を裏切れるほど、ガーフィールは非情にはなれない。

「じゃァ、上がらせてもらうわ。母ちゃん……お前らの母ちゃんに迷惑ッがられたら、そんときァすごすご退散するがよォ」

「そんなこと……」

「うちのお母さんに限って、ありえないわね」

　顔を見合わせる姉弟がそう言って、やけに自信満々に笑ってみせる。

　そして、実際、その通りだった。
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「せっかくきてくださったのに、おもてなしの準備も何もなくてごめんなさい。今、お茶の用意をしますから」

　そう言って、ガーフィールとミミの二人にソファを勧め、女性──リアラ・トンプソンがお湯を沸かし、カップを準備している。

　その背中を見ながら、ガーフィールは自分の頭を掻かいて、

「あァ、悪ィな、急に押しかけて。迷惑かけたかァねェんだが……」

「迷惑だなんて、そんな不安そうな顔されないでください。こうしてお時間を作ってきてくださるのも、とても心の支えになっていますから」

「────」

　もてなしの準備をしながら、そう微笑ほほえむリアラにガーフィールは言葉が出てこない。

　押し隠した内心をすんなり読まれたのは、ガーフィールがわかりやすいだけなのか、それとも特別な──母と子の、血の繋つながりからくるものだったのか。

　いずれにせよ、母にこちらを惑わす意図はない。元々、自他問わず、悪意と無縁の女性だった。それは記憶がなくなった今も、まるで変わっていなくて。

　だからこそ、自問自答してしまう。──いったい、自分は何しにここへきたのかと。

「あれ？　なんか、家の中、前より広くなった？　きれーにかたづいてない？」

　戸惑うガーフィールの横で、無理やりここへ連れてきたミミは能天気なものだ。

　家の中を見回し、ソファで尻を弾ませるミミの呟つぶやきにガーフィールは首をひねる。

「言われてみりゃァ、この前ッより片付いて……いや、物が少ねェのか？」

「よくお気付きですね。私はそんなに、いつもと違って見えないんですが……」

　ガーフィールとミミの前にお茶を配膳するリアラが、おっとりとした様子で答える。

　しかし、そんなリアラの言葉に、少女が猛然と食って掛かる。

「そんなわけないじゃないっ。ウチはすごい変な感じで、お母さんが変わり者なの！」

「おねーちゃん、ずーっとそればっかり」

「なんですってっ!?」

　唇を尖とがらせた弟の発言に、姉が怒髪天を衝つく勢いで追いかけ回し始める。

　そんな姉弟の様子を横目に、ガーフィールは今のやり取りの真意をリアラに問うた。

「あのチビ共が言ってるのァ、どういう意味だ？」

「そう驚くことでは。ただ、今は都市のみんなで支え合うべきときですから。……家財の一部を譲ったり、ちょっと貯たくわえを放出したり、それをしていて」

「──。それで、色々なくなってッやがんのか」

「元々、物が多すぎたんです。私、物が捨てられない性格だったので、助かりました」

　そう言って舌を出すリアラだが、もちろん、そんな簡単な話ではあるまい。

　都市が助け合いを必要とする状況なのは事実だ。だが、トンプソン家だって大黒柱を欠いて大変な時期、助け合うなら助けられる側だというのに。

「そんなッ余裕、あんたらにだってねェだろォによ。だって……」

「夫は……ギャレクはすぐに帰ってきます。私は信じています。ですから、そんな風に気遣ってくださらなくても大丈夫なんですよ」

　食い下がろうとするガーフィールに、リアラがゆるゆると首を横に振った。

「私、昔から思っているんです。不安がれば不安がるほど、幸せってものは手の中からこぼれ落ちていくんだって。昔っていっても、十年ちょっとの話ですけど。私、その頃から記憶がなくて……あ、驚かせてしまいましたか？」

「……鉄板ネタかもしんねェけど、悪ィが先に旦那に聞いてた」

「あ、そうなんですか。……もう、あの人ったら」

　そう呟つぶやいて、リアラが少しだけ残念そうに微笑ほほえむ。

　記憶喪失と伝えて人を驚かせるのが定番だったらしいが、何も知らなかったときに聞かされていた場合、ガーフィール的には大惨事になるところだった。

　もちろん、今もそのことに痛みを覚えないわけではない。だが、堪えられた。それに、記憶をなくしていながら、変わっていない母の考えにも驚かされた。

　──明日はいいことがあるかもしれない、それが母の行動の原点だったから。

「何もなかった空っぽの私に、ギャレクがこの十年を与えてくれました。可愛かわいい娘と息子までもらって……その私が、ギャレクを信じられなくて、どうするんです？」

「────」

「別にギャレクが嫌がらないなら、あの姿のまま帰ってきても良かったんですけど」

「いや、さすがにそいつァ周りが止めんだろ……」

「そうですか？　あれはあれでカッコいいと思うんですが……」

　黒竜の姿に変わった夫のことを、リアラが明後日あさつてからの発言で擁護する。

　とはいえ、姿形がああまで変わった夫を変わらず受け入れるリアラの存在は、きっと自分を見失いかけたギャレクにとっても救いとなったはずだ。

　──ギャレクもまた、他の被害者たちと同じく、エミリアの手で氷漬けとなり、仮死状態となって救出を待つ選択を受け入れた。

　それはリアラと二人、夫婦で決めた結論。──何人も、そこには割り込めない。

「……あんたァ、強ェんだな」

「ええ、もちろんです。私、二人の子どものお母さんですから」

　えへん、と胸を張るリアラ。事実としては二人ではなく、四人の母親なわけだが、なるほど確かに強い。強すぎる。殴り合いと別次元の、スバルやオットーに通じる強さ、それが記憶をなくした母の中にも息づいている。

　きっとそれこそが、ガーフィールが鍛えることのできていない強さなのだ。

「そうそう。実は私からもゴージャス・タイガーさんに聞きたいことがあるんです」

　遠い目をするガーフィールの前で、ふとリアラが手を打った。

　その何気ない態度に、ガーフィールは「あァ」と頷うなずく。

「何ッでも言えよ。つっても、俺様に大した話ができるたァ思わねェが……」

「いえ、難しいことではなくて、ゴージャス・タイガーさんのことです」

「俺様の？」

「はい。──ゴージャス・タイガーさんは、どうしてこんなに私たちのことを気にかけてくださるんですか？　私、それが気になってしまって」

「────」

　油断していたところに、予想外の一撃が放り込まれて動揺してしまった。

　目の前ではリアラが、隣ではミミが、少し離れたところで姉弟が、ガーフィールの反応を待っている。その視線を浴びながら、ガーフィールの思考がぐるぐると回った。

　──自分は、何をしにここへきたのか。

　──リアラに、なくした過去の記憶を伝えたかったのか。

　──せめて二人の弟妹に、自分が兄なのだと名乗り出たかったのか。

　──それとも、ギャレクのことで慰めだけ伝えて、早々に立ち去るつもりだったのか。

　最初から曖昧だった覚悟がほどけ、弱々しくガーフィールは牙を震わせた。

「た、ただ何となく、目が離せねェって……あんたらはこう、抜けてッだろ？」

「まあ、ひどい。その通りだから何にも言い返せませんね」

「おー、抜けてんの？　何が抜けてんの？　あ、毛？　あんねー、ミミも火季になると毛とかちょー抜けんの！　でも氷季はもふってなる！　マメチシキ！」

　たどたどしい言い繕いに、リアラとミミがらしい反応を見せる。

　途端、露骨な安あん堵どがガーフィールの胸中を支配した。二人の性格からして、これ以上の追及はされないはずだ。ひとまず、これで状況を脱せる。

　そう、そうだ。この問題はもっと、もっと時間をかけて考えるべきで──、

「──ぁ」

「大丈夫ですか？　ゴージャス・タイガーさん」

　愕がく然ぜんと、吐息をこぼしたガーフィールの頭に、そっとリアラが手を乗せていた。

　身を乗り出し、ガーフィールの頭を撫なでるリアラ。その手つきは柔らかく、優しく、まるで愛いとしい我が子にするような慈愛に満ちていて。

　何な故ぜ、今、そんなことを。

「なんででしょう。あなたが今、なんだか泣きそうな子どもに見えてしまって」

　視線の問いかけに、リアラがどこか戸惑いながら、唇を緩めてそう答える。

　覚えていないはずのリアラと、忘れかけていたガーフィールの記憶が、重なる。

　いつかこうして、リアラ──リーシア・ティンゼルの掌てのひらに、撫でられたことがあった。

　そのときの肉体的な記憶が、この瞬間、ガーフィールの心を縛り付ける。

　そして、堪こらえようとする間もなく、感情は決壊した。

「……母さん」

「────」

「母さん……母さん、母さん……ッ！」

　撫でる指先に触れられたまま、ガーフィールは目の前のリアラをそう呼んだ。

　涙目になり、声が震え、小柄な体をもっと縮めて、ガーフィールは弱々しく喘あえいだ。

　あらゆる弱さを耐えられない。それは当たり前だった。

　どれだけ強がろうと、どれほど足あ掻がこうと、母の前では誰もが子どもなのだ。

　母親の前でどんなに虚勢を張っても、それは子どもの意地っ張りでしかない。

「俺様ァ……俺は、母さんに……ッ」

　言いたいことが、山ほどある。言いたいことが、星のようにある。

　伝えられないと、そう思って諦めてきた数々の想おもいが、ガーフィールの中では今も燦さん然ぜんと輝き続け、待ち焦がれた機会に歓喜している。

　母の腕に抱かれ、許されて、安寧の中で叫ばれたいと、欲している。

「……ガーフィール、だよ？」

　涙目になって、目を伏せて、声を絞るガーフィール。

　その隣で、不意にミミがガーフィールの名前を口にした。それが誰に向けたものだったのか、ガーフィールにはわからない。

　ただ、目の前で息を呑のむ気配と、頭に触れていた指が離れる感覚があって──、

「──ガーフィール、おいで」

　顔を上げた。目の前で、リアラが腕を広げ、微笑ほほえんでいた。

　その仕草と言葉に、ガーフィールの思考が停止する。

　だが、脳が停止しても、体が、魂たましいが、何をすべきか理解していた。

「か、母さん……おがあざん……ッ！」

　子どものように、子どもそのままに泣きじゃくり、ガーフィールはリアラに──リーシアに飛びつき、その胸の中に頭を埋うずめて、縋すがるように母を呼んだ。

　優しく、柔らかい掌てのひらが、泣きじゃくるガーフィールの頭を撫なでてくれている。

「よしよし……ガーフ、いい子、いい子ね。よく、ずっと頑張ってたね」

「──ッ、そォだよ！　俺、ずっと気張って、頑張ってッ！　けど、いっぱい間違って、それでも、それでもみんなが……ッ！」

　言葉にならない。支離滅裂な話を並べて、ガーフィールはリーシアに縋り付く。

　溢あふれ出るのは、ガーフィールの十五年間だ。

　母を失い、姉と別れ、家族をこれ以上なくすまいと意地を張り、その後の十年の月日をスバルたちに砕かれ──何度、ガーフィールは挫くじけ、嘆いたことだろう。

　失われた愛を、もう二度と手放すまいと躍起になり、どれだけ踏ふみ躙にじってきただろう。

　それも、全ては──、

「……かあ、さん」

「大丈夫だからね、ガーフ。お母さん、傍そばにいるから」

　優しい言葉が、慈愛が、求めても得られなかった母の愛が、ガーフィールを慰める。

　家族に、愛されていたことを覚えている。

　姉にも祖母にも、自分が愛されていたことをガーフィールは知っている。

　母が愛してくれていたことも、知っていた。

　けれど、母の愛を、こうして温ぬくもりと共に実感したのは初めてのことだった。

　泣きじゃくる。そうさせる感情の名前は、ガーフィールにはまだわからない。

　誰もがきっと、子どもの間に知ることになるその感情、その名前はまだわからない。




　──だけど、この熱い熱い気持ちがそのまま、その答えでいいのだ。
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「おー、ガーフ、泣きやんだ？　もうジューブン？　はー、ガーフ泣き虫さんだなー！」

　バツの悪い顔をしたガーフィールを指差して、扉を開けて戻ったミミが大笑いする。

　何ともあけすけな態度だが、彼女は二人の弟妹を連れ、ガーフィールとリアラを二人きりにしてくれていたらしい。その気遣いに、憎まれ口も叩たたけなかった。

「ゴージャス・タイガー、平気？」

「男のくせにめそめそ泣いて、信じらんないっ。うちのフレドみたいじゃない」

　ミミと一緒に戻った弟妹が、それぞれらしい態度でガーフィールを案じてくれる。

　家中に響くぐらい大きな声で泣き喚わめいたのだ。心配してくれる弟も、普段通りを装おうとしてくれる妹も、どっちも自分にはもったいない弟妹だった。

「……気ィ遣わせて悪かったなァ」

「んー、なにが？　それより、ミミはガーフが満足でけたかどーかが気になる感じ。あと、オヤツは甘いものが出るのかどーか気になる感じー！」

「あァ、そォかよ。ったく」

　けらけらと、何も考えていないみたいな顔で言われて肩の力が抜ける。ただ、ミミの存在に感謝して、その頭をぽんぽんと優しく撫なでた。

「そんで、ガーフ、どーだった？」

「そうですね、ご本人に聞いてみてください。私はきっともう大丈夫だと……ゴージャス・ミミさんの大好きな、ゴージャス・タイガーさんだと思いますよ」

「まー、そーかも？　ガーフ、やるときゃやっからねー」

　意気投合する会話の内容が聞いていられなくて、ガーフィールはそちらの話に混ざれない。代わりに弟と妹の頭を撫でて、心頭滅却に全霊を注いでいた。

　そうして、何気なく接した弟妹に、先ほどまで以上の愛いとおしさを感じる。

　実感のない、感情が納得していなかった部分が、確かな現実味を帯びてくれたからか。

「────」

　それを自覚した途端、次なる不安が芽生えてくる。

「ちょっと、なんで固まってんのよ。へ、変な病気とかじゃないでしょうね？」

　芽吹いた不安が急速に成長を遂げ、動かなくなったガーフィールを弟妹が心配する。その言葉を耳に入れながら、ガーフィールは必死に頭を悩ませていた。

　その不安と悩みの正体は単純で、自分はこの二人に兄と認められるかどうか、だ。

　名乗り出る、それ自体は今この瞬間にだって可能だ。だが、実行が可能であることと、実際に実行することとの間には天と地ほどの差があって。

「ガーフ、大丈夫？　なんかあった？」

「だ、大丈夫に決まってッだろォが。ガオ」

「ガーフがガオとか鳴くのはじめて聞いた!!」

　尽きぬ混乱をミミに指摘されるが、それに噛かみつく余裕も取り戻せない。

　そうして、周囲の心配に包まれたまま、ガーフィールの頭を混迷が渦巻いて──、

「またそうやって、一人で悩むのはやめたんじゃなかったの、ガーフィール」

「ぁ、母さん……」

　目を回すガーフィールを見み咎とがめて、リアラがそんな風に言い聞かせる。その言葉にガーフィールがとっさにそうこぼすと、弟妹が驚いた顔をした。

「え、なんでゴージャス・タイガーがおかーさんって？」

「だ、ダメよ！　これはウチとフレドのお母さんで、あんたのお母さんじゃ……」

「いいから、二人とも。ね？」

　驚く弟と噛みつく妹、その二人を優しくリアラが抱き留める。

　その柔らかい制止に渋々と黙る二人、そんな二人に言い聞かせるように、リアラはそっとガーフィールを見つめ、言った。

「ガーフィールは、お母さんと離ればなれみたいなの。それで、私がそのお母さんに似ていたみたいね。それで、寂しくなって泣いてしまったの」

「──ぁ？」

「おかーさんと、おかーさんが似てるの？」

「な、何よそれ……ふんだ、恥ずかしい」

　リアラの説明に、リアラの子ども三人がそれぞれ反応。

　呆あつ気けに取られるガーフィールの前で、リアラは堂々と間違った事実を口にしていて。

　つまり──、

「ガーフ、言うことちょー足んない感じ？」

　端的な、ミミの言葉通りなのだろう。

　ああして情けなく、みっともなく泣き喚わめいたにも拘かかわらず、リアラは結局、真相の部分はこれっぽっちも気付いていなくて。

「当たり前っちゃァ、当たり前、か。……くは、なんだよ、そりゃァ」

　途端、力が抜けた。牙からも、体からも。

　こぼれた言葉が安あん堵どと落胆、どちらのものであったのか。

　──たぶん、半分半分だろうなと、ガーフィールだけが自分自身で気付いていた。
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　色々と肩透かしを味わい、収穫があるのかないのかも曖昧だが、潮時だろう。

　そう判断して、ガーフィールはミミと二人でトンプソン邸をあとにする。

「また何にもお構いできなくて、ごめんなさいね」

「ダイジョビ！　こっちこそ、ガーフがうんさか泣いてごめんなさいみたいなヤツ！」

「うるッせェな、蒸し返すんじゃァねェよ」

　リアラの見送りに、そう応じたミミの襟えり首を掴つかんで持ち上げる。そのまま、ガーフィールはため息と共にリアラと、リアラに抱き着く弟妹を見やる。

「お前らも、そんなッ心配しねェでも母ちゃん取り上げたりしねェって」

「ボクも、そう思うけど……」

「ふんだ！　お父さんがいなくても、隙だらけのお母さんは渡さないんだからっ」

「隙だらけッなのは同意見ッだけどなァ……」

　警戒を強める弟妹に、ガーフィールは苦笑する。

　リアラの妙な説明の結果、二人は揃そろってガーフィールが母を奪いにきたと勘かん違ちがいしているらしい。──そんなつもりはないのだが、思われるのは幸福なことではあった。

「てめェでてめェが嫌になるな。……わァった！　悪者はとっとと退散するさ」

「またいつでもきてくださいね。泣きたいときは、この胸をお貸ししますから」

「なるべく、そんなことがねェようにするよ」

　痛いところを突かれた気分で、ガーフィールはリアラたちに背中を向けた。ミミをぶら下げたまま、まだ家族と名乗れていない家族に、背を向ける。

　そのまま立ち去ろうとするガーフィールに、リアラが両手を叩たたくと、

「ほら、二人とも、ちゃんとお別れを言いなさい」

「ゴージャス・タイガー、またね」

「むー」

　その言葉に弟は素直に従ったが、妹は唇を尖とがらせてだんまりだった。

　そんな頑固な妹に、リアラが困った顔をする。

「ほら、お姉ちゃん、ちゃんとしなさい。もう、ラフィ！　──ラフィール！」

「────」

　焦じれた顔のリアラが、妹の名前を呼んだ。

　その、名前の響きを聞いた瞬間、ガーフィールは稲妻に打たれたような衝撃を覚える。

「ら、ふぃーる？」

「ええ、ラフィール……あら、一度も紹介していませんでしたか？　この子の名前です。私の二人の子、ラフィール・トンプソンと、フレド・トンプソン」

　ラフィールとフレド。

　弟の名前は、これまでにも何度か聞いていた。その名前を気に留めていなかったのは、ガーフィールが気付くのを恐れていたから、だったのかもしれない。

　ラフィールと、ガーフィール。フレドと、フレデリカ。

　リアラの二人の子と、リーシアの二人の子ども。──その、よく似た響きと、意味。

「女の子っぽくないと思ってるんでしょ。ウチも、そのぐらいわかってるんだからっ」

　ガーフィールの沈黙の理由を曲解し、妹──ラフィールがむくれた顔をした。

　それを受け、ガーフィールは「いや」と首を横に振り、

「いい、名前だと思うぜ。──本気で、そォ思う」

「──っ」

「ですよね！」

　真まっ直すぐ、本心から伝えたガーフィールに、ラフィールが顔を赤くする。と、そこへ割り込むように、手を打ったリアラが破顔した。

「二人の名前は私が付けたんです。どうしてか、この名前がいいって……それで」

「二人とも、あんたが？」

「はい。──可愛かわいい子どもの名前を考えたら、自然と浮かんできたんです」

　──それは、これ以上ないほどの、愛の証明だった。

　記憶をなくして、以前のことを何も覚えていなくて、それでもその優しさと寛容さをなくさなかった母は、忘れたはずの我が子への愛を、生まれた子どもたちに授けて。

「────」

　きっと、ガーフィールは怒ったってよかった。

　憤慨や嫌悪は、ガーフィールの権利だった。そうする自由が、自分にはあった。

　だけど、そんなことは思い浮かびもしなかった。

　自分の母の、リーシア・ティンゼルの愛が、証明された。

　妹と弟の母の、リアラ・トンプソンの愛が、証明された。

　──だから、もう、十分だった。

「は、ははッ！　ははっははッ!!」

　笑いが、出た。

　ついさっきまで、胸中に残っていた最後のわだかまりが消える。

　言うべき言葉、伝えるべき関係、それを言えなかった自分の情けなさが消えた。

　今は、これだけでいい。

　だって、繋つながっていたことは、こうして実感できたから。

「じゃァな、ラフィール、フレド。またッくるぜ」

「──！　うん、ゴージャス・タイガー！」

「こ、今度は泣かないようにしなさいよねっ」

　弟妹の頭を乱暴に撫なでる。今度の掌てのひらには、ちゃんと愛情が込められたはずだ。

　それから最後に、ガーフィールはリアラに、母に手を振った。

「ありがとうよ、母さん。まァた、邪魔するぜ」

　──プリステラを離れて、ロズワール邸へ引き上げてからも、また訪ねたい。

　そのときはきっと、姉と祖母の二人も連れて、会いにこよう。

　それまでは、これでいい。──今度は前向きな気持ちで、言葉を封じ込めて。

　家族の話は家族同士で、そう思えているから。

「それまで、元気でな！」

　ガーフィールは拳こぶしを固めて、力強くそう言い切ることができた。
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「おかーさん、ゴージャス・タイガーが元気になってよかったね」

「うん、そうね。本当に……よかった」

「……お母さん、なんだか寂しそうじゃない？　そんなに、あいつが気に入ったの？」

「どうかしら。離れたくないわけじゃないわ。……離れていくのは、寂しいけど、嬉うれしいことかもしれないから」

「おとーさん、いつ帰ってこられるかな？」

「わからない。でも、必ず帰ってきてくれるわ」

「……お母さん、なんで泣いてるの？」

「──忘れ物が、見つかったからかもね」




「ごめんね、でもありがとう。──愛しているわ、ガーフ」
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　ミミを片手に掴つかんだまま、治療院の一室へと入る。

　多数の寝台が並ぶ中、一番奥の窓際──そこで、オットーが休養を取っていて。

「よォ、オットー兄ィ」

「おや、ガーフィール。外の手伝いはいいんですか？」

　寝台で上体を起こし、本を読んでいたオットーがガーフィールの来訪を歓迎する。兄貴分のその言葉に、ガーフィールは「あァ」と窓の外を眺めた。

「ひとまず、小休止だ。俺様がいねェと、オットー兄ィがいつ無理するかわからねェ」

「そんな向こう見ずじゃありませんよ。……何か、いいことでもありました？」

　微かすかな表情の違いに何を見たのか、オットーが目め敏ざとくそう尋ねてくる。

　その問いかけに、ガーフィールは少し考え込んだ。

「いいこと……か？　そォ言われッと、即答できねェんだが……」

「でも、うれしーことだったんじゃない？」

　と、言葉に詰まるガーフィールを、ぶら下がったままのミミが丸い瞳で見つめる。

　彼女はにんまりと、嬉しそうに唇を緩めて笑うと、

「ガーフ、いい顔になった！　うれしーことと、そんな感じのことがあったショーコ！　それでいーんじゃないって、ミミは思ったりしてみた！　した！」

　そう言って、また呑のん気きな様子のミミが馬鹿笑いした。

　その声の大きさに、部屋の人々の視線が集まるが、誰も注意しない。

　それはきっと、当然のこと。──本心から楽しそうに嬉うれしそうに、そうして笑っている人がいることが、誰かの救いになることもあるのだと。

「ったく、しょうがねェなァ」

「おー、ガーフも笑ったー。惚ほれた？　惚れた？」

「惚れねェ」

「そっかー」

「惚れねェ。……ッけどよォ」

　何度か繰り返したやり取り。

　その最後に、ガーフィールが一言付け加える。

　目を丸くしたミミと、やり取りを微笑ほほえましげに見守るオットー。

　母に、妹に弟に、ここにいないスバルたちに。

「──ありがとうよォ」

　少しだけ、前に進めた気がしたから。

　ガーフィールは牙を見せて、そう笑った。


《了》
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　どうも、長月達平かつ鼠色猫です！　無事、六章開幕と相成りました！

　このたびは本編21巻にお付き合いいただきまして……21!?　21巻ですね。とんでもない巻数ですが、21巻、お付き合いありがとうございました！

　巻数が多くなってくると、ふと思い出すことがあります。

　基本、シリーズものの作品はナンバリングされているものですが、リゼロも書籍化前はナンバリングをアラビア数字とローマ数字のどちらにするか、といったことを担当さんと話し合ったことがありました。

　正直、作者は最初はカッコいいのでⅠやⅡなどのローマ数字を推したのですが、担当さんは頑としてアラビア数字を推す。こうして21巻まで辿り着くと、そのときの担当さんの英断が身に染みます。21巻が『ⅩⅩⅠ巻』と表記されるわけで、あとがきのページすら削って一行を増やしている身としては、すんごく大変。

　もしかして、担当さんはこの状況を予期していたのでは？　と勘繰りたくなるぐらい。




　では、あまりにも雑談すぎる雑談からですが、恒例の謝辞へ移らせていただきます。

　担当Ｉ様、珍しく昔の思い出話などしたあとがきですが、当時の英断に感謝を。そして今回の、21巻のすったもんだでも大変お世話になりました。ありがとうございます！

　イラストの大塚先生、今回は新種の魔獣が多数飛び出す中、素早く、絶妙なイラストをありがとうございます！　花魁熊とかケンタウロスとか、最高に魔獣って感じです。

　デザインの草野先生、２巻以来の鬼姉妹のイラストを、美しく仕上げてくださってありがとうございます！　六章もまだまだこれから！　引き続きよろしくお願いします！

　月刊コミックアライブでは、マツセダイチ先生の三章コミカライズがついに完結！　マツセ先生とは一章から、実に五年もリゼロを描き続けていただきました。難しい局面もある中、ここまで本当にお疲れ様でした！　そして、ありがとうございます！

　そして、新たに始まります四章は花鶏ハルノ先生と相川有先生のタッグ！　野崎つばた先生のますます盛り上がる『剣鬼恋歌』も、よろしくお願いいたします！

　それから、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校閲様や各書店の担当者様、営業様とたくさんの方々にお世話になっております。引き続き、よろしくお願いします。

　そして最後は、いつも応援してくださっている読者の皆様へ、感謝を。

　六章の開幕と、いよいよ公開目前のＯＶＡ第二弾『氷結の絆』。アニメの第二期の続報も含めて、今後もリゼロの展開にお付き合いお願いします！

　それでは、また次の巻で！　お会いできますよう！


２０１９年８月《強烈な日差しに夏の到来を感じながら》
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